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年報 の発刊 にあた って

東京国 、r.文化財研究所のis度 ごとの研究活動 のあ らましは、これまで 『東京国立文化財研究所 要覧」

によ って報 告され てきた。1952(昭 和27)年4月 に、lk1、Z博物館の所 属施 設で あ った美術研 究所 が 文

化財保護 委員会の附属等機関 と して独 甑 し、芸能 部 と保存科学部 を設置 して 東京国 、γ文化財研究所 とな

り、研究分野が拡 人す るとと もに、文化財保存 とい う現実 の行政 に深 く関わ るようにな った。

それ を受 けて、最初の 『要覧』 は1955(昭 和30)年 に1955年 度版が刊行 されて いる。 『要 覧』 に は

①研究所 の沿Il直、②機構、③研究活動、④施設、⑤i二1桁図_(ri　、⑥職員、⑦ 当研究所関係法規cif%びに規定

の7項 目が 立て られ た。研究活動 につ いて は研究 者各人の研究課題 を簡単 にあげ、 その業績 を 目録 と し

て示す ほか、複数 の研究 者が 協力 し合 って行 う共同研究 ・総 合研究 ・機関研究 につ いて は、その研究 方

法 と成果がか な り詳 しく解説 され ている。 この後、'[1研究所 がさ らに部門 を増や したことか ら、『要覧』

の編集方針 は、研究活動 の報告 を部F冤ごとに纏 め られ るよ うにな った とい う変 更が あるものの、内容 的

に見れ ば当初の編集方針 は今 日まで継承 されてい るといえる。

しか し、 この間、行政 に対す る改革の大 きな動 きがあ り、 当研究所 も1988(昭 和63)年 濱 田所長 の

時 に、研究所の組織 と事務 事業の 見直 しを行 った。 研究活動 にっ いては文化 財保存 の懇談会 にお いて外

部 の専門家 による評価を受 ける ことにな り、例年、年度 末に行 われて きた。 「文化 財保 存の懇 談会 」 と

は、1970(昭 和45)年 度 か ら当研 究所 と文化庁 との間 で、文化財の保 存 に関 わ る研究 の情 報交 換 と研

究活動 の円滑化を図 るたあに 「文化財保 存科学 懇談 会」 が開催 され るよ うにな った。 そ して、1973(昭

和48)年 に修復技術 部が、没置 されたことを機 に会 の名称が文化財保存 の 懇談会 にあ らため られ た もの

で ある。懇談会で研究評価 を受 けるようにな ったのは、 それまで懇談会 で文 化財 の保存 に関す る研究成

果 の概要報告を行 うことが あ ったか らであ るが、 これによ って、 懇談会 の性格 は少 なか らず変 り、研究

評価が中心的な議題 とな った。 と もあれ、研究 評価 を受 けるのであ るか ら当然 これに必 要な説明 資料 を

用意す ることにな るが、「要覧』 は この懇談 会の説 明資料 に拠 りなが ら、 年報 と しての意 味 を持 たせ て

編集 されて いたので ある。

ところで、時代 は組織や団体 に情報の公開を求め、説明す る責任 を問 うて いる。 当研究所 の国 際文化

財保存修復 協力 セ ンターが ニューズ レターをっ くり、国際関 係の研究 や事業等の動 きについて紹 介す る

よ うに したの も、 この よ うな時代 の動 きにいささかで も応 じるたあであ った。

それよ りも自 らの機関 の活動 について 多 くの人 々に知 って いただ くことは機関の経営 戦略にlllわ るこ

とで あると思 う。 要は社 会的 な存在意義を 自ら明 らかにするということである。当研究所は 『美術研究』・

「芸能 の科学』・『保存科学』 とい う 種 の機 関研究 誌を持 ってい るが、当研究 所 の活 動 の概要 を伝え る

「要覧』 は、今述べ た意味 において より重要視 されてよ い。

しか し、翻 って 「要覧』 を当研究所の活動 の全容 を伝 え る 『年報』 と して 見てみ ると、若干不足す る

と ころが ある。 当研究所 の研究活動 は文化財保護行政 と深 く関係 して いるこ とか ら、文化財の保存修復

に直接関係す る技術指導 や調 査協力が少 な くな く、 また文化 財の保存のIKi際的連携を進め るため、研究

活動 は世界 に向 って展開 してお り、 この現況を社会に伝え ること も必 要だか らで ある。 研究所の研究活

動 を明 らか にす る ことは研究所 の研究活動 を強化す ることにっなが り、将来 への展望 を開 くことに もな

るはずである。 これが 『要覧』 を改 めて 『年報』 と してi=　」行す る理 由で ある。内容 につ いて はまだ意 を

満 たすまでにいた って いないが、 人方の叱IEを 得て更 に改 鱒と充実 を図 りたい。

1998('Fl戊10){r12月

東京llく1、z文化財研究所

渡 邊 明 義
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代 美術 の 動lllJに 関 す る 資 料 の 収rとIJI[1査 を す すy)、 そ の 成 果 の 公 表 を1]㌃,て い る.

(lII!1こ1糸 ∫ミ【[1ii且ノこ)
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(3)芸 能 部

無形 文化 財 ・無 形民俗 文化財 と しての 日本の伝統 芸能を対象に、 とくに技法 ・演 出に関す る実際的な調査研究 をす

すめ、 その成 果の公表を行 って いる、,

演 劇研究室 歌劉伎 ・浄瑠璃 など占典演劇 の演技演 出につ いて、歴史的 な考察 と現 在の伝承 への検討 を行 い、あわせ

て中IKI演劇 についても調 査研究 をT1'一,ている。

音 楽舞踊研究室 占典肖楽゚ ・智1踊 ・lid・狂 、デの技法、演出 にっ いて、伝承 と文献の両面か ら調 査研究 をすすめている。

民俗芸能研究室

を行 っている。

全国に分布する民俗 芸能 と民俗行事を実地に調査し、それらの保存継承に資するために必要な研究

芸能 部 長

演劇研究室長

音楽舞踊研究室長

研 究 員

民俗芸能研究室長

調 査 員

調 査 員

調 査 員

蒲 生

鎌 倉

羽 田

高 桑

中 村

糸田 井

石 ル

串 田

郷 昭(日 本齢楽史)

惑 子(日 本近世演劇)

艇(日 本中世演劇)

いつみ(日 本 爵楽史)

茂 子(民 俗芸能)

尚 」二(中国演劇)

倫 子(Li」世芸能)

紀代美(民 俗芸能)

(4)保 存科学部

文化財の材質 ・構造やそれを取り巻 く環境を様々な科学的ノ∫法で調べて、保存の現場や美術史、考占学など歴史研

究に役 、γっ研究とそo)成 果の公表を行っている。

化 学研究室t;11銅 や鉄 など金属製 文化財を中心 に、 各種 のX線 分析装 置や鉛Dj位 体比 分析装 置などを用いて、材料 ・

錆 の化学組成 や原料1,勧也などを明 らかにす る研究 を行 っている,,

物 理研究室 温湿度 ・空気汚 染などを測定 して文化財公開施設 における保存環境 を評lliliし、 文化財'0)劣 化 を防ILす る

ための研究 と、X線 ・赤外線 などを用いた非接触調 査 手法の開 発を行 ってい る,,

生物研究室 生物が原因となった文化財の劣化o)機構を調べ、防除する研究を行 っている。現在はとくに、環境に被

害を与えることの少ない防除法o)開 発にカを入れている。

保存科学部長

1こ任研究官

イビ3∫耳りFラ、己'室⊥、乏

研 究 員

物理研究室長

生物研究室長嘱務1(u扱

研 究 員

調 査 員

客員研究員

佐

平

iit

イ

木

山

下・

浦 定

野f・

尾 良

川 泰

崎 武

浦 定

川 り

野 勝

i光

俊(物 理 計 測)

糸会(ン セィヒ,,,,i:)

)℃ σ殿機 イヒ,,,t:)

弓∠、(う)・杓〒イヒ',,,i:)

志(地 球 科 学)

俊(物 理 計 測)

か(生 物 化 学)

次(応 用 昆 虫 学)

一・(う〉杓iイビ3∫:)
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(5)修 丁夏技 術音区

文化財 の修復に関する調 査研究、科学 的修復 ノノ1人の開 発研究 とその応用をすすめ、そ0)公 表を行 っているが、社会

的環境 の変化によ って保護の必要が生 じた近 代の 文化遺産 の保存 ・修1卿1究 もil'一,ている。 さらに文化財保護の国際

協力と して、1C化 財修復の国際研修や在外 日本IIゴ)ミ術品 の修復 協力などを実施 し、国際 的な11務 を果 た して いる。

第一修復技術研 究室1:芸 品 ・建造 物な ど、 木材や漆をLな 材質 とす る文化財の修復に関 し、科学的 ・技術的な研究

をすす め、その成 果の公表を行 って いる、,

第二修復技術研究室 紙と布を素材とする文化財の修復技術を研'虎している,,

第三修復技術研究室 建造物 ・,,.iit料 ・美術1:}'ξ品 など、金属 ・石材、 その他無機材 質を1:材 料 とする文化財の1修

復 に関 し、科学的 ・技術li勺研究をすすy)る とともに、最近 では近代の 文化遺産の保存 ・修 復{り1究について も積極ii勺

に行 い、 そ(ノ)成果の公炎を行 ・,ている,,

修復技術部長

1こ任研究官

1:任研:究官

第一修復技術研究室長

第:修 復技術研ラと室長

第:修 復技術研'ラ宅室長事務取扱

技術補佐員

第 こ修復技術研究補{長

技術補佐員

客員研究員

」曽 川 勝

川野邊

尾 、1五

中lll

松 本

増 川

坂 本

llf木

犬 竹

松 川

和

1,1,;

修

勝

邪

繁

遊

彦(装 繊 技 術)

hJ,:(1ゴ'jう〉」孔イヒ'亀1∫:)

則(装%ti技 術)の

克(漆 芸 技 法)

自(建 築 史)ド

彦(装 繊 技 術)祠

美

た(考[1ゴ 学)

不11

朗(腐 食1:学)

*11997('1え 成9)年9川30日 退 職 、,

*21997('1え 成9)年9月3011ま で,,

*31997(・1城9){1こ10jj且ilカ ・ら1998('1えl」 気10)is1/)13且llま で 兼ll「1
,,

(6)情 報 資 料 部

文化財 に関す る研究資料の作I」父・収集 ・整理 ・保管 ・閲覧鴬・の 業務を行 い、 さらに'11研究 所 各部所'学:の研究資料 に

関す る情 報の統 合化 をはか って いる。

文 献資料 研究室 文化財 に関す る図lll:・雑1悲、調査研究活動 によ ・,て収集 された研究 資料各種の 整」:lll・保 管 ・閲覧を

行 って いる。 また日本 ・東洋 占)ミ術関係の 文献11録 の作成 とと もに 文献 デー タベー スの開 発を行 っている。

写真 資料研 究室 研究用写真資料の1/i城 ・収集 ・整理 ・保筍二・閲覧を行 うとともに、各研究 者の調査活動 に協力 して

研究資 料を撮影 し、資料の充実にっ とめてい る。 また 美術史研究へのIlhi像処 理技 術の応川 および画像情報の デー タ

ベー スに関す る研究を行 っている。

情報資料部長

1こ任研究官

1{任研究官

松 島 健(日 本彫 刻史)*1

井 乎 誠之輔(東 洋絵1由i史)

長 岡 龍 作(日 本彫 刻史)
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文倖i犬資場∈こトli)卜'フ宅鰭{上乏 米f,ヤ 辿 夫(i1イa:lti5i二糸会rilli8迎)

研:究ll勝 木 言 ・郎(東 洋絵画史)

・財芳補佐 員 中 村fl↑11'

'rj:i'i資)1ξ寺fi
t)卜究 端{上史3令 木[1!;㌃ 之(ilノ トこ1と己ili:糸会plij°!⊥」)

導 門 職 員 野 久保ll良oミ 術写 し兜D

IJis'廿 こ11ミ 品liめナ女j乙(i1イ 叉糸会Illii[迎)

客 員研究 員 伊與1日 光 宏(情 報i'1¥1:)

*11998('1勺 」1ζ10)ぞト21J2711」 哲リミo

(7}国 際 文 化 財 保 存 修 復 セ ン ター

世界0)文 化 財の保 存 ・修復 に関 する国際的なli):究交流 、保 存'14へ の 協 力、klノ:門家の養成、情 報の収 集と活川等を

実施 し、文化 財保護 におけるikl際的 な責務を果た してい る。

企 画 室lkl際 協 ノJ'1喋のlilij・ 運 営、諸外国や関係機関 との連絡 ・調整等0ンll務 をll:っ て い る。

環境解析研究指導 室1111界o)文 化 財の保存 ・修復 に関す る調 査研究 を進 め、またlK1際 協 力事業の技術ll勺内容 について

の調査 ・指 導を行 ってい る。

保存計画研究指導室 経済 ・社会 ・文化 など、 文化財を取 り巻 くさまざまな環境 や、人材養成 のあり方などについて、

幅広 い視点か らの調 査研究を行 っている。

セ ンター長

企1由i室 長

企1由i係 長

(併 任)

調 査 員

調 査 員

環境 解析 研究ヂ旨導室長

(兼 任)

研 究 員

事f芳補佐 員

イ呆イf;;i-lilli(i)「'クヒf旨i尊補{⊥乏*2

客 員 研究 員

*1

*z

*3

宮 本 長二郎(建 築 史)

中 島 健 次

松 ド 冬 樹

1畳1野 置f

大7i:イ 左矢ll∫㌦

松 原)';h;itOttj孔

西 浦 忠 輝(材 料改良学)

松 本 修 自*1

朽 津 信 明(地 質"1`:)

神i1'

松 本 修 自(建 築史)*3

松 本f建(考 占学)

1997(平 成9)年9月30日 ま で 兼 任,,

イ呆 イ∫㍉lhlhi{1丹 究 す旨」菖〔擁ミ1よ1997('「I」 ～ζ9)1'.10)ll[Bこ61～ とII'1.0

1997(・1;成9)is10月1日 イド「fr.,
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2 研 究 活 動

1.各 部 の研究活動

美 術 部

進術部 は、 日本お よひ1痕アジアの 美彰ll1に関 する調 査研究 と資料の収 果をすすy)、 その成果の公表を行 ってい る。 美

術部 は2室 より構成 され、第 ・{;}院室 は江 戸時代 までの 日本)ミ術およひ東γ ジアの)ミ術の研究 シ胡査を行い、第:研 究

室は明治以降の 日本 美術の調 査研',ヒを中心 に、これ に関 する西洋)罰1∫の」1些礎的 な調 査、 さらに現代)ミ術の動 向に関す

る資料の収tと1凋 査を11'iて い る,,

美術 部の研究 調'鳶は各時 代にわ たり、絵画、彫刻、L芸 の各分野 の作iにJい て、作品その もの と文献 資料 の両面

か ら実 証的な研究を'」噛'」'y)てい る。 本年度 は、)ミ術1/1:品の実、llilllく川1究 として1.k、「明 治後期か ら昭和初期のXvRr団 体 、

内外博覧会に川品された作lllllおよ ひその作家の研究1(q1長 期研究、lhllll)、 「id;!に 関 す る基1楚資料o)研 究 一 日本絵Ilhi

史{卜糸己資}ド斗集,」3ζ●蚕身庚ズ㌔riIUIII≒】三亥lj(ノ),,髪嬬`～f!l「li～資*・}●～4{u量∫H与flこノト;!.ISIdll資半・}1(ll1長 期 研究1、卜1由i)、 「ifilklイ∠、教 〕(三多1サ1,門1種イノ1ζirl[1,

調 査研究」(lli長 期lilt究・}1/111i・特・別lilド虎)の3テ ーマを研究のIP心 に据 えて、関辿 領域 の作llliを含y)、 精 ノ」的に調査、

研究を行 った。調 査にあ たっては、 光学機 器等を利　11した科学的斜監識1人を積極的に活用 している,,ま た、近年 におけ

るコ ンピュ ター技術の進 展、 普及に ともない、新たなデ シタル画像処理技1'1∫を とりいれ、これまで行 って きた光学的

作品分析の精iを 高め る努 ノノを してい る。 さらに、近年 、研究領域の 多搬イヒと拡 ノくに ともない、新たな,.術 史研:究の

1!∫能 性 が強 く求y)ら れてい るなか 、)ミ術部 では、情 報資料部 とllJI・1でL1:や 協1義会鴬るを1,.-1fir'しなが ら、'11研 究 所が

これ までに蓄積Lて きた研:究資料 の活 　IJを),盤 と した研究 音問の ネ ノトワークっ くりをすす め
、)ミ術史学の新 しい課

題 と方法 を提 供 し、 日本における新たな 美術 史研究の方ll盲1性を小唆で きるよ うにっ とめている。

実証的 な研究 と並lfし て、)ミ術作品 およ び)ミ術に関わ る渚現 象を社会的 な コンテキ ス トの中で問 い直す ことによ,,

て、 美術 に関 わ るさまざまな問題 を解 きH月かす研究を行 ってい る、,1東 ア ジア 襲術にお ける造 形と社会」(中 長期{り1究

計画)で は、 占代 におけ る空間意識 と作品0)機 能、請来Illll像0)意味 とその機能 、)ミ術作品の流通 と価値観 の形成、技

術やe材 か らみ た)ミ術な ど、 多様 な視点を、没定 して、研究を進y)て いる,、「日本におけ る美術 史学 の成 ・r.と展開」(中

長期研究計画 ・文部省科1:研 究費補助 金に よる研究)で は、明 治20年 代以降、国家 の制度 や機 構 と密 接 な関係 を維

持 しなが ら、 日本の文化 的ナ ショナル アイデ ンテ ィテ ィの構築 に寄 与 してきた庭術史学の歴史をふ りかえることによ・,

て 、美術史学の 今日的課 題 と今後のll∫能性 や展望を明確に し一)一♪ある。 本年度 は、第21回 文化 財の保 存 に関 す る国

際研究集会 「今、 日本の)芝術史学 をふ りかえ る」(1997('1城9)年121)3～5日)を 情 報資料 部と共同 で開催 し、 美

学、近 代史、国文学 など他領域 の研究 者を含めた3っ のセ ッシ 置ンで、 この問題を 多角的に論 じ合 一,た。

また美術 部では、調査研究 の 一環 と して 、美術研究 のための 基礎資料の収 果とその集成を行 って いる
。 「日本近 代

美術の 発展 に関 する明治後期か ら昭和 初期 の基礎資料集成 」(特 別研究)は 、お もに人IE期 を中心 に 各美術 団体 の展

覧会川品 目録 を収集調査 し、 これ をもとに同時代の 美術 界の動llllを総 合lrjに分 析、研究する ことを目的 に している、,

本 年度 は、他機関所蔵の 目録等を複写収集 し、所蔵資料 の補完 にっ とy)r,;が ら、研究成果と して 『大i1=.期美術展覧会

出品 目録』(仮 称)のi二1」行 をめざ し、一 部デー タ入力 と整備をは じめた,,

美術部は、海外に関わ る調ft1:研究 と して、 口本芸術文化振興会 より{111究助 成を受 けた文化財保存修復学会の委嘱に

よ り、「海外所 在口本 美術品調 査」 を行 って いる。1{と して、 米国 の美術館等が保管す る日本美術 品を悉 皆的 に調 査

研究 し、報告す るもので、「在外 日本eft美 術 品保存修復」 事業の」層誓礎資料 と して も活用 されている
。

美術 部は、 これ ら調 査研究 を通 じて、さ まざまな作品のデー タや研究情 報を収iし 、今後の研究 に資すべ き高度 な

研究資 料と して整理 して いる。 これ ら研究 、調 査、 資料 の整理 、公開 、公rl」などは、情報資料部 との緊密 な協力の も

とにす すめ られている。

調 査研究 の結 果は、機関誌 「美術研究』(1932(昭 和7)年 創 「1」)やその他 の学 会誌 に発表 し、研 究報 告書 も随 時 「1」

11'して いる。 また現代美術の動向 に関 する資料 の収 集 と研究 の成果は、毎年、『日本 美術年 鑑』(1936(昭 和11)年 創
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f=iJ)と して田行 している、,さ らに、研究成果の ・部を広 く 般 の理解 に資す るたy)に 、情報資料部 と共同で、 毎 年1

回 、公開学術講14≦を開催 してい る、,

なお、XvRr部 は黒川1111輝の遺 産に基づいて創 ・'rされ た)ミ術研究所 を前」才とするC,現 在 も黒川清桝1の作品や その他関

連 資料 を保管 し、 毎週1回(木 曜午後)、 黒川記念室(本 館2階)に おいて公開 し、 さらに1977(II({和52)年 以ll年、

毎年11・1、 他)ミ術館 等 との共イ崔で、巡ll11展と して 「近代 日本洋画の 巨匠 黒川清輝腔副 を開催 している。 またインター

ネッ トiの 当研究1り1のホームペー ジでは、「黒川清輝記念、室 」を設 け、 その芸術の理解 を深y)ら れ るよ う、 黒川 に関

す る研究情報の公開をすすめてて いる,,

芸 能 部

芸能部 は、無形 文化財 ・無形民俗 文化財と しての 日本の伝統 芸能 を対象に、実際的 な調 査研究をすすめている。研

究 目標 と して は、諸 芸能の史的展開、理念、構造、技法、演出な どに関 す る),礎(i)F究を 行 うと同時に、無形文化財 ・

無形民俗 文化財の指定、選択等の行政に対応 すべ く、諸芸能の現状 を把握 し、保 存と継承のあ るべ き姿を追究 するよ

う努 めて いる。研究の成 果は、 「1」行物(『 芸能0)科 学 』『音盤 目録』『日本舞踊ll潮)、 夏期学術講座 、 公開学 術講 座 な

どによって公表 して きた。

また芸能部で は各種 芸能の技法を、録 音 ・録画 ・スチール"J:真な どの形で記録 する ことを、 ・貢要な業務 としてきた。

現地での実況記録ばか りで な く、実技者を'置1研究所 に招 き、部員の企画の もとに特別 に演技や演奏 を依頼 して、芸能

部 の舞台や録音室で行 った記録 も少な くない。演 じた瞬間 に消え去 るのが宿命である芸能(無 形文化財)で は、 これ

らの記録 はきわめて 貴重で、研究資料 として部員が活用 して いるほか、所外の研究 者の利用 に も供 している。さらに、

求 めに応 じて書籍、視聴覚 メデ ィアなど、各種 田行物 に掲 載され、あ るいは収録 された記録 もあ り、これ らは、研究

者 ばか りでな く一般 市民の役 にも立 っている。 と くに東人 寺修一二会の調査を は じめ とす る与事(、 畳1`院行 事、寺院芸能)

の研究 は当芸能部が先鞭 をっ けた分野であ り、 その成 果の一部であ る レコー ド 「東人 寺修:会 観 音悔過(お 水取 り)」

は、1971(昭 和46)年 度 芸術祭優秀賞を受賞 している。技法 の記録 は、n後 も引 き続いて行いたい と考えている。

芸能部 は、演劇研究室 ・音楽舞踊研究 室 ・民俗芸能研究室の 一{室によって構成 されているが、 日本の伝統芸能 は、

多 くの種 目が演劇 ・音楽 ・舞踊の要素を併せ持 っているので、錯綜 した諸 芸能の相 圧交流の様相 を明 らかにするため、

広 い視野か ら課題 を設定す るように している。

1997(平 成9)年 度 は、7本 の中長期研究計 画を策定 したが、① 「翁の技法集成1と ② 「近代 歌舞伎0)伝 ノ採に関す

る研究」 の2本 は共同研究 と した。能 と歌舞伎 はと もに日本の伝統 芸能の中村κをlliめ る種 日であ り、総 合的、多面的

に取 り組 む必 要が あるか らで ある。 と くに 「翁」 は能 ・狂 言の役 者が伝承す る演 目のなかで最 も占い芸態を残 し、民

俗 芸能、近 世芸能 をは じめ日本芸能 全体に多人の影響 を及 ぼ している。 また近代歌舞伎の伝承につ いて も、脚本や狭

義 の演技 のみ を対象 とするのでな く、興行制 度、 音楽 、小道 具など広 い視野か ら考察す る必要性を感 じて いる。(1)に

つ いては、1997年 度 の 夏期学術講座 のテーマを 「翁(式 惰)の 種 々相一1と し、部員 全員が それ ぞれ の 専攻 分野 か

ら発表を行 い、「翁」 と歌舞伎舞踊の関係 にっ いて は部外 者(丸 茂 美恵 臼i本 人学講 師)の 発表 も交 え た。 ② につ い

ては、 中村 又1〔郎氏 の芸談聞取 り、権藤 乃:-LCを 講 師 とする研究会 「i方 歌舞伎 の伝承」、浅原 恒 男氏 を講rhijとす る

研究 会 「歌舞伎 音楽 の現状」、神III彰 氏 を講師 とす る研究会 「近代テ クノロ ジーと歌舞伎0)変 質」、鑑賞 芸能の伝播 し

た一一っの形で ある黒 森歌舞伎 の調 査を行 った。

その他 の中長期研究 計画、(3)「 元 禄期の浄瑠璃 ・歌舞伎 の研究」(鎌 倉)は 元禄期の歌舞伎 ・汀レ瑠璃 と先行 芸能 の

関わ り、④ 「日本 音楽の伝 承に関 す る(i)究」(蒲 生)は 語 り物の ・種 と しての説経、⑤ 「近現代 にお け る能 楽技 法 の

伝承に関する研究」(羽 田)は 狂,1謡 の 変遷、(6)「 伝 統的唱歌の研究」(高 桑)は 能借二の唱歌 、室町 末期の 音楽`ll情 、

世阿弥r1筆 本o)表 記 、(7)「 芸能 に川い られ る武器の研究」(中 村)は 花祭 りの舞 と神'ド、翁舞 と方堅 め にっ いての 研

究であ り、それぞれ1F実Lo)個 人 研究 であるが、(3)は 演 劇研究 室、④(5)(6)は 音楽舞踊 研究室 、(7)は 民 俗芸能 研究室 と

しての研究に収 敏す る。

また 「地方に残 る雅楽 ・能 楽の 占楽器研究」(高 桑)は 、文部省科学研究費∬ノ」成金 による他機 関 の研究 者との 共同

研究で、地方の 、ll}社に 残 され た未調 査の鼓胴 と横笛を対象に、雅楽か ら能楽に至 る楽器の変遷過程を明 らかに しよ う

とす る。
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「一

保存科学部

保存科学 部は 文化 財の材質 ・構造 ・技法 及び劣化機構 に関す る研究をlfう とと もに、 文化財のおかれている保 存環

境 の研究 も行 っている、,またそれ らの研究 を基に、 文化財保存の現場に生かせる技術開 発を行 ってい る。 すなわち文

化 財o)産 地推定 などrl然 科学的 ∫～1/1によ る歴 史II勺研究 と文化財保存のたy)の 科学的llJF究を軸 としてい る。化学 研究室

はi'i'銅や鉄 などの金属製 文化財を中心 に、各種 の分析装置を川 いて材料 ・錆の組成 や原料産地な どを明 らかにする研

究 を行 い、物理研究室 はll、、t湿度 ・空気汚染などを測定 して、X化 財公開施設における保存環境を評丘iiiし、 文化財の劣

化を防il:す る研究 と、X線 ・赤 外線 などを川 いた非 破壊 検 査r法 の「}lj発を行 って いる。 ま た生物 研究 室 は生物 が原

因 とな った文化財の 劣化機構を調べ、防除 のたy)の 研究を行 ・・てい る,,

研 究 テーマの設定 に'llた 一,ては、(D行 政 施策llliからの必要性、(2)学 問 分野における先端性 と発展性 、(3)博物 館など

保存現場か らの 要望 などy,.慮 し、、化学 、物∫11!、生 物の研究室 ごとに中長期の研究 テーマを設定 して研究 を進 めてい

る。

O中 長期研究計lllli・特 別研究 「X化 財施設0)保 存(収 蔵展示)環 境の研究1

行 政施策 と保 存現場か らの強 い要望にll寒づいた研究 とLて 、物理研究室を中心 とした 「文化財施設の保存(収1蔵 展

・」¥/環 境の{肝究1が あ るoこ の研究`よlkl指定 文化財の 公開()二(1ヒ財 保1,(軒人第53条)に 関わる研究 と して 文化 庁 美術

L芸 課 と密接な辿絡をll更りなが ら進 めている もので、 これ まで に室内汚染物tlの 問題 、 爬術館川免震装il'1!の問 題、ハ

ロ ンに代わ る消火剤の問題 などを取 りi .げてきた、,'11初は ・般lilド,呈費を利川 して研究を'")il'てい たが、1995('卜 成7)

年度 か ら特別研 究 として1㌻算措 置 された,,関 辿Lた 研究が 文部 省科学{llドチヒ費補助 金などを利Illし て実 施 されている,,

OIP長 期 研究il1°lllli・特 別研究1無 公害 な 文化財'L物 劣化防1除法の研1LI

オ ゾ ン層破壊防 止のたy)にf1'政iの 緊急性をflfっ て 実施 されてい る中長期川究 が、生物研究室を中心 に 〔た[無 公

害 な文化 財ノL物劣化防除法o)研 究1で ある、,1997('「 成9)年 の モ ン トリオール1義定II;:締糸勺lk1会議 で、2005('卜 成17)

i-:に先進 【k1では 臭化 メチ ルの使 川を全廃す ることにな り、 来年X11か ら使川lllの25%削 力戌が 始 ま る、,i化 メチ ルは

文化財 の殺虫燃 蒸に広 く利川 されて いる薬剤であ るたy)、 文化財の保存に関する研究部 をflDた 唯 ・のlkhン:li)1:究機 関

として、h化 メチルに代わ る薬剤や代 替法を文化財材質や人問 の健康へ0環 三響 も考慰 し、関係機関 と辿絡 を取 りなが

ら研究 が行われ ている、、この研究 も'11初は一一般研究費を用 いてlDて いたが、1997('1城9)年 度 か ら特別 研究 とL

て措置 され た。

C)中 長期研究計Illli【占代東 ア ジアにお けるll∫銅製品の変遷 に関する研究1

1Kl際ll勺な学問の121が り と先端性を持 って進め られてい る中長IUI研 究 が、化学研究室 を中,已、に した1占 代東ア シアに

お ける1書f銅製品の変遷に関す る研究」であ る。 この研究 では日 本国 内のll働ll資料 に関す る研究(文 部省科学 研究'ピ18111

助 金一),盤研 究C一 般)だ けで なく、過去に行 ったア メ リカ、 ス ミソニ アン研究機構 とのllJ・ij研究 を さ らに発展 さ

せて、中国の社会科学院 と共同でIIIIt:liti代1書f銅器に関する研究(文 部省科学研`,ヒ費補助 金一国際'1¥1:術研 究)を 進y)て

い る。

Oそ の他

この他、中長 期研究i由iと してiが っていないr:要 な研究 と して 「文化 財保護 に関す る日独学 術交流」に基づいた、

漆L品 の保存に僕1する研究 をあげる ことが できるQこ の研究 は 文部省科"1∫:研究費補助金qiミi際学術1り院)に よ り[漆 ・

ニ ス等伝 統的 天然 樹脂 塗膜 の劣 化 と保存 に関 す る研究 」(IJJ:3～95年 度) 、 「文化 財の微111試 料 分 析 法o)開 発1

(1996～98年 度)と 、Lに 輸 川漆 器の保存 に関 する研究 を、修 復技 術部及び外部の研究 者と物理研究室 を中 心 に{∫ ・,

て きた。 研究を通 じて、 これ まで知 られて いなか った ドイツlkl内 の輸 出漆 器を多 く発見 し、その保存 にっいて ドイツ

側研究 κの意識が高 まって来たことか ら、今後 の海外所在11本)ミ 術llllll調査 に寄 与す ることが期待されている。

一g一



修復技術部

修復技術 部は、従来、伝統的 修理材粁}および技 法の解明 と新たな修復材料 ・技術の開発を大きな柱 として研究を行 っ

て きた、,しか し、近 年、 文化財を取 り巻 く社会的環境 の急激 な変化 に伴 って、D文 化財の積極的 な活 月jに耐え得 る

保 存 ・修 復技術 の開 発、2)新 たな保護 対象である近代の 文化遺産 などの保存 ・修復の概念 と技術の開発、3)環 境悪

化によ るX化 財への影響 の評価 と対策などが強 く求め られるよ うにな った。従 来の保存 ・修 復技術 に加 え、 さ らに過

酷な条件 ドでの文化財の維持 をll∫能 にする技術、近 代の文化遺 産では これまで対象としてこなかったゴムや コンクリー

トな どの材質 や橋 梁 ・トンネルなどの巨大な規模に対応で きる技術 、環境悪化 の影響で は従来 見られ なか った タイプ

の劣化状 況に対応 で きる技 術が、それぞれ必要 とな って きた。 これに加 えて、 世界文化遺産登録 などにIVら れ るよ う

な文化財分野 での国際協 力が進 行す るにっれ、 世界各国か ら文化財の保 存 ・修復 への援助や研修の要請 も上曽大の一途

をた どってい る。 その 多くは現 地の特殊1∫情を勘案 した保 存 ・修復技術 の開発 ・研究が必要であ り、現地指導 も含め

て'11部 の 業務 の人 きな部分を占めている。以LO)よ う な問題 意識か ら修復技術 部では以 ドに述べ るよ うな研究 テー マ

を設定 して研究 を実 施 してい る。

中長期研究計画

○ 「文化財における環境汚染の影響と保存修復法の開発研究」

重要文化財島根県仁風閣や国宝東大寺金銅八角灯籠などの文化財に対 して、酸性雨や大気汚染ガス等による深刻な

被害が起 きている。その影響を調査し、対策を立てるために、鎌倉市高徳院(国 宝鎌倉大仏)、 東大f-.]一、 重要文化財

島根県口御碕神社に観測ステーションを設置 して、気象および環境汚染物質の測定を行っている。鎌倉大仏では、環

境汚染物質の輸送経路が明らかになり、大仏表面の錆の発生状態との相関関係を見出すことができた。また赤外線域

を含む画像解析により、大仏表面にみられる経年変化の解析システムを開発中である。東大寺にっいては国宝金銅八

角灯籠の保存を視野に入れた環境測定などを行 っている。1996(平 成8)年 度より、韓国国立文化財研究所 と共同研

究を行っており、環境汚染物質の測定方法の共通化や修復材料の耐久性試験などを実施 している。

○ 「焼付漆の研究」

焼付漆の技 法 は、 占 くか ら建築金具や金属 一r.芸品の防錆あ るいは ド地作 りと して行われて きた。現 在、伝 承 されて

いる焼付漆の技法 はその実態が良 くわか っていないことが多 い。 この技法 にっ いて科学的なメ スを人れ、実 態を明 ら

か に して 文化財保存 に観点か ら技法を確r.す ることを 目的 と して研究を行 って いる。現在、焼付漆を行 ってい る1:f」

の技法 を調査 し、 それ に),1;つい て試験試料を作成 し、漆種類 と焼付温度 の違 い、漆の焼付温度 と塗膜 硬度および硬化

速度 との関係、付着性、耐久性試験等の研究 を実施 している、,

Oi近 世輸出1:芸 品 の実証的研究[

欧 米の 美術館 において日本1:芸 品 に対す る関心が高 まるの にと もない、 その保 存および修復 に関す る問 い合わせが

多 くな っている。特 に漆 などの近 世輸i;L芸 品 は、泥 ド地で製作 され るなど従 来の文化財 とか な り違 った方法 で製作

された ものが 多 く、 その修復 は難 しいものであ る。 また一・般的 に、 わが国 の漆L芸 品の修復 は、漆を使川 して行 って

い るが、欧米 では ワックスなどを使川 してい る。 ワックスなどを使川 して修復 した漆製品 をふ たたび漆 を川 いて修 復

す ることはか な り困 難な ことである。 このよ うな問題 を解決 す るために実 際の修 復および欧 米の修復家 との技術 交流

を通 じて実証的 な研究 を実施 している。

このほかに国際 交流研究 ない し1Fと して 「敦 ・tr:文化 財の保 存修復 に関す る日中 兵同研究1、1紙 の保 存修 復国際 研

修」、「在外日本占美術i保 存修 復協力,1`業 」 などを担'liし 、 【k1際文化 財保存修復協 ノ」セ ンターに協力 してい る。 その

他、文化財の保存修復を行 うLで 基本的 な情報整備を行 うために当部が関わ った修復や ・貢要文化財の修復記録o)デ ー

タベー スの構築 を図る とともににX線 写 真等のデー タベー ス化 も行 ってお り、その 一部は 『東京国 、Z文化 財研究 所

所蔵X線 フ ィルム目録』 と して公 「1」されている。
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情報資料部

情報資料部 は、前身 となる美術部資料室 が行 って きた美術に関す る研究 資料 の作成 ・収集 ・整理 ・保管 ・閲覧等 の

業務を拡充発展 させ るとともに、 当研究 所における5部 および センターの活動 に関 わる研究資料の情 報の統 合化 を図

ることを研究活動の 目的 と してい る。 当部はこれ らの研究資料を広 く内外研究 者の利川 に供 し、文化財に関す る研究

資料セ ンターと しての役割を 果た して きている、,

近 年の学 術情報の増 大化 と多横化にと もない、 これ らの現 況に対応で きる資料 の妙 報内活用を図 ることが新たな課

題 とな ってい る、,当部で は、 こう した課題 に取 り組む ため、 コ ンピュータを導入 し、研究 デー タの生産 ・蓄積 ・活川

をlttし た システムの もとで行 う体制を整えてきた。 また、逐 次、所蔵研究 資料 のデー タ化を進め、その活用の質的

向 ヒを図 るとと もに、川版物 とイ ンター ネッ トの ホームページ等を通 して研究 資料 の公開 にっ とめて いる。 また客員

研究員や外 部か ら招へい した研究 汚を交えた研究会や協議会を開催 し、 文化財に関 する研究情報の1ffi化 に ついて も

提 言を行 ってい る、,

当部では、長 期研究r'Illliとして1美 術情 報処理 システムv)研 究 一デー タの 共有化を中心 として一一」(1989～98年)、

中期研究計画 と して1美 術情報にお ける語貴 の研究(検 索辞 潜 システムの研究)」(1991～98is)と 「デ ジ タル画像

デー タの蓄積 と活川に関す る基礎lrJ研 究 」(1994～98年)v)、3-)の 柱 を中心 に して研究を行 っている。

長期研究計 画は、 当部の研究活動 の中核 に位置づ けられ る研究で、将)kの 文化財研究情報のJ　fi化 を め ぐる環境の

変化を視野 にいれ、逐次、 システムの整備 と強化 を図 ることを 目的 と して いる。 また2000(平 成12)年 度 の新営 後

に 予定 され る システムの再構築 に対 し、 そのi画 ・、Z案を嬬ll備'」る役割 もす1し・てい歓,

2っ の中期研究計lilliは、長 期研究III由iに したが 一・て、情報資料部を構成す る文献資料研究室 と7jl監'4資*こ}研究 室が そ

れぞれ 中心 とな って行 ・・ている、,

文献 資料研究室 は、 文化財 に関 する図1毒事・雑誌、調 査研究 活動に よって収 集 された各種研究資料の整理 ・保管 ・閲

覧 を行 うとと もに、 日本 ・東洋 占美術関係の文献 目動貞の作成 と文献 デー タベ ースの開 発を行 ってい る、,1'ご との文

献 目録 は 『日本X術 年鑑』(美 術部)に 掲載 し、 これを ・定 期間 ごとに総 合 ・増補 した、『日本 ・東洋 占美術文献目録』

を刊行 して いる。中 期研究計 画 「)ミ術情報 にお ける、}1}禦0)研究1は 、現在進 めている1966(昭 和41)年 ～1985(昭

和60)年 分 の編 集作業 と関係 し、文献か ら抽 出された検索語禦間 の関辿付 けを行 い、fi効 か')円 滑 な文献検 索o)実

現 を目指 して いる。 その成果 は当部 の文化財情報全般 の検索 システムに統 合 され る。

写真資料研究・・rt・.は、 美術Ifis:z;品を中心 と した研究 用写 真資料の作b父 ・収 集 ・整理 ・保管 ・閲覧を行 うとともに、各

研究者の調査研究活動の ・環 と して さまざまな'1'r真撮 影を行い、資料の充実 にっ とめている、,またX術 研究所の創 、r.

以 来、60年 あ ま りにわた って蓄積 されて きた写1原 板の デ ジタル化 をすすめ、中期研究1汁画 ―デ ジ タル画像 デー タ

の蓄積 と活 用に関す る基礎的研究」 に したが って、 文化財'研究 へのpNj像 処理技術0)応 用 と画1象情報の デー タベ ースに

関す る研究 を行 って いる。
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「

国際文化財保存修復協カセンター

文化財 は人類 兵通の遺産であ り、国家、民族 を越えて、 その保存 ・修復に 当た らなけれ ばな らず、そのためには国

際協 力が 不日∫欠であ る。 この意味で、 多くの 文化 財を有 し、 文化財保IIRの た めの体制 が整 い、研究、技術の進 んでい

る我が国が 果たす役割 はます ます増 人 し、世界各国か らの 協力要請 も年 々増ノ711して い る。

国際 文化財保存修復協 力セ ンターは、 世界の文化財の保存 ・修復に関す る国際的な研究 交流、保存修復 事業への協

力、 専門家の 養成、情報の収果 と活川へ奪;を実施 し、 文化財保護 にお けるllミ1際的 なit務 を 果たす ことを 目的 と して、

1995(平 成7)年411に 、 従 来の国際 文化財保存修復 協ノ」室 を拡充 し発足 した。今後 は研究所内のみ な らず、 国 内の

関係機関 との連携協 ノ」を推巡 し、 世界各lklの 文化 財o)保 存 ・修復 に関す る国際協 ノ」の我 が国における中心II勺な存在 と

して、 その組織の ・層の充実が求め られている。

当セ ンターにお いて は、在外 日本 占美術品保存修1夏協力「1喋、「紙 の保 存修復」国際研修、 ア ジア 文化財保 存 セ ミ

ナー、国際文化財保存修復研究会、文化財保 存のためのliミ1際研究集会、 日中共同研究一敦煙 莫高窟の保存修復 などさ

まざまな国際交流 「」喋 および これ らの 事業に伴 う海外か らの研究 者の招 へい、職 員の海外 への派遣 を円滑 にすす める

ための企画、連絡調整、調査業務な どを行 っている。 また、 ニューズ レターを発行 し、国際交流'll業 をIll心 と しだ1`

業 に関す る広報活動を行 ってい る。

当 セ ンターの調 査研究 と して は、次の3っ のテーマを中長期研究 計画 として進 めてい る。

「世界、特 にア ジア諸国 における文化財保存に関す る情 報の収 集」

「屋外 石(レ ンガ)造 文化 財の劣化 と保存修復に関す る調 査研究[国 内]」

「屋外 石(レ ンガ)造 文化 財の劣化 と保存修復に関す る調査研究[海 外]」

これ らの中長期研究計画は、実際には次に掲げる研究題日(f算)に より遂行されている。また、経常研究費によ

り、世界の文化財の保存修復に関する情報の収集、整理、公開に力を入れている。

・特別研究 「古建築の保存を目的としたレンガの劣化現象と保存対策に関する調査研究」

・文化財保存修復に関する国際交流促進事業等 「文化財の保存修復技術に関する国際共同研究一文化財0)保 存修復に

用いられる新材料一」

・科学研究費補助金 「タイ国 レンガ造遺跡の劣化現象と保存対策に関する調査」

・科学研究費補助金 「文化財の保存を目的としたレンガの劣化現象と保存対策に関する調査研究」

・科学研究費補11)1,「 建造物保存修復の理念及び方法に関する研究一1

本年度 は、 レンガ造を中心 と した屋外文化 財の劣化現象 と保存対策 に関す る調 査研究が特 に進展 し、海外で は タイ

lk1のア ユ タヤ遺跡、 スコー タイ遺跡における 日 ・タイ共同 による現地調 査、研究 および実際の保存修復パ イロ ッ ト事

業を行 い、多 くの成 果をあげた。 これ らの中長期研究計Illliの他 に、 日本 占代建築 に関す る研究や彩色顔料の分析調 査

等で も成 果をあげて いる。以 ヒの調 査研究は保 存科学部、修復技術部 との緊密 な連携の もとに進めて いる。
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2.研 究 一 覧

中長期研究計画一覧

当研:究所 におけ る紐織 としての研究活動 はllり乏IU川院 計1山iに),つ い て進y)ら れ ている,,こ れは組織 としての研究活

動 のノ∫向性 を示す4)の で、毎年 春に研究 にlllわ る部 ・セン クーによ って策定 されている、,本年度におけ る当研究所 の

中長 期研究計llhiは ド記 ・覧o功 重りである,,

明 治後 期か ら昭和前期の 美休―団体 、内外博覧会に出品 された作品およびその作家 の研究

美術 に関す る基礎 資料0)研 究II本 絵 画史年紀資料渠成 ・鎌倉後期彫 刻0)基 準作品資*'}・ 室ili∫時 代 水墨lilli資料

日本における 美術史学 の成 、r.と展開

中lk1仏 教)ミ 術 基 嬬1亀作 品 調('1:liJ卜究

東 ア ジ アX三 術 史 に お け る造 形 と1.1.1:

近代歌舞伎の 伝承に関 す る研'り呈

元禄 期の浄瑠璃 ・歌舞 伎σ)研・究

M

15

且6

且7

19

20

「翁」の技法集成

21

日 本 音楽0)イ云承に関 す る研:究

ノノ

近現代における能楽技法の伝承に関する研究

Ij

伝統的1唱歌の研究

24

芸 能 にliJい ら れ る ⊥SiTU)研 究

25

文化財施 設の保存(収 蔵展示)r境 の研究

2(i

無公害な文化財生物劣化防除法の研究

占代東 ア ジアにおけるIlf銅製 品 の変遷 に関す る研究

焼付漆の研究

27

28

29

近世輸出L芸 品σ)実証的研究

文化財における環境汚染の影響と保存修復法の階」発

美術情報処理 システムの研究一 デー タの!!fi化 を 中心 と1て

美術情報にお ける語彙の研究(検 索辞ll;:システムの研究)

デ ジタル画像 デー タの蓄積 と活用 に関す る基礎的研'ラY

世界、特にアジア諸国における文化財保存に関する情報の収集

屋外石(レ ンガ)造 文化財の 劣化 と保存修復に関す る、凋査研究 【海外1

屋 外石(レ ンガ)造 文化財の劣化 と保存修復に関す る、ジ、ll査研究[国 内 】

敦f:文 化財の保存修復に関する日中共同研究

30

.31

32

33

35

.3(i

;i7

;3H

lO

旧

特 別 研 究 一 覧

特 別研究 とは中長期研究計画 と緊密 な関係を もち、特にIKIに よ るf算 が講 じられた研究 である、,

中国仏教美術基準fi三品調査研究

近代歌舞伎の伝承に関する研究

文化財施設の保存(収 蔵展示)環 境の研究

無公害な文化財生物劣化防除法の研究

日本近代美術の発展に関する明治後期から昭和初期の基礎資料集成

文化財における環境汚染の影響 と修復技術の研究協力

文化財の保存を目的とした レンガの劣化現象と保存対策に関する調査研究

17

'ZO

27

LH

X1;3

44

45
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受 託 研 究 一 覧

金唐革紙分析調査

塑像如信 ヒ人坐像の修復処置研究

装満材料の生化学的研究

46

47

48

文化財保存修復に関する国際交流促進事業一覧

スミソニアン研究機構との国際研究交流

敦焔文化財保存修復に関する1り院 協ノJ

文化財の保存修復技術に関する国際」髪同研究

文化財の保護に関する日独学術交流

49

50

51

52

文部省科学研究費補助金による研究一覧

研 究 種 目

基盤A

基盤A

基盤A

基盤C

基盤C

基盤C

基盤C

基盤C

審査区分

一般

一般

展開

一般

一般

一般

一般

一般

国際学術研究

国際学術研究

国際学術研究

国際学術研究

国際学術研究

特別研究員奨励費

研究課題名

文化財収蔵庫の庫内空気環境調査法の公定化のための基礎的研究

日本における美術史学の成立 と展開

占建築の保存を目的とした石材強化保存用合成樹脂の物性評価

環境の湿度変化が国宝中尊寺金色堂に与えた影響に関する研究

古代日本の動物遺体のDNA解 析

弥生時代青銅器の産地推定

地方に残る雅楽 ・能楽の古楽器研究

多孔質材料の凍結 ・融解による劣化機構の解明とその防止対策

タイ国 レンガ造遺跡の劣化現象 と保存対策に関する調査

iti代東アジアにおける青銅器の変遷に関する考llゴ学的 ・自然科学的研究

中国砂漠地帯における文化財の保存対策に関する研究

文化財の微壁試料分析法の開発

建造物保存修復の理念及び方法に関する研究

絹 などのたんぱ く質 資料の劣化状態のPy-GC-MSに よ る評 価 手法 の確 、r.

53

54

56

57

58

59

60

61

62

63

64

65

66

67

その他の共同研究一覧

海外所在LI本 美術品調査

シリア ・アイ ンダー ラ神殿遺跡保存修復プ ロジェク ト

68

70

凡
.
-
-
,
伊

課題 名 ・目的 ・成果 ・研究糸ll織0)llltlに配 列 した。

研究代 表者には○印 をっ けた。

また必 要に応 じて備 考を付 けた。
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3.中 長期研究計 画 ・特別研究

明治後期から昭和前期の美術団体、内外博覧会に

出品された作品およびその作家の研究

目 的

日本近代美術史は学会 ・美術館等を中心に拡大し、かっ多様化 してきており、実証的調査研究に基づ く作家、作品

の史的位置づけの再検討が求められている。本研究は個 々の作家 ・作品にっいて調査研究を行うとともに、美術団体 ・

展覧会活動 ・美術雑諒等の基礎資料の収策、データベース構築を目的とし、前記の状況に寄与しようとするものであ

る。

成 果

明治後期からは)ミ術団体が急激に増加し、小団体や短命であ った団体のなかにも日本近代)ミ術史1二、貢要な動きを

示したものが多数認め られる。そのため、本年度は当研究所の所蔵する美術団体目録の総リストを作成 し、欠けてい

るものを東京都現代..術 館、兵1・ll:県、尻近代美術餌{等で複7jlして資料収果 した。本研究の成果は既i二ljの『明治期美術1長

覧会出品目録』等に続 く刊行物 として公「llすることをめざしており、その編集に先・r.っ作業として、すでに論文や公

刊図書のかたちで報告されている美術団体に関する凋査 ・研究にっいての情報の収集もあわせて行 った。また大正期

の動向を史的に位嗣づけるため、昭和期の資料収楽にもil'し 、その一・環として、1940年 代か ら現代に至る美術展

覧会および美術文献資料を量・質ともに拡充するべ く、現代美術資料センター(?貸 木繁男氏L宰)か らの寄贈受け人

れを開始 し、相 当数の資料を当研究所に搬入した。

個々の作家 ・作品研究 としては、情報資料部と共同で、藤島武 い1匪f木繁 ・久米桂一一一郎 ・蕩鉄r郎 等の自筆文献、

日記等をデータベース化する作業に着 手し、研究 支援およびインターネットLで の情報公開等の方法について、関連

する美術館と研究を重ねる予定である。また黒川清輝に関 しては、鹿児島rl泣 美術館 ・岩崎美術館の所蔵する黒田箪

の絵画について赤外線撮影など光学的な方法をも川いて澗査したほか、例年の黒川清削1巡回展に際 し、近年の調査 ・

研究の成果を反映 した図録を新たに作成 した。

研究組織

○田 巾 淳(美 術部)

山 梨 絵美子(美 術部)

備 考
一部特別研究
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一
美術に関する基礎資料の研究

一II本絵1両史年紀資料集成 ・鎌倉後期彫刻の基準作品資料 ・室町時代水墨画資料一

目 的

(1)日 本絵画史年紀資料集成lo世 紀～141i+紀の継続

(2)鎌 倉後期彫刻の基準1乍品資料の調査{り1究

(3)室 町水墨画に関する基礎資料の調査研究

成 果

(1)日 本絵画史年紀資料集成15世 紀

本研究は 『日本絵【由i史年紀資料集成10世 紀～14世 紀』(1984年 刊)を 継承し、15世 紀版の作成 ・刊行を目的に始

められた。本研究所情報資料部架蔵の展覧会図録か ら計544件 の該当項目を収集 し、 これをもとに して1996('F成

8)年 度に 「15世紀絵画史年表」をまとめた。またこれと並行 して本年度までに、1420年 代までの年紀資料の解読作

業をほぼ終えることができた。 しかし、主に時間的な制約から、資料刊行までの残された作業を今後に委ね、本年度

をもって研究を終了することにした。なお、収集資料は整理統合 して、今後必要とされる研究の再開 ・継続に対応で

きるようにした。

(2)鎌 倉後期彫刻の基準作品資料の収集

1996年 度に調査 した長野県諏訪市 ・仏法紹隆寺蔵不動明王像を題材に運慶一門に関わる資料を収集 した。 その研

究成果は第31回 美術部 ・情報資料部公開学術講座で発表 した。

(3)室 町時代水墨画資料

本研究 は、室町時代の水墨画に関する基礎資料の整備を目的として、1)作 品の調査 ・撮影、2)画 家別の関係資料

と研究史の整理、を中心に外部の研究者の協力を得なが ら行っている。また収集 した資料 はデータベース化を進めて

いる。

本年度は、1998(平 成10)年 秋に予定されている関東水墨画展(栃 木県立博物館 ・神奈川県立歴史博物館)を 視

野に入れて、関東地方の水墨画に重点を置き、笠間稲荷美術館(笠 間市)お よび華蔵寺(結 城市)で 所蔵作品の調査

を行うとともに、「古河公方と水墨画」「郷目貞繁にっいて」の題で研究会を行った。 また前年度に調査 した狩野家模

本(東 京国立博物館蔵)中 の";}i}画約600点 について写真 ・基礎データの整理を行った。

研 究組 織

○ 島 尾 新(美 術部)(31

松 島 健(情 報資料部)(2)

井 手 誠之輔(情 報資料部)(3)

鈴 木 廣 之(情 報資料部)(1)
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日本における美術史学の成立 と展開

目 的

西洋近代の'γ:を範 と して1887(明 治20)年llil後 に 始ま ったil本 の 美術史学 は、近代国家 として西 洋 に認知 され よ

うとす る国情 を背景 として、国家的制度 や機季薄と密接 な関係を維持 し、ll本 の 文化的 ナ ショナル アイデ ンテ ィテ ィの

構築に寄 与 して きた,,今 日、 般 的 に川 いられ る)ミ術 史の,藻 や思 考が、 こうした)ミ術 史学の歴史のなかで形成 され

て きた ことは、 美術史研究 者が ひろ く認識 ・1辱へ き問題 とな一,てい る、,

本研究 は、 このよ うな問題意識 にた ち、明治以 来の 美術史学 σ)歴史を振 り返 る ことを通 じて、 美術史学の今 日的な

課 題と口∫能性 を問い直す ことを目的 とす る,,

成 果

本研究 は美術に関する,説o)歴 史 を振 り返 ることにもっ なが るたy)、II軽礎 とな る資料 の収集 とその整理が必要 とな

る。 本年度 は北海道 大学所蔵1京 剖1日の 出新聞1マ イク1コフ ィルムか ら、)ミ術およひ 文化財関連記 事を抜粋す る作 業

を昨年 に引 き続いて行い、 また1911畳 紀 後'トに欧米でill行 された日本 美術関係図,1嵩o)収 渠 にっ とめた。

「美術」 という外来の概念が 日本に確 、γ.され る以前に制 作 された物llllllかDミ術1と して位置づ け られ る過 程を跡 づ

けるため、明治期博覧会 ・展覧 ∫こにlh品 され たいわゆるi占 美術品1のlll品 目録 に注11し 、資料の デ ジタル化を行 一・

た。 と くに京都、和 歌山、奈良等 で開催 され た地域別の博覧会資零斗にっいて調 査を而 ・たQ

本研究 に関わ る研 究会、研究 集会と しては、IS)4)?(・卜成9)年1211.3～5il、 第21回 文化 財の 保存 に関 す る国1際

研究集 会 「今、 日本の)こ術 史学 をふ りか える1(於 東京国 、Z近代)ミ術餌1講堂)を 開 催 し、研 究 発表 と討議 を行 った

(詳 細につ いて は 文部省科学研究費1甫助金によ る研'1冠―日本における)ミ術史学のl」気、γ.と展開1お よび国 際研究 集会の

項 を参照)。 その開催に向け、)ミ術部 ・情 報資料1祁研究 会 として[和1⊥ 哲郎 『占寺 巡 礼』 と日本)ミ術史一1(鈴木廣之、

97.4.30)、 「東京国 、k博物 館所1蔵o)明 治以 降公 文ll}に一)いて1(東 京 国 、γ博物館 ・安達 直 哉、97.ll.5)等 を 行 った ほ

か、国 際研究 集会終/後 にllijじく両部の研究 会0)場 で各セ ッシ1ン の総括 を行 い(98.1.14,21,28)、 さ らに 考察 を

すすめ た。

織

川

野

尾

川

中

梨

島

倉

木

手

岡

木

組究

鶴

中

島

岡

田

山

松

米

鈴

井

長

勝

研

○ 武

照

良(美 術部)

男(美 術部)

新(美 術部)

健(美 術,yiS)

淳(美 術部)

絵 美 子(美 術部)

健(情 報資料部)

迫 夫(情 報資料部)

廣 之(情 報資料部)

誠之 輔(情 報資料部)

龍 作(情 報資料部)

言一 郎(情 報資料部)
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中国仏教美術基準作品調査研究

目 的

日本の仏教 美術 をII)1究す るには、 その源流であ る中国 の仏教 美多ll∫を理解す ることが・1!要である。 日本文化に大 きな

影響 を与え た日本伝 斗ぐ品 に1川えて、近年 は、中国においてさまざまな仏教遺 跡の整備、調査、研究がすすめ られた0)

に ともな って 、新 たな資料が積極的 に公開 されている。 本研究 は、 これ ら伝来品および新資料 を対象と して、 基礎的

な資料 を収集 し、中国仏教)ミ術の1本系を(/L直 す とともに、 その特質を、図像 ・様式 ・技 法の面か ら明 らか にす ること

を目的 とす る。

成 果

(D研 究協力者会議o)開 催

巾国仏教美術、朝鮮'卜島の仏教)ミ術、日本における中国仏教)ミ術の受容の諸相にっいて研究実績をもつ研究 苔を招

いて研究協力者会議を開催 し、研究の発表を行 うとともに、問題0)所 在や今後の研究方向にっいて討議 した。本年度

の研究発表者 は次の4名 。

勝木言一郎(東 京国、Z文化財研究所)「敦煙壁画にみる迦陵頻伽の図像にっいて」

中国では初唐期以降に作例が見られる迦陵頻伽の典拠を明 らかにし、西域や中国の諸遺跡における1司図像の展開の

跡を位置づけるとともに、迦楼羅、緊那羅、共命鳥との図像的な差異をiX11らかに した。

山名伸生(京 都精華大学)「i1-r南画像石をめ ぐる二、 三の問題」

後漢末期の折南画像石を、図像の構成原理、様式の源流、仏教図像 との関わりという観点から分析 し、図像構成や

配置に当時の死生観が反映されていること、三種の様式が山東の地方様式、洛陽の伝統的中央様式、洛陽の新 しい中

央様式を映すこと、如来形人物等の図像や墓室の形態に初期仏教の受容の跡が見られることを明 らかに した。

菊竹淳一(九 州大学)「 高麗時代の裸形男子碕像」

朝鮮人民共和国ケソン市0)高 麗博物館にイ呆管、展示される金銅製の裸形男 臼奇像が、高麗の太祖E建 の肖像である

可能性が強いことを指摘 し、弥勒1、1仰を反映 した造像であることなど、この像の もっ種々の問題点にっいて 考察 し

た。

佐藤智水(岡 山人学)「造像銘における北魏の仏教信徒団体(合 邑 ・邑義)に っいて」

北魏時代の仏像の造像銘の記述形∫機、造像内容、造像者の身分、造像の地域的傾向などを分析 し、北魏の国家宗教

としての仏教の動向と、造仏のための地域的信徒団体(邑 義)と の関係にっいて明 らかにした。

(2)1見}也 泓藍d査

東 芋観智院の 五大虚空11騨}1薩像0)調 査 を継続 するとと もに、山 口県 、Z美術館で1}11催さ れた 『高麗 ・李朝の仏教Xtier

展 』 を機 に、高麗 ・李朝の仏教絵画の調 査を行 った。 また京 醐K泣 博物食ll・奈良国 立博物館 に寄託 されて いる大徳 寺

蔵の11:百 羅 漢像0),凋 査を実施 した。

(3)),礎 資 料の収果

情報資料部が保管す る拓 本の整理、研究を継続 し、併 せて写 真資料の整理 を1」㌧・たQ

(4}デ ー タベー ス0)作 成

欧1/.に 所 在 する中国仏教彫刻の デー タベー スを作成 し、 その活川法 を検討 した。
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東アジア美術史 における造形 と社会

目 的

造形がそれ自体で自律的に発展するという旧来の美術史観は、すでに見直されっっあり、美術を社会的コンテクス

トのなかで再評価する作業が始まっている。本研究は個々の美術作品と美術に関わる諸現象を、社会と文化、さらに

具体的な人間の営為のなかに置き直 し、そのなかで生み出された関係に着目することによって、美術のもつさまざま

な問題を捉えなおそうとするものである。

成 果

(1)古 代的空間意識 と彫像の機能

東寺講堂五菩薩坐像 ・八幡三神坐像、広隆寺講堂阿弥陀如来坐像を対象に、平安時代初期の彫像の安隅のあり方 と

その機能を問題 とした。東寺講堂像にっいては護国儀礼の場 としての講堂の機能との関わり、八幡三神像については

石清水八幡勧請との関連、広隆寺像にっいては地蔵 ・虚空蔵許ll薩と併置され る意味をそれぞれ考察 した。

(2)唐 本 ・宋本画像の意味と機能

日本に請来された宋元仏画のなかから、①古来より中国仏画と混同されて きた高麗仏画にっいて、華厳思想との関

係からその領分を明らかにするとともに、②高麗仏画や日本の中世仏画とされて きた作例のなかに、逆に中国仏画が

混入 している可能性を指摘 し、このような作品をめぐる国籍の混同は、いずれも東アジア地域の個々の美術作品を中

国 ・朝鮮 ・日本という3つ の地域分類の枠組みに対応させて分類 ・思考する近代の美術史学の方法に起因することを

明 らかにした。さらにこうした概念上の 「境界」に位置する作品のアイデンティティを、オ リジナルな社会的 ・文化

的文脈のなかで明 らかにする作業が、相互に連関 したダイナミックな東アジァ絵画史の構築のための有効な視座と方

法を準備することにっいて口頭発表 した(第16回 国際交流美術史研究会国際 シンポジウムおよび第21回 文化財の保

存に関する国際研究集会)。

(3)室 町時代における美術の流通と価値観の形成

「室町殿行幸御飾記』をもとに、室町殿会所に飾られた唐物のデータベースを作成し、各室の飾りの もつ象徴的機

能の分析を開始 した。また唐物の贈与と売買に関する史料の収集を継続 し、贈与一売買連鎖のより具体的な分析の準

備をすすめた。

(4)技 術 と素材についての史的研究

『営造法式の研究』(竹 島卓一、中央公論美術出版)、『元代画塑記』(中 国美術論著叢刊、人民美術出版社)等 から、

技法 ・素材に関する用語を採録 した。

研究組織

○島 尾 新(美 術部)

中 野 照 男(美 術部)

鈴 木 廣 之(情 報資料部)

井 手 誠之輔(情 報資料部)

長 岡 龍 作(情 報資料部)
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近代歌舞伎の伝承に関する研究

目 的

正統 な演技 の伝ノ採等が危ぶ まれて いる歌舞伎にっいて、 これ までの研究で欠落 して いた演技 ・演出の実際面、歌舞

伎 の 音楽家 や道 具制 作r号に も目を向 け、広い視野 に 、7ン・て現 在の歌舞伎 にっ いての 汚禦を行 うもので ある。

成 果

今年度 は1997年5月 に ・n要無 形 文化財保持 苔各個指定(い わゆ る人間IKI宝)にrfl'riul:・さオした中村)く1il郎 氏 を取材 し

た。近代歌舞伎 の油技 ・演出の 大成 占の 入 である初代ll1村 占 右衛門の もとで修 漿していた氏か ら、特 に 『」 軍

記』の く陣門 ・組打 ち ・貢眞谷陣屋〉を中心 に取材 した、,各役の団 卜郎型 と芝翫型0)扮 装 ・演川の相違、演技す る際の

心得、後JV、 ワキの役割等 について、氏 が占右衛門か ら継 承 し、次代 に伝え るべ きものにっ いての話 を聞 き取 った。

さ らに氏が特に近年 力を入れてい る、後継 滑育成 に関 して もその問題点が指摘 され、 今後の研究の課題の一一端が示 さ

れ た。 『一谷徽軍 記』 にっいての話 は 『芸能の科学』26}ナ に掲載 した,,

また昭和35年 か ら48年 までに歌別伎座 ・国 、ンニ劇場 で1:濱 され た歌鯛伎の劉台"j:し'1.U)・部 を フ ォトCD化 す る試 み

を行 った。 これによ り ビデオが普及Lて いなか ・たこの時代のII量重な1氾録を研究 者に提llしす る方法の ・っ となり得 る

ことが確認で きた,、今後は撮影 されている俳 優の 肖像楡 にっ いて関係 占と検討が必 要である,、

研究組織

○蒲 生 郷H召(芸 能'yid)

鎌 倉 惑1'(芸 能 部)

羽 田 水u(芸 能 部)

高 桑 いつみ(芸 能部)

中 村 茂r(芸 能 部)

備 考

一部特別研究
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兀禄期の浄瑠璃 ・歌舞伎の研究

目 的

ド了}.∫}〒'」.IIλ5.1二::{,くひrlrヒ しノ)f/11」!「C.、{・}/∫ 〉.rl1{・.:"こlli」ノ1、―∫1'・llll1<～・lII,【幽』、ζ:、 、―1tlj」・ノ)f/1.―真て ● ♂1」{iy.『f:　 11'客 〔一')―㌧七1f・斥:{・ニー,1、`〔 二t、/↑r―{∫ く・二 考'く劣,{.・1乏で).,

成 果

/ア{iこOI(
.1:ノLヒ茎一脳}ミ1―」1f覧1ノ)::f/)(-i,9「fセ●}'―『il}～11.Iri夫上/う、)li:f」..〔ノ)_二,しi'rl::/つ、【・,'噛ンニζナンiii藩:_㌧層.、5」【ミi'1f一ニプf三1」1.疑_＼ヒチ_.ノ」ニーf.)〔ノ)〔〆)i 「々上tヒ ― 『{:、::1タ(夢♂1:f芝(ノ)旨_L一覧

播1を と り あ け1、 以 トの.レ 「紘:κ 察 を 臼「',ノ'二,

近 【111以前 か らflll武 に 用 い ∵ll、...い ノ・.:式 藩 一.L::ll酬 伎 で.llfl}賦 に 川 い ・'・歴 ⊂ い た..〔 か1次;T}に;ll堵'評'illl、 酒

に も 取 りLげ ら 、li、li琉 る 儀 、機一=(1./i:.(↑!l1∵1『t-・1.るム のi.・!.・:⇔ 、!lll・1・、・の 役1て'が 、r扮 を 観 客'に ・「L・ ノレ}・1市 覧会 の 一 ・

で も あ り 、 新 人 役r皆.U)紹 プr<～.・か ね て 演 じ幽る こ 上.!、 あ,た 、-lllLI}:〔ノ)・挿 〔}1∫ミか ら'疋 の 振 り(賄1::楽 に111.か,た よ う に 見 う1}

ら れ 、 リ ズ ミ カ ル!.1:∫.i'fr曳 に1硯 客(ノ)人 ノベtは 集:kコ た..

[.式1番]は 劇 中.:lli::に も 川 い ら れ て い る 、う 中.にlr;1の ゐ.が 利 川 さ れ る 場 合 ・1..)ある が 、;式 ∫.甫U詞1覧;f1L:や 振 り を 川 い

た も の も 散 見 さ れ る..こU)中 に は 打 ち 捌 ・け 姿 で 舞 う も の や 、}:骨 稽11未 の あ る 場 面 も あ ・,て 、 こ し・.)よ う なjh.世 的 な 変 化 か 、

新 た な い わ ゆ る1番 曳 の 舞 踊 るニー生 み 出 す 要 因 の ・一..)に も な ・以 二で あ ろ う 、、

近 松 門 左 衛 門 の1/ll【【111―に も1式1番1の パ.ロ デ ィ ー がII」 い ら れ て い る 、,こ れ は 観 客 がi式 「.1翻 ろ.'!l【D'c、 そU)ハ ロ

デ ィ ー を 楽 し ん だ こ と を,ldて い る 。 近 松 作 晶 以 外 に も 、 「式 ∫.番1を 利 川L.た 作 【1―II―は 多.(・{・」 た1.l!ll..定 で き る が 、

現 存 の 資 料 が 少 な くH月 確 な 答 〉〒-1.よ打 ち 出 せ な い 、,た だ 〔 当Il!fσ)ノ ＼ノご に と'・ てi.べ ・幽.番.は か!.}:り!.1:〔.・/1'(/)・{・「)る もv)1.

い う こ と は で き よ う 、,

こ の 研二'/t:Jt,は「式 こ番'lb、ti:き い わ ゆ る 元 ト艮歌 舞 伎U)田f代,.ヒ 題 〔.て一r芸f走 σ)科"γ:1―1261」'にIL1た1

研究組織
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歌 棚 伎 役 者 が 演 じる ―式 三 番1――'難波.f1.聞昔1活』 よ り(1'歌 糊.支評 判 〔1己集成 』 第1巻 岩 波書 店'所 収)
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「翁」 の 技 法 集 成

目 的

「翁」 は鎌 倉時代か ら(iiiじられ、現在、能 楽師が伝 承Li演 する演 目の中では最 もIIボい芸態 を残 し、 近世 芸能 ・民

俗 芸能 に及ぼ した影響 も大きい。 しか し、従 来、秘 事と して扱オ)れ、譜は公開 され ず、流儀 差 も大 きいので、技法 の

令容を捉え た研究 はi1'われ て いない。 本研究で は、 全役蒋1・全流派の,wを 収 集 し、比較総合 して、 「翁」 の1体 像 を

把握す ることをIi的 とす るO

成 果

本年度は、芸能部舞台において、狂、1方人蔵流の山 本則直氏 と同看口泉流の野村 万蔵1Lと の、 それ ぞれ{番 隻 ・千歳

の実技(所 作)を 撮 影jl又録 し、型付 ケを収集 し、技法に関す る聞 き取")調 査をi1',た 、,

また技法 の比 較のたy)、 京舞 ルL流 の 井i孔 「子 氏によ る1倭 文1そ の他 の実技 を、同 じく芸能 部舞 台で撮 影収録

した。

前年度 に加 えて、1番 曳 と 「歳 にっ いて は、 ノく蔵流の茂山家,と山本家 、和 泉流の野村 又 こ郎家 と野村 ノ1蔵家 と、同

流なが ら複 数o)翼 な る芸系の奏演 を収録す ることがて きた1,ま たすでに収録済みの シ ノ・ノJ/ll流の翁 および観1巳 ・宝生

の 千歳 の奏演 を含y)て 、「翁(式 幡)1の 、11:チノ∫σ)技法を 」べて収 錬 したの で、次 に嘲j孔方各役の技法収録 に着 千す

る。

研究組織

○羽lu

高 桑

蒲 生

石 井

'}型G璽、能 部)

い っ み(芸 能 部)

郷H召(芸 能 部)

倫1孔(芸 能 部)

蒔
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『冊 隅 卿 懸醐

監 。_一_.漣 幽幽罐

野村万蔵氏の三番曼
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井上三千子氏の京舞。三番隻の型を取 り入れた「倭文」,,



一
日本音楽の伝承 に関する研究

目 的

日本 音楽は、 日本の伝統芸能の例 に もれず、伝 承にっれて変化 す る。 変化 の内容 はさまざまであ り、 とくに近年 で

は、あま り好 ましくない変化 も見 られ る。

この研 究で は、 これ までit楽 が どのよ うに伝承 されて きたかを追究 し、併 せて今後の伝承のあ り方を考えたい。

成 果

1997(平 成9)年 度は最終年度として、三味線伴奏の語 り物の一種である説経 と、楽器の笛を取 り ヒげた。

(1)説 経について

説経は、仏教音楽か ら出たもので、浄瑠璃より古い歴史を持っ。一時、浄瑠璃に圧倒されて衰退 したものの、寛政

のころ復活されて、現在で も一部で伝承されている。この研究では説経その ものではなく、長唄が摂取 した説経につ

いて調査、追究 した。その結果、長唄の説経は道行と関係が深いこと、 うらぶれた境涯の表現に使うことが多いこと、

調子は二上りが基本であること、歴史的にも長唄関係者と説経との接点が存在 したことなどが明らかになった。

説経を取り入れた長唄の代表曲は 「夜鶴綱手車」である。限 られた範囲で しか伝承されていない小品だが、古いil=.

本には 「門説経」「説経落 し」「説経止あ」などといった節章の記入がある。作曲された1765(明 和2)年 は、いわゆ

る後期説経の再興より20数 年前になる。説経を取り入れた長唄としてもっともよく知 られているのは、「勧進帳」の

「げにげに～」の部分だが、その事実を記 した江戸時代の記録は、っいに見出せなかった。

幕末から明治前半にかけての長唄作曲界を代表するll世 杵屋六左衛門と2世 杵屋勝三郎、それに3世 杵屋正次郎

は、期せず して説経を用いた曲をそれぞれに作っている。「望月」「安達が原」「横笛」である。

(2)笛 について

まず 「日本書紀」「風土記」に見 られる 「笛」は、横吹きとは断定できないこと、日本で広く好まれる管楽器は、

単式でダクトなしの構造のものに集中していること、この2点 を確認 した。そして、実技者の協力を得て、日本の重

要な横笛各種 に見 られる、構造 と技法の共通点と相違点を示 し、同一の笛であっても曲種によって息の吹 き入れ方を

変えるなど、微妙な技法が駆使されていることを指摘 した。

研究組織

○蒲 生 郷 昭(芸 能部)
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「

近現代における能楽技法の伝承に関する研究

目 的

能楽 は中 世芸能で はあ るが、江戸期を経 て近代以1;筆もなお諸 ノノ面にわ たって変化 し続 けて いる舞台芸術であ る。そ

の変化の諸相の うち、 と くに技法の伝承 と.,71ti出の 、ちりノ∫に関わ るll像 を1直点lrJな 研究課題 とす る。

成 果

本年度 はとくに狂 一謡にっ いて 考察 した、,狂1謡 は、能の謡 との 共通ノ∴1と相違点 とを微妙 に持 ち合わせてい るQ能

は謡で劇を表現 す るO詞;.:の す べてが謡 である,1謡 といえ ども、台詞であ り語 りであ るという性格、傾向が濃厚であ

る。対す るに狂1デは、比 較相対的 には会話劇 であ り、せ りふで劇を 表現す る、,詞';1:は仕りふをEと し、せ りふ とは別

に謡が川い られ る。 したが って謡 の部分は、能の揺に比べれば 単純素朴に 跨楽的であ る、,そ して、狂,㌃謡 は様式的に

多様であ り、能 の認にない技 法をflす るU、 デい換えれば能 謡の技法の ほとん どを 塀 ∫し、 それ とは別に狂 、㌃謡固有の

音階 ・旋律 ・リズム様式 を持 っている,,

狂,亨謡固有の小↓三黛の例 として1噺 し物1と[イ ロ詞1が 挙げ られ る,、

〔難 し物〕を含む狂li'は1末 広か り 口 張蛸1(目 近Ii麻41口 添 柱lr昆 布柿lDl1{物 」1松 脂ll栗 隈 神明」「財'i'」

「墾附」(以 ヒァ シラ イあ`D、1船 泌 劉1釣 釧・口1蚊 字 口 鈍 太郎lr蝸 ・円i鞍 馬 参 ロ イ疏 ノ,1止口 鬼の継 臼(剛:

ア シライな し)で ある。 ア シライが 入るの は祝 誌性の色濃 い曲 であ り、その 大部分 に は 〔シ ャギ リ」 が伴 う こと、

「伊文字」 「鈍 太郎 日 蝸牛1な ども占台本によればア シラ イが 入り 【シャ・ド1川 を伴 うことが注 目 され る、,リ ズム様

式 にっ いては、 狂言 ノリの謡 の中、 ∵r:拍 の場 合の拍J"11た りが近 占式 の'「ノ リとllllじで あ ることがすでに指摘 さ

れ ているが、 それ とllij様の 現 象が 人部分の[噺 し物1に も生ず る、,すなわ ちCill:し 物1は 広義には平 ノ リに属 す る。

一方
、 〔イ ロ詞〕 を念む狂 。デは1宝 の槌 口 筑紫 奥 口 松噺1伺1伊 文'i:口 唐 人r宝li今 参 」1木 六駄 口 隠 狸」 ―茶㌔1;引

「金津」「節分」「.,.1'i引1レ1:盗人1「 磁 石」 である。 この うち1松 噺 」勾1唐 人.,.1'i:.口 節 分」だ けは、 それ ぞれ 〔ノ リ

地〕 〔楽〕 〔次 第〕があ るか らアシライが人 るが、 〔イロ詞 〕に ア シラ イが入 ることはない。 〔イロ詞〕 は、個々0)狂 、㌻

に よって拍節 的に謡 う場 合 と非拍 節的に謡 う場 合 とが あるので 、拍1孔合と捉 えるか拍j曾 く合 と捉 えるかは …概 には決

め られ ない。拍節的 に認 う場 合には、 これ も近 占式の'「 ノリと近似 している、,

〔唯 し物〕 はツヨ吟 のフ シで謡われ、 〔イロ詞」 はフ シと コ トバの中間的 な,;;蒋い 方が され る。 しか し、実際 の奏演 で

は、ア シライ と 〔シャギ リ〕o)有 無 の ことを別 にすれ ば、 【イロ詞1ふ うの 〔嚇 し物 】、 【1雌し物〕ふ うの 〔イロ詞 〕

も生 じている。 なお、個 々の曲例 に即 して以1の ことを考えて みたい、,

研究組織

○羽 田 示1(芸 能部)
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伝 統 的 唱 歌 の 研 究

目 的

芸 能 の 伝 承 を ↓〔ズ て き た1唱:欣 と 伝ll}:v)両ifiiか ら能 ・IllliU)技 法 の 変 遷 を 探 り 、 先 行 芸 能 と の 関 辿 性 も 考察'」内る。

成 果

〔D能 管U)II昌;lllくの 変 遷

能 でIllい る 笛 「能 管1d)1'"1楽 は 、 「オ ヒt・ 一 ラ ー1「 ホ ウ ホ ウ ヒ1と い 一,た よ う にIl'語,,.をf;';　 ilLた 【1昌歌 で 表 さ れ 、

伝 承 さ れ て き た、,唱 歌 は 流 儀 に.1〔,て 、 ま た 時 代 に よ ・て 微 妙 に1退 な る の で 、 室 町 末 期 か ら現 在 に 至 る/IILの 唱 歌 を

比 較 検 討'し 、 技 法 の 変 遷 と あ わ[1'て ろ'察L.た 、、成 果 は 公 開"γ:術 講 座 で 公 表 した,,

(2)位}ミ 田」°ノ長IUj(ノ)「"「雪廷1i:↑1「∫

室 町 末 期 は能 の 全 盛IUIで あ 一,た が 、 庶 民 の 川 で は 流 行 歌 が 謳 歌 さ れ 、 歌 舞 伎 も そ の 初 期 の 段 階 を 迎 え よ う と し て い

たQま た キ リ シ タ ン 文 化 が 移 入 し、 戦 国 大 名 のlllに は キ リ シ タ ン 音 楽 に 関 心 を 寄 せ た 滑 も 少 な か ら ず い た 。 同 時 代 の

こ と と て[曽 楽 同Lの 交 流 も'i1然 行 わ れ た は ず で あ る,,そ の よ う な 中 で ど の よ う な 齢 が 実 際 に 巷 に 響 い て い た の か 、 能

の 、ン1場か ら 調 査 を 行 っ た,,成 果 は 、 キ リ シ タ ンIIの 研 究 音 と 共1・llで、llll和1'写楽 大学 の ノL涯"1∫:習講1・1{でJLし たQ

(3)i日 二汐r∫・ジ1くil^τ翌1/f叉(ノ)ωi!ラ尼

能 の 大 成 剤[1」珂 弥 は1'1作 を は じy)と して イIIJ作か の テ キ ス トを1!}:き 残 して い る。 そ の1'1筆 の テ キ ス トを 検 討 し 、 そ こ

で 用 い ら れ た 表 記 の 意1×1に っ い て 考 察 した 。 そ の 結 果 、1ハ ヤ フ シ」 に は 従 来 の 解 釈 と は 異 な る 意 図 が あ っ た こ と を

解 明 したQ成 果 は 第2回Illl―lll∫弥 忌 セ ミナ ー お よ び 「1:能U)科 学 」26り ・で 公 表 し たU

研究組織

○高 桑 いつみ(芸 能部)
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芸能に用いられる武器の研究

目 的

伝 統 芸 能 に,嬬 し 庸 ―り 物 ・),1∴磁.噛!'川 に つ い 『・1、1氏lll{を

成 果

巾1際 り げ 噸 一 ・勘 い.r∴r、lll. ,

奥 ∫.河 の1仙1胴 伝 牛、 ・1に い るli/,り 甑"1・)!胴 神 幽li

【rl「d強llかillい ∴ 、{hい ・3例.1(1、llllllll}【 ・川 ・)[II'1・ ・lll'1

は 、 そ れ'こ ㌧1[かIIい 鯛 ・ へ 剣 … 井1・ 樋ID!!Ill.,jilliい

お 、Lぴ 神lj}:.Lの ―・lhI・ノノll!㌔ 貝 、 ・1二,「『1、【![1―1.1ヒ 。1どIII:郡14;・ ト{`川 小 休

〔 一)一 ♪fヒ1'　.c〔 、 二'、rfl:・)1・―・幽1ゴ'.:8{～ ㌧Jl.二/こ ∫」く[ノ ・

の 民 俗 .:lli・!け 泊1!!酬 ん1:1鮎
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文化財施設の保存(収 蔵展示)環 境の研究

目 的

各地に博物館 ・資料館などσ)文化財施設が建:ILiiXされ る中、 文化財にと って安 全な保存 ・展示の科学 的基準 σ)明示が

望 まれている、,本研究は、温度 ・湿度 ・照明 ・空気汚染をは じめ とする広 い項 目にわた って、関係0)研 究 滑の協ノJを

得なが ら、その測定 方法や評価方法を検,1・1'し、 文化財の保存 と公開活川 に資 することをlIl杓 とす る。

成 果

この研究の特 色は、博物 館 ・)ミ術館 などo)現 場の抱え る問題を),1礎的 なifiiから解決す ることを 目的 と しなが ら、成

果を簡潔な形で現場 に活か し、 また現場 の声を次 の第2r欠 の研究 に反映 させ るなど、研究 と現場 とのr∫機白く」な結 びつ

きを重視 してい る点 であ る,,こ のため、 各地域で資料の保存を担 当 している学 芸員をメ ンバ ーと して研究 会を催 して

お り、本年度 は第6回 「文化 財施 設 のllhliliに関 す る指 導 の現状 」、 第7回 「展 示 ケ ー スのUtilityとUsability」o)

テー マでお こな った、,

第6回 のテーマは、文化財公開施設 の計画lll'に行 われてい る文化庁 文化財保護 部美術1ユ1課 による指 導内容の普及

を 目指す もので、指 針の内容 の根拠 にっ いて詳細 に説明を受 けるとともに、 各地域の保存担 当学芸員 と意見交換を行 っ

た。 その中で、 文化 財の展示に適 した展示 ケースの特性 と して何 が求 め られているのか を具体的 に検討す ることとな

り、 第7回 の研究 会のテーマに取 り一ヒげた。

展 示ケースに求め られる機能 としては、 これ まで は展示 ヒのデザ インが優 先 され る傾向が あるが、 これ に対 して文

化庁 では防犯 ・防災面で資料を確実 に保全で きること、 また 当所 では保 存上 の効能 を持 たせ ることを推奨 して きた。

これに加 えて、学 芸員が展示作 業を行 う上で安全かっ使 いやすい ことも重要であ り、特 に・∫動 ケースにつ いて は移動

にあた って安 全が確 保 され、地震 などへ の対策が ト分 に考慮 されている ことが必 要である ことが確認 され た。
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無公害な文化財生物劣化防除法の研究

目 的

オ ゾ1ンi'1'}〔 ノ)fl{[、偲 の ノLy)、it',h『(二.il)之fヒt11・}∫ レ1六 〃 ノ、1[にL;、1'阿!に 用 し、ド,イrcき たIll!ヒ メ1'ル(ノ)`全1発H!jJUIカ{1997イ1`1

91j(ノ)モ ン トlll'[。llしhll:il・,圏1'lll'・1」ll・:陰11.1い1:!005111∴1川1・11【1!、 ン 、∵!:がr);.1.り 、 、'.ね1∴ILI・ る ノノ'法 が 以1〕lllこ も 増!

て 緊 急 に.・k・ 、〆・∴'1面 い ・1,・{くIll「1'll∵ ・ ほ 、ll'!;ノ'1耽1・ をL[」 ・1、1'hl・十'、の 〃 法1、 二41わ り 、 契fl潤 椌1:,1に1,;;1三 響 が 少 な く 環1・1:l!

や 人 体 ・＼の 影lil・lll,1つ1.・ 、lli:[た 之1[IUIll.物 劣fヒ1;ノ ノ障1.1、 の1・ll〕、1・1・ 川 ・ll・/矧1・i.[、1― ⊂体 的!1:1・1々11.法 の 藁 定 をi1指 」'も の で あ る

成 果

(D展 ・」1収ll隔 〔lt設1'叔1・1〆1∵1勿 」被'∴',IF;.i∵1・'!1・ 防 ―;」:、1、… 、Ill!l寸―

初 年 度1.仁 研'ラ'[,∴ ・・1,fl・1川 、1∴晴!、 ・'【L'をi耐 ゴ ーll,'― 」k・ll捕 帰 ・"「μ 『.lllレ1,実1;祭 の ノ1・.1吻彼'∴'…M、1/～ ・,ll∴11イllた 、.kた 欧 米 ＼・

ア ジ 冒ズ 」'L1或 な.!・F「1:li曳 、＼ ね こ い る ―;ん―;余ノノ'1.1、{・)IJ、!II㌔・ろ・臼.!・:1㍉ 【1111、[日 .Ir⊥ll.1'向にlli'1'い)}1,lllrlI;ノ ノFi:・1「1・.ICI!(if'til(hlleg・ratc(l

PestMalla9'(・[ll・nレ1"… 層をi耐L'・1'【 ・.物1皮'、il'御 、.1論lrlll'≠ 、噛・♂1111fl舶 ・・)・i;;.Lにdl.",1・ ・./'、1【:学 物)'i'1だ!fに 頼1'、 ノ:}:い 防

除 体 制 を つ く ・、'的 同 に1他".眉 、ら る こ1㌧!川 レ'功 一 へ■ 、ノ

〔2){1「 ノ『こ 六∫.IIミ'`㌧'―;ん1;、仁1.ノ、1'一昌!レ}イ51[lb'・fl月/プ 巳己

ノ＼fイ父fこ'友:1こ ノくノ・ レ、hll,く'1こ'li∫ノト:㌔i1'Ilミ1;ノノF、1:ノ,1、『C:〔{・,/51―1;1しドll{2,・{'τr・.」、1`,1.、1、 ノ ノ ノ、iノ ノノ ノ、 ノ 生ノ ノく・111Lし/二,ノ ノ幽r、ノ、1二'」11,'「r、fノ ゼ 斗ミ1ノ)・1:・1!

蒸 装II量111を 改 変 〔!-.1・.1,↑ ノけ 以 々l!.i【瞭il"∵(図1)!ド ・ら1/」 、 、lllllllド捌 へ:1を ノ〕'・.民i判ll・1川1 .イ・.周 ・・た'こ ・)結1斗!、20C、

25.C、30Cr(:li、 イ1「乏iミkカlll、 、つ・ノ・く.＼ ・(Illllへ:!J,'.【.、 ウ・1'―.II'、、F)'・.{1、'ノq.illlr,1[11-1)・ ノ)Ill;;――「.ノi 、lI,う ・1・{1'㌔ノ).・.IllI"∵ ⊂ 、{・,.・1,こ1./ウ ～吋)、つ・,ノ:

さ ・1・に 欧 米"脂:・lh'111・ ・.)1・賀 、i(実1「 い イD-,、{・1・1,flWII7川lll、.1♂20C、[11卜 ・、ll∴,1、,1,―1'川111,.1、(55C{」Ilrl二1)に 一,い 一⊂.{il.1,q.t

虫 効 果 お よ び 羊'♪`菌1/III;-1、 周 べ た1'!の 結 甲・、 秒1巨 切 Ψ1711＼{L、 ノhl'、 【々 1'G{・)る か 、 〃[胞rに.,い 、『ほ ほ[.ん 【.L1殺ill「1力

果 が な い こ と 力 舶'認 、㍉・イ1た

ま た 新 た な 防1撞Ill、 防1編II!:∫.1ご が 之1ヒII・1材1∵}に1」 ・/る ∵ 劉1・1-1― 緬 的1π 調'、 る ノ∴ 、ノ・1＼/,・ll」1二u、 り ・・'・1『[1:i・斜.i,;に',し 、

7c小 二～1{2(
1「乱、i'」・!j,㌧ラミーiナ幽ン ノ'[イ1.・f/1「!」1」 〔 、1、」隻」,し1三イ∫}「・」々 デr〔 ノ』('く:ぞ 　 1しlr.f!1、 ノ↓・ビジ・,"」.∫(')ソ竣fl二 〔ノ)Il・rf!1h4・f」 、 し二L、 イご,

研究 組織
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図2顔 料 ・金属に対する各種防虫剤、防徹剤等の影響試験

28



古代東アジアにおける青銅製品の変遷 に関する研究

目 的

Iilk【.・;り 」魚了 ・1'.1;占 ・}1イ 〈匠ザ[..、1躯 ・'ン パi【hi・曳1・..li(f!Jl―1・:ill・lj;!・しlfTl芝1・1・】・・〉プ仁.1・臣、ll」.て111「k!l【―占〔ノ)ノL1♪ 履 ● ノ姿 わ驚 ●11「1'lllll・ノ)1ナ511・ る1・イヒ

馳1・・組 成 や 鉛 同f川 ・
.iL'II〕 …r剛1什 ∵ ・的1、 ツ,.l!♂,1・1用i・ ・1、.【 ・1!解 にLう 【.・{・5.1凋 ミの 考'・i・'"}∫・rlくJ!:・:1.Wllに11i口 『・二.、ri然1:'1・

'γ・1白 な 〃 法 をi用[

、 ⊥ りll脚.ノ … 、 占'代 のlil・i:rl・1に 関 」.る 歴 ・川 白 な 少 輩 を1「1'tlリ1[・k')・L.・1.る ・,

成 果

ノ雪父lill:',、こ【}hlllilL5{「 「昌」ろ.・ll:a;1?,1:1リ11凸1【〔 ぐrワL二4!J

違 い が あ る 、.こ の た め イ丈研fit..に(1.、

資 料 ・二〔 ⊂ll蒋Il!l・ 代 の 遼 い 、 日 本 ・!ilJ鮮'r島 ・中llミド1い うllll域 ・)

(D中 国 に お け.る1:同資1:1・

中 匡―に お け る1:II!1之【1月〔ノ)li.1,ll!い 時 期 のIII頭 文1ヒ ・殿1116(化 か ら(ノ)llf釦】資 料 の1則 定 を 進y)た1..;1た 同il!fllJjに.;る

揚r江 流 域o)1星 堆 之fヒの 「1f;i1・∫資 料 を 測 気ヒ し た,、 こ れ ら 資 料 の 採 取 ・rill定に は 文部 省 科"}∫:川:究引「㌧h1川J>qlミ1際"〕∫:術研

究)を 利 川 し て い る、1

(2)朝 鮮'卜 島 の1;1司資 料

llり廊羊'卜島 に おllる 資 料 「ヒLてli【il二 の 貨1幣 糸勺50種 に 関 しc、 鉛[司 位 体 」'ヒ(ノ)1則気L・を/〉 年 度 、1LJ1し たII

(3}日 イミ1こ才511る 釧14'〔ワfllこ1・

日 本 に 関 し て1'属 文 化 は 弥 生 【痔 代 か ら 始 ま る こ と が 矢【1られ て い る 、,そ こ で 本 研 究 に お い て は 始y)の2年 間(kl[本 の

弥 生11!f代 資 料1こ 焦 点 を し ぼ り 、 釦J剣 ・銅 矛 な ど0)祭 器 、 銅 蹴 ・銅1;1―【な ど の 装 飾 【11【11に関 して 、 弔:点 的 に きy)(ノ)細 か い 資

料 集 め と 測 定 を 行 ・、た.1/〉 年 度 を 含y)た 、 次U)2年 川 は 占 上Ill時代 資 料 にlhllをT)、 ――1墳11!f代0)出1:馬IIや 銅 容 器!1∫

ど 、 多様 化 し始y)たIJ銅 製II1、i,に対 して 測 定 を 進y)よ う と して い る。

/〉て「iζ .よ【1本(ノ)Il示ノLll!ff覧'―夕d〔1・i二[て 、 ・斗、9」(匡i、/.'1草斗勿餌PリPド戌σ)歪;同6!1」・ξ:同乎 ノ7玉:.【ご糸勺30ノ ∴軋、 各 リ1し孝文、/f委LL会}i斤 ―1:曳(ノ)ξ;IliP1錠

料 約20点 等 を 初 め と 〔 、 占i'1[田!l・代 資 料 を 含y)て 約IOU点 の 鉛Illl位1イ浸.1'ヒろ・川 定 〔 た1,今 後 は 化"}∫:組成 イ～∫川 定 『・二.きる 資

巧ξこi・を{4、三y)ノ乱二し、、,

研究組織
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焼 付 漆 の 研 究

目 的

・指'ノ 「建 」;II1ηJfl'"IllLl'llll
ll【;17¶ 己1域.＼ ね ・.1.Lう 、 引1∵』1∵、1・物 にk・1;・5・1尭 付i,・ 伎 で.1、のfl!駈ll一 ほ 、 故 村1(ノ)記 述 が1,邑 ら れ る,〉

州 、f粥 癌 、1唄 、1、!1目 休 的 へ:抜,.1、1川,竹 臼 田1…;・'… 、 し た ・、`・ 動 ・11.＼b,物 ・1・'旨.・ い 、1財 」 、IIで あ る,,

'1:!
・1.・＼f佃 ・・1・川!・'ll弔 ・、1、、Bl∴ 」,」1『IBillll帆',lll―・lfh「.―'1!、'11'・1州1沸 「!、:・ 「 ロ} 、1,、,ll温 、1、、,II・lh・「・)・ 環 とLて 、 成ll・.

を1断1川 、り!,1にII蜘 … ろ 一 ・到i的 旧 一 一 ・1,

成 果

1996い1城8-―ll二 剛.1・llll..＼f・ 即 ・t控,1、 冒1レ1,:;団 ノ『・.、 ・,lr1・ ノノ'、.1、・ ・1.!l1.＼f・ll目 ノ,1、!、 … 矧 ・1、・.一・い 一⊂'、III晴 を1」:い 、

IIII・ll繍 裸1二 」ll・.ハ ∩i,1・.けi{々1、 潮llll.・!r― ・1・・1・ゲ ・ll訳 ・i∵ ・.1,いqll鯉ll1'・199∵ 叶bいDII'吻L漆 の1:1・、・lM、j-ll、 ・[ll

I1二と」 ―.f―・1iイ1二jl』`1[)、"lrζ'1ノ,!ド ・〕f「 .―b}♪IIIilt・;II乙1・11・1,1―ノ1ノ'・l」 ∴1,.＼f・―'fl!'r4∵ 月1∵1・)!lIllillrk1;・!∴f・1で1∵'― ゾ1.ζ・:一)し 、c、1.イ き〔ノ)イ:1巨%:「〔・

焼 き 付1塙1.度'・ 所 田 一 ・1前1.レ 旨 一!

酬 二jl艘 は ・1・1い 何 出.II・pl昂 ・II∴IIいほ!1、 ・ ・II'1＼ 拘 ろ1:'ll(∵1ヒ!l〔 〕/層 ・蜘 ・1,―1山∴1戸11厘1娠2「 川 ・… 口0り 〉で1拐..1,

之 献 に ・L・ 調 ・1:＼ 体1・ ・in:10C/・ ・∴ 、llノ 、一 ・.∵,∵ ・1:1: .'IU-300C-・,、 、・b"i・1',1/.、 ・・、llをi:ソ 誠 に ・・1・,・h

l、2()(¶ 『〔3(/)`・「「1∫でllLI・!.iリlfl,1.―1・III、、・f・1'」―でll111,1「二些1::〔)一:レ 〔){}(唱f'lI'～' ,― ノi　 1之.し1)r孝1「1'ρ'rl)「 ―f・Ir「「:5'lr1:ぞrr()(、 、 ・1、し1,1.、一噛f・j・〔ナノ:ド.1き月ら㌔.つ、

最 も 高 か,た

ち:お'焼 き!j'山D―1[1・1似 ・1'ぼ ・・い 一{陥'1,ll口998-1唾
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近世輸出工芸品の実証的研究

目 的

海 外 帽1の 日 イ、1、II、ll1∴ にk・Dるll脱 …Il∴1一 り1'坤.・

vド ⊂ い る が 、1'1'}:国ll・ 」1.帳.―}11i}・hl!出1∵ 、[i『 関.1・ 、

・Illllllい ね た1'1数1・/1・ 二・経 ,lrl・'11H.・1、II傷 か!【11峠1[ち:

〔r⊂ ・、Jlf1【 ―」1:!l乱[II[1―ノr!ノ、i― イ＼1:.1手'こ/∫,1-;「覧 ∫こ一く～-iナII_一;〔_しIll「rllt「く～.一}

1、111汐P'」 桶'1鴇'1か ∴-ll[蔵L『ll、ll1、1、 に;;.1る 問 い 、/↑・{,リ か 出 蛤

ρ
1、III晴 ほ1・/・ ♪1『(lllr/.い"・:い

1た.:・ か ・',、(i恥 目 く、1,'脳 ・,,[1、flイ1耐r'毛 側'1切111、 い、のk棺{1

'

う も の 冒Gし1)

成 果

1997('i勺 ノ文9〕f「lill、 トf圏 ソい)2"1リIV))隻1小1負'lll〆 う・ビ、.,,,f/1:〔ノ)・IIII「〕1111・!3「.[[―lll/～・∴考1}J1「《り 、fr≦f%'Ll】}:a三!6`.・}」幽 ・『・こL、/5

ケ ル ン 東 洋 矧 、l!〔'll・・21't・ ・∩ 、1―、鴇 、 咽 」8年;の ∴!!,、1;銘α)」・,・5il、ll・絵1照:ill・ll妊18111紀U)ll、1∫;絵 器 局 『C」・,・5」l!訟lll÷!

釦II鞍 は 、 前lli命 と 後 輪 ・・.)外lr1μ 二ll:[IFI'・.〔ノ)実 く～,・・hl!∫;絵で あ ・'♪わ し 、 隙Illlliろ,・41.1'」・Ili}苧:.C.[iμ,ゾ)るリ 牡 丹 唐1∵1:lkい わ け)る 乍1川[11累釦1

に 見 ら れ る 文 様 で 、II∴J台 ∫」.¶、!ン絵 か ら 初1「・1・lillll」度 へ の 移Tr!JJに 李l!川1i}i∵1か1)!l臼'・ 〔 『C一い た こ と を 証i月 一・11るllll準fノ 「 【d『 ・….!1中

で あ る 。 ま た 蒔 絵 器 局IU・ 以 や 山 ノkなL噛1図 父の 景 観 を 描 い た 典 型 的!姻 ・lll出漆 器 で 」・'、る.こ の 器 局 に は 表 面1〕 体 に ワ ・・ノ//

ス で 覆 お う ヨ ー ロ ・ソ・・ん'式 の 保r」 己!l'≦理 が 見 ら れ る,,ワ ッ ク ス や シ ・ ・ノ ・・ ク な1二 層Lでflイ1存!l峯理 を 受 け`た 漆 器 け 、1くiinに ・)

こ る 塗 料 やfl釜 復 箇1リiを ・日.取 り 除 い て か ら 漆 の!l釜 理 を 行 ・)、、 ア ル コ ー・ル へb)ア セ1・ ン な ど の 溶 剤ll」・U.験で 塗 料 〔ノ)1・ll―垣 や1・

1也 材'な ど を1リ 」確1こ 一」.る.日 イく【[W・「CのIll:例 に は 見 ら れ な い 本 格 的 なlll[illlll漆器 の 修.II!LL.て 注1― さ れ る.

ド レ ス デ ン 市 の ヒ ル ニ ・・ノツ1成1専 物1〔'}1汐)蒔 絵 花 瓶 ・文・1幽は 、 高 さ 約G5cn】 の ノく型 の1.!l塗 り 花 瓶 で あ るfl,噛,(1、Il:Gi…

部 ・f則 面 ・IIIミ陪1≦を 分 け て 作 り 、 繋 ぎ あ わ ぜ て 木 」也 と し て い る 、,花 瓶(ノ)側ifiiに は 、II1水 楼 閣 文 様 が 高1侍 ・絵 『cあ ・9,わ さ ね

て い る 。 こ の よ う ち:蒔 絵 花}i:1{は1680年 代 に す で に 輸 出 さ れ は じy)て い る.1蒔 絵f、/L禄{卜 間 の い わ ゆ る 常:・11[1.;Ill,1、1時代 の

作 風 を 強 く 示 し て い る,.漆 器 の 輸 出 が 意 外 と 早 い 時 代 に ピ ー ク を1坦 え て い た こ と を 知 ら ぜ る 作 品 と 〔 てi.lill1:.cあ る
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文化財における環境汚染の影響と保存修復法の開発

目 的

環 境 汚 染 の 原1ノく―と な る 酸 性 雨 β'」〕で 、 屋 外 に 展 示 〔 て一い る ・ζ化1け が 腐 食 〔、た り 、 矩 造 物 の 石 灰 岩 が 溶 け る な ど の 被 害

が,L'・速 に1「i'(i」II〔.⊂.いる、,こ ・ノ)被害 の 実(il;1川lf「をljう 【二、i..もに 、 劣 化 と 環 境 汚 ・1セの 栢 関 関 係 を 把 握 し、 文 化 財0)特 殊 性

に あ ・,た 科'L}∫ll'1{」、」∴1査お 、Lぴ 総 合1内lr≦箇 技1 .人〔ノ)川1発に 関 ・1'るllll際IIJ司研:'1㌣ろ一・1」1うも 〔ノ)'く1ある、)

成 果

」:1堤」尭2'ア メき4勿'`「'Lカ・.)1(fヒ財{こ'」 ・,・言る;;llと響 ・ノ)、1周i'「『ノr・ ・レ ド＼1二 〔 て'jll〔Drprll∫i∴1」1地1吟llqia'i;'ilk,ITノ、こfノ、)・ 奈 ⊥蔓li∫・4{人∴ifqk1'ヒ

金 銅 八 角'焙li:1)・ 、1∴1,根llll」1置川11111(・ 剛 良!lltll噺 川 ―1榊f)に 観 測 ス ・ 一 シ,% .・11W∵ 【 て ノく短1ノ 染 ガ ス や 酸 性1、1,1の1'1・

染(ノ)程 度'と そ(ノ)・↑肩1i〕的 変1助lu'♪'くC4.1.(ノ 刈・[lll!l関係 ・6.・IJIIJiAr.1て い る 、,1兼,1'1ノ くfノ、・く1、1.、IUIII∴}や 擢lll套 ノノlr[1か らll欠 く 」ヒ,.kり(ノ)

)1f氏`こ乗 一・r(二1・1・」カ・F千ζ)こIlニ ノつ、イ)ノレ・り 、 ノくfノ、・ノ){・1;llW .・1川ノ1:口llMlll実 験4・ 試 ・/'た.1∵/川1M'・ 」関 係 か ビ、、 こ0)」 ヒ、1:り(ノ)1虫し1、婁:

ノ¥1ノ・o)背lllに'11ノ ニり 、1・'ノノ'に 滞 留 ・1る こ.【二か わ か ・た111・ 剰 勿'脳 ∴llll/1二(る1・hlのi・!l 、＼1歎11、 ・)錆 分flitこ 相 関 関1系 が

あ る こ と が 判 【リロ た.LたlIt卸 碕 神f.・:ほ 、 谷 をllj〈M々llる 西 風 か 、 海 ・4・rll〕・q(る,'t,11:物 質 や 海 」f'.;.・mi'l!:f・をill〔接llll社

に1―欠 き 、ちrcる こ1:がll.1、 し川 に.L,.・:1,【III月 、＼ね 、<れ カ・it中社 ・・プメ∫イヒ1∴}[lf、7【田1・'、か1'{・1―汐 」―1[jl,i'!～じrfし7Cい そ5.,こ れ ら α)糸占1摂

をiiiえ7Cll恥1・)・ 拠!≦1【 川 」!ft伸 川 .にllllしか'【1た ら 岨 、.L!,にlll描Fll・ ろ・設1幽ll'llll・5.'.・二を 提 案L,ノ 、二.,

環 境 汚 染 物,ll'」.にk・ 『G'1・n!、:で 、i川.瑚 勿!・'【.・っ'列 … ン 川 汰 、＼!、、'問川,i・,{,、 レ 田 ・一 をf川 」〔.た ク リ ー ニ ン

グ 実 験 を 行 ・,て,、`た1.{の 結 里 、llll暁r'ノ 染 物1[自.に.!.ドGり 染 、＼ 、nたli勿 「1'1の状 況1、 ・白1・ll◎ あ る こ と が 判 明 し た,,
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美術情報処理 システムの研究

デー タの共有化 を中心 と して

目 的

人文科学 における学術 デー タベースの構築例 の増 大 と、パ ーソナル ・コン ピュー タの普及 にと もなう研究 者個人に

よ るデー タ生産 の日常化 とが近年顕 著:であ るQ・ 方、 多様 な目的 ・種類のデー タ生産 に有効利用 できるデー タベ ース

の利川環境が 充分 に整備 されて いるとは、ガいがた く、 デー タの生産 ・利川に関す る具体 的 システム像 を多角的かつ総

合的に検討 する ことが強 く求 められて いる。 本研究 は、 こうした視野 に 、γち、)ミ術史の基礎 資料 のデータベース化 と、

広 範な研究 者による相'1.利 川 システムの確 凱を通 じ、 資料 の共有化 と研究 支援環境の整備を具体化 することを目的 と

す る。

成 果

(1)共 有 デー タo)生 産 ・蓄積

① 文献 ・図 書デー タ

定期刊行物所 載文献、所蔵図 書デー タの入力を継続 した。

② 美術 史研究 資料

『日本美術年鑑』のデ ータ化 を継続 し、10年 間分9fff}(1974(昭 和49)年 ～1983(昭 和58)年)を 入 力 した。

黒田清 輝および白馬 会関係資料 と して、浅井忠 『木魚遺響』、久米桂一郎の 日記および 自筆 文 献、 藤 島武 二自

筆文献 ・青木繁 自筆 文献 ・萬鐵五郎 自筆文献を全文入力 した。

③ 画像 デー タ

4×5イ ンチ ・カラーポ ジフ ィル ム(2,550件)、X線 フ ィルム(665件)を デ ジタル化 し、CD-ROMを 作 成

した。 写真資料 関連 文字 デー タの入力を継続 した。

④ 近代美術基礎資料 の所在調 査な らび に収集

本年度 は、佐賀県 、Z美術館 ・佐野記念館 ・佐賀赤十字社で1867(慶 応3)年 の パ リ万国博覧会関係資料、佐

野常民資料について、兵庫 県 立近代美術館 ・京都文化博物 館 ・大阪府 、tr.中之 島図 書館 では博覧会関係資料、 美

術団体出品 目録、 美術雑誌 について調査 ・収集 を行 った。

⑤ 貴重美術雑誌のマ イクロフ ィルム化作業

情報資料部で は資料保存の必 要か ら、経年劣化のiし い明治 ・人 且E・Hl{和初 期の貴重雑誌について、原 本閲

覧 に代わ るマイクロフ ィルムの利川をすすめている。 本年度 は、『大毎 美術』『日本漆器新聞』 のマ イクロフ ィ

ルム化 を行 った。 マイクロフ ィル ム化 にあた っては、 東京国 、Z近代 美術館 ・東京都現代 美術館 ・京都国 、r.近代

美術館 ・兵庫県 、Z近代 美術館 ・大阪府 、ZIP之島図 、1;:餌10)協ノJを得て東京lkl、Z文化財研究所未所蔵分を補 った。

⑥ 博覧会 ・展覧会デー タベー スの作成

【万10博 覧会出品目録】

「慶応3年 パ リ万国lk亨覧会1「 明治6年 ウ ィー ンノ∫匡1博覧 会1「 明治9年 フ ィラデル フ ィア万国博覧会」「明治

11年 パ リ万国博覧会」「明治22年 パ リ川iこ1博覧会」「明治2611.シ カ ゴ ・コロンブ ス万 国博覧 会 」「明 治33年

パ リノ∫匡1博覧会」―明治371:セ ン トル イ スノ∫匡i博1覧会」「iリj治43年 日 英博覧会」 の9っ のノ∫lkl博覧 会に出品 さ

れた新作 美術L芸 品1こっ いて デー タベー ス化を行 った。

【美術展覧 会出品 目録 】

「日本美術 協会展覧会iU)出 品 目録の うち、明治21、22、24～30、35、38年 開 催分にっいて出品 された新製

品0)デ ー タベー ス化 を行 ・・た,,

(2)パ イ ロ ッ ト シ ス テ ム の 構 築

(1)定 期1:ll行 物 所 ・1戊文 献 デ ー タ ベ ー スお よ び 所 蔵 図lllデ ー タ ベ ー ス 検 索 シ ス テ ム の 運 用 ・評 価 を 行 っ た 。

(2)ロ ー カ ル エ リア ネ ッ ト ワ ー ク シ ス テ ム の 整 備 ・巡 川 ・評 佃i

一33一



マ ッキ ン トッシュによる所 内 システムを拡充 した ほか、ネ ッ トワー ク環境 にお けるデ ータベー スの運用 につ

いて実験 を行 った。

③ 画像 デー タベース構築 のための基礎実験

プ ロフ ォ トCDマ スターに入力 したIlhi像にっ いて、画質 ・容殴等 の諸 条件 を検討 した◎

④ 検索 辞lcシ ステムの研究

検索o)た めの見出 し語約3,800件 を抽 出 し、 デー タベースを構築。検索語彙o)枠 組み作成の準備を行 った。

⑤ イ ンターネ ット環境 におけるホームペー ジの運川 ・評価

ホームペ ー ジ全般にっいてデザイ ンの ・部変 更を 含む修IEと 拡 充を行 った、,

各研究 部のペー ジは、rlL的 に随時 更新が容 易にで きるシステムに変 更 した。

黒 田記念館o)ペ ー ジi・.体を黒ll1研 究o)た め の サイ トと位置づけ、i・.体を展示室 と資料室にわ け、所 蔵黒 田作

品0)公 開 を行 うとともに、黒 川関係資料(II記 ・ri筆 文献 ・年tdk)の 公開 を進y)た 。

(URL二http://www.tobullkel1.go、jp/kuroda/index.htrrrl)

(3)「 共 有化一1環境の検討

① 「共有化」環境をめ ぐる諸問題についての研究 会の開催

関辿研究分 野の研究 者3名 を招へ い し協議を行 ったU

② 文化庁 を中心 とする文化財情報 ネッ トワーク システムへの対応

ネ ッ トワー ク環境0)有 効 な活川 と機器1旦!lljに関 す る保守環境 を整備 した,、ホームペー ジを通 じ所蔵資料 の公

開 を進y)た 。(URL=http://www.tobu!1ken.go.jp)

③ デ ー タベー スのfi効 利川

学術情 報セ ンター ・国 文学研究資料館な どの デー タベ ースにっ いて、 インターネ ット環境での利川を通 じ、

将 来の所蔵 デー タベース公開 に向 けた諸条件を検討 した。
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、詑一郎(情 報資料部)
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美術情報 にお ける語 彙の研究(検 索辞書システムの研究)

目 的

本研究所に蓄積される研究資料 は多様な分野に及んでいる。これらの資料群は順次データベース化が進められてい

る。これ らのさまざまなデータベースに対しては、豊冨な語彙群からなる検索辞書をもった一っの検索システムか ら

アクセスできることが望ましい。

本研究ではこのような観点から、まず検索語彙に焦点をあて、美術史研究文献や文化財関係文献などを対象として

語彙の収集と分析を行い、語Iiの 広がり、語鎚相互の関連などの検討をふまえて検索辞書のモデルを作成することを

目的とする。

成 果

(1)語 彙データベースの作成

採録済み文献から1993～95年 までの3年 間のデータから美術史および文化財関連の語彙約3,800を 収集 し、デー

タベース化 した。

これ らをもとに文献量の多いジャンル、とくに絵画や彫刻の分野にっいては作家名や尊像名などの固有名詞を見出

し語として分類する方法を試みた。たとえば 「阿弥陀浄土図」「阿弥陀来迎図」「観経変相」「法隆寺金堂阿弥陀三 尊

像」等の語に対 しては 「阿弥陀」という見出し語で一括 した。 °

また絵画 ・彫刻以外のジャンルにっいてはデータ量からみて、おおむね既存の ジャンルコー ドをそのまま用いるこ

とができると判断された。

② 語彙データベースにおける 「見出 し語」の検討

美術史および文化財関連の語彙約3,800を もとに、概念の位相、同義語間の相関などの関係を検討 した。

これらの見出し語によってかなりの雑誌記事データを分類することができる。なお、今後の課題として 「源氏物語

絵巻」「法然上人絵伝」「地獄草紙」など、「物語」として一括されながらも、それぞれがさまざまな位相 をもつ語彙

群に対 しては、データ利川者の観点に立ってさらに見直すことが求められる。
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デジタル画像データの蓄積と活用に関する基礎的研究

目 的

美術 史研究においては、い うまで もな く作品に関す る礼巴覚情 報が 屯要 になる,、 ・ノノ、近年 のコ ンピュー タ開発は、

デ ジタル画像 データの不1川1を・∫能に して いる、,デ ジタル画像は、従ンko)写i'iに よ る記灸〃∫法 に くらべ精度の点では 一・

きりと劣 るものの、高性能 コンピュー タ処理 によ る活川をはかれ ば、他の 方法で はiif,r・る ことので きない能 力が発揮 さ

れ る。 本研究 は、将1/.の 実 川化 をに らみ なが ら、 デジ タル画像 デー タベースを中心にすえた画像 デー タの蓄積 と活川

につ いて見通 しをっけよ うとす る4,の であ る,,

成 果

昨 年に引 き続 き、写 真資料研究室 の保管'・1'る4/5イ ンチ判 カラーポジフ ィルムか らプロ フ ォ トCDマ スターを作

成 した。 本II'.度は2,550枚 を1俣録 した,,カ ラーフ ィルムは腿色等の経 年変化が 博しく、画像劣化のないデ ジタル1由i像

に置 き換 えて保存するこ とが望 よしい,,ま たフロフ 詞 ・CDマ ス ターは コッダク社の製1【"ll規格 だが、現在 もっとも標

準的 な仕様 といえ、画像 デー タベー スだ けで なく、 カラー印刷 の原后;嵜など将 斗ぐの活川を 考慮 した場 合、柔軟 に対応で

きる。

この ほか、前年 に引 き続 き、'"='fil1院 ぜ?デー タベー 刈1桁 費 に.1二る 晴 形 文化貯 ノ・一夕べ一 ス1(研 究 代 表 者 凍

京lk卜尻博物館資料部 ・高 見沢i1月雄)に 参加 し、X線 フ ィ'レムを コンパ ク ト・ノfス クに記録 した。 本年度 は、4ッ 切

判の軟X線 およひ γ線665枚 を収録1た,,仕 横 は、256階 調 グレースケールのCD-ROMと し、原稿1枚 につ き、430

dpi(容 量約20メ ガハ イ ト)を は じy)、2且5dpi、IO8dpi、54dpiの4種 の解像度o)基 本画像 を1氾録 し、 さ らに4種

それぞれの圧縮画像を伽 」父Lて 収めた,,圧 縮 はJPEG方 式 を・採 用 け こ,,

将 来は これ らの画像をデー タベー スと して蓄積 する ことが望 まれ るが、記憶容 域、画像転送の速度、 ソフ トウェア

など実現 化への問題は多い、,また、デ ジタルlllli像は・,;f11≫に 複製 を作れ るので 漕:作111等の問題が生 じや す く、課題が少

な くない。
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世界、特 にアジア諸国における文化財保存に関する情報の収集

目 的

世界の1/'T.な文化財の恒久的保存のため、世界の国々に対 しその保存に協力する際には、各国の文化財の状況につ

いて調査 し理解すべきであることは,ζうまでもないが、同時に、各国における文化財保護体制を把握 し理解すること

が亜要である。

本研究は、世界、とくにアジア諸lK1の文化財の保存状態および文化財保護に関わる組織 ・機構 ・活動状況について、

情報を収集 し、 さらにその問題点を検討することにより、より有効かっ円滑な文化財保存協力の実施へ貢献すること

を目的とする。

成 果

1990(平 成2)年 から毎年東京国立文化財研究所などが主催 して行 っているアジア文化財保存セ ミナーにおいて、

各国からの参加者(文 化財保存の実務に携わる専門家)が それぞれの年度のテーマに基づき、自国の文化財の保存状

況に関する報告を行 っている。 これらの報告やセ ミナーの場で交わされた議論は、各回のアジアセ ミ1ナー予稿集(英

文)お よび報告書(和 文、一部英文)に 収録されており、1997(平 成9)年 の第7回 セ ミナーにっいては、国際文化

財保存修復協力センターのホームページで予稿集および結論を公開 している。

またセ ミナーでは、アジア諸国からの参加者に対 し、各国の文化財保存に関する状況にっいてアンケー ト調査を実

施 した。調査項 目は文化財保存に関わる機関、人材養成の方法、国際共同研究 ・共同事業の経験、文化財保存関連の

法律、文化財保存に関わる問題点、日本に対する期待などである。 アンケー トの結果と考察は 『保存科学』33号 お

よび37号 に掲載されている。

さらに文化財保存修復に関する国際協力事業に携わっている日本国内の専門家を対象に、「国際文化財保存修復研

究会」を開催 し、日本の機関が行った国際協力事業の成果やさまざまな問題点の事例を収集 している。研究会では、

参加者に対するアンケート調査を実施 し、国際協力事業の事例集、文化財保存修復に携わる専門家のデータベース作

成を開始 した。データの収集、データベースの構築は次年度以降も継続 して行われる。
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○ 長二郎(国 際文化財保存修1夏協力センター)

忠 輝(国 際文化財保存修復協力センター)
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信 明(lkl際 文化財保存修復協カセンター)

健(国 際文化財保存修復協力センター)

健 次(国 際文化財保存修1夏協力センター)

葉 子(国 際文化財保存修復協力センター)



屋外石(レ ンガ)造 文化財の劣化 と保存修復に関する調査研究[海 外]

目 的

li-'外イ1(レ ンガ)造 文化財 は建造 物、遺跡等 世界のi㌔要 な文化財であ るが、その 多くが現在崩壊の危機に瀕 してお

り、保 存対策の 策定 が急 務であ る,,本 研究 は、海 外の屋外石(レ ンガ)造 文化財のJj化 原因、過程を地質学 ・岩石学 ・

鉱物学 的に検討 するとともに、気象環境 とr;化 原因 との因 果俣1係を 考察L、 さらには実際の保存修復処置にっいての

実験 な らびに応川研究を行 ・て、保存修復対策にっいてのII髪礎的 デー タを集積 し、石な らびに レンガ造文化財の保存

技術 を向Lさ せ ることに よって、 μ堺 のX化 財保 存協力に//'す る ことをH的 とす る,,

成 果

タイ国の スコー タイ遺 跡 ・アユ タヤ遺跡 ・パ ノムル ン遺跡にお いて、環境条件 とIj化 現象にっ いての測定、解析を

継続的 に行 って きて いる、,その結 果、雨水および地 ド水の舌刎功と乾燥速度が1「要な フγクターであ ることが確認 され

つっ ある。

パ キ スタン国の モヘン ジ`ク ロ遺跡 ・ガンダー ラ遺跡群の調 デrを而 りた。 モヘ ンジ1ダ ロ遺跡で は地 ド水が、 ガン

ダーラ遺跡では雨水が劣化のi二原因 であ るが、li霧たる保r∫対策 はr;く 、'il面 の維 持策が課題であ る。 ガ ンダー ラの ラ

ニガ ト遺跡 にお いて、建造物遺 構への雨水の浸透 郁 ノノiレ・1るため、粘1.に よ る ト1・ソピング技術にっ いて、現場実験

を行 っている。 粘iと 擁 水性 シi)コ ー ン樹脂 およひ強化川 ア クリル樹脂を併川 よることにより、良好 な結 果が得 られ

て いる。

タイ匡!スコー タイ遺跡 の スリチ ・ム 牟院 の人仏 は、 天井部分か破壊 さ耽た堂 の中にあ って、7'uす るill:の 雨 水が

蒸発 しにくい環 境にある、,その結 果、'1/!117しい生物(苔 類 ・藻類答)の 繁"巽による 著しい変(iと 表面層0)脆 弱化を きた

してい た。 この大仏 の ク リーニ ング後の保護処置 につ いて現場実験を含む総II・Jな 調 査研究をlfっ た,,そ の 結果機水

性 シ リコー ン樹脂 の含浸処置が極y)て 効果的で あることが明 らか と1,aった,,そ こで、実際 に大仏の ク リーニ ングと樹

脂 含浸 処置を行 い、良好 な結 果を得 た,,
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屋外石(レ ンガ)造 文化財の劣化 と保存修復に関する調査研究[国 内]

目 的

L～{夕素し1)イゴ(し 一 ン ノブ) .lili二(fヒ11・iげ)flべて!1ft

本 研:ワヒ1よ 、1づ ケトで1(し ン ノノ),浩 之fヒ 財

卜竜 ・ヒ ノr;イヒ1!;〔1ノく1、【:〔ノ)1左IIII吟し買斥こイ～・考'哲ぐ【
、 、＼

1蔭1夏1(寸1蝦1こ っ い 瓦二のIILI1捨1白 ノ ン ろ・ll程li

し・)之fヒUイf呆r」 くし1ろノ!lこ'[与fJ/二,.:i乙Ii白 〕1

llljltll{!lこ1,ii11<.1,1巨 要 な 。果III∫iしつ ・一パ く 、{・,イ1)

∂'1∫1ヒ 属 〔【尺―、llll「・1{・iろ.・lll{1亡'」'幽;∫:・r.fl'噛 」∫'・:bノ!}勿'1;∫'ll勺 に{

'
,に け ワコ際(ノ)li弔t存1ド ィ:匹ノセ几lll°1旨「.一 ♪いCuプ ノコ1∫li!へ:ド,び'1

、 白 な ら ひ に し ン 々 」;1・<fヒUlのf'i'(,・1芝l!、1ろ ・向L、

.る

蛮ll・∫.」'ると と も に 、 気 象 環

こ応 川 川:究 を 行 り て 、 保r∫

㌧ け る こ と に よ っrC、tソr!

成 果

1同1渚 ・磨 崖fノ ・∵1の ・1∴li'「fill究ろ.・臼 一 『い/1,〆 り・、 ノi・ ソ'・1111j窟 に お1.・cl3・.1ドli=III!ド1川 査 ろ」 ∫,た .ll`;・ 体 ド・1σ)体 積1/町 水

率 ・ 蒸 発ll{:・ 気1∴【1・4',L;「1品篤 〔・)illl続1,h川 を 臼 い 、1同 窟v)状 況lllfl+〔rj・1の 問}ll∫[∴1∴・・)ll―眉Jl、'う 察 ろ1・臼:、 た 、 そ(ノ)結 果 、r「 ・洋ll

に 沿 っ た 部 分 てll'・'」い 、含 ノ1<率 目 つlli移 か 見 ∴ ・1奴 .{ゴ:壁 沿 いv)床lllド;μ 分rけ'承 場 ・')ノ'高 い1含 ノ1<率 ・を!IU、 夏 場 は{れ1.1 .

どai!i,y:で な いLい うlu「1向 かlq― .・'・・{1ノ・ ・1'1「～>ll'1〔1ド く あ る 桿II)"i'常 的 に ノk、う・伊 袷 ＼,1ほ 一ll)、 床 面 付 近 の 含 ノk率 の ノ

タ カU',」 也 卜'ノ1くのlllく:iイ1ほ 考 ♪ll'1い!・'・ かU＼'で 」易に1} 、1∵;「【rliに結11落 かi＼ ・1、`.R-.!、 り ノkかllll給,＼ イ!る1,v)と 考 .≧

ら れ る1、 【/≧1く率 ・ノ)高 い1'1;分1"け 、、1:llll-・'ノ ・・ク 〆・リ 『〆:1〕微 牛「'1"1やl![1'rl、・・1、・:ノ ノ ン 沈i:n.itL勿、 」・)る い1.1、rl色 の 塩llllレな

ど が 見 ら れ る こLか あ り 、 ∴ ね ∴ の 存 白 か 、 線 匂邑 †1呵 に1撫 影 響 を」, .1・ い る 口1iil:・円 か'づ え ド,れ る 保 存 対 藁 と し て11 .、

1「〔「S裂に 水 が 供 糸rヤさ ね る ∴[,紹 縣ll;い1、 け 課r、 茄11[老 ろ改II;、 に1:II、11,,1μ ・.1・∵.1〕1∴(く 、、財 る こ.・ゐ:ll:.噛力・考・え ら 、n

る_前 占'U)観,【 、1∴カu'・ 、1―1窟 〔・).1・)るIlr・・)[ .佃―ろ・、1周1イ「[、 ノkの 浸1ろ1ぺ!"'11、 ―it/＼1ニゴ路'勾 【に 一八 、て"周1㌔ イ.・ll㌃ 、一、1い る

ノくつ♪【II.・9α)石 」;劉勿v)i;・三喬1'―(」、川[{「 ろ・II{累レ゚ 1:lll1・.⊂ い/J.1 .く にr!11!,i―,1」川1:-1{・,・5f;1∴',"層噛1〕・∂ 劣 イヒ羽Gll!、、周[イ「・を1]い 、 但1レlll1く二.・
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敦煙文化財の保存修復に関する日中共同研究

目 的

1986(昭 和6D/1・:、 卓 京 国 、「ノ1メ(化1[イ1―11・究 幽 と!;∫文・埠Ill1!虎院1.k、i'.'(高 窟 壁 【ilij、彩 塑 の 保rf:・,.fl`復 に 関 す るIUIil研:究 を

開 始 し た 、,本 研 究 は 保1J':・ 修 復 技 術 をli布 、'!IL、:―∵回(に オ)た 一,て1'【1!想 的 な 保11':・ 修 復 がfl'・わ れ る こ と を 最 終lI標 と し 、

1～)～)()(、1;・11文2){iこ12りj`こ ζ,LIIこJ・機ζこrヤ,f::`:lll:ろ己一ノ装 イ)し ノこ,,1～,～)1(、[え[ノ 文:3){1{・4ノ 」カ、L・♪r},1ヱr:1「1:1こし1【」『,rc、 」:隣量¥1:%L・リi)す'、ir●fl苓子～乏

材'料 の3つ0)ω1:'先 班 を 組 織 〔 、 目 中!lJ司 で 調 査 研1究 を 行 っ て い る,,ま た 、1996い ト成8)年 か ら の 第2期3ケ 年IU司

釧:'先 は 、 修 復 材 『料 ・を ゾー一 冒・'と 〔 てlrξ 復 技1/l!】部 がIII,['.・と な 一・て 進,y)て い る,、 本 年 は 第2期 第2年1[に'[1た るO

成 果

1986(日 召不061)～1990('1勺 ∫～ζ2){卜 戸1と

文 化 月:長 官 裁 定i敦,itr.;化 財'保 護 に 関 一」ーる 協 力 ・};:業'ノξ施 要 項 一」 に も と づ き 、 第1回 「敦 娘 莫lt"ll窟壁1【lli保イ」冗協 力 占'会

議 一1が10月21日 に 開 か れ 、 第11111訪 中 団 が198G(昭 和6D{iこn月9日 か ら20日 ま で 北 京 、 蘭 州 及 び 敦 煙 を1;方問

し たQ以 降1990(平 成2)llこ 度 ま で の5ケ 年 で 、1`,1〃堵'会 議 が 第6回 ま で 、 訪ilI団 が 第21111以 降7回 派 遣'さ れ た 、,

1992('F成2)年121J2611イ ・1'けで 、'11研 究 所 と 享妙11研 究 院 の 問 で 、 合 意ll}:― 敦 煙1).と高 窟 第1911掴 、53窟 の 保 護 に

関 す る 日 中 メ.U司ω1:'先1がf乍 成 さ れ た,,

1991('ドI」 父3)～1995('iえI」 文7)イ ト圧ど

1990(平 成2)年i211に 作 成 さ れ た 合 意 、1}:に基 づ き 、1991('/_成3)isか ら5ケ 年 を 第1期 と し 、 第194窟 と 第53

窟 を フ ィ ー ル ドと して 研 究 を す す め る こ と と な っ た 。

li本 側 研'究 者 は 、 年21[li敦 煙 を 訪1111し 、 調 査 、 測 定 、 試 料 採 取 を 行 う。'ヒ に 、 温 度 、 湿 度 、 日 照 な ど の 環 境 測 定 機

器 の 設 定 、 設 置 、 デ ー タ読 み 出 し等 、 ま た 、 病 害 原 因 研'ラ宅の た め の 試 料 採 取 な ど を 行 一,た。

1991('1え 成3)年 度'5月 と10月o)訪 中 を 含 め て 、1995(平 成7)年 度 ま で に 、Ili'10回 の 訪 中 を 行 い 、 敦 煙 研 究 院

保 護 研 究 所 の 若r・ 研lei.は 、 年 間2名 が3ケ11問'11研 究lllで 研 修 を 行'・ た、,

協 力 占'会議 は 、1994('ド 成6)年 の 第g回 ま で3回 開 催 し た 、,

1993(・1勺 戊5)年1011に は 、lkl―1祭シ ン ポ ジ ウ ム`℃ollservati()nofAIlcielltSites()iltheSilkRoad"が`;∫ 文煙 でT∫

わ れ 、 共1・ij研'虎の 成1果2件 を 発 表Lた 、、

1996('i;・ 成8){ll2Jlに 、 国 際 シ ン ホ ジ ウ ム1敦'埠 ・ll`高窟 の 保 存 、【二関 連 のfill:究1を 奈 良 でn/1.1催〔.、4件 の 発 表 を 行 、

た,、

1996(・FI」 ～ζ8){rll芝'～

1996(・i城8)年11)lllllf乍Dlζ θ)r}」 二霞ll;:を も と1こ 、 第2即jlよ 、1996('1勺 」1ζ8){ト カ・・'、1998('1勺 」～ζ10){rま で(ノ)3

ケ{「 とL一C、q菖53,1'迂 イ}フ ィ ー一ノレ ド,ヒ 」一る こ と と しrこ 、、 【1方qil・」11よ{1{1昌11[IILL二 〔 、 享気女【謳但iFノ)lily:'フ呈 者'1よ 、 イト1昌127:カ{2ケ

111nii'illlli:'フ、ご1りilこ:ur('iii1!Eし『Cllli!フ、己'ノミ馬灸を 〒∫・、FCし 、る,,イ く{iJI芝'1.よ、1)葱lflj)∫1{1人JDilill`ξlijrヤ[ノ～ζ赫・Pl旨(ノ)rl,'`ll芝『、rrf(ノ)ノ 乏1(11'i長ノJと1・・乏」査

性 、 泥Lの 合 成 樹 脂1/㌃ 浸 に よ る 強fヒ 度 、 な ど を 測 定'Lた1、1か 、 国 内 数 ヵ 所・α))k・ 掘 現 場 及 び 装lillhIl'1't'i等 ろ二・視'察L.て 、

報 告lll:を 作 成Lた 、,

よ た 、1帯 在 中 にH中 英3ケ 国 。1'}σ)1、l」qliPlj、ll'lf寝σ)Ili)ζ α)佼 【F.、 説 【―11追加!∫ と幽しσ)協 ノノに よ る 編 集 を 継 続 し て い る 、1
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日本近代美術の発展に関する明治後期から昭和初期の基礎資料集成

目 白勺

.illtrl.の 日 押1伏 .9肺hリ ・l!l・1.1頗 田.1昌 ・、/・)}[城 ―1.1「..{.〆 、(川 ノli― ・1・1ノ[,'」'1ド ー ・

くJ.-f」㌃1、 、 「1「:【1し『 〕'.「'1_ll-」ifi、●r[[1「IE∵∫1.∫ご軋)♂11―111/1、 〕'_f'ILI～ヤi　[レII_:軋ノ)『♂ゴ唖:.II{iヒf―rrl.孔一fl.『,1,〔 一}.〔二.こt-}/う

1・ 凪/、 ・.)《《 〃 か ∴'1:、 、ll的 険1,1}.

成 果

既 「―Jil川 治}tl匪 岬 、・[1出1[―∴彫 ・.1!、.d991い1戒 〔rl「:}月IlhP.内ILIIr.!!剰111覧.会 〕そ111、hlllll出[111[1目i:.ll・1996呼 ・1・い 〕1「2月

「―li」:)1川 治iy防[1..i1・lll,lll∴ 〕r淋hl―Ilr出,lrll、1―録:〔1997・ ・1¶1いDII:別 一 【11リ1公 、,、1、P'」'!l.}卿《一 諦11… 倒::a・ ・ILI附 ろ.・v・・＼
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文化財における環境汚染の影響 と修復技術の研究協力

目 的

現rlラ'ジ ノ'll、:}:rrlニ レ1111晦)r、 ―譲:fl⊥Ul!、'い111{ll

.ノ き ね'
・.きLお り 、".ド … 之 仕lillr躯 ・l!lll護 に[

え た 問 川 で 、1・,り 、 ド ド1体 … 問lllrに あ/1,'.,i

('卜D～ ぐ7)fi'.ド 》/ノ ・∴1:―∫月 日ll・1、1'二ぐfLUll―1「 プ㌦llりllIUII】 耐

.ノ
1'レ

11咀1、1
,

・'IIレ!
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「 ＼!赦1°ll川 て 、{・1る`一 問i―IUII.た け で な くlll1境 をli」覧

:[・拷 ノノ1・ こ
}(fヒji【P}「 乙・でi.rl/,孔 ・ll、 ノ)ノ5,1ろ1乏要 ノワ・ら 、1995

'ノr

成 果

日 中1'1レC之1ヒ 目叡 ゴ1・μ ぐ,環 境 ゐll・ 物 「浄 一溜 乳ll図・旧

る.協 議 を1一 ノ.1∵1甲 、,目1院 場Ilh、 万 仰 白目 、 万1

宮 内 に 、{らるi;!ll覧lllD1、11之fl.i.―1州'プ1!〕り1[徳1∴ ・∵lll勺 にlll、11

イi二Uづ'ぐこ:7(・1〔.Cζii11-・.:tlt[∴ で1、粋1,1己・t―1;1[1、〔ノ)fflrr

試 験 試 料 を レ1拍 に1』 、 い る 現 イ1韓IIIに 伊.・

の 問 川 に 一)い …-i .1・1-―11.プ1,1漏{巨 ノ・1い る 韓II1【

付1ド1〔 て い る 黒 「転 所 ∵口llqノ 、卜)l!∴II～ ろ・1―い 、II四'h
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酸性雨により石が溶け、白くなっている 黒色部

分は自動車などから排出されたカーボン状の物質が

付着している,

円覚寺石塔 大理石石塔

酸性雨から石塔を保護するため、仮設の覆屋の中

に置かれている
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文化財の保存を目的とした レンガの劣化現象と

保存対策に関する調査研究

目 的

」肩 卜lll∴j・1U、引,'ILかiliん ….、 ・1、国 ―1桝1「.1・1[rl.1・1・[ン ノノj;II之1【1財 のf,.lll、1・1

な 保!rl気 揖 通 ・川 発lll・ 、―内 クll.・)之!l潤 ・)!l祐1と1'1・1・)向i・,に 『t制 る.'.1ろ ・目 的 【:.1
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ー

パ._、
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ノ
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成 果

国1ノ ・」・)宏 ・・)に ・ ノノ」岐!lll.11・)1111情 をlj'・,た.・:(1'.{胴 」 、1、、11・}以1[ll」1・ll― ド!iill煉1・L窯 に ・い./.・ ・1T;II}【!・:1・IIIII儲.'

ll'一 ・て い る,、1司:1;1:`:L二iレ}」斗!1・LUI';'の4.illlDIII月落 が1宮Lい.'こ こ で 、 崩 落 の 」.llUldil1握i二.環.i'1:ε、1擾 医1に'♪ い 『〔1の1川 査 ・解 十li・ 考

察 を 行 一)た,,そ の 結 里 、 崩 一,nr、i・.Uて 一煉 瓦1}ILII表lrllで の 塩11111の{」1出 にf'1仁 て 起 き て お り 、1階L2「;lll・.・:1.}・2階 の ノ∫が 、

北fUllとll・1但 ―jで は 南IUIIの ほ ・)か 激 〔 い こ 、[二が1¶ 一・た ―一:イ1は ノk分 の 蒸il',)'度 と 関 係 す る と 思 わ れ る ∴.:.C〔 ノ){・11..Ilh物(1・

硫 酸 塩 が ほ と ん ど で あ り 、kた 煉 瓦1;,'ll内 祁 の1・.か ら1.k周 辺1・.壌 の1(}fl・"';・以Lのlll!度 で 硫 酸 で オ ン カ・検 出 さ11た ・,こ 〔・')

こ と か ら 、 こU)建 物p～ 一・構blζ 」 る 物 質v);}1三 響 で 劣 化 が 促llllさ れ て い るil」'iii::性が,」 ≧―唆 さ れ た,,今 後(rl∫fヒ 〔 て.い る 煉.瓦i:

し て い な い'煉 瓦 の 物 性 の1「ltい や 、 置 か れ て い る 環 境 の 違 い を 観 察 〔 な が ら 、 そ の 保 存 対 策 に つ い 『/・.)側 究 を ・1.,jy,る

拘 定 で あ る 。

海 外 に お い て は 、 ク イ 匡1の ア.1一 タ ヤ 遺 ・跡 を 中 心 にlllj様 な 、1、1,hイ〔ろ一・lj・い 、ll本 σ)ll}:例 とv)」'ヒ 較 を・1」 ド⊂.い る1シ イ 国 に

お い て も 目 本 と 同 様!、玉:形『L'U)塩 類 析1hに よ る 煉 瓦 の 劣 化 が 観 察5{れ る か 、 雨 李 と 乾 李 の 区:別 が は ・.＼ り 〔 『cい る クf

国 に お い て は 、 塩 類 風 化 の 起 き 方 が ・盤 節 に 依 存 し て い て 、 雨}功u'・ 乾 乍 に 移 り 変 わ る 時 期 に 集il1的 に1・1[こ2で ・こLが 観

察 さ れ るUま た 日 本 、Lり 高111【t多 湿 な タ イIIミ1に お い て は 、 苔 類 、 藻 類(ノ)繁 ケ【Ill:等に よ る 生 物 劣 イヒが 多 く 見 ド・れ る.1

研究組織
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0
4 受 託 研 究

金 唐 革 紙 分 析 調 査

目 的
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塑像如信上人坐像(法 龍寺)の 修復処置研究

目 的

江 戸 時 代 に 夢(ji～ ∴ ね た 塑ll㌢ に は 、 か!・'り ひ1い 保rl':汰 態 イ・、・ノll.ll、 の か 箏 い 茨 賊 【II1、久 慈 郡 ノく 」'・町 金 沢 の 法1'}iい}1'1蔵

の こ α)塑 像 は 、 り1暗―;.L.kl57C[ll、 倍!illii}II80Cm.〔: 、 粘Lで1;1到1・1〔 、'∫ のi..に{111鼠 ろ∫11111111.rビ に 貼 りllllね ・⊂.リ(に 薄 い 紗

,,・1'「,一とr・1}llを 除 い.・
.Uillり 、 ∴ ら に 像1・ 体.てノ1.・黒 塗 りL〔 て`い る 像ll」1'1【二ほ 、!1「l!l'lllから 虹 〔祁 に か け て.11r・;Hl二 な,.d・;り 、

粘Lが 露 出1.、 ・['.叫q!、無 い 像1氏 か ビ・腰lfl二1、 ξ 且 、・ll∫1い側 判Ul貼 ら ね.( .い る1/1川'暗llに(1:丸 い1[1卜/'か あ る ・1:(IL表 面 に

は 荒 い ワ ラU)跡 や 、 ・指.C.1く ・た 痕i跡 か 観 察 さ,liる.腰 部 に は 径10Cm程(ノ)穴 が あ り 、 そ こ に は 外 面 か ・',相 紙 に 包

ん だ 粘L塊 を 押1込/'Gい るlil[rl'状 仙{lfク1」 に 漏 ね 」∵11中;.く、 坐 像 の 裾[・1り に 割 ・損 が 見 ら れ21)こ の 川 「究 で 〔1.'!s:!f'1..技法

U)調 査 と 保 存!l苓 複 勿卯1'1:ムづ ヨ・.)側.'左イく.・臼.う

成 果

修 復 処 置 は 、 網:ノ 論 を ヘ ラ11,fドB72キ シ レ 癖 散 を 塗 而{て 強 似 、 網:・)欠 失 淑 こは 、_1_/し シ旨 ン 帽

フ の エ ポ キ シ樹 脂(ダ でナ ミ ッ ケ レ ジ ン)に マ イ ク ロ バ ル ー ン を 混 棚 、 整 形 〔て 補 修 した.、 削 離 〔.た 川}砥[:粘1…1の

接 着 に は 酢 酸 ビ ニ ル エ マ ル ジ ・ン、 和 紙IlljLの 接iiに は 澱 粉 籾」を・使 川 【 た 、

研 究 組 織

(.)中 里 。学 レ1己(修μ芝技 術ll.ll)

備 考

当'受託釧二究はi'i宗 ノく谷派喫ら(教務所 より依頼 され たU

如 イ∴上 人坐 像 法,,寺 ノ蔵 修 そ夏1菱

a..



装漬材料の生化学的研究

目 的

わ がlkld)絵 【11111.L楮ll氏を 澱 粉1}llljて・1,ij,・ll「ら 〔 て い る 、,絹 絵 は そ σ)表 襲 に 彩 色 が 施 さ れ て.い る こ と が 多 く 、 ま た 【liいllll.・代

α)絹 」也 は ノく変 フ.}イllかlll.ん て お り 、fl刃 甲 の 際 の 「1いル 打1,・ を1巧ミ去 中 る1'Ia" _はlllこを 傷 め る[τ,:険 性 が 大 き い()こ の たy)喪 打 ら

1;イ料'と1て の11【1,llθ)/!,・'牛 ・.fl∵'γ'の携・1.点か らII}・15!"1〔 、 ⊥ り'功 果 的 、 が つ 安 全 な 技 法(ノ)開 発 に 資 一・1一る 、,

成 果

!,咄'ち 紙 の1」 『1潜 ・1に お い ・こ1殿粉.6・ 川1的 ζ'分 角判 る ・r'・'ミ.パ セ'ろ 州 い,1、 一.iて 、 打1.砕 午え のE程.r>〉

る ノ1<の 仙 用 吊:をljk滅11る こ 【イ・、rik1/'た.Illl川[た 酪 素 、う・高 純 度 でIll3自 特ll1[1†ノllか1∴llい たy)に 、 使 川 条 件 を コ ン ト ロ ー ル

す る こ と に よ り1・11くy)て 低 濃ll}∴'1がl!ろ .・1..llる ∫.1.か 『く.` .・/,cr','ミ.ン ・.セ ろ・川 い る 、二 【二に 、kり 水 の 使 川lli:をlll髭 ら 、1

こ と が で き るJ.能'19生 を 見 い た ・1こ.1:か て き ノヒ

研 究 組 織

の 木 川 り か ・II苗1・1学1瀧

1――!l!j二」:1量!」1!三 〔fr㌔'「`り1芝「71L　1・11;1
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フルーでんふんフレー トによる絵絹の残溜酵素活性の見積もり

48



5.文 化財保存修復に関する国際交流促進事業

スミソニアン研究機構 との国際研究交流

目 的

アメ リカの ス ミソニア ン研究機構 は、 フ1)一 ア)隻術館 、アーサー ・M・ サ ックラー)ミ術館の ように東洋の 美術品 を

集y)た 美術館やX化 財の科学ll勺llll究を 行 ・・ている保存分析研究所など様々な博物館 ・美術館 ・研究1リiを持つ、 世界最

大の文化財研究機関であ るf)そ の研究 占と 文化庁の博物館 ・研究所 の研究 荷が、 文化財保存に関す る共同研究 を行 う

ことを目的 とす る、,

成 果

本研究 の始 ま りには次の ような経緯があ る,、1988(lli和63)年5月 にX化 庁の人崎仁長 官 とス ミソニ ア ン研究機

構 のアダムス長官(い ずれ も"jll!r)が 、 文化財の保存技術にっいて 日米が提携 することで 合意 し、奈良国 、/.文化財研

究所 ・東京国 立博物館 ・[iミhン:歴史民俗 博物館餐乎の協力を得て、東京llミ陀 文化財研究所 を中心 に」些同研究を開始 した、,

1997(平 成9)年 度 はス ミソニア ン研究機構の アメ リカ歴史博物 館0)ポ リー ・ウ ィルマ ン氏 を招聰 し、染織 品0)保

存 につ いて関係 の研究 者と研究 会を持 った。 この ほかのL要 な成果は次に述 べる理 山によ り、奈良Lkトン:文化財研究所

か らの科学研究 費補助 金報ll需 のIIIで報 告 され るf定 であ る。

本研究 は当初 より1{要 な研究 費は科学研究費補助金 によって きた。1996('1城8)～1998(平 成10)年 度 にも・liき

続 き 「陶磁器文化の交流に関 する科学ll勺研究」 という課題で国際学術 研二究(共 同研究)の 交付1勾定 を受 けたが、研究

代 表者で あった西川杏 太郎 所長('11時)が1996(平 成8)年3月 に退官 したので、代 表者を奈良国 、ンニ文化財研究所埋

蔵 文化財セ ンター研究 指;151沢 田[E昭 氏 に交替 し研究を遂行 してい る。

研究組織

○ モ

町

沢

西

巽

村

斎

浦

田

田

村
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農
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男

L.V.ッ ェ ル ス ト

R.L.ビ シ ョ

P.B.ヴ ァ ン デ ィ バ ー(ス ミソ ー ア ンω陽`機 構)

L.A.コ ー ト(ス ミソ ニ,'ン 研 究 機1勘

P.R.ジ 、 ッ ト(ス ミソ ニ ア ン 研'究 機 構)

定 俊(保 存 科 学 部)

';'f:(4、1進II:トン:文イヒllイ(i川・'究it〒)

IIこII召(4ヤ ⊥蔓い」、ン:)ζイヒINII川二究 ―り〒)

1)1芝(4圏1蔓 【1、}、ン:文イヒllイ`1丹究1りi)

2r.r:-r馴 二(ゴニ}上't[1、1、1/1.藁(イヒIN6川!,㌔二「リ1)

F茶(奈 良lkI凱 文 イヒ財'ωド虎所)

孝li.(文 ニイヒ月')

修 治(東 京 学 芸 人 学)

(ス ミソ ニ ア ンll升ラ宅機 十罎)

ッ プ(ス ミソ ニ ア ンlil卜究 機4b'i)
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敦煙文化財保存修復に関する研究協力

目 的

1986(II"4・II61〕ll、141!iqi・hlノ.二(fレ,llilll「,、lllll― 【1;〆く・}∴1]F1月「1'`d

ろ一.・川 始 〔 た,1・{'1}D'111t!lギ1'i-・lhl:.!捗1・1.1・ 二・1―'i'1「、1・1、1幽.〕 ・}'、lr,{

1!)'.)(1い1'戒2…1:引B:hl八Jl〆 百'「.・、ll;・レ ン わ 巳lll}1

材 料 の3つ の 酬'左11口 層―・目r・11/、 目 中ll」Ill、1、 周fll川 究 ノ・ 臼

1―II究 は 、1'!・ll.1甘 目!…'-II'・F↑ 円ld'―.1∴1;かiil,r.・[、'、'

成 果

1孜 ・聴 ∵l
rl∴「」窟 一fll体 口,;1・1
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な か,た1む 〔 ろ('甘

〔 た}illl浬 、 ―・『ll・、の'―1'ド1'.1/・
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敦煙研究院職員によるll㌻復の実演
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文化財の保存修復技術に関する国際共同研究

文化財の保存修復に川 いられる新 材料

目 的

榔 際ll洞llli究lk之'偲[1・11イlr戸lr≦ 復 ・・)111芝り}1:端技1・1・jlこつ い て 、 こ ・ノ)分!lll二・)り1、':ll卵}究lill・で ・!・・る べ ・レ1『1ロL、'/.化U欄1:

究 脈 卵1究 をit'・ ・)LIII】 時 に 、14琳P'ジ'・'・ ノ)II・て.、 実 際1・.・ノ)llll麗1を 多 く 抱 え'・ つ ・1>、 ・応{.ね ノ、∫り のI」1究 体lllrゆ 整 一・て

し、て)タ イIkl、 「ノ:1・草1勿fi'1'「L・1、11月・'宕1イ～一・i∫・・)・1、(ノ)-c、{〆)`)rlイく1―月1つヒ1、1.刊1ミ[llllj(ノ)D拐ノ」1;:'斗1≧」.こ!蔑 丁、1)二(イヒUイ(ノ)∩ξr」':4支1小∫(ノ)llljLを くY)さ1

L、 も っ て1日 堺 の 娼 ヒli!産 の 保 存 に'しケ1彪1・ こ 」二を1―II'・Jと 」1る も の で あ る 、、

成 果

タ イ1[こ1にお い て 建 造 物 、 遺 跡 等 屋 タトの.之 化 財 の 保 存 ・fl筆復 にIUい ら れ て い る 合 成 樹 脂 に っ い てv)調 査 を 、 タ イ匡il攻

府 芸 術 局 考lii'部 と 共1司 で 行 ・・た 、,と く に14Uヒ 部 の ク メ ー ル 遺 跡 ・ア ユ タ ヤ 遺 跡 ・ ス コ ー タ イ遺'跡 で のIJ・ll査を 石 材'お よ

び レ ン ガ の 保 存 対 策 と 絡y)て 進y)て い る,、

ベ ル ギ ーr、1ノ:文 化 財lilド虎 所・が 進 め て い る 石 造 建 造・物 の 保 存 、 修 復 に 川 い ら れ て い る 合 成 樹 脂 の 物 ↑ノヒ評 価 法 の 椙i{準化

に つ い て 、 種 々 の 情 報 を 収 集Lた,,

タ イ 匡「穿 痕 南 ア ジ ア で 、)隻 術'L芸 品 ・ 考畠lil'遺物 ・民 俗 資1gi・・占'文li;:等 、 博 物 館 ・)ミ1'lll館のll又蔵Illlllを中 心 と し た 、 屋

r人」に 保 存 さ れ て い る 文 化 財 の 保 存 、 修 復 に 川 い られ て い る 合 成 樹 脂 にJい て の 調 査 を 、 タ イ国 、1ノ:博物Y'i'{保存 部 と 共1・ll

で 行 っ た 。 東 南 ア ジ ア で は 天 然 樹 脂 も か な り川 い られ て お り 、 合 成 樹 脂 と の 仙 い 分 け や 、 そ の 根 拠 な ど に つ い て も 調

査 をlj㌧ ・て い る,,11f二ぜ て 、 タ イllこiの研'究 占'をII本 に 招 へ い し、 修 復 川 合 成 樹 脂 σ)物 性 に っ い て の 川:究 協 、議 を1」㍉ た.

実 験 的 研 究 と し て 、 木 造・ill`建築 の 外 装 塗 装 と して の 丹 塗 り へ θ)合 成 樹 脂 の 応 川 に っ い て 、 そ の 耐 久 性 の 面 か らの 評

価 実 験 を 継 続 して11っ て い る,,
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文化財の保護 に関する日独学術交流

目 的

li本 と ド イ ツ 両lkIは 、 占'い 歴 リ!.1二i　)　 く(ノ)'迄 イヒUイ イー弓'!l・・,て い る ∴1,1、た'け ・で な く 、 第'.次 大 戦(ノ)'惨 禍 力・し'♪危L辿 に 復 興 し 高

度 に 産 業 化 さ れ た 社.∫こを 伯.りLけ た か 、 そ の 反 面 、ICI来 の 娼 ヒや 文 化IIづ'が!'乏 退 や 破 壇 の 危 機 に 晒 さ れ て い る 点 も 共 通

し て い る 、,本lll「1、r1..1'1'.し、θ)[klσ)')て『1ヒ財1辱 こ、謹 に 関 す る,Jll識 や 経 騒1ろ!ヒ 換1、 そ れ ぞ れ(ノ)lklの'之 化 財'保 護 に 資 づ1る こ と を

目 白勺 と し て い る,

本 ω1"虎(ノ)11テ1;lllこ は 次 の.1、 う な 糸≦緯 か 、1・「,る1.日 本 」二 ト で ツ.Lのlnllて(.1、1974(昭 不【149)年 に 季こレ'γ:技 術 にlllす る'1:術

交(/IL(ノ)/こy)(ノ)レ1ろ`'i'il・ つ・IJ・IJUL、・イ!、i＼!」 ∫:●1}勿1'1!'亀1!:ra.1ゴイ～.・lll,ビ,、`こili虫・亀」!'1'1、1ノニ(}2㌶己力{iJ1・イ)イ1-(,きrこ カ・、1990(・1え}ノ 文2){1{(ノ)鞠'}

131ロ1115虫 科 ・"」∠:・1'↓ll・llir↑iロ」'廷ρ{i委 員i .rこ`こお い7Cト イbソf川 力u° 、 「 文fヒ 財'llイ㌦必 に1臭1す る 日 独 学1'lll交 流 四)1'是'餐 力{泣)り 、1992

('1城4)年 か ら'変1勧 川 嬬 ＼れ ノ1.二1卜⊥ ソIUIIで`よ ミ ・ ン ・＼ ン ・…f・ ノレ ン州 、1.峡 化U桐i究 所 力・、i体 側 で1、煉 ∫llJk―

、ン:文 イヒUオ 行升ラ冠1リ1ノつ・'∫イ!'三」イ!'11・チ蒼1け}.1二欧∫・,『(
、 」1ξレf賀1川・つYイ～一・lI,一(.し 、そ♪

成 果

ド イ しソ(ノ)犀悉リ三白つ7・ ノ 〃 ・1・d挺1'」 イ51i511111Jl!デこ一{fミ ・ノ ー.くノ)1}11ffii'、【1イ＼II!1(ノ){!月究 論 「之 σ)齢月IJくな 【ゴを11,ノ こカ～、

て は 文 部 省 科'bl!:hll究 費 補ll!l金 θ)」'il11を 参ll({、,

O院 者o)派 遣1・1、 ノ贈 な1噛1 .要 鱈 護費 や 研 究 糸瞳1夏 に 一,Lド ・ll、賦 部i'illr・1・ll究 ・1?hl鋤 金(llこ1際 学1掃ll・ 究)

ll賦*粉 析 法0)1}1除 ワ 奴 ♪ 腱 造 ・l!勿保11'修 復 朔 「・1!,〔吸 ひ ノノ法`∴ 関 ・1,川 究0)r目 を'乏蓼照,

詳1細 に つ い

メ(イヒUオ(ノ)f°ii(
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●
6 文部省科学研究費補助金による研究

文化財収蔵庫の庫内空気環境調査法の公定化のための基礎的研究

目 的

llノ∫火 ・ll方1>ミ〃色,i乏rC、{・)るa勿 ∫ヒllは 、 で11F!〔ノ)li,三り長 ・ll)《紺iに.1:るll皮1嚢 を 」辟llる たv)1こ7【111冒!Il!圧ど(ノプ女 ンじろ一・弔:1見 【 て,Dり 、 そ(ノ)

結 果 、 建 築 材 料 ・か ら 出 る 各1・lll(ノ)!'ノ染 ガ ス が 充 満 〔 、 空 気 質(ノ)評1【111お.kび 改ll亭 に 関 『」'る 研 究 が1}1急 に}vら れ て い る 、,

イ叉lr汗'究は4寺 ζこ」[～《II戒IIlq勾(ノ)'ノ;L{ノくUl腿」,,.(ノ)11「1汀卜li芝(ノ)、i・卜fdlilこ「1!〒c、l!f木rl勺 な1ξ見lllll気寸客{!1勿,C先〔と二{一(ノ))二(fヒ1円'伺り1九・＼(ノ)};1三そ響 、1↓』ll}【1

対 象 物 質 の 濃 度 規 制lll曇1:の〃1fト ・ン で ン1/r成 、 そ の 分 析 に 関 す る 公 定 化 を 目r白 とL、 そ の たy)の1,寒 礎 研'プ1三を 行 う 、、

成 果

本 年1斐 はLと し て 、 空 気 汚 染 斗勿,`ぼσ)1司定 と 定III:ノノ1人α)迫影上、 そ0)発 生1京1大1、1助 ∫エ監周 査 、 調 査 法U)検 討「、 資11斗へ の 影

響 の 調 査 を 行 な っ た,,換 気U)効 果 の 他 、 除 去 方 法 に っ い て も 検 詞'を 開 始 し た,,

(1)空 気 環 境 調 査1去

ホ ル ム ア ル デ ヒ ドや ぎ 酸 ・酢 酸 の 微Ill定 吊:分 析 と')1L調 査 の たy)、 情 報 収 集 と 基 礎 実 験 を 行 ・)た、,実 」也 調 査 は 、 発

生 源 調 査 と 調 査 文・1象の 空 間 の ・F均 濃 度 測 定 に 分 か れ る。IL生 源 調'謡 に 当 た っ て は そ の場 で 、 で き る限 り 短 時 間 ・簡 便 。

安 価 に 結 果 が 分 か る と い う特 性 が 求y)ら れ る 、,・ 方 、 調 査 対 象 の 空lnllの ・卜均 濃 度 泓11定に 対 して は 、 そ の 化 学 物 質 が 文

化 財 材 質 に 影 響 を 与・え る 濃 度 レベ ル が 検 知 で き 、 か っ そ の 影 響 の 程 度 を ⊥9ヒ較 で き る よ う に 濃 度 差 が 明 確 に 把 握 で き る

こ と 、 そ のiで で き る 限 り 短 時 間 、 簡 便 、 安 価 で あ る こ と が 望 ま し い,,実 在 の)隻 術 館1/1で 実 地 調 査 に 適 川 口∫能 な 捕 集

条 件 や さ ま ざ ま な 測 定 法 に よ る 測 定 結 果 の ク ロ ス チ ー1.ック を お こ な っ た 。 発 生 源 や 動 態 調 査 に は 使 え る も の の 、 比 色

分 析 法 をII」い た 簡 易 定lll法 は 濃 度 をllW)に 判 断 す る 傾 向 が あ る こ と が わ か っ た,,

生 物 的 調 査 法 に つ い て は 、 ホ ンフ を 川 い て 大 気 中 の 浮 遊 菌o)捕 疲 と培 養 を 試 み た 、,市 販 の 機 器 は 掃1獲 の 際 の 流 速 が

人 き い た め 、 落 ド菌 に 」'ヒベ て 菌 の 生 育 が 遅 く な る 傾 向 が あ る こ と が わ か っ た,、

{2)影 響 評 価

デ シ ケ ー タ(ブ ラ ス1'・・.ク製)lllを;ト ル ー、・リ ン 由 来 の プ甜llガ ス で 満 た 〔、Ii本 【111i顔料 へ の!}1三響 を 検 討1た 結 果 、 密

陀1曽(・ 峻 化 鉛)・ 鉛 丹r,:じ 鉛 系 ・ノ)顔13i・と、 群llfな ど 銅;i;v)fa!料 に 苫:し い イ『 」∫:変化 が 生 じ た,,詳1細 に っ い て は 、 」:見在

検 討 中 で あ る が 、 今 後 、 低 濃 度 で(ノ)影 響 、 低 湿 度 ドで の 影 響 お.kび 膠 ∠更ど(ノ)メ デ ィウ ム 存 在 ドで の 影$1,lliに一♪い て 検1}4'

を 一・1'すy)る 〕%1∫『(二・あ る.

1まカ・、 建 材'(ノ)空気 汚 染 能lll[1査θ)u・.ノ ノiJ;を、∴と擁ゴ・1る 凶二y)(ノ)Ji旧1楚'ノξ馬灸を1∫ ・て1、 る、、
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日本 にお ける美術史学の成立 と展 開(科 学研究費補助金による研究)

目 的

1'しiブrづ玩1覧(ノ)'亀i∫:イ～,・llliLl:【て1リ 】1台20fh〕1∫ 後1こ(.kじ.ま,たII本 σ))jl;1.リ1"1∫:カ{、 そ(ノ)1戊 、lci1初 力・ら 、[iミ「家1'1勺ll}IP斐'や1幾 掃¥と

1蔚1妾 な 「l!i係を 網l」.[、i・ 眠 が1賄'〔 う ・1瑛 的1舶lll .1【Jll41リ1の 休 ∵1・,御1・城lrcき た こ 、t二を 、 近 年 σ)研'虎[∫1ζ 耳ミは1リ1ら カ・に し

て い る 。 ∫dil.t.il【 代ll、1家 【:!て1[i・i洋1、 二n.i1,/'.II＼イLL・'♪ 【二llる[1、1・11111.ろ.・『1「1'1;1と〔 て 、 目 本(ノ)之1ヒ 的 ナ シiナ ル ア イ デ ン テ ィ

・ノ:で(ノ){㍉1ら二渠～イ～
_・y》・＼Il.'・ 〔ノ)『ぐ.、i・').,ノ,㌦、1/武Il、 ・珂皆白勺`二IlIし 、且',イ!イ,アくf/1・1リ1(ノ)8∵1¥ピへ5),1、!,1、♪ラカ～、 、二 ・)〔 ノこ)ミ 爺ドfl⊥1'1∫:(ノ)lf護史(ノ)六 冥

か でll;i,k:さ れ 、.ll:昌.・.、識1[∵ ・イ!へ:いllllj度[:[て.f勅 い.⊂ い る 、'.【.ll、、 γ、1・1・】リ!lily!虎1暫'が1,i;.く1、忍 、識 ・1べ き 問 題 と な 一)て い る 。

本llll究 は 、 ♂,・)i.!.・:問 川 、ll::・識 に ノ…'・ 、1目 ・に 」「;1レ1瑛1'1、1リ!学 成 、虚!劃1'採 の 資 料 を11くflミ.」一る1・二、1二・1、に 、(D)隻 衙j放 ・

)ミ1'llj;孝文育 と)」'1・1リ レ'i!:、.2'伯:―INIl椥,i,.r.'.〔 ノ)[友 、'!.【:その1[、ii"1機lll::、;ilI本 に おll`る ア ジ㌦ノ'聚 休1ωll'虎 、(・「DXI休lI⊥r家(ノ))隻1,h

打ヒ1}幸、と二倉1」f/r、15jllf覧(ノ)ll、1・ 埴 【二liイ く)隻1ホ1「」!ll!l、1・ノ)1　.如1気.[:1、 〆,5・ ・ノ)ll.1、し1∴i、・うu'・ 〕箋1小1:1」.1'駈1∫:(ノ)llL杢リllこij十ll.『イ～ン1111♪そ一、)隻1ホfl⊥r'}∫:(ノ)/}

日 的 な 課 題 と ・」ii:性 イ.・1川い 直 ・・1∵ と ろ・ll岬:llる 、

成 果

q>資 料 ・収fl 、

」ヒ汀1∫」首 人ζ'bj∫:}リ1111,、.ら しV(制 レ ・)llll〔1[.i・」 ＼・ で7:1.ノrノ し ノ、、つU㍉ 、 〕"、f小i,}.i,11こ ♪・ 二(fヒuイi駄ljl塾 、1【11;:ろ.・1々1:Ilノ こ、/》flql変'1よ 、

1885(【 リ1.台18)、1892dllレr「25)f「/珍 ろ一・辛冬,.・1.ノこ.Lノ 、・7γ'`・`,'.〃`〃 〃`'〃!(!.・li・!sひ1 ,1r11♪`1〃(2と 魯、1882、1885{卜 、 ロ ン ト'

ン)、 ブ リ ン ク リll'llイ 」・lll俗'∫1.'1図:il .1こ」―d∵1'lllllll《 ↑12叡18g'`'-1!1(}1/1、 、 ポ 図 ト ン)、11111∴ll,」,・1・ 編 、 英lll'1版 【「浮IIIl
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(2>テ ー9一タ イヒ

II肪 測 の 剛1〕し1・,∫こ ・ 展1:i'/こ ・ノ)・',1`・、 木 研 究[il14';.kひlk陰 「《Illlll'18{Pllll}曳・・)ll録11〔 〔、Ill・22'[ケ1料(～ 諸llll腕 ・1,.会 、 観ll羨1,1桧 、

パ リ 万 博 な ど)ろ ・ペ ノ」[た
、 ま た 次 年 度 の ω1.'タ、1に備 ン1.る たV)、 川i或 別Il.11:覧 会(!1(都 、 奈 ,良 、7,[iI'屋 お.kび 和 歌llI)の

現 」'也調 査 を 往,た 、.

13)分 杁.

1997(・i勺 」文9)fll121!

ぷ り か え る

り で あ る1,

♪1

(2)

(31

q)

を川借 〔た

311～5【1(ノ)illllll'C、:凋 写211111・ ζ イ1～Uイ・ノ)f,'rl・1こ 「則.」.,)[kll}祭lili・?!1―41 .プこ 「/ア 、il・ イK(ノ))ミ ラll∫【⊥三"1∫:イ～亡・

(於 東 京llミ1、1!ljl`1覧f/llll!官lilllll'llll}木lll「,㌔1のllll'虎.ノ ー 一、・に 「弘臼)イ ♪研',、ll分1「 日1暫 ・(ノ)　elLノ《1よ 次(ノ)と お

斯 ホ1行政 ・ ン淋1・教 育 と)ミ 術1廻1∫:

命こj乙 ・人こ 「近 代 目 イ羨1小1..教f∫o)}h介 三と 厘U氏 囲lil

iヒ7∵r:1色UI♂{「ilイ叉美1わ1:1・・⊥三(ノ)季乍糸llζこ一,し、7CI

ll`lj木i'1,13,巴・:「IIイ《ll」1代(ノ)文化 財'保1護 行 」女 と 竣1'll∫史(ノ)1/1ζ凱 「

ll本 に お け'る ア ジ γ 美 術ll月:'先

イノ1{藤」首1∴'lilllゾ 観 σ)lll:編とlf炎史/-fis(ノ)llj:和";1

岡 田 健 「龍 門 イ1窟 へ の 足 跡 一 岡 倉 天 心 と ノく村 西 崖

井r・ 誠 之 輔1〈 境 界 〉 美 術 の ア イ デ ン テ ィ テ ィ 請 来1/d呵1肝'虎 の 凱場 か ら

)ミ1'llj:【⊥1'家u)11七ll・トと 創1イ乍

山 梨 絵)隻f一 日 本 近 代 洋 画 に お1ナ る オ リ エ ン タ リ ズ ノ、I

j互'代(ノ)昌'1説と 日 本 美術 史 勧εの 月:勃父

1＼三二lI'rlr'1Lイノi{f.〈f∠、イ象(ノ)1ζ'季z)ノ.ノ〉゚(ノ)」す:!㌧～し1

1
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古建築の保存を目的とした石材強化保存用合成樹脂の物性評価

目 的

文 化 財'は 人 類IIJ日 の 遺 産 で あ り 、 現 在 に 伝 え らイ1て き た こ れ ら の ∫(化財・を 保 存 、fl劣復1後ll野 に 伝 え て い く こ と は 、

」:見在 に 生 き る.伐 々(ノ)Ll〔務 で あ る、、

本 ω1:'虎1よ、llilFえ 〔・Uヒ財.で あ る で1造lll'づll写llθ)保rl'技術(ノ)ド111:1こ資L・1ーる もU)て ■あ1)、 も.,て ・UヒU)発 展 に 、イチ与 す る こ

と を 目的 と.」.る,

成 果

∫3己rl{、イ11i!II童'ラヒ!蘭・(ノ)f「4とf;:、fl～～子夏1こ1月しU¶,イi.く1、イ5イ1十づ・拍lfヒ1【星(f':月lrヤリ気掃・}月旨.}.;.L、つづhfl・ll}lli(`さイ1ノ`こ乗斤し し、rヤ1ムζ枯寸川.㌃U)

jlUミ 的 な 物 性 、 」'欧し:わら 百材 へ の 浸 逓 性 、 右 伺 へ の1疑f4、ノル)f・1『与 効 喉(1強fヒ ノ」)、 処 置 効 果 の 持 続 性(耐 久 性)等 に

っ い て の 実 験 室 お よ び'些験 フ ィー ノレ トに よ る 、,・卜価 試 験 を1ゴ,て い る.1996い 「成8)jlI!l/ .に 付.・ たll寒礎 物 柑1試 験 に よ

り、 良 好 な 糸1裸 か1り ら 柑 こ数 柿 の シ ・1・ト ン 樹 脇 舘 セ、.・'ク リ・レ闘 翫 蔽 、L旧 シト川 諮 拠 こつ い て 、 さ ら に 試 験

を 行 っ た 。 浸 湾 性 に っ い て は 、 石 伺 か かZl:り(ノ)水 分 をrjヨ'Cい る 場r↑ に っ い て 、rl例 の 含 白1水 分lo{:と 樹 脂 溶 液 の 浸 湾

性 と の 関 係 を 凋 へ た,強 化 力 に 一,い て は 、 棚 脂 の1'll;A.1コ 強 度 改1ら 効 里.【.の 関 係 ろ・凋 ヘ ノこ,戯 た 樹 脂 処 置1菱 の イ嗣

の 気 体 透 過 性 の 変 化 ろ・水 蒸 気 湾 過 性 ろ.・1「}謂リ ヨ 妊、ル ・此・.さ ド,に 、 樹 脂'ピU.i服1裸 の 島 ・1㍉1、1性に 一,い て は 、 種 々 の 劣 化 促

進 処1:ii!を行 一♪7d.ヒlll受検"・」し た.1実 験 『ノf.ル トに.};1レ1川 、1場偉1㌧ 性 試 験C(.1、 【.く に ノミ面 か らの 樹 脂 溶 液 α)浸 透 性L

弓重1イヒノJlこ')し 、て「,J';liイ「{!こ1.∫ 以L(ノ)!ll'・(ノ)稿1一れ 、 得 ド'れ ノこ レな り'日しilよ1ス ド〔ノ)illlり.く二鴻,イ,.

〔1)・/㌃ノk⊃1犬工〔しさ`こ吐し)イニイi千づ幽!＼v)詔是」迄セ1:ζ、k、rぞ'Pキ11クr.ノカ㍉ノ」くrぞF↑ノi.シ で.ノ1隔二」・ヒ〆＼.C予r～」'素f＼二f～鋳吋i・⊂』・」`)、.Lノ こ、 堵㌔lf∫1芝o)!;1三,IA)

が 大 き い(粘 度 か 低 い ほ ど 浸 透 か よ い 傾 向 か.Lり1ヅll .{、る).

(2)樹 脂 溶 液 を 国[哨 」↓激 で/{【fitか ・.'・浸 透1/≧浸,＼[}た 場rヤ 、 般r限 二外f[llj【lilld.1い.c耐1・ ノ)強度 が よ りlfll、属 傾 向

に あ る 、、 こ れ け:溶 剤v)封 仔邑に 伴 う 樹 脂 分0)ケ ㌍側 【m'＼σ)移llり1に上 る ムU).1:Y,云 ・噛,れる 、,〔 ノこか1て 、 樹 脂 濃 度 のf八

い(溶 剤 分 σ)Tい)溶 液 に そ の 傾 向 か ノくき く、 イく試 験 で け ア ク リ ル 樹 脂 、Ll一 シ樹 脂 が 該 ・11」.る、、

(3)樹 脂 処 置 後 の ノ1く蒸 気 透 過 性 は 、 擁 水 性 シ リ1ト ン樹 脂 の 場rヤ に か な りf氏 卜'」る こ れ1 .財く蒸 気 が 石 材 内 で 羽 ,

液 体 化 す る た め と も 考 え られ 、 さ ら に 実 験 を 継 続 中 て'あ る,
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環境の湿度変化が国宝中尊寺金色堂に与えた影響 に関する研究

目 的

中 ・'〔ILIIIrl∵ ・.1;1『1目!lli,rl昭1・llil口!l:ll/)・ ・『,¥1-1施 設ll・1・)〃 民'・ ・、1`1111・!)・'、!!L.い ノ、',1か 后'11r・ 払 ・・〃 ・/、

ノノ ・
、1目'/四,!の1;IL.'・ ・..∫・:}、 、b-1、11・1'均lili'iか8〔 〕°。ICIIr-i.ICI・i・h.1戸 酒[II・)/1、 ノ戸,11.∴ 淑 ノ`:/,ll∴ ・巾 じlil'・～・

防 ∵ ・!・1`.198〔}1[1川1i611iレ'ン ・∴1990.・1「 成2.1ト に か.コ,.改1ド!目L簡1わ{1、!ノ ・.晒.一 一'く 内 ・・)、![1[IIB・(i,i° 、、Rll

{IIIII:1に1・L目!-r.ろ 、{:II,'ノ 、1問1,1!r[[1「1111吻 ノil:『 … 、,.・ ニ イく1⊥ 知II".―1、～∴1―右II'・ll、 ∴1;')」・的1にliTl,裂 かrll引 、}・.'、問,il'iか1ヨ1[＼1'

i!llrlllイ ・棒 ・)収11111圏「1か ・―目ll・ い ・'1/1!l!iり 、 次1[11の!l2複 の 参1づ[.し ∴ ノー、!・に 、 々 ・ ノ、ノノ ー・『ノ、内 の11111111![1卿!料 仁;.し ∵肩 一

ll;1・・)収;}l!l.一:の 関 係1`・1.、,lrl「,「 ノ・fl,.'.

成 果

ノノ'ラ ス ノブ ー'ノ、―ノ・」・.)ni[llr!11ill)〈～・、111r・i'〔ノこ 【:.こ/、 、11【11LIII{1、L5C/つ ・ら25Cけ)111111.・ .てi.プ}・ll・〃1/Jノ つ～、%III[}」k{L【/し16:){[,dくlll

保 た れ て い た1金1∩ ∫1;・の ―ll川 の}剥 如 、二2枚 の 縁 板 に ま た が る.1:!,に 〔.、14・ 位1,IL・J.・1i4)付 け 、 木!!Lの11<,illl"1の9「 、1"を 川"「

〔 た と こ ろ 、 計 川 ∴ ね1'『 、1剥1くの 隙llll―lc.L、 季 節 の 温 度 プ変 動 に 対1,1',u・.o.3-o.11nmll度 変1ヒLて い る こ[.か わ か1!'㌃

こ α)!」∫f〔「111」ぐ、素イ父1∫J1:'ラ、己く～_-1zi'r_、㌔!}ノノ:、11粋ノJ(L〆レ、Lゴー」∵!)1}1.jL、　CしP.く ↑[:1「〔1「1」rこL{・・,pノ':ノつし、/武 で「':―1)し!)r　tl1'1iご『ぐ(LiI/1:{【こ〔こ1」1、、、一旨ヨ～一'㌔:㌔〕一:}、ζ}、F/ン」『メi'―

た 季節 変 化 を ・」UたLた 漆l!l[↓(ノ)内部 応 ノ」を 測 定 し た が 、 そ の 変 化 も 温II}1に 之・P,['・.dた変 化 が 大 部 分 『・1あ ・た 【剥.途 、

渚訓漠 に ノLじ た1「巳裂 ・∂ ラILひ ろ・(rS!.'察〔 た が 、 今 イ「度'1よ 人 き ち:変 イ ヒほ1、、―∫,、ね ム:カ ・ 、/'一.:ね ・'、(ノ)沮1レ上}卜ll一壮 力・・',、 中―切(1、 々 ・

ス ケ ー ス 内 の 湿 度!lU・.に.}、 リ イく材 ノう{乾 燥 し て ⊥【遜!l'唱1が進/・ だ か 、{lll〔 い 環h;'〔!に な ・rqlolLil匡 《 経 ・ノ…Ill.(i-;イ く1小 ・

乾 燥 が 落 ら っ い ノー 二1つ'ノ・1.ら ね る

研 究 組 織
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古代 日本の動物遺体のDNA解 析

目 的

イ叉研 究 『cf.1,、 【ll9代ll本 の1り 月 ツノ1.illi体 のilli!、 ・、 」'DN'.'＼ を 、!llJ・丸る こ し に 、L,て 、 家 【・{'1∵1の 伝 ・II1}経 路 等 に 一2い て 倉 力 な ラー.

夕 ・を 得 る たy)1、:IILIIII{・ 的! .㌧:ナ1〆ころ ・・♪1る.`1・ 二・Ill`ドll.[冒(1い イ1,Il―`代 、1式料 〔つDNA分!hlrお い.⊂1よ 、DN八 σ)保11状 ∫工し;か

Jl・∵;～'ζこ 、1、1.いζL、,二 【:、 辛田 ―∵II-＼b)々1層 、 ノJIIIj/ド1/'1・ ノレノ・日,【1.11[・・.)'[1'1(ノ)1ン ク ミ ヒ、・・ンr:・ 乙・il:h:『:}∴,1!!、 、:し、こ 、ヒ 欧ヱと"α)∫}}1」糸くリカ{」ち/5

'-ξ こ 『⊂
、 本fi月',°'1∵・二d.、IIlイ ℃∴,IU:Ilいlr～;lill、`・,1ね ・1,:rllll∵「＼馳)〃 「!1:」:幽 α)1'」'Il1∫1版'1.1η ノし「)II.f!、r・(ノ)Illカ ・ド・、 目rl勺 〔ノ)1L{i「勿lll1・・')

川 云1'・ ろ.・中ll;1目 る たy・ レ引lhW・ 的 研 「}'1ンニ・臼 い 、 実 際 ・)試iに1,【'.,ill.iる こ1凶 目 的u、 い る

成 果

イJl渡 は 、 イ(ilk究 で 扱 ・',特r/i'・ 川II}・1.h'1函tlノ 、 「'～.・、IU:1中{`、!11.!、,1レ5†1}li∵1＼ 馳的1∵ ・・ii.li伝1'・ の 中 か らli'1ド1[4的 に 失・1斤

.1:く 」IYμ111111●li1肉lljる たy)(ノ)ナ1'こ ろ ・伯 、ノ「Illド11i/1'1勿ll【 し仁(ノ)li圏ll!、 」'・曲己'ノ1」・乙・III∴レ 、「・∴ ノ 幽・ち ・・)IlllL,kll置c、 ミ1・:1ン ド リ バ

1)N'_・＼v)f1`_1∫r'ノi∠(ノ,)fjl『i1_Ir気ろ_一_1:jf;s'ノi.【ノ、一 、i11、iI)＼'.＼ ζ5、liII【3し)ll_if!_㌧ て～・・、ンーζli・_i噛1;}lIl5fiρ.[・_1_、 一∫,/'、隔,ノ9ζ、:、i)(、1く1.L-≧__ノ こζこ,i:i)_ill11マIII[IIllし_

_¥/二 〕_ij_lifノ気1'-ilJ―-III『〔ノ)」_:し、、亡.L-}{}―乏}「r吃Jr.11_1「..b1[し}:幽 ―;」↓L,P_11/∫ 〕_ノノb、rl-〕ril』Ill,4:'詩 レ,L9,:;印 「_`、_IE_馳1『∫i.1!　rレ,_ノ 脚'i_口}サノ{-lllξ_'.一,し 、『⊂.しノ)1「Il」:b　きE乏イト_-fl、1-、b,

LJい
11哺"rLliiな ・',(1!1_L/一.1・ 刑 ・!.1「lII,1111、 、1・1る配?「Dほ 、'ノ・、1'ノ 唄 、 〃"… 一'II'lll"【 一に 特llllt―1'生か ノく 、＼ い 配 レll

を い.く'・ か 選 ・定 〔 て 「ノ ラr、 ・1'・1'～f'ド!・ll「 、'・ 」1,11.tlLり1111川 、塙',L、 、・i.、 肉 、∵ か ・'一)＼A・ て～-hlllqli『 、二.遺 伝rilllll

―IIボIIIろ_-f」 ・L、、 ㌦二,fi星 囑♪U)ノ ーンf、'.f--1・ し 」rI芝 ノ∫1'{で～・{・・]至11・Il〆'㌃ 一.8・一♪、1〔IlIl斗L、ili}11r-1,!1.lli團11i―.　 /ノf、'・L/')11、/'う 、ξ_二1,―j・'ノi∠〔ノ){.lllζ『

特[」Ilt的!1£i'CRの ソ ・ノf・ 、ノー ・1・ ・i・ 御.、1,かIIII・1、 こ[か 一 ・ ノ・ 、「.〆ID'"…i「!を 組./・1/1わ{民 検 、、IJ1・{岨 、

[二}一 σ)jjユ 幽fノ気 」"!、i:1 _.U)1ン ケ ミ}'、_―:/!・li:i、 でrrl"ノごf`1く ㌧}III.＼ 、/二、

.ll、trE、1[1'代 試 料1-『 ⊂ 々Fl[,1〔 「II・ii「,i'1-ullll-6【}llr卍.{'・jlll・ か ∴ 出1!!.ll,lllII曙 「 ζ!llllわ に 付ll'1〔.・ 二 い た 【ル'

カu',DNAを41由lli〔 、 巳 皮(ノ)!i物J{・1―1て く・i―レ 「1・1ワ:!!∫ll}をllL、'hい ・1、 イ、。IU:1〔Llr・II・1、iU:;[ll,に 出1.〔 た たy}、 多lil・ ・)

㌧ざkニナ、カ ～一)L、rc_1戸 ∫ζ)、 資}1―1_1`一＼b)旨こ1[ll、～f一 オ:一'ニ ー!b,一ノノ駈:_:―;,1ミ_,」く 【.虻」【1i'　くJL-)[)N脚_＼ く二_一層{-lll:しし!_Ii-!∫}_く1卜{'辱 ノ＼ ＼!.～:しll4こ51―し「!』ぐ1{一.),ノ ニ1.ノ つト1、

こ の ζよ と ソL4勿 相 「牛1ヂ」1世lifド∫!:}:PCRIIr、lllil【II1西"1勿/かfllド 、ね 、'こ ・ ♪1).＼',＼ 侃rilrヒの トIIIJIhll―己1'・,IU,i「1ノ ・ ・!・・):li[iI赴 、 こ し')IL}ヒd、

カ の も の で あ る こlt:か ・」調2さ オiた
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弥生時代青銅器の産地推定

目 的

ヴJl生時 代(ノ)Ilf$1,1資料 と して 、 ノL州 」也ノノに ノ庶在1るJ同 矛 ・311・1剣・丘}1・IDぐ・を ドと し て 集y)、 化1:糸ll成 ・鉛1・iJ付二体 ⊥°ヒとσ)関

連 性 に つ い て 考察 す る、,ま た 神ll市 、11.博物 食1'{所蔵 の 桜 ケ 斤fllll鐸 ・式 の 化/:組 成 、 鉛 同 位 体 比 、 錆 のll・1位体 比 を 測 定 す

る こ と か ら 、 形 式 と 科 学 的 内 容 と0)比 較 検 討 お よ び 埋 納 状 態 に っ い て 検 討 す るO

こ れ ら 資 料 は 東 京[khン:博 物 食Ill・九 州 歴 史 資 料 館 、 ノL州 の 春 日ll∫資 料 館 ・客II{岡li∫博 物 館 、 神 戸ll∫ウ1博物 館 な ど に 広 が_,

て い る。 こ れ ら の 資 料 を 採 取 し 、 測 定 す る 、,

成 果

弥生時代 肖銅 器を構成 してい る金属 は ・般に、銅一 スズー鉛 をD戎 分 とした合金で あり、産地に よ一・て、 またllf銅

器 の型式 によ って、系統 的に元素組成が 異な るQま た鉛の同位体比 もllf銅の供給地の違 いによって、J!な ることが分

か ってい る。 それゆえ、 本研究 では弥生時代 に月jいられた各種llf銅 器 を化',,,/:組成 や鉛1・IJI、冒本比 とい う側llllから調f1:す

る ことか ら、弥 生時代におけ るllナ銅 の流通や人間の交流あ るいは社会構造などにっいて理解 しようと した。

本研究 において は弥生時代 および関連 した時代の1与銅資料に関 して、資料 の採取 および臼然科学的な測定を進めた。

If乍年度 、弥生時代llf銅 器 と して神戸ll∫ウ:博物食1等所蔵の銅鐸な どをLと して約100点0)試 料 に関 して鉛同位体比を測

定 した。 本年度 は これ らに関 して考察 を進め、考 占学的に も矛盾の少ない結 論を まとめた。新 たな資料 と して 、神戸

市 ウ博 物 館か ら銅鐸 ・銅 」ζ0)修1夏時 に採取 され た錆を約50点 提供 していただいた。 これ らの資料か ら、'i1時 の 資料

の並びかたや資料相 圧の汚染環境 などに関す る情報が得 られ るJ能 性 があ る。 また日本産 の資料 と して、'F安 時代 の

経筒 など50点 の資料、地 方教 育委員会が所蔵す る資料約30点 に関 して、測定を進めた。 これ ら100点 以iの 資料 に

関 して、 考 占学 的 にどの ような,;一.i`L1があ るかを検討中であ る。

研究組織
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地方 に残る雅楽 ・能楽の古楽器研究

目 的

地 ノJの与社には未調 査の楽器が 多く残 され、最良 とは言え ない保存状 況の中で朽 ち果て ようと している。そのなか

には従 来知 られて いなか った特 翼な形態 の ぜ、の もあり、 今日の規格に整 うL'1,前の過 渡期o)姿 を留めた もの も少な くな

い。 本研究で は鼓胴 と描笛に対敦を絞 り、雅楽か ら能楽に至 る楽汁}1の変遷過 程を明 ・'、かにす ることをll的 とす る、,

成 果

今is度 は 、 地 ノノの 」∫・社 や 博 物 館 が 所lll曳一」'る 雅 楽lil'楽 器o)状 況 確 認 を1:と 〔 て 行 ・,た、,そ のlllで 、 調 査 の 必 要 性 の 高

い も0)か ら 順 に 現 」也調 査 を 開 な台 した が 、illで は 京 都ll〕:日,';III)'で現 在 も 使 用1て い る 鼓 が 、 雅 楽 か ら能U)鼓 胴 に 至 る

過 渡 期 の 遺 物 と して 注 目 さ れ た,,同 町 で は 、 室 町 期 に 盛 ん に 行 わ れ た 「掲 鼓 ス リIll二 い う民 俗 芸 能 を 伝 え 、 そ の 中 で

こ の 鼓 胴 を 川 い て い る の だ が 、 芸 能 の 盛 行 年 代 が こ の 鼓lil・i】の 製1'1:lilf期を 決 定 す る ひ と ・,のt因 と な り そ う だ,,ま た 、

日is町 の 鼓 胴 と 素 材'、 ・」'法や 形 態 が1.kと ん どllllじ も の とLて 、i;一,.良i県 石L神 宮 や 香 川 県 神 谷 神ff二が 所 蔵 す る 鼓 胴 力{挙

げ られ る が 、 過 渡 期 の 楽 器 と は い え{rる 程 度 規 格 が1川 定 〔 て い たllllは 興 味 深 い1、i所 で 大lll生 産 さ れ 、 各 」也 に 流 通

して い た 」能 性 も 汚 え て お き た い1、

ま た 兵 庫1県 神 戸 市 太lll、lfの 掲 鼓 に は 、 白 鳥 、i二紅 花 を 交'llに 描 くrlr.や か な 文 禄 が{'lllliかれ て い た が 、 そ の 簡 素 化 し た も

U)が 大[1反ll:1ヲ"∫1勺1乏野ll∫金岡lljf4)掲 鼓`こd,見 ら れrこ ,,太lllJf(ノ)井 」鼓 は 十.1L・i[iiUlθ)製伯 と11il定 さ れ る が 、/〉 後llfl時・IUIO)1'1イ列

を 調 査 し て 、 ・lllf代の 特 徴 、 流 行 と 〔 て こ の 文禄 を 位 置 づ け る ノ∫llllを探 り た い,,本 年 度 の 成 果 と して は 、 日 占 町 の 調

査 結 果 を 踏 ま え 、 研 究 代 表 茜 高 桑 か 「日 本 の 〕ミ術 .II:iH:iり ・洲 楽 畏 ・4{に1蓼ll楽 の 楽 器 そ の 意 匠 と 展 開 ― と 題 し て 寄

稿 し た 。
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多孔質材料の凍結 ・融解による劣化機構の解明とその防止対策

目 的

rL造 之 仕[UU,∵lll1∴ ね るrlf1ざ,ll脅,日"仏 か ノ<谷f.%:【.1.の 芝勾1、II∵i・ノ)宕!l.・:f/1.∴ ね./二 い.c凍 結 ・ 融ll}眉 ノ「II]の も1:で 、13午

〔(り ∫1ヒ 」 る こ 【.か'1、i1∴ ねCい る こ の 唄1徽 イ.-1ドll.(1川 べ.cl,,1.る 【.、 で1材 の 内 部 て.ノk分 か 移1助 〔 、 温 度 の 低 い 部 分 で

♪i<Illill{」【.IIヤカ 、li・1し、:1)、fi{一 イィ .一リンfi～ 、＼、1}イ ニ)ノ<,、}!.㌧:lt1!ノ<liヒ ノ.㌧:・ 『/こ1、 イニ)、二!_〆 う、」{)ノつ、冴ご)f―ll.'プ 覧[:【1r!<J(.L、 観f'1昌F`lffイ<{覧 づ15:【・ろ.一 一つi∫(ノ)11111～.

度 勾 配 、1・ 揺[llll渡 の1-.,訓!II∵1〔 、>k甜 ・li.出 過 桿1・)(i擦 宿 」.・い 、'1∫f【:閥 ・・1・llの劫 ・訊'々 ～.・明 ら か1・dる ∴[,『C・{'`)乏5

.i、ノこ 、 イ・.4.半1・〔ノ)-1'Ll`∫;{lrつ 》rllV,イ く,:14!/klll.〔 ノ)i(n―UIIf1くr」 く・['11:ノ.㌧:.1ゴ〔ノ)ll勿 す'llilll:イ～r1けll,iご 〔 、{・ イL1::i・(ノ)1勿ill[ll.【.:フ ∫fl二'1'i'1'1:〔ノ)1塾1fジ7こ・で～一・日月1'・/つ 、{・二

.
・11る .

成 果

凍 結 、}式験 の たy)の 。.【Ul1・.1二〔 て1.1ノ 〈 谷 石 を 川 い た:試 料 ・v)乾 燥 密 度 、 飽 和 含 水 」『ヒ 、 体 枯 含 水 率(.Lそ れ そ ね 、L38

9!CIII.・ 、30.3%、,lL6〔!〔}・C、c.,乏 ご).ノ 〈iiイiU)1・ ヒノ、ξlfiil!しlll.L17.2111』!9、 【:ノ〈,＼ ・〈、 凍:性 ・)り111L、ノノ づ1リ ーノ'で 【・15111L・L[14季IIUI芝 〔ノ)

値 を 示 し て い る 、,凍Lと は 、 凍 結(ノ)際 、 水 が 凍 結 面 近.く へ 吸 い 寄ll.ら れ 、 そ こrC氷.Uて1・ll:出 ず る 現 象 を い う 、、 凍L

現 象 を お こ す たy)に は 、OC以 ドで も 凍 結 し な い ノk(不 凍 水llDのrjそ 在 がIP:要 で あ る こ の イ〈凍 水 吊:U)1【ll度 依 存 性 ろ.'

核 磁 気 共 鳴 装ill`ll(NMR)を 川 い て 測'定 し た ⊂,こ れ を 図1に 示 一」1,,10.1Cで も 約Ioo〔)〔 ノ)ノkが 凍 結 し な い1伏 態 で 存 在[

て い る こ と が わ か る ―1こ α〃kは 、 鉱 物 粒rの 表 面 ノJに ―kり 強 く 吸 着 さ れ て い る たy)OC以 ドで も 凍 結L!:∫ い 状 熊 てrl'.

在 す る こ と が で き る,こ の 不 凍 水 層 を 通 し て 水 は 凍 結i(iiへ 向 か.Jて 流 れ る こ と か て き る,

部 分 凍 結 し た 石 材.中 の ノkの 流 オLと 、 氷 晶 析 出 状 況 を!、Lる たy)、1':さ2Cm、 【llll径IUc・ Ⅲ の 円 盤 状o)ノ 〈谷 召 ろ1・・.1枚 中:

ね1・'方 か らL方 へ 凍 結 実 験 を1∫ ・,た 。 そ れ ぞ れv)1'J盤(ノ)中 ・已・部 に は 、 あ ら か じY)熱 電 対 セ ンi}一一 を ・}突置 し て お き 、 ♪1〈

[IHIiの析 川 温1を 測 定1た.、 図2は 部 分1'―勺に1東 結 し た 試 料 の'ノ」:i'i例 で あ る,、 試 料 中 【人 部 に 厚 さ2mm程ll乏 〔ノ)氷Illll1(氷 し

ン ズDO)析 出 が1危 ら れ る.ま た こ の 氷 【ll[1と0℃ と の1川 に 厚 さlflllll程 度 の 氷llilの 発 生(氷 レ ン ズ2)が 見 ら れ る,

小(レ ン ズ'2は 、 ノ・〈谷 イ1を 氷}1―ll(ノ)十斤出 圧 ノ」G東Lノ 」と ―卜∫三ぷ 〉 で 破 」'喪し てDlζ 長Lて い る 、,こ れ ド・の 氷il1【【【.とOC線 とU)1川 〔.L

ll↑5>>ii'Jに2東 糸、llした1}r〔1或 一ぐ 、{・、り 、 イ9東 ノト(力詳氏71111L/JI"」に1疏 れ 小(Illlll{・斤liカ{糸11諦11三.」.る,、'ノ ≦彫芝'c(k、 こ(ノ)小(it:斤 出Illl1U【乏 とlJ「 出 」`4三

度o)関 係 を 求y・ たII、 ニイ[・'、・ノ)実 験 結 ・慢IHい て 、 ノ畜 イ1・ノ)IP,隙 構 造 を 一〔ン1.'肩 ヒ[、 氷,[、II{・ll出速 度 と 氷1[rl【ll;斤出il111111・1.ll}・ノ)

「歩七1f系を 、11・τiヤ:[ノ:二、【二L二/〕'ノ≦置㌧i,ミ:爺1[r【斗と1[二」:乏し、-1;父 力{㌧1しL°)イヒノ:二./アi'{ζ 、k、{;イ`7ゴ「'〔ζ_二.　、イニ♪∫14匙糸11iヲ1イヒ⊃1ノく1シ[tσ)」}1L、、 イ;づ.1:7【・【ノ,1」(ノ)気・」'計斗乏 」.・1.ノξ

に っ い て 検1ド 」.[『〔こfl『.く1'つi!『C涛.)る 、

研 究 組 織
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一一1

タイ国 レンガ造遺跡の劣化現象 と保存対策に関する調査

目 的

人類 」髪通の遺産 であ る文化財の保存のたy)の 国際協 ノノを行 ・)にっいては、第 ・に文化財の置かれている状況(劣 化

状況 ・保存環境等)を 的確に把握 する こと、そ して、 その問題∫∴1に一)いて 文化財 を保護 ・管理 している'11'倒klの 担 当

者と ト分 な協議を行 うことが必 要 不可欠である,,本 調 査研究 は、1衷南 γ ジγにお ける 文化財保存に関 する研究、研修

等の中心 となりっ')あ る タイ国において、日 ・ケイ」Ull1でレ ンガ造遺跡 につ いてd)調 査を行い、保 存iの 問題点 をil)i

らか にLて 、 その恒久保存のた.y)のlki際 協 力/1罪1に 資 」'ることによ り、ノ＼類 文化遺産の継承に 貞献 することを 目II　・)と

す るものであ る、,

成 果

1凋査 フ ィー ル ドで あ る γ ユ クヤ 遺 跡 の 一)チ ャ ブ ラ ナ 与院 、 マ ハv一 卜 斜 院 おlkひ ス コ ー タ イ遺 跡 の ス リサ ワ イ 、¥院、

ス リチ ュ ム 、lj}院に お い て 柿 々 の 、凋 査 を 行,た1,

ア ユ タヤv)ラ チ ・t・ブ ラ ナ 与F,ヒ、 ス コ ー タ イ(ノ)ス リサ リ イ 、1∫1坑・ ス り ・1・、ノ、、1∫・院 に1よ 無 人.its助 記 録 環ir.il:1;卜淑IIシ ス テ ム

を1没 置 し て 、 環 境 条1'卜(温 度 ・湿 度 ・1・1・」吊 ・ll照 ・強度 ・ レ ン 〃 表 面 温P}・ レ ン ガ 内 部 温 度)をllllj定L 、 解 析 、 考察 し

た 。

ア ユ タ ヤ の マ ハ タ ー一ト ・lf院て1.k、 特 に 顕 涛 に レ ン ガ'か 力 化1て い る 部 分 に',い て 定 ノ∴1観測 と レ ン ガ 含r∫ 水 分o)1則,七

を 定 期 的 に 行 い 、 遺 構 の 構 造 形(fL星 二雨 ノk、 地 ド水 の 挙 勅 と の1臭lf糸に 一♪い て 検llJ 、 ξ察 した,,さ ら に マ ハ タ ー ト 寺院 内

0)井 戸 にrl動 水 位II'rlPlシ ス プ ム を 。,乏置{ 、 年 「用の 」'山ド水 位 の 変1助6.・測 定1て い る、,

マ ハ タ ー ト 寺ll完近 くに ソく験 月1レ ン 〃'造小 柱 を1没ll'llL 、i"1!11毎 σ)1!≧ノk路1(ノ)変化 を 測 定 し、 雨lll:お 、kび 」也[lIのr≧ 水 率 と

の 関 係 を 調 査 、 考察 し て い る ,,"J`験 川 小 柱 は2本 あ り 、 ワ∫は レ ン カ の み 、 イ,う ・ノil,kセ メ ン トモ ル タ ルで 被 覆 し た,、

両 滑 間 で 、 含 水 率 才∫よ び そ の 変 化 速 度 が 巽 な っ て お り、 実 際 の 遺 跡 建 造 物 σ)J化 挙 動 と のIIミ通 性 か ・J;liiされ る 、,

以 ヒ0)調 査 、 研 究 σ)結 果 、 レ ン ガ造a跡 の 保 存 の た め に は 、 そ れ ぞ れ の 状 況 に 即 した 防 水 対 策 か そ の),で あ る こ

と が1リ」ら か と な っ た 、,
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古代東アジアにおける青銅器の変遷に関する

考古学的 ・自然科学的研究

目 的

1藩{・ノー シ.ノ ーf、:_t・;L、./ヒ 、8―1【1こi'ろ ・ilし.r1'『.1[【'f覧 之f[:・ ノ)プfミl」llミ〔tiIイ く・ノ)之fl:〔 ノ)7プ1≦ノ【乱一}「1.Lひ.'こ の 後 ・ノ.)1― イ・く・)之f[ニ ー.＼ノく ・＼!.㌧:転1三::3・～II;<紀昌

.1
⊃ノ、:し『ノ 〔.しこ.L、 イ5.イ く1―♪i',、t:.、ヒ(1、:し ・)}、 ・F」"し:ll【'f覧 之fl～ し一)プ〔祀1'!:<!・.・[1f:1:「[1」「15!」1―1[―1ろ.・之」1蓄{[こ[一 し.二.、r1`セ イく毛4・"」∫:lr―く」!ト:ノノ.≧ノぐく～.・jダ';しノ＼.}./5㌧ 二[二

に.Lり 、 川!角 ノ1り1{.る こ[1ろ.・ 目r―く」[… る

【111kllこ.}『Jl1.イ ご)旨こlrl、1レ)1;11111.1:ll己 ノ1Jlil.3500て1.llこ 」・,}月イ1).[ .L、,1)、{1/5'、'、:『c、Ilrf覧 【Il【k―(ノ)i"1・1之l!ヒ11×11.1{)＼b..1【!」 、ぜ[之lfヒ(1・ ンー1、

、【・、る い 瞬[Ill姻ll,'、 ・・∫・・,II・:i:rllh'1糧 ・・.ICI!解 に/… 、・ひ ノ・ 考.Ill『'11∫・的!、:ノ ノ『1.!lの1.}、 か に 、 鉛1・1]位 体.1・1:.＼`,1ヒ'ト㍑1賊 ・.・111、il'・i・'[:い 功.

1.ノ≒イ_』」∫'諄入L、r雰 選f/1:・」・ヒρ1、」、{・ づ1:1・1t...―♪1.、(、lllll〕.に 関.わ1詔 【・[いIJ1【,1.ろ ・}i、1..て、lll代 中:i・ ノ)之f[ニ ィ～・斗うタ1:[L、1】}:'ノ ごζ・二 」1―き一)L、 了LT.【.li!「臼ノ11〔

よ う と よ る,,

成 果

Ill9来 、 口 本 はlll匡[か ら1!.r:リ1の 流 れ 、【二共 に 多.<v)こ と く『j∫:ん で さ た.、 い わ1よ.、H本 之fヒ の 源 流ILIIIIk―1(1ヒ に 、1')る.、 【1【

国r(化 の 発 展 α)11iFC・ 一♪のll}1要to;L跡 は 銅 器 文1ヒ で あ る 銅 器 メ(化 の プ邑展 を 理 解'」 る こ1二 は 中lkk化v>.:i,',〔 にIL!る こ

と で あ り 、 匡il際 学 術ll)}:究 と1て 、fi意 義 で あ る 、、 こ の 椋 〔ノ)研i/層L'Lは従 来 は7J'III'"1∫:の 分 野 でfl.'!、1:わ れ て き た が 、 本 研'究.c

は 自,然 科21∫:11勺な カ'法 お 、kぴ1.【1!解 を 加 え 、kう とLて い る そ 〔.て 、 今 ま で と は 巽 な ・・た 視 野 を15'lll幽学 へ.呼 ぺ し 、 歴 リ.1の

流 れ に 関 し て よ り1箸旨い 川!幽'る ∴i佳y)よ う と し て い る

本 年 度 は[il・期1;Ili」>CTL','-Lて1'1!fy/1{さ れ て い る9.ll[頭 遺iil亦力・ら 出Lし た 銅 製 学1料(ノ)1『j∫:組I」 文を 川 定.・1.る ・二i_が 川 来 た

ま た 商 時 代 中 期 の い く ・♪か 〔ノ)遺1i,11;か ら 出1:し た 糸勺50,1∴i、の 資111・に 関Lて 、 鉛 同 位 体1'ヒ ろ二・川'ノi・'.1る こ1二 が で さ た 、、 得 ら

れ た 成 果 は 銅 器/L産 、1溌 展J'<―;1・髄 【々i実 に ・」1す こ ・と、1二11∫り 、 」卜常1こlr:要 な 糸1【課 で ・{メ)一,た..

中 匡1か ら 釧1'JL(1・ を 招1.iillし.、 鉛 ―li」位 体 ⊥・ヒr!!J'定お よ びIll・期lll匡hIf!;Ilil器 の 発 展 に 関 し て 、 討'議 をfl"・,!こ..,.,'・'月 に オ)た り ・

測 定 ・討'議 を 続 け た こLは 学 術 交1充 と し て 育 意 義 で あ ・た..ll本 の 研 究 占'が.1ヒ 京 ・【ILi安 ・ 成 都 ろ一・、1〃れ 、 各 所 の 研 究 ゲ

ル ー フ.と 交 流 し 、 ま た'.こ'ね ぞLれ 〔ノ)1也域 に お け`る 」逃'iill亦を1,、【∴ ∫:〔 た.1と く に 成 都 で は1星1.!lll遺'iill亦 か ら 出1'.し.た 総 数(iiiO,Llj、

に お 、kぶ 金 属 遺'物 の ζ.L[二ん.【f'を 見"」∫:で き たrlま た1'辺 川{域 か ら 出L〔 た1'.器 ・ノ)保rr:収 蔵1411を 識jl雪..◎ さ ノ.、二、.普 通 に は 見

.[ユー-C≠
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中国砂漠地帯における文化財の保存対策に関する研究

目 的

il中 文化 交流の ・環 として行われ る中lklのX化 財のあ り方に関す るii中 共1・1桐i:究と して、 と くに砂漠地帯 におけ る

文化財 の保 存、修復の問題点 にっ いて科学的に研究 し、その保存 対策を講 じ、 文化財 の恒 久的保存を図 るための資料

を得 る ことをlii'Jと す る、,

中 国 目'粛省の!7文煙 莫高窟 をフ ィール ドとして、敦埠研1究院保、1襲研究所 との川lll研究 を行 う ものであ り、 と くに洞窟

内0)壁1111iと彩 塑像0)保r∫:・ 修復処ll'11に一)いて、基礎ll勺な調 査、研究を行 うことによ り、 その保存 対策の策定に資す る

ことをli的 とする もの であ る、,

成 果

教煙 莫1:'lj窟の 泥i地 の強化および壁lllli、彩 塑像の彩 色の修復{1)i:究と して敦煙 研究院が採取 した1:壁 試料0)空 隙,名 ・

粒度分布 ・鉱物糸1[成・液ll川ll鰹諄・塑性限界 ・透 水†生 ・透気性に・)いて測定 した結 果、わがlk1の 通 常のiと 比 較 して、

液制ll艮界 ・塑牲ll艮界が ともに低 く、塑性指数 も著:しく低 いことが判明 した,,合 成 樹脂 は非常 に低濃度で処置するU)で 、

樹脂の種類に よる強度差し碍1潜 に 見られなか った,む しろ:`れ は作 黛性に1卿 チすると思われ る、,ただ し、よ り安 定性

の良 い樹脂や浸a† 生σ)改1'.'が選{1{で き ると思 われる、,

研究組織

○宮 本
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松 本

朽 津
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忠 輝(国 際 対Ulイ 保 仔 修 復 協 力 セ ン ク ・一
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文化財の微量試料分析法の開発

目 的

文 イヒU1`こ 「父1『」 るllll{1・.のllll究 て ほ 、flそlrl'・やfl'邪 芝の たy)ノ ごO"!∫ くi十・リ乏白'Jlil「:`チ、ごv)ノ こy)ζ こ ≠)、 十・す,`'ヒ＼㌧1}型fつ'丁芝1去ra、Lゴ91こ「笑」.・11

る1'1然 科"1∫:II'Jlilド虎 が'必 須 と!、〔,て い て 、 様 々 な 分!群(ノ)研'虎 者 力・文 化Uイ に 対'L、 総iill'1に 取 り 糸llむ こ と が'ピ ・要 とra-・ て

い る,,本 酬・究 で は 、 対 象 と 」1る 文fヒ 財v)IL+1史 的 ・ 文 化[γ1釧:'虎 と そ の 課11遺 を ぷ ま え たLで 、 無 機,1:'1・rl'機'`'⊥ か ら な る さ

ま ざ ま な 文 化 財 を 、 極 微111な いlJl・ 破 壊 て 精 度i`乏 くIE確 に 分1・lr・1るr法 を 、 ト ィ ツ の 文 化 財 研'フヒ機 関.Lμ)1[Jl・lllli・ 究 を

通 じ て 開 発 す る こ と を 目 的 と 」 る 、

成 果

今 年 度 は 漆 を 含 む 天然 樹 脂 をlljい た 彩 色 文 化 財'にJい て 研・究 を 行 ・)た、,7月 に 日 本 側 研 究 占'が。方独 し 、 ミ.・ ン ヘ ン

の バ イ エ ル ン 州 、ン:文化 財'研 究 所 で 、2日 川 に わ た るli独 双 ノ∫o)研li,(1'に よ る 研 究 セ ミナ ー を 開 催Lた 、,セ ミナ ー で は

日 本 側 か ら 日 高 が 輸 出 漆 器 にJい て 、 宮 腰 が 漆 のGC/MSに よ る 分 析 に っ い て 、 北 村 が 漆 の ク リー ニ ン グ に つ い て 、

ノJIIIIiが1畳∫い2黍 に1,いrcそ れ ぞ れli1　:'究発 表1し 、 ド イ ツ1則 か ら(.kダ グ リ ー 兄 臼'」、 ク リ ヤ ー ド ・'家、'、ノル テ ィ ン ・ シ コ.ネ ル

な ど17～18世 紀0)家 具 職 人 に っ い て 数 人 の 研:%i,fl'か ら 研 究 報 告 が あ り 、 ま た 英・lklo)オ リ バ ー ・ イ ン ヒ ー1Cか ら

16～17i　 _紀 の 目 本 と ヨ ー ロ ッ パ'の 貿 易 に っ い て 溝 演 が あ 一・た,,こ の ほ か 、 ハ ン ブ ル グ、 ミ.Lン ツ ァ ー 、 シ ニ・ツ ッ ト

ガ ル ト、 ミュ ン ヘ ン の 博 物 館 ・美 多1:1館に お い て 収 蔵 品 を 調'杖 、、 資 料 の 収 集 を 行 っ た、,ミ コ.ン ツ ァ ー のi館 、

シ ュ ツ ッ トガ ル トの 民 族 卜劉勿館o万 黍芸llli11のコ レ ク シ ョ ン は 比 較 的 良 く知 られ た も の で あ る が 、 そ れ 以 外 に も 数 多 く の

輸 出 漆 器 が こ れ らの 館 に は 収 蔵 さ れ て い る こ と が 明 ら か にraっ た 、、 しか し 当 初 の 形 態 が そ の ま ま残 さ れ て い る 品 物 は

少 な く 、 そ の 多 くが 解 体 さ れ て 西 洋 家 具 の 一 部 に 利 月1さ れ て い る な ど か な り 後 世 のfが 人 っ て い る たy)、 ・∫能 な 場 合

は 後L」 試 料 を 採 取 し て 分 析 す る こ と と し た。 こ の 他 、 ド イ ツ 側 研 究 占'が 来llし て11Lllklを 中 心 に 漆 芸 技 法 に つ い て 調 査

を 行 っ た 。
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建造物保存修復の理念及び方法に関する研究

目 的
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成 果

』/アfi-:r【}
.lll_、fli[f'1一 し);し_、lill4tili-IIIIIji51しIi:ヨ ♪.」 ↑llI!i./ノ[,ノ.、-1「1一 ン1一 右一ρtll「riLl、Fノ:1;;つ ≦し)fl'一『↑{_」「々 「】ζ『_1{一,ノ・二 ♪『⊂一、 一こ し_一)

縞1・'ll・1川1{f.ノ ノ11!、 ・{i/ll、1技r1、1'llノ ・,.;、 ・ll、 、IIIII{1「 、1に1hh}11的1『 、 い(1か.・ ―li―;巾1・ ・qL・1・ 、・ン.・ ・、・一'[

.ノL/1
一 ン1tノ')111脅 一IJ旨3ミ'll;:_5ρi{↓1.㌧)fl{「rl,_1:ヨ1∫ll:1監1_・rll[1「1二1ヒ1〆一∫f　―1:}r「i-!脚チ ド炉1しし11Fr51壷1―、i5'}「1「1:_しL)1ノ レ_E」1[._し1{)↓ ヌliゴ ーノ1'一'「-F-1-1虻ノ>lil」、tlρ'f[iとrjρ〔ノ.)ilこ気i凋,Σ1』1孔J

l頃 向 を 川 ・1ガ.巳 ㌧ ＼ た

リ ン 『ノ ノし 帽 一;1.ヒ ほ 、13棟 ・}1旨1: .1例1..{,!り 、1-IIll[rill'1・ 伸 ・111111〔 レ.llllllP・11.{り1一 り 、1"・ 川 ゲ{'1"

lllllに 際 〔 ⊂ ω1・ill・1=-iII、1、"、 ∵_'・1.・itr1・1{・ ノ1.・leil1]!・1、1111]1雪1に'… ∴hi〕1、1111'恥.嘱II・[Ill・,'1∴i:1,'1.・!一 、

?1観 は 」llU!く く押ll1'!1「
、ll・ll・ll`・ ・い11・'炉 ∴1,.申ll倒"1!1[,1・ ＼1、1「 ・i「・ ・;II)回L/1臼1,出 【/'・ 快jl:1;広 空

11111をll・1「ll〔 『/.い.'一 ∴ にIJ!ll《[∴ll、'・ 成1卯 ・1戸、.{ドIIL¶.ll、1il田 ―1ド噌 リ ・1'1・別li・'一 ・1昌 い ・1、ILI、'll∫UUrD.}Ji励 ・、{・、・1、

d.[fン に お い …1、1.(1「ll・ 点 的 目"川 ・=,・..・'11、5∴h"1＼!hl:、 乃 ・[)ll.'、ill・'1∵:1.」:1111・ ＼ ね 、PIIイhl・1・

づヒ築 家 ・ 行 政 ル ・1.月 ・冒q「 習11ノ … 柑 … か 、 ㍑ 個 脚 川1㍉ ・.:一 … 、枝,描 ・1劉 い 比 ㌦)か 、1'… κ/

川 の 実 際 に 一,い 、r1瀬1に 川 ∴ 、'ノ・に 壇 、、『 【 か 、 ＼、,!iレ 修 一1LIじ1∵5;!F目:)、/ノ ―…)iり レ.、fr'1―i.」 ・}あ り か た イ・逓

,l!jる 充 分 ち:lll!r!1昌 弾 ▽ 」1たi.1狙 ∴ ね ・1,

研 究 組 織

松 本lr'臼1."・'II:ノ 控1'1、」1'll;・lll,:';撲:1坤bヂ ・'」II.一「州 ∴F!月'ン

宮 本 」.郎D・1際 と1岡 保1儲'1叫 肋 レ い

1「1「Ll!申Ilイ1<il.ドP

後 蕨 之 「1据1、 【1ド1.博 物 貢[1・,

イく 村 勉1、 帥 ・―、11.1ぐfLll1{・1「1:訓II

{;、1.ll「f1§1-1:1■_【lt-1し`ノ 之_でi㌃[11f:li',.トし:―1ilI

長1ド ニ 充 奈1幽、咽 ・:・之1ヒ 旧 聞'い ・llI

斎 藤 ヴL俊1壮1鳳1小1人 く学 〕

ミ ヒ ャ.「.ノ[●1星 一・し ン ク ー一ノレ 〔ノ・rIdン 十レ[、ワ:孔fi.Ell1:ii「 八:口h

木.il量1砂 築 の 町 ・ll%1、 リ ン ブ ル ク)ジ
ー一 ク 『ノ リ.ト ・ .!1ン ズ ノレ'・く レ ・ 、1・ ン ・卜卜[二ぐ!L目 胴1{Ll"ll㌧)

調査風景(リ ンブルク)

66



絹 などのたんぱ く質資料の劣化状態 のPy-GC-MS

に よる評価 手法 の確立

目 的

PyGCMS'r/;1.Lll',lflこllil'勿 ⊥」li!カ{,Z・・君↓!1∫い たy)1叛Ill:v)ll式111・ で・1・り>1こ 十llllll;iiへ1)!i勿'[駈生lil　・'ラ宅、1..)⊥1'カ{ll∫f彪7C・ レ)り 、1)1(イ ヒUイ(ノ)、k

-)ノ七」こ':三一しノ)`{'jf'亡'レ〔i・
..量1・ン ・ノ11ン クドノつ、'7ドt/Jサ爬1!.雲L、,1」1こオlri・f、ニメ(・」・L『(汰 変r川 なr・1,1こで あ る.イ 剥 ドラ宅で は 歴 史 資 料 ・へ σ)み亡5111(ノ)1㌃1∫ζこ

必 要 な 各 種(ノ)/〉:,.J'を 行 う.㌧Lも に 、i'!fに 劣 化 の1リ ド虎 の ト.で 検 討'を 必 要 ・と す る チ11シ ン 、 セ リ ン 、 ト リ フ ト フ ァ ンd)γ

ミ ノV4%糸1P/1ζ上ヒをllll!fり!1こ.・}ミv)る ノノ'1.ノ1・を・1;灸,11'『」.る 、、 そ(ノ)),11i十rl勺!:il1月:'タご〔ノ)b～ζ1斗とイt・[曾ll」L'[ラf半1・/＼1、亡Ji」 し 、 ・弩'lirj⊥!'!i勿ノリu璽・211」1iJl(ノ)

小llllま で 、 そ の.素 材 の 同 定.【:、1:・1、に'ぢ 化}伏 態 を 検 詞'し 、PyGCMS法 イ」1い た 劣 化 状 態v)評 イilli法v)川 発 を 子」"「),1

成 果

分 析 法 と し て 確 、聖ノ:さ11・る たy)に は 、 熱 分 解 温 度 や 試 料1(/,.ど の ゑ}!l分解 条 件 の 他 、 カ ラ ム 種 類 や 分 離 ガ噛ス種 類 な ど ガ'

ス ク ロ マ ト グ ラ フ 分 析 条 件 なi%/;・ 検 討'し 、ICJ:現 性 ・精 度 を 確 認 す る 必 要〔が あ り 、 現 在 は こ れ ら のJ,.礎 的 な 条 件0)検 詞ー

を お こ な っ て い る、,

(D染 色処理 後0)絹 布のPyGC.-MS法 分 析条件 の検討

Py-GC.-MS法 に よるア ミノ酸 分析の定llヒ性 と肉1現↑ノ1三に一♪いて熱分解温度を変化 さぜて検1;・fしたが 、 ン):香族 ア ミノ

酸 と飽和 ア ミノ酸の熱 分解特'性が ノくきく異な り、いずれのγ ミノ酸 にっ いてi.に ト分 な再」:!L性・定h{:性 の ある温.

度'帯は認め られなか …,た,,絹 タ ンパ ク質 にっいては、加水分解を促進 さU・る反応熱分解 などの他の 」二・法 もll文り人れて

分析すべ きであ ることが わか った。

(2)歴 史 資料 の収 集 と分析

修復1:房 の協 力によ り、わずかなが ら収集で きた試料にJい てPy-GCMS法 で 分析 を行 った(鎌 倉期 またはli1北

朝 時代、室田∫時代、鎌倉～室 【llJll!f代、2D-lll!'代 、 江戸 末期の いずれ も絹 本および江戸期0)1、1、1染衣裳 の6,1、1、1),,占い試

料・ほどTICチ ャー トに熱分解 ピークが多 く現れ、特 に低温での熱分解で ンy香二族ア ミノ酸111来 の 熱 分解ノL成物 が他 種

類検出で きた,,飽 和ア ミノ酸 にっ いて も経年劣化で切断が進.みっっある ことが わか った,,

こ れ ま で の 研:究 成14↓ ろンTheFiberSoぐ ・iety令 体 会 、識``lntemationalC()nferellceUllAdvallcesinFiber`mdTex-

tileSciencealldTecllllolo9～'・"、(且997イi{41J、n〆lulhOUse)ζ こ7(一プ邑ノ《 しrこ 、,,支 た 、'∫(イ ヒUオf呆r」':1ド峯1夏'亀}∫:Jイi9久1人 く/¥

(1997{「61」 、IIけi'1)1こ.}3L、 一C、 「'},llり〉角ノ1{ノ ブス ク1「 、'ト ク'Lラrノ'`',Llll:つ 〉十斤・1/1・IL・lllし、た 糸ii(ノ)'ぢfヒll尺fil?(ノ)極 ミ1ビ」『(ノ)!i「迫 【1

で ポ ス タ ー 発 表 し.ノ∴,
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●
7 その他の共同研究

海外所在日本美術品調査

目 的

海 外 所 在 のll本}'ミ1/hに 関 〔 て は 、illρ ・1ミ、flllllノ、的 な 、1〆、る い1,U『 、lf定'のf'rlllllをk・i摯 、i:1た 調 査 は 行 わ れ て き た が 、 収 集 さ

れ た デ ー タ は 部 分II勺 に[か 公 川 さ ね 幽(お ら 」 、 在 外 目 本)態 術 偉[1"1の 総 リ ス ト 」 ∴ 白'(i〔 な い の が 現 状 で あ る,,こ の 現

状 を 改v)、llUllll}ノ.∴ ク を ・陪 債 ・ 公 開 ・1る こ.1.1、L、 二('化財 の 研'1、ご殴 ひ 保rl'の たY)(ノ)llll礎fノ ドll17c油')り 、lkl際1杓 な'J:争llf交 流

に 対 応 し 得 る 状llll/1.・整 え 、 よ た 保 存fr!・複 〔ノ)闘h由 い1ノ.案 σ)たy)に1ザ 〔要 て.あ る..

i.【」〔ノ)ll忍1識1こllし,さ 、 木 ω1:'i'i:(.1、ド)ご煮Pllrl(ノ)日j/1,fこlilli・ 周1亥llに 「ylJ『 るllqll肛"∂'一 ・ク ろ・1反`れ1、 力 夕 【」 グ0)「1折fと 俣1イ系

桂1謝父11＼〔ノ)酉己f・1'ろ,・ji這】じ 『c、 【1・―1;祭白勺!、∫'h`1・ll.芝・・つ1しrfイ ヒイ・(1、ウ・イ1・こ 、iニィ!・【II'i{」、ヒ 」 イJ.1、 ノこ、:1∵1'斗Ji勺1こ1よ.1:見イil文 イヒ11:を ・lll・1二¥Cこ'・1『

すy)ら れ て い る 之 仕Ul'情 報 払 ッ1・ ワ.ク をil旧.-・:、.イ ン ラ で ン に.llる 」、1)・1・1的 か 一,1..;、範 な デ ー 知)運 　llを 【1指 す,、

成 果

'1111月:'プ己1り1'1よ
、1988(昭 和63){1以 ・1ミ、 欧 樹lrl.・ ノ)lI月ll'「日!∫lCl.スIll〔ノ)ilイ ＼ア、1'hf'hll【111∫.1～!I・}イ1)早Jl塘・ノ'「'一ク を ∫b《～農L『 ⊂＼き

た,,[990(平 成2)年1!乏 「.Lり 、 占 之 仕U赫1・ 学'酬 究 会(現k'イ ヒ財'保r」'.修 復'馳j!『会 〕 かllイ ・.::f'llpζ化 振1♪ll会 か ら 助 成 金 を 得

rC[汀'∫ 夕粒 リiイ'll〔ノ)llイ ≦
・1(イヒ財`を 対 客{.1.・1る 、」、i,jl4rlrlDY、 ろ:・l」`Fうこ 、1二に!,し:り 、'1'lf―lD',1[リ1カ・'.ノU)かlI属 イ～二・'`j.lj.'ClJ、IJ査`1月:'先を 垂'il'11

し.た,,1990('1;・ 成2){IJ!芝.の メ トILト リ ク ン)'こ術 館 、1991(平 成3){1.1', .の ・・.ク ・.1し ク シiン 、 バ ー ク ・ フ ・〆1'ノ

ン デ ー シ1.1ン 、1')c)?(・1城4){1'1'S .〔,1)ノfノ ノ'し..ノfア 髪1/Ill1官、1993('1'戚 、5){iJl) 、〔、1).ノラ イ 『/、・ コ し ク シ.1ン 、199.1

('1勺 ∫1ζ(i)年 度9のlfン 『ノ ラ ン シ ス:'・,'シ."〕 ミ1'1・ll1'll、1995('1;・ 成7}it1111の.ノ ノ[…ノ ツllン 裏1'1;1.('i'tiにり1,き 続 き 、1996('1'・

b父8)年 度'か ら1.k・ ・一 バ ー一ド 人'¶1∫:ア.り 一...・N..1・ り…ノ ク ラ ー 聚 術 館U)紅 こIllll・周三刻1/hlllilの,J'Jf'r .!;行 ・、て い る,,本 年 度 『、

そ0)成 果 と し て 『海 外 所 在 日 本 ン隻1'llhllll、川1イ「椥.報 ブ ル ッ ク リ ン ユ急術 館:絵 【lll―・彫 刻 .::を 「1111・」'る と と も に 、[―'海 外 所 ・

在 日 本)ミ 術 品 、illll査報 告7・ ・一 バ ・-IJぐb;∫:ノ'一 ・り 一 ・M・ サ ッ ク ・匠 ・)〔jl、ll!【'{絵llill・Ill]1らrlj:の11jll'・o)rfif,備 を す すy)て

い る 、,1991(平 成3)年 μ芝9か ら 奈 」:馴司 、1ノ」1.11,吻館 がlil、lll査研 究 に 参:ll[lil、 コ ・ ロ.,ヘ イ.・・1.1いll、1995(・1勺 戊7)年 度1こ ギ 幽メ

Ii洋 寒 術 館 の 報 告lll:をrl」 行 し.、 現ri. .'ノ.ル ン14芝1`r.髪 術 館 の 調'近 を 継 続[て い イ1,
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シ リア ・アイ ンダー ラ神殿遺跡保存修復 プ ロジェク ト

目 的

ア イ ン ・ ダ ー9井lll殿 遺li-Q;(.k、 ア し ・・ ホ の 」[1西 糸く」37klnに あ る イ1造 遺 跡 で
、 紀 ノi'1前10世 紀 に 遡 るIE要 な 遺'跡 で あ る 、、

こ の 遺 甜亦 を 特 徴 づ.け る の は 、 玄 八fl・Gし き た 神ll投 の 外 壁 に.く ま 欧冥く 彫 ら れ た'く フfン ク ス と ラ イ オ ン 像 の レ リ ー フ や

人 」:1}!イ1(ノ)足}跡イ1な ど で 、{'、り 、Nリll杓 ・か1み 匿fら3∵ 髪 術 的 に も 極y)て 価lllllσ)1∴'jい.r〔 ノ)で 、{'、る1、 し か し 、 こ れ らU)石ll彫 物 は 、

発 掘llll:後 か ら 損 傷 が 著・〔 く 、 層 状 、 ソ.口 ・・ ク 状 に 、削 離 、 剥 落 〔 て'三 の 姿 が 失 わ れ 一,一)あ 一)た 、,ま た 床llliの 不llil沈 ド等

が あ 一・た 。 そ こ で 、 そ の 保 存 ・f―1雪1∬ ・fl.・〕たV)に 、19g・1いr成(i)年1こ 日 本.1:シ リ ア のllミ 【lilフ ロ ジ 」:ク ト が 糸ll織 さ れ
、

5ケ 年llh由iで 、凋}餐 ・ 研 究 お 、L, .(ノ)flイlrl'、ll♂吟復 処ll8'rlを 行.,て'さ て.し 、る,こ θ)lI木 ・ シ リ ア!lJ司 保 存fl苓 復 ブ1ロ ジ .1㌃ク

ト は 、 中 近 東 」也 域 に おt1.る 発 掘 後 σ)lili跡 の 保 存lr≦ 復 フllジ,ク ト 、i:1て 国1際i'1孔1に.1、 注!1を 集y)て い る
,,な お 、 本11:業

1よfiこ友Uイ'!・」'1「ノ1唾ケト(ノ)文二fヒUイ紅1・jj」●fi'{、繕芝1111撃:H力D～ζ」1こ.1く 一、-c子 ∫・イ)イ!険二し、ぐ)

成 果

ギ ロ ッ シ コ.紋 緑 レ リ ー一ソ 装 飾 召 に ・♪い(、 破 断「部 分 のII}:接:II昌1ろ.・.!ホ1.ン 帆1川.,i>〉.11剤に.k.・ てfl・ ・た1,装 飾 石 は 原 位

置 か ら ず れ た 状 剋:;にあ,た か 、f姉'∵ か 節 且 き な い{、 σ)を 除 い て 、 噺 、1ノ.陛 ＼.レ.,卜[た.、

大 型 石 彫 像 σ)ほ と ん ・ll1はノぐ ＼な.ノ ロ ・・!ク1怯に 破 断」―1〔:離[、脱 離 部1.1.1端1日1た場[11―にIIIムが.、 た:伏 態 で プ邑掘 さ れ た 、,こ れ

ら0)111〔位 置0)ll綻 は 極y・ て[イ・Dlll.1⊂.・{・・ ≠ ・う・、 蔀 に,い て1.1同 ワFlレ5… か 、1、＼!.二1.{.れ ら0)原 位lll'llへのlll:接 合 を 」・

ボ キ シ 樹 脂 接1特IIに よ.,てit..,!こ.神 殿 か ら30i1日 ・鴇 帥 た.㌧ 二/、.1_川 完 私:}llの ラ イオ ン像 が 御1蒔 れ た 。 こ の

ラ 伺'ン 像 に っ い て 、 ・部llll川 部 ・)lll・〉'.r'1'1、・欧llli―;の 充 」1城lil.}r;.Lひ7リ ー ・ン ゲ.を}f.,た 。 そLて 、'如 ヒLた 基

壇 を 造 り 、 起 、1./.た状 態 で 安ji'ilた 併 け く、 像 周 辺 の 整 備 を 向.・ た

遺 跡 に 隣 接Lて 建 て ら れ た ゲ 《 ト ・・ウ'く屋Lに 無111源rl動 連 条,1【1環境IlhUllシ く ノノ・を 設 置 し継!1:,c的に 測 定(外 気lllllUl芝・

外 短!・渡 ・コ ン ク リー トノ《【llil,ll披・ ・1ン クll.一 ト1ノ郡 温 度 ・―・1・川 ,・ 日 照 強ll芝 ・1,ll田Dをlf-、 て し、る 。 こ れ らの デ ー タ

を 回1反 し解 析 した1、 ま た 新 た に 最 ノく風jlll註 川 シ ス テ ム を 設ll'°貝 、 測 定 ろ.・川 始 〔 ノ.二1.

以 前 、 シ リ ア 政ll:j考'ICI'局に よ り ドー一ム 状 濁 屋 の 建1没 が 計lllIiさわ 、 ,ii{跡を川 むii三で 鉄 筋 コ ン ク リ ー トの 柱 が 、1ノ:てられ

た ・ 計 山 は 中 止 さ れ た が 、 柱 は 残 さ れ た.isi、 で 外 観i極y)て1,㌔'!11い 状 況 て あ ・た 1.こ の 柱 を ド部 の 基1}楚部 分 を 残 【

て 切1新 除 去 し た 、,

研 究 組 織

(.)匹lrili

朽 津

1卜i

海 老1`馨

こ 輪

1【Il勺

山 山奇

忠

lll

洋

孝:

嘉

奈

:;i(is際 文 化Ul保r
j・佗 侮 協 ノ戸 ・ン シ・.)

明(国 際 対1劃.flイlrdr・1り 協 ηfン ク ー)

・(し巨京ikド ノ十掌1勿ff['i

雄{((株)ざ ・工 トス)

ノ1・{(文 イヒ'」:)

美j孔

や よ い(ア レ ッ ホ ト草1勿食1'i'

ワ ヒ ー ド ・ハ イ ヤ ー タ(ア レ ッ ホ1"i'1勿食1'P

ハ ミー ド ・ハ マ ー デ(ア レ ッ ホ 博 物 館)

サ ー メ ル ・パ フ ォ ー ル(ア レ ッ ホ 博 物 食【`P

オ マ ー ル ・ ヒ ナ ウ ィ(ダ マ ス カ ス 博 物 館)
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M 個人の研究業績

凡 例

氏 名

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

(7)

(8)

公rlj図lll:(単 著:・II譜 二・編 漕:・ 監 修 ・癖1訳 な ど)

"1∫:彿∫斜乱謎1(
,1命文 ・ll丹'虎ノ ー ト ・ll;㍉i,・ 内 朗≦幸1運・告 な と")

学 会.発 表ql頭 発 表 ・711ス タ ー セ ッ シ;.1ン な ど)

展 示 な と'

研 究 ・1凋 査

講 演

解 説 ・翻 訳 な ど

委 員 ・学 会 役uな 、1ゴ9

青 木 繁 夫AOKISiligeo(fl'で ・1{乏技1'II部)

(2〕lt'ljl地Gち'己ikl`i∫::{;同1`i'P1・1∫1、1;『[':々II1そミf弩三{.ノ)'くe零《、」、Iljlイ「

レナ98 .3

〔2!i「:`要 文fLUつ い)ノ＼'くUI「;II1㌦∫ld～ 月野巨[ノ こ∫1巨しIL見1[川

{3)鎌 倉 人 仏 に 川1る 環 噺'、'染,吻 質 の 影 響

〔6}'文 イヒUオ1こ}∫1}る1;;'量1亮1与.・4レ レ)1,三+illy;it・,く・'ノ、

【811洋,1,葛 りIU」1斐1均 二田」'ノ<11概'ljri『亦雪怪IIII左iL

〔8)「 ・薬 りll食r{1[1―1∫ ノく.lfllll―・lr/k、i'.1μb委L11こ

〔8)蓄 畠、1;1㌧りi胡 月ガ'f田1'r疏 片1ミ1.ii・JII亦1iLj次611LJ1[Jrd'旨

石 井 倫 子IS川TOmoko(J:能 部)

(2)f.Llliと 協繭掬 」:巨ll去.【:1 .!;ll;:にIJ.る 」矛1・帳 論

〔2}ff旨(ノ)lii(ノ)渚 斤Ill'/ア 乏/r::f襲7rでリ(ノ)、1'r耳曇を と,る

Lに 風 況 に,い.・1〔..浦 ・ 占 氷 ・II幽 二邊

1'll【'{1"lllン ノ7ノ ,..V()L.10,No,298.2.8

卜Lf胃1/K'()NI()Sfi'rf:fi'`・1塾 .プこ1,.}覧97.lo.2/1

・・ノ.ン ノく14り`!官1∫ わ1}ぐ
,.環Ll;旨 与1薮 シ ン ポ ジ ウ ノ、

導 二ご員 会

[1'[iミill!1..㌧lIこ1二(∵」∫∵,887}」 「97.9

こ1ヒ 、.―14二('噛γ1.・1213～ ナ97.ll

・中 村)

97.5.22

[ドf、ξr」':看こ1!亀1∠:.11i7

石 崎 武 志ISHIZAKITak(・slli(保r」'利!bl∫:部)

q)L(ノ)1束 糸【Il、『1'.(ノ).環1竜1倒 ,―― フ ジ ・ノ`ク ノ シ ス プーノ、編 、ll;日i..ifノ[、1∴}lillノ くll、lllJl苓(1997)

〔2}Cilaracterislics(,「1hesoil-s童ruclureoffi・ozellsoils ,(Sugila,IshizakiandIl'Ilkllda)Proc.8thII11 .SymP.{〕n

(}rOUnclFre(・zill,t;'(1997)

(2}ExPerimelllalsludyOllmiし 〕roslrucUlrellear「rcezinぎ ぐ 「r〔mlduビh】gs()ilfreczin9
.(Walanai)e,Mizoguchi,

Ishizaki(IIFIlkcicl,i)1)roc.8thInt.Symp.OllGrollndll'1'eezing〔1997)

(zEsselltialch乏lraclerislics()ffrozellfrin9(・allddetermil】 痴onofitsPal・ameters
.(Xu,Wu,lshizaki,F田 《11da,

q川vilinandErsh()v)Proc.8thint.Symp.onGrolmdll'!唱cezing(IS)J7)

〔2);外`糸Illj止匝f【illこ才51ナ ど6L(ノ)2東 糸【lllr[1近f)ヴo)子}瓢〔ト見rlく」料llテ」造・1こ一,し 、一〔二〔ノ)')!!,i?li)1:'ラ、己(2μ 芝」イ」 ● ゐIII∫lll●イ「山奇)
,E「1ノ斐業 【:ノトこ'亀1∫:/¥7/.t;ullll二(

14ミ』191り ・(1997)

(3}イ1イ;イ'o)14{糸lllり ヒノイヒ十幾 季[1孝(ノ)1,.1{i楚白く」百刀:'ラ宅(イilll奇 ・ ゐ2甫)文1'イ ヒliイflイtrf:1i{1夏'b}∫:会q侮191口1ノ く
1.97.6.7

{3}ガ ラ ス ビ ー ズ を 月1い た 凍L実 験(武 藤 ・ 石 崎 ・ 溝 口 ・渡 ,i1わ 農 業L木"1∫:会97.7

{3)iの 凍 結lh;;1率 と 温 度 勾 配 、 凍 結 速 度 の 関 係 に っ い て(石 崎)日 本 雪 氷'亀1∫:会97
.10

{3)1迦hl亦 ・ フ ゴ ・ソ へ11司 窟(ノ)1虫 しイヒ とf呆rrl(1・'∫111:・ 孔日1・ ♂女 日1・ 石II崎)日,イ 叉肥Jljj也,`'Pl∫:
1.・1勺 戊gll.度 研:'ラ宅 発 表 会

97.10

〔IJ)史 跡 ・ フ ゴ ッ ペ 洞 窟 の 風 化 と 保r」 ¶ 一 洞 窟 内11i,,渡'測 定 結 果 に 一・い て(竹 内 ・安III・ 遠'llオ寒 ・ 石 崎 ・ 朽 津)日

イ父LLJ目 」幽也'`,f"γ:会 ・1勺」又9イ ト1斐'行メ1:'i5ご発 表 会97.10

-72
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(3)糸 田イL[ilこ ノD戊 さ れrこ メ タ ン ハ イ ト レ ー トの 角翠㌶lli損1豚ヒ(内ill・ 汀サ老1召 ・イlll碕)liノ トこdl♪}("}∫:二こ97.10

(3)メ タ ン ハ イ ド レ ー トの 基 礎 物 性 に 関 す る 研 究(内IH・ 海 老沼 ・、ll川・'[え野 ・前 ・石1崎)資 源 身1材 学 会97.9

(5)石 造 文 化 財 の 凍 結 劣 化 、 塩 類 風 化 機 構 と 保 存 対 策 に 関 す る 研 究

(5)遺 跡 内 の 水 分 、 塩 分 移 動 の シ ミュ レ ー シ1ン ∫三法 に 関 す る 研 究

(5)低 温 ドで の 文 化 財 のlj化 に 関 す る研 究

(6)石 造 文 化 財 の 劣 化 に 対 す る 多孔 質 内 の 水 分 ・塩 分 移 動 の 影 響(石 崎)研 究 会 「多孔 質 中 の 水 分 ・塩 分 移 動 と

N,r類 極Uヒ0)メ カ ニ ス ム1東 京lki、γ:文ニイヒU4{i升究 　li97.11.25

(6>凍 結 や 乾 燥 過 程 に お け る 多 孔 質 体 内 の 水 分 ・塩 分 移 動 と 氷lilllrおよ び 塩 類 の 析 出 機 構 に っ い て 講 演 会 「多孔 質

体 中 の 物 質 移 動 研 究 σ)新 し い 動 向 」 東 京 大 学 農'学 部97.11.26

(6)Frostdamageincu且turalheril{1gesorstonealldwcathringmcchanisniduetosalt.(lshizaki)Workshop

onmodelingofdeterioraliollinc()mpositebuildingcomponentsduet()healandmasstransfer.BR1-

Tsukuba,Japan,Jalluary且998.

(8)日 本 雪 氷 学 会 凍 ヒ分 科 会 幹 事

井 手 誠之輔IDESeinosuke(情 報資料1(tll≦)

(1)「 日本美術館』(共 同執筆 ・室町ll与代)

禅林 国際社 会 と美術、 スーパー美術館 ・頂相(以 ヒ、南北朝時代の美術)

東 アジアの中の 日本 美術 、室川∫時代の中国 と朝鮮、 日本の画家が見た もの、海 を渡 った1体 の美術(以 一L、東

アジァの中のEi本 美術)

仏教版 画(以 ヒ、神仏 と人 々)小 学館97.11

(1)『 高 麗 ・李朝 の仏教 美術展』図録 多用のなかの統一 一高麗仏画の領分lnlI県 、k美争1{1館97.10

(2)黎 明 館本 の仏伝場面 に関す る覚 書 平成7・8年 度科学研究費補助 金(基 盤研究Bl)『 ノL州 にお ける仏教 美術

の遍在 と偏在一中央様式 と地方様式 の関係 を中心 に一」(代 表 者:菊 竹淳一 〈九州人学〉)報 告,IF98.3

(3)請 来 された宋元仏画の諸 相 第16回 国際交流美術 史研究会国際 シンポ ジウム(谷1【 シ ンポ ジウム)97.10

(3)「 境 界」 美術 のア イデ ンテ ィテ ィー請 来 仏画研 究 のr.場 か ら 第21回 文 化財 の保 存 に関す る国 際研究 集 会

97.12.4

(4)『 高麗 ・李朝 の仏教 美術展』 監修補助 山口県 、γ美術館97.10

(5)高 麗 仏画の調査(10月)

阿 弥陀如来像(萩 原Jj添)、 阿弥陀八大 菩薩像(広 福 護国禅 キ ・大念仏 寺)、 水月観 音図(功 山 芋 ・個人 蔵)、

ノ∫11:T・仏 図(不 動院)等 のrl'll麗仏 画につ いて調査 し、基礎 デー タを収集す るとともに写真撮 影を行 った、,

(5)酬 曇f来イムplij(ノ),誹,制査(:i月)

北 部九州地域 にイム>kす る,llDk仏iilllにっ いて、凋査 し、 基礎 デー タを収 集す るとともに写真撮影を行 一・た、,i-1図

(哲'願 、畳1`)・見 心来復像(萬 歳 与)・ 以 巴1∫得謙 像(萬 歳 寺)・ 水月観 音図(広 福護lk1率liUf)・;i3財'1!:r歴 参 図(広 福

護国禅 寺)・ 釈迦 モ尊図(広 福護lki禅 寺)・ ノk月観 音図(人 慈 寺)・ 阿弥陀浄 口×1(人 慈 寺)Q

(6)東 ア ジア絵画史 にお ける高麗仏i由iの領分 国際理解講14≦/朝 鮮 ・中国の仏教)こ術Ill無ll∫ 谷 戸公民館97.7.5

(7)高 麗 仏plij解説10点

阿 弥陀如来像(根 津)ミ術館本 ・萩原 寺本)・ 阿弥 陀八人 菩薩像(広 福護lki禅 占}本・人念仏 ぴ本 ・根津)ミ術館本)・

水11観,,:it図(功 山 、¥本・養 寿 、¥本・個 人蔵 本 ・静 嘉堂 文1・il:美術 館本)・ 万 ノ1:T・仏図(不 動lilL)「 高 麗 ・李朝の仏

教 美術展』(山i喋 、Z)ミ看ll館)図 録97.IO

岡 田 健OKAI)AKcnOミ 術1㍗il)

(2)奈 良 ・光 明 寺蔵 銅 造 如 来二1・r.像 「)ミ術 研 究 』368号97.12

(2)f;=1-4'沙 門 天 像 羅1フ戎門 安 置 説 と造 、γ年 イ℃に 関 す る 考 察 一 『)ミ術lr)('』;370号98.3

(3)龍 門 イ1窟 へ の 足 跡 一 岡 倉 天 心 と 人 村11Li崖 第21回 文 化 財 の 保 存 に 関 す るlkl際 研 究 集 会97.12.9

(5)中 【Ki仏教 美 術 訓訂査(」 ヒ京 ・211∫」ヒ)97.12.12～12.17

(6)岡 倉 天 心 と 中llミ1の仏 像ii京lk1、Z文 化 財`研 究 所 美 術 部 ・ぞlll報資 料 部 公 開 学 術 講 座97.10.22
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[

(7)釈 迦 如 来像/像 内納入品 ・切G(都 ・清涼 牟)『 週 「1」朝Ilii科 日本の【kl宝」1697.6

尾 立 和 則ORYUKaZunori("釜 復技 術部)

(3)襖 の解体 と ド張 り文、ll:の保 存ll萎復技術 にっ いての解説 と実技指導 ド張 文111:研究 会97.8.22～23奈 良 人学

勝 木 言一 郎KA'1'SUKIGen-ichiro(情 報 資*こ1部)

(1)細 井尚r・III本 吸lr編 『泉州 目述塊儲 に もとづ くlilP文 化 の諸相』 日本 口i辿 塊偏一1研究会97.12.25

(2)泉 州 開兀 ぴにみ られ る楽器を も一・た飛人 ・迦陵頻伽形の 斗棋につ いて 細 井尚1'・Ill本 宏r翁 ㎡ 『泉州 目辿1鬼

innに もとづ くlllll文 化(ノ)諸相』 日本lll辿 イ鬼1NI@-11i)(究会97.12.25

(2)泉 州 開兀 寺"有 樂諸評的飛 天與迦陵頻伽i"形 的 ♂卜棋 細リ1・尚1㌔ilia/;1孔 糸笥lli「泉 州 日辿 塊偏 に もとつ く日中文

化 の諸相」 日本 ―ll辿 偲佃lll研究 会97.12。25

(3)ヘ ラ ク レス ・イメーシの 東漸 毘 沙門 天図{象にみ る乾悶婆 をlll心 に 東3j(国 、γ文化財研究 所 総合 研究 会

97.1Z.9

(4)敦 煙 壁画 にみ る迦陵頻伽の図像にっ いて 東京lk位 文化財研究所til;i部 牛錫ll研 究 「中llく1仏孝父)乏術 基準作llil1調査

砂F究」伍J『究会98,2.4

(5)宗 教 図像 を通 じてみ た占代 文化の 東西交流 に関 す る{1)i究

(5)中 国 福建省 泉州1地区 にお ける宗教 遇ll∫の調 査研究

(7)泉 州 にお ける宗教像 細 川、8む1'・[ll本宏1孔編 『泉111目 辿1鬼Minnにも と'・く日中 文化の諸相』 日本 「目連塊 偶1」

研究会97.12.25

鎌 倉 恵 子KAMAKURAKeiko(芸 能 部)

(D「 け い せ い 素 襖 雌1(翻 刻 解 題)『1:玖 舞 伎 台 帳 集 成 』 節:16Y勉 誠 社97.9

(D細 井1尚r・i11本 嘘ξr編 『泉 州li辿 イ鬼偏 に も と つ く 日 中 文 化 の 諸 相 』 日 本 口1辿 塊 偏1研 究 会97.且2.25

(2)日 本 の 目 辿 細 月・尚1'・lll本 宏j孔 編 「泉 州 目 辿 塊 偏 に も と づ く 日 中 文 化 の 諸 相 』 日 本 「目辿 塊 偏 」 研 究 会

97.12.25

(2)式 こ番 覚 、1}き い わ ゆ る ノじ禄 歌 舞 伎 の 時 代 一 『芸 能 の 科 学 』26号98.3

(2)元 禄 歌 舞 伎 に 登場 す る 動 物 《lnternationalSymp(》tiiurnOIItheConservationandRestrationofCultural

Property-Kabuki:ChangesalldI'rospects‐1996》98.3

(6)翁(式 番)の 種 々 相 東 京 国 、γ文 化 財 研 究 所 夏 期 学 術1;偉座97.7。10

(7)日 本 占 典 文 学 研 究 史ll`典(担'"111`1目 執'の 勉 誠 社97.10

(7)日 本 史 広 辞 典(担'11項 目 執 筆)lhlll出 版 社98.1

(7)楽 劇 紹 介 「中lkD艮 州 の 人 形 戯 と;,,ii」L経浄 瑠 璃 一 『il辿 』 をy)ぐ っ て1楽 劇 学 会 例 会98,3

蒲 生 郷 昭GAMOSatoaki(芸 能 部)

(2)長 唄iE本 研 究(共llil研 究)176～187『 邦 楽 と舞踊』562～573号97.4～98.3

(3)『 め りやす 豊年蔵』 をめ ぐって 東京国 、號文化財研究所総合研究会97.4.8

(6>翁(式 モ番)の 種 々相 東京国 、ar.文化 財研究所 夏期学術溝座97.7.9

(6)17世 紀 風 俗IlhillI描絵 的 こ味線 初探 第2i"1中 日 音楽比 較研究 国際 検討会 人津市京川会館97.10.21

(6)日 本 の笛 のあ らま し 第28回 芸能部公開学術講1座97.10.29

(6)私 た ちが採譜 していた ころ 『新義 真,亨声明集成楽譜篇第 ㌦巻 ～箇法要集(ド)』 真 、ヤ宗 豊山派仏教 薄年会98.3

(8)国 際 民俗 芸能 フェステ ィバル企画委員

(8)教 科 、塵}用図rx検 定 委 員

(8)li小 γ劇場 専門委員

(8)芸 術 作品賞 レコー ド部門審査 員

(8)楽 劇 学会理事
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川野邊 渉KAWANOBEWataru(修 復 技術 部)

(2)装 満 技術 にお ける酵 素利用 のil∫能性に一)いて(竹i・ 君1鳴 ・岡 ・木川 ・川野邊)『 保存科,,,,f:』37号98.3

(2)文 化 財建造物 の修復 に川 い られた合成樹脂 の変遷(竹 之内 ・川野邊)『 保 存科学』37}}98.3

(2)屋 外 に川い られ た人r木 材 の劣化状況 と新規人L木 材U)提 案(竹 之 内 ・川野邊)『 保存科学』37111」98.3

(2)ラ イ ンセ ンサを川 いたlr∫視光 ・赤 外線 テ シタル撮 影 システム(川 野邊)「 保 存科"i:』3798.3

(2)重 要 文化財の 大気腐 食に関辿 した風観測(i'i・1111!邊 ・中村 ・宮 ド)『超 音波 テ クノ』vo1.10,No.298.2

(2)高 徳 院国'i':銅像 阿弥陀女1[>k座像の気象調r㌃Lに 風況 にっいて(孔 浦 ・llf木 ・川野邊 ・iil村)「 保存科学 』

37}ナ98.3

(2)修 復 材料o)現 状(川 野邊)「 学石llj月報』51巻1号98.1

(3)地 温 変動 を川 いた遺跡調 査(㌔ 浦 ・森 ・r藤 ・川野邊)日 本 文化財科学 会第141ill人 会97.6.21～6.22

(6)文 化 財 に対す る酸牲降 ド物 の影響 と.'1'idli酸桝 降 ド物U)影yl,t15に関 す る研究会 筑波人"}∫:97.9

木 川 り かKIGAWARika(保 存科"}∫:部)

(2)臭 化 メチルの使川 規制 と博物館 ・美術 館等におけ る防虫防微対策 の今後(モ 浦 ・木川 ・lli野)『 月i二1」文化財』

414号98。3

(2)脱 酸 素剤 の文化財顔料等 に及 ぼす影響(木 川 ・宮 沢 ・朽津 ・佐塁チ・lh野 ・ モ浦)「 保存科学』3711!」98.3

(2)温 度 を利用 した殺虫法(1)一 低 温処理 および高温処理 による殺虫効果の検討一(木 川 ・永山 ・llI野)「 保 存 科

学』37号98.3

(2)装 こ う技術 における酵 素利川 のll∫能性 について(竹 ヒ・君 島 ・岡 ・木)ll・ 川 野邊)『 保存科学』37号98.3

(3)脱 酸 素環境の文化財顔料等 に及ぼす影響(低 酸 素濃度殺虫法 に関す る基礎実験(2))(木 川 ・【ii野・佐野 ・ 乱浦)

文 化財保存修復学会 第191・i人 会97.6

(5)新 た な虫害防除法(脱 酸 素法、温度処理 法)に 関す る基礎1ひ1究

(5)各 種 防虫剤、防徽剤等 の文化財材質(顔 料、 金属)に 及ぼす影響試験

(6)新 た な殺虫法 と しての脱酸素法 ・温度処理法 文化財 保存修復研究 協議会97.9.13

(6)煉 蒸 剤臭化 メチルの規制 の動 向と今後 の代替策 にっいて 記録 史料 の情報資源化 と史料管理学 の体系化 に関 す

る研究会 国文学研究 資料館97.10

(7)煙 蒸 剤 ・臭化 メチ ルの使 川規制 と博物 館 ・美術館 等におけ る防 虫防 徹対策 の今後 ミュー ジアム多摩(東 京 都

一三多摩公 、Z博物館 協議 会報)No.1910.3

串 田 紀 代 美KUSIIIDAKiyOmi(芸 能 部)

(2)東 京 都 の2[戸 祭 り 噺r一 現 状 、」、ll査と そo)報 告 か ら 「「IL戸(ノ)祭1雌rl711fの 祭i難r現 状,凋 計廿報 告II『』97.4

朽 津 信 明KUCIII'1'SUNobuaki(国 際 文 化 財 保 存 修 復 協 力 セ ン ター)

(2)敦 煙 莫 高 窟 に お け る壁 【iiliの塩 類 風 化 『Lと メ1募礎 』45巻97.4

(2)Evaporation三mdhaltErflorescellce()ftheMuralPaintingsintheMogaoGrottoes《TheConservationof

DunhuangMogaoGr()ttoesandtheRelatedStlldies》(Kuchitsu,WLITIf;,Duan)97.10

(2)タ イ の 遺 跡 に お け る使 川 石 材 と そ の 劣 化 に 関 す る 調 査 報 告 「{呆存 科 学 』37号98.3

(2》 脱 酸 素 剤 び)文 化 財 顔 料 等 に 及 ぽ す 影 響(木 川 ・宮 沢 ・朽 津 ・仏{野 ・II19')'・ 孔浦)『1呆 存 科 学 』37}}98.3

(3)鉛 丹 の 変 色 に 関 す る鉱 物 学 的 考 察 文 化 財 保 存 修 復 学 会 第191・1人 会97,6

(3)タ イ の 遺 跡 に お け る 煉 瓦 の 塩 類 風 化 タ イ の 遺 跡 に お け る イ1材 と そ の 劣 化(H)Il本 文 化 財 科 学 会 第141・1大

会97.6

(3)洞 窟 遺 跡 な ど で 観 察 さ れ る 黒 色o)汚 れ に つ い て(朽 津 ・ ヨID日 本 文 化 財 科"}∫:会第IAilll大 会97.6

(3)史 解亦 ・is見 百 穴 に お け る 蒸 発 岩o)形 成 と 壁llli後 退(朽 津 ・1己崎)il本 地 質'学 会 第101年{「 会97.10

(3)史 跡 ・フ コ ッ ベ 洞 窟 の 劣 化 と 保 存1(朽 津 ・ ヨ畳1・"/.VIII・イ1崎)日 本 応 川 地 質 学 会'卜 成9年 度 研 究 発 表 会97.10

(3)史 跡 ・フ コ ッ へ 洞 窟 の 劣 化 と 保 存II(竹 内 ・安 川 ・遠 藤 ・石 崎 ・朽 津)日 本 応 川 地 質 学 会 平 成9年 度 研 究 発 表 会

97.10
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(6)鉱 物 か ら見た壁 【llli顔料 東京lkl、r.文化 財研究所総 合{り1:究会98.2,10

(6)タ イ、 アユ タヤ遺跡 における レンガ建造物 の塩類風化 の現状 研究会 「多孔質中の水分 ・塩分移動 と塩類風化

の メカニ ズム197.11.25

(8)史 跡 ・フゴッへ洞窟1呆存調 査委員会 委員

佐 野 千 絵SANOChie(保 存 科学1111)

(2)脱 酸 素剤 の 文化財顔料℃ に及ほす影響(木 川 ・宮沢 ・朽津 ・佐堅チ・ln野 ・ 孔浦)『 保存不こ1学』37号98.3

(2)展 小 公開 施設 の餌{内環境調 査報告'1ろ 成8年 度(佐 野 ・ モlllD『 保 存科学』37}ナ98.3

(3)博 物 館 り施設 におけ るアルテ ヒ ド類 の汚染状況(小 瀬ll・{4.野 ・ 孔浦)文 化財保存修復学 会第191・1人 会97.

6.7～6.8

(3)光i!折 にkる 絵絹構造 の解析(!,!;;越 ・Becker・ 佐野 ・・1・谷野)文 化財 保{;修 復学 会第19回 大 会97.6.7～

6.H

(3)脱 酸 素環境 の 之化財顔料等 に及ぼす影響(低 酸素濃度 幕貨虫法に関す る基礎li)院(2}(木 川 ・山野 ・佐里チ・ モ浦)

文化財保存修復,,,i:会第19回 人 会97.6.7～6.8

(3)熱 分 解 カスクt1マ トクラフ 質llt分 析 法 を川 いた絹の 劣化状 態の検討(佐 野 ・Becker・ 馬 越)文 化 財保 存

修復学会第19回 人会97.fi.7～6.8

(3)紙 資 料 を収納1た 保r∫箱内の温 ・1!【ll度環 境(高 瀬 ・稲 塚い14野 ・ilf木)文 化財保存修復学会第191111大 会97.

6.7～6.8

(3)収 蔵 展小 施設 の消火、,窒備の設置状況 ・・ロ ンノ1産1111L後 の!1り」向({ノ1{野 ・ モ浦)文 化財保存修復学会第19[lli

人 会97,(i。7～6,8

(3)禦 ～ク}角4{カ ス クir!ト クラフ't'111U>季 斤,1トを 川1いノこr　12余(ノ)つ〉村「(f左竺:1二・噌rl巨・1:°'j杢艮r1`・[11111・響{II要)文 イヒ

翼オイ呆イ∫イ修そ夏"γ:ゴこを恥191口1人 ゴこ97,6.7～6.8

(3)出L漆 の熱分解GC/MSに よ る漆o)産 地 推定(宮 腰 ・1:'ll根沢 ・山IH・ 仏{野)II本 文化 財科学 会第14回 大 会

97.6.21^-Ei.22

(5)漆 ・絹等 育機 質 文化財のJ化 のll平価 法に関 する研究

(5)室 内 汚染物質 の 文化財に 与え る影響 に関 する研究

(5)科 学 的な繊維1"淀 法 に関 す るlilt究

(5)科 学 研究 費補助 石》基盤研究Bl染 織 文化財の展小、保 存、管理 に関す る研究 目1)院 分担 者(研 究 代 表者 斎

藤昌r(共 、γ女1'人 学))

(5)科 学 研究 費補∬ノ」金基盤研究B「 歴史史料の材質劣化、}怖Hlへの 化学発 光o)応111研 究1研 究分担 蓄({肝 究代表 者

1豊ナ木睦qk卜 刀ki文"y:研 究 資料館))

(6)博 物 館 の保存環境 京畿道 博物餅197.11.5

(6)有 機 質文 化財 の劣化 の評価法 マテ リアル ライフ学 会s;;97.5.16

(7)国 、'r歴史 民俗 博物館 共i・1j研究 員 博物館資料 の保存環境(代 表 神庭イ、1・1}(国、Z歴史民俗博物 館))

(8)IIC・Japan運 営 委tl(会 計 担 、i/1)

(8)文 化 財保 存修復学会会誌編集 委員

島 尾 新SHIMAOArata(美 術 部)

(1)「 【1ノトこ〕〔三多ドf食官』(」髪著)ノ 」＼学 食官97.ll

(1)『 水墨 画 と語 らう』(美 術館へ行 こ う)新 潮社97.11

(3)美 術 史デ ータの現状 「歴史系資料の基礎情 報分 析 とモテノレ化 に関す る研究」 研究会 静岡人学97.6.21

(3)室 町 美術 題 美術Ilf)・情 報資料部研究会97.6.25

(3)「 近 代」 の雪舟 国際交流 美術史学 会97。10.21

(5)基 盤 研究(B)② 歴 史系 資料 の基礎情 報分析 とモデ ル化 に関す る研究(研 究代表者 八重樫純樹(静 岡 大学))

(7)雪 舟 筆四季Ili水[文iにっ いて 石橋美術館97.10.25

(8)ジ ョー ・D・ プライス 「コ ンピュータの眼で探 る若1中の 世界」(翻 訳)『 静岡県 、γ美術 館紀 要』13号98.3
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鈴 木 廣 之SUZUKIIhroyllki(↑ll」 報 資 料 部)

(3)カ ッ レ シ ・ ア ー ト ・ ア ソ シ エ ー シ ー1ン第85回 年 次 人 会

「)ミ術 』 の 創,没 」要 旨)『 鹿 島)ミ 術{i)i究 』 年 報 第14}拐1川}

(4)和 辻 哲 郎 『占 寺巡 礼 」 と 日 本)vl'v史)隻 術 部 ・情 報 資 料

報告 と発表原稿 口1)】治期 に おけ る身 体の 再構 築 と

97,11

"移ω卜究 ≦こ97 ,4.30

高 桑 い つ みTAKAKUWAIzllmi(芸 能 部)

(1)p隊1人1≦iiノトこ〔ノ)江i{1禁ll[―'llil[1:(ノ)乙i{虜Ill.1(」i、著:)`{虫1り戊客[.98.2

(2)小 鼓 の 世 界.「 花 伝 の 会 特llll公 演 ・・ン フ レ ソ ト』97.8

(2)ハ ヤ フ シ で 意 図 した も の 世 阿 弥1'ドll:本 の 小 段IILをy)ぐ って 一 『芸 能 の 科 学 」26号98.3

(3)世llll∫ 弥ri筆 本 の 小 段 表 。己 第2111illi:阿 弥 忌 研:究 セ ミナ ー97.8.8

(6)翁(式{番)のter々 相 東 京 国 、γ.文化 財 研 究 所 夏 期 学 術,,ll姻≦97.7.7～7.8

(6)能 管 の 誕 生 と そ の 後 の 展 開 第28回 芸 能 部 公 開 学 術 。ll孝座97.10.29

(6)能 楽 鑑 賞 講 座 国'r能 楽'1;{1公開 講 座97.10～12

(6)能 の 流 れ 一 世 阿 弥 か ら式 楽 ま で 一 昭 不1暗'楽 人 学 生 砂il学習 講 座98.L24

田 中 淳TANAKAAtsllshi(美 石il∫部)

(1)章 解 説 「明治の洋画」他、『iI本)ミ術館』 小学食ll97.11

(2)回 顧 と展望 近代 美術 「史学雑誌』97年5月 号

(2)序 論 黒田清輝 の生涯 と芸術 『近代 日本洋画の巨匠 黒 川清輝 展』 図録、 佐野 美術館97.10

(2)後 期 印象派 ・考(D『 美術研究』368号97.12

(3)「 基調報告」 シ ンポジウム 『萬鐵f%郎 の多面性』 東京【kl、r.近代 美術館97.4.19

(4)「 萬鐵 五郎」展作 品展示 タ1(都国 立近代美術館97.5/岩 丁県 、γ博物館97,7

(5)萬 鐵 五郎作品調査 東京【iミ1、tr.近代 美術 館97.4

(5)山 脇 信徳作品調査 高知県 、γ美術館97.10

(6)講 演 「黒 田清輝 のilhi業と その生涯」 佐野美術館97.11.8

(7>作 品 解説 黒lf1清 輝 「自iilli像(ト ルコ帽)」 ・「昼寝」 「静ll司新聞』97.10.20・22

(7)作 品 解 説 安 井曽太郎 「,.薇」 『毎ii新 聞』97.11.16

(7)作 家 ・作晶角Ir説 人 ド藤次郎 「穂高山 の麓」・リ己、[;膳 こ郎 「アルプ スへ の道」・「発哺 よりの展望」 画集 「巨llf

が描 く 日本の名lll』4巻 郷 臼h版97.11

(7)安ll嘩 叉彦他8名 作家解説 「マ イクロソフ ト エ ンカル タ98エ ンサ イクロペデ ィア』97.11

鶴 田 武 良TSURUTATakeyoshi(美 術 部)

(1)中 国 年鑑1997年 版 文化 ・)ミ術の項 中国研究所g7.7

(2)留 欧 美術,,,i:生 近 百年来中国絵 画史研究6『)ミ 術研究」369号98.3

(5)近 百年中国絵lilli史研 究 北 京、 ヒ海 での現代 美術調査97.4

(5)近 百年中IKi絵 【ilii史研 究 藩陽での調査97.8

(6)中 国 近代絵1由iに及ぼ した日本)vl,,の 影 響 渋 谷区 、r.松涛)ミ術館97.9

長 岡 龍 作NAGAOKARyusaku(情 報資料1引1)

(2)神 護 蕃とい う 「場1と 薬師如来像 『週i4111リj日i'1科 日本の国 宝,』011号 京 祁/神 護 寺 朝li新 聞社97.5

(3)「 仏像o)語 りノ∫1の 境 界 第2111x化 財 の保存 に関す る国際研究集 会97.12.5

(6》 日本人と人陸の仏像～ 占代 日本の外来 美術受容 ～ 川無 市lki際 ∫li埆牟講座97.6.21

(7)伯 ・品解,溌(薬 師 如来 帽 象・ハ大1、匿空蔵1'}纏 坐 像)週rl」 ・;リJIl百科 『iI本 のiiミ1'iこ011京 都/神,1蔓 ・与』 朝iI判 〒Il'rl

糾97.5
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中 里 壽 克NAKASATOToshikatsu(修 復技 術部)

(2)漆 の焼 き付け(高 温硬化)に 関す る研究(1)伝 統ll勺技 法 の調査 ・科学的解析一(木 ド・中f・ 上野 ・宮 田)

「f呆イ∫こ不斗'1¥1:』371t!」98.3

(2)伝 統 的焼 付漆{支法 の研究 『保存科"γ:』37り 陰98.3

(3)平 等 院か ら金色堂 へ 蒔絵技法の移行 東京国 、Z文化財1i):究所 総合研究 会97 .IO.14

中 野 照 男NAKANOTeⅢ(》(〕 〔三〇fミ∫'`'1≦)

(1)『i・:き 申ヰ了1象』 『[1本(ノ)又 三うド∫J381}}4ミ 文 湘笠:98.2

(3)TheWallPahllillgsoftheKolxi6,H6ry〔lji三 ⅢdlheideaorthePureL三lnd .IllterllationalConfcrcnce"The

Natllreof111eMas1(・rpiece1nJaPallandI?rrr・ 〔》pe",SninsburyCentrer()rVisualArt ,Norwich,England,

97.9.7

16)

(7)

17)

181

太 鼓 叩 き1.tな ぜ 笑 う シ ル ク ロ ー ド)ミ術 に 炎 わ れ た 楽 器 臼 井 文 化 懇 話 会98 .1.18

解 説 普 賢1',1樹1ほ か 東 京 国 、Z博物 館 名ll"1,図録CI)・ROM版98.2.20

資 料 提 供 ・'1/1""11111「シ ル ク ロ ー ド 甦 る キ ジ ル 大 石 窟lmNHK衛 星 第298。1.i9～1.22

T葉 県 四 街 道 市 文 化 財 審 議 委 員

中 村 茂 子NAKAMURAShigeko(11で 能 部)

(D糸 川)h、℃ 」'・・lil'イぐ〃ご1'・絢lj『 泉 州11連{鬼 侶轟に も と 一)1(日lll之 化(ノ)1;占季ll』Ii本lll蓮1鬼 偏lll{1升究 会1997 .12

(2)花 祭 りの 信 仰 ノ1沸木の 花 祭 り 文lll:を 史 料・と 【て 「民 俗 芸 能 研 究 』25号97.9

(2)盆 踊 り 「目 連 地 獄 巡 り 】の 伝 承 細 ル 尚j㌔IlI本 宏1'編 「泉 州 目 連1鬼 偶 に 嬉,と一)く 日 中 文 化o)諸 相 』97 .12.25

(2)花 祭 りo)劉:・ 構1」父と.L',義 『fib(ノ)不 斗"j∫:』2〔i号98 .3

(2):歌 多lllイ支9卜 優{!川:仰峯1「茎rノ ヒ ・fit(1「多ノL(ノ)1}巴1犬と 斗浮)k.1 ,hterllaholm且simPosiumOntheCollservati()nalld

RestrationofCllihlralPr()perty--Kabuki:Chξ Ⅲ}T('titittclProspeclsI996》98 .3

(6)翁(式 藩)の 種 々 相 東 京llく1、r.文 化 財研 究 所IUI"r'術 講 座97.7.8～7.9

(7)伝 統 芸 能 をKえ る シ ル バ ー パ ワ ー 黒 森 歌 舞 伎 「1°γ襲鑑 賞 教 育 』342り'1)7 ,5

(7)ネ 号丁三りTミ」ヒL不 口f!人 く乗三桝1楽 『£㌣楽 針監'ご£孝父ff」343り ・97 .6

(7)神 楽 をiH∫σ)心li蔵に し た 鷲 宮 田∫『文 化11:月 朝瑚349号97 .10

(8)東 京 都 文 化 財'1、1ノ:門審 議 委 員

(8)民 イ谷 　,.rte;1-"i:会∫ll!,1`

西 浦 忠 輝NIAIIIUIIATadateru(国 際 文 化 財保 存 修 復 協 ノJセ ン ター)

(1)《Conservation1'rojectforAinDaraTemPle,Syria》(A!ⅢualReP〔}rt ,1997),JaPξ ⅢCenterforInterlla.

tionalCooperationinConservation,TokyoNatiollaiResearchInstituteo「CulturalPr()perties&Aleppo

MuseumsandAntiquities,Syria98.3

川 「シ リ ア ・ ア イ ン ダ ー ラ 神 殿 遺 跡 保 存 修 復 プ ロ ジ.i_ク ト』(年 次 報 告:1997)東 京IKI、γ文 化 財 研 究 所 ・国 際 文

化 財 保 存 修 復 協 力 セ ン タ ー 、 シ リァ 国 ア レ ッ ポ 考111'局98.3

(2)MicroclimateofCaveTemples53andl94,MogaoGr(,110es(MIUKA・Nlti111UllA)《Conservationof

AncientSitesontheSilkRoad》TheGettyConservaliollInstitute97.7

12)AnalysisontheMicro-EnvironmentontheMogaoCaves((ProceedingsoftheInternationalSymposium

ontheConservationofDunhuangMogaoGrottoesandtheRelatedStudies))97 .10

(2)敦 煙 莫 高 窟 保 存 修 復 の た め のii中 共 同 研 究 『お もLろ ア ジ ア 考liゴ学 』 連 合Hl版97 .12

(2)ア ジ ア 諸 国 に お け る 文 化 財 保 存 の 現 状 一 ア ン ケ ー ト調 査o)結 果 と 考 察<2>一(:神 ・西 浦)「 保 存 科 学 」37

号98.3

(2)第11回 イ コモ ス総 会 ・国 際 シ ンポ ジ ウ ム 報 告 「国 際 文 化 財 保 存 修 復 協 力 セ ン タ ー:Newsletter」No .197,5

(2)遺 跡 保 存 を 考 え る 「シ リア の ア イ ン ダ ー ラ 神 殿 遺 跡 の 保 存 修 復 」 『ニ ュ ー ス レ タ ー[日 本 西 ア ジ ア 考 古 学 会 通

信]』No.297.
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(2)1¥nOverviewfortheCollservationofMogaoGrottoes-Aimill](1ProcedllreoftheSymposh11n《Proceed-

ingsoftheInterllaliona】Symposhlmc)lltheCollservξltionofD川1hulⅢgMogaoGrottoesalldtheRelated

Studies))07.10

(2)シ リアU)γ イ ンダー ラ神殿遺跡 の保 ♂」冗修復1'LIhll代 オ リエ ン ト世界を掘 る1(第41111西 ア ジア発掘 調 査報 告

会収録集)98.2

(2)シ リア ・γインダー ラ神殿遺跡o)保 存修復 とその問題III「 第21・1,ア ジ ア文化財保 存修復研究会報 告,1;1』98.3

(2)国 際(ア ジア)文 化財保存修復研究 会について 【―1kl際文化財保存修復協力セ ンター:Newslette司No.398.:3

(3)パ キ ス タン ・ガンダー ラ仏教遺跡 の保 存:ラ ニガ ト辿跡 におけ る新技術 の応川(西 浦 ・増)1二・海 老澤)保 存修

復学会第19回 大会97.6

(3)ア ジ ア諸【kiにおけ る文化財保存の現状一 ア ンケー ト調 査の結果 と考察 〈2>(:神 ・西浦)保 存ll多復 学 会第19

回人会97.6

(3)石 材 保存 川樹脂 の評価試験[V]樹1】 旨処理 含浸石材 の水蒸気透過性一(西 浦 ・人イ1ほか)保 存修復学 会第19

回大会97。6

(3)パ キ スタ ン ・ガ ンダーラ仏教 遺跡 保存国際 プ ロジェク ト(西 浦 ・増井 ほか)日 本 文化 財科学 会 第IA回 人会

97.6

(3)シ リア ・アインダー ラ神殿遺跡 の保存修復 とその問題点 第2【IIIア ジア文化財保 存修 復研究会97.10

(3)文 化 財保存修復 への新材料 の応川 とその問題点 「文化財の保存の修復:何 を どう残すのか?」 文化 財保存 修

復学会第2回 学術 シンポ ジウム ・パネルデ ィスカ ッシ ョン98.2

(3)敦 煙 莫高窟保存のための11中 共同研究 の経緯、現状、問題点(西 浦 ・増ilD第3回 国際 文化財 保存 修復研 究

会98.3.3

(6)海 外 にお ける石造 文化財の保 存対策:特 に塩類風化 にっ いて 研究会 「多孔質中の水分 ・塩分移動 と塩類風 化

の メカニズム」97.ll

(8)大 分 県石造 文化財 保存調査 事業委員97.7.1～98.3.31

(8)文 化 財保存修復学 会運営 委,[71a・編 集委員

(8)日 本 文化財科学 会幹 事

羽 田 艇HATAIIisashi(芸 能 部)

(2)「 能 」 の 真 価 と魅 ノ」 「「能 」 の 心 理 学 』(河 出1+:Ft房)97.7

(2)批 評 の 機 能 《lnlernationalSimposiumontheConservati()nandRestrationofCulturalProperty

-Kabuki:ChangesandI)rospects-1996》98 .3

(6)翁(式'・(PT)の 種 々 相 東 京 国 、'r.x化財 研 究 所 夏 期 学 彿1講 座97.7.7～7.8

(6)狂 、ヤの 噺仔,ド 武 蔵 野 女 」孔人 能 楽 資 料 セ ン タ ー 公 開 講 座97.10.13

(6)先 代 梅 若 六 郎 梅 若 能 楽 学 院 公 開 講14≦98.3.11

(8)国 、Z能楽 堂 専 門 委 員

(8)日 本 演 劇 学 会 理 事

(8)楽 劇 学 会 理1F

(8)芸 能 学 会 常 任 理 事

早 川 泰 弘IIAY/1K/1WAYasuhiro(保 存 科"γ部)

(2)Measurementofhydrogenpermeatiollintosteelbyusillghall()wboltandSnO:,gassensor(Ilayakawa,

Komoda,Ono)『Sensorsan(lActuatorsB』VoL4297.2

(2)各 種 の 蛍 光X糸 泉分 村で装 置 に よ る 文化 財 、試 料o)分 析(早1日 ・'1え尾)『 保 存 科 学 』37号98.3

(2)絵 【由i川S環 の 安 全 舵llの評 価(2)(孔 浦 ・ilUID『 文 化 財 保 存 修 復 学 会 誌 』92}}97.12

(3)微 小 部 蛍 光X線 分 析 法 に よ る 文 化 財 試 料 の 分 析(早 川 ・・ド尾)第581・[分 析 化 学 討 論 会 要 旨 集97.5.25

(3)複 数 の 蛍 光X線 分 析 装 置 を 用 い た 文 化 財 試 料 の 測 定(早 川 ・ ・卜尾)il本 文 化 財 科 学 会 第14回 人 会 要 旨 集

97.6.22
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(3)硬K製 勾kの 蛍 光X線 分析Clりll・ 早乙 女)日 本分析化学会第46年 会 要旨集97.10.7

(5)Ill代 金 属 器に含 まれる微 駄ノL素剰D戊に関 する研究

(5)硬k製 勾Kの 化学組成 と材料産地 に関する研究

(5)ア イ ヌガ ラスの化学剰1成お よび交易に関 する研究

(5)科 学 研究 費補∬リ」金基盤研究131中II{LIヒ 方 系ll∫銅 器の研ラ鴇 研究分担 者(研 究1℃表者 高 浜 秀(東 京 国立 博物

館))

(5)'ド 安 時代 における銅製ll"1の材質調 査 と鋳造技法 の研究(福 武学わill文化 振興財団)(研 究代 表者 原川 一敏(東

京国 、Z博物館))

(5)日 韓 硬 匠製勾kの 基礎研究(福 ∬丸学 術 文化振興財団)(研 究1覧表 者 早乙 女別i博(東 京人学))

(6)蛍 光X線 分析法に.kる1書'銅 器の化学 紺成の測eL'rl1然 科 学的 な方法の 考占"1∫:への応 川liil}演 会 北 京 人学 考

占系97.1〔}.Z:3

(8)日 本 分析化学会会記1編集委員

平 尾 良 光illRAOYoshimilSu(保 存不斗学 部)

(2)カ マ ン ・カ レポユ ック第8次q993年)お よひ第9次(1994・.)調 査で出Lし た銅製品o)化 学的測定(¥1/_尾 ・

季芸〔ノトこ)『 つ'ナ トリア考1曹ゴ"}セω『究』6㌻}97.;3,5

(2)カ マ ン・カ レホユ ック第7次1凋 査か ら川Lの 銅製品 の微IIしL素 分析(鈴 木 ・'1')1・ 占谷 ・'円己)『 アナ トリア

考lir学伍圷究』6}}97.3.5

(2)ト ル コ共和lk1カ マ ン・カレポユ ックか ら出iし た銅製ll、lll中イ・純物の マ イクロフロー一ノ分析(rikik・ 占谷 ・阿部 ・

斗えノト●、iえ1{三)『ワρツートリi'考'1㌧"1メ:lily究』fi凱}97.3.5

(2)西 野 西遺跡 群川原 田遺跡li!L火 製 斗の科学的.J'.1t'r.(/'尾 ・瀬月『)『 長野県北 佐久llll御IUH町 川ls;(III遺跡 科学分

析報告 書』 長野県征ll代川町教育 委n,111.(1996)97。3.3i

(2)奈 良 県の(財)人 ケ瀬組が所 有す る銅造 不動ll)日1、Z像の鉛1司位体上ヒ('四 の 「奈良県i」 ヒlil村財 団法 人天 ケ瀬

組笙の窟0)銅 造 不動明ll像 」 ヒ」ヒill村文化 財'調査報告IL)97,7.31

(2)谷III遺 跡 か ら出 ヒしたIlf銅製 遺物 にっ いてのrl然 科学的研究('卜 尾 ・鈴木)「 谷[II遺跡 』 『安富ill∫文 化 財調 査

報告4』 兵庫 県宍 粟郡安富町教育 委tl会97.8.18

(2)日 永 遺跡 出 ヒの銅矛 ・銅k(・ 「尾 ・鈴木)『 ノL州歴・迎資料館研究論集22、 四、鉛1・・1位体比』97.9.15

(3)東 ア ジアVWT・年 前のi書ナ銅文明を探 る(佐 々木 ・'1'尾 ・'1孔井 ・Ilりll・鈴 木)第UI1【 黎 明研究 発表会ll頭 発表

日本原r力 研究所97.5.22

(3)微 小 部蛍 光X線 分析法 による文化財資料 の分析(早 川 ・'F尾)第581111分 析 化学 、11論会 ポ ス ター 発表97.

Vii.23

(3)鉛 同 位体比法 を川 いた小銅鐸の材料 にlllす る ・考寮('卜 尾 ・鈴 木)第 且9回 文化材保 存修復学 会大会 ポ スター

発表97,6.7

(3)奈 良 薬師 寺講堂の薬師 こ尊像の銅 造薬師 誠劉象に関す る材質調査('四 己・榎本 ・竹中)日 本 文化財 科学 会第

1411!1大会 口頭発表97.6.22

(3)対 馬 出i銅 矛に用い られた材料に関す る考察一鉛同位体比法を川 いて 一('円 己・鈴木)日 本 文化財 科学 会第

14回 人会ポ ス ター発表97.6.22

(3)蛍 光X線 法 を用 いた文化財資料 の化学組成(llりll・ 平尾)li本 文化財 科゚ 学 会第14illl大 会 ポ ス ター発 表97.

6.22

(3)「 占代銅製遺物の銅のXANESス ペ ク トル解析」(星 野 ・栗崎 ・山日 ・'1え尾 ・脇 川)日 本分 析化 学会 第46年

会 ポ スター発 表97.10.5

(5)rl然 科 学的方法 を用 いた 古代金属 の歴 史的変遷 に関す る研究

(5)占 代 ガ ラスの化学組成

(5)炭 素14年 代 測定法の開発

(5)科 学 研 究費補助金基盤研究B「 中国北方系青銅 器の研 究」研究分担者(研 究代表者 高浜秀(東 京国立博物館))

(5)科 学 研究費補助金国際学術研究 「アナ トリアの古代遺跡 出L遺 物の産地 同定」研究分担者(研 究代表者 大村

:1

「一



「

転弓ム(中 近 東 文 化 セ ン ター))

(5)'「 安H与 代 に お け る 釦1製 品(ノ)材.,.,t.〔1凋査 と1涛 造 技1去 のli):究(福 武'1:術 文 化 振 興 財 卜j1)(代 表1泉lll・ 敏(東 京 【ki、k

博 物 館))

(5)芸 大受 託 研 究 弥 ノi時 代llナ銅 器 に 関 す る 自 然 科 学 的 研 究(li)C究 代 表 占 平 尾 良 光)

(6)中IKi占 銅 器 をi'1然 科 学 か ら 見 る ∫諸ll泉 屋 博ii画8{第41111i講 演 会 、}llll演97,5.17

(6)rl然 科 学 か ら 見 たIIゴ代llf銅 器 大1到夏ll:∫、γ:弥生 博 物lrl拷liゴ 学 セ ミナ ー 講 演97.6.8要 旨 ・解 説11}:「 鉛 同1、裟体 比

法 に よ る 産 地 推 定 の 原Fl!1

(6)中 国 占 代1書f$II・1器の 鉛1・1位 体1'ヒ 「rl然 科 学lr勺な ノ∫法 の 考IIゴ学 へ の 応 川1講 演 会,lbl(人 学 考 占 学 系97.10.24

(7)文 化 財 資 料 の 非 破 壊 う翔1、 γ:教ノぐ1∫1原J'力{1)F究 所 編 「第H回 、ン1教大 学 原j物 研 究1り〒講 演 会 論 文 報 告 集 一 放 射

線 を 川 い た 実 川 研 究 の 最 近 のlll吟題.―11996年 度 版 、ン:教人 学 原j孔 力li)1究 所g7.3.31

細 井 尚 子IIOS([Naoko(芸li旨 部)

(1)細 井 尚子 ・III/1:j孔 編 『泉州lI連 塊縄 に もとつ く日中 文化の諸相』 日本 「li連1鬼砧ll」研究 会97.12

(1)『 空 間移動 の演劇↑生』 共著二 新 しい演劇研究 の会98.3

(2)「 中国 の身体 表現 一一[戯 曲」 と舞踊」 『芸能 の科学』26号98.3

(3)「 泉 州提線木偶戯 と目連戯 」 楽劇学会98.3

(6)「 日本伝統 芸術の身体性一llノドの生活習↑貫か ら考 える日本舞踊/ll1国 との比 較か ら」L催 蛍舎 中lkUbj(・ 河

北省石家 荘97.12

(7)「 越 劇」 京劇ニ コニ コ新li'rlオ ー ロラオーバル97.6

(7)翻 訳 「台湾の人形劇 文化」(原 文 江武 昌)『 自然 と文化」55号(財)日 本ナシ ョナ ル トラス ト97.9

(7)「 梨 園戯①」 京劇 ニ コニ コ新聞 オーロラオ ーバル97.9

(7)中 国越 劇訪 日公演 「寒情」(字 幕翻訳 ・作成)日 本テ レビ97.10

(7)翻 訳 張中学 「川劇 にみる化粧」(13)『 化 粧文化』37号 ポーラ文化研究所97.11

(7)「 梨 園戯②」 京劇 ニ コニ コ新聞 オーロラオーバ ル97.12

(7)翻 訳 呉金塔 「泉州 の道教 と道十」 「自然 と文化』56号(財)日 本ナ ショナル トラス ト98.1

(7)翻 訳 張巾学 「川劇 にみる化粧」(14)『 化 粧文化』38号 ポーラ文化研究所98。3

(7)「 高 甲戯①」 京劇 ニ コニ コ新聞 オーロラオーバ ル98.3

増 田 勝 彦MASUI)AKatSuhiko(修 復 技 術 部)

(2)受 託 研 究 報 告 藩llL料 紙 に っ い て(増H1・ 大 川 ・稲 葉)『 イ呆存 科 学 』37号98.3

(3)i石 流 に よ っ て 埋 没 した 人 般 若 経 のi'i.空 凍 糸lil乾燥 と 修 復 処 理 文化 財 保 存 修 復 学 会 第19回 人 会97.6.7

(5)安 政1!:年 条 約ll;:保 存 修1夏 の た め の 調 査 外 交 史 料 館98.20

(5)打 曇 紙 の 技 術 実 験 高 知 県 、ン:紙産 業 技 術 セ ン タ ー97.4.5

(6)TheJapaneseCustomsandCollservationoflhstorica且Paintingsオ ー ス ト ラ リ ア 文化 財 保 存',,,i:会ハ ー ス

ノk会97.9.1～5

(6)西 域 の 残 紙 に つ い てll{:道 研 究 会98.1.26

(6)敦 娘 莫 高 窟 保 イrの た め のIl中 共 同 研 究 の 糸釜緯 、 現 状 、 問 題 点1第311111iこ1際 文 化 財 保 存 修 復 研 究 会10.3.3

(7)モ 県 和 紙 産 地 交1弄1会'1ろ 成9年 度 高 知 人 会 高lllig8.3.5

(8)京 都 国 ウ:博物 館 文 化 財 保 存 修 理 所 運?1な委 員

(8)石 川1某 文 化 財 保 イrl修復i房 運 営 委 員

(8)文 化 財 保 存 修 復 学 会 」坐営 委 員

松 島 健MATSUSⅢMAKel1(情 報 資 料 部)

(2)仁1像 は"超 大 型 フ ラ モ デ ル"『 ・冊 の 本 」15号

(4}ド1済 御現,,.日 本0)ilゴ イU彫 亥lj(ノ)イ列 展97.9.IU～10.1:iフ ラ ン ス ハ リ ・ル ー ウ"ル 美 休r館

(6)新 発 見 の 運 慶 様 の 不 動 明i像 に つ い て 美 術 部 ・情 報 資 半こ}部公 開 学 術 講1・1≦97.10.22
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松 本 修 自MATSUMOTOShuji(11ミ11際 文 化 財 保 存 修 復 協 力 セ ン ター)

(1)『1野 忍 岡 遺 跡 群 発 掘 調 査 報 告 、lll東 京 国 、完文 化 財 研 究 所 新 営r定 地 点 』(It二)97.10

(1)建 造 物 保 存1彦 復 の 理 念 及 び ノ∫法 に 関 す る{1)1究(共 著)科 学 研 究't'tDili助金 国 際 学 術{り1究 報 告 書98.3

(2)建 造 物 保 存 修 復 の 日 独 共 同1肝 究 「学 術 月 報 』51巻1号98.1

(7)ア ク ロ ポ リ ス の 歴 史 と そ の 修 復Jil(YIIIICOM()SInformation4-198.3

(7)第61011ア ジア 文 化 財 保 存 セ ミナ ー 『lkl際 文 化 財 保 存 修 復 協 ノ1セ ン タ ー 二1一 ズ レ ター 』No.197.5

(7)ア ジ ア 地 域 の 世 界 文 化 遺 産 そ の 持 続 的 発 展 と 保 存 『国 際 文 化 財 保 存 修 復 協 ノ」セ ン ター ニ ュ ー ズ レ タ ー 』

No.297.9

(7)第7回 ア ジア 文 化 財 保 存 セ ミナ ー 『llこ1際文化 財 保 存 修 復 協 力 セ ン タ ー 二.一 ズ レ ター 』No.398.3

(7)金 峯 【11」ナf:EIIIj● 本'置;宣:●栄lllJfノ ＼frr置;笠1(角4、1莞)「日 イ≦(ノ)lkri:.』1097.4

(7)杜 乏来 、lf多'iJ'苔、'1年≧縞1ちヒ零尺i但」'8;覧1(角膚{ll莞)「llイ 式(ノ)lk1'i`』4097.11

(8)富 川 林 市 伝 統ll勺建 造 物 群 保 存 審 議 会 委11

三 浦 定 俊MIURASadatoshi(保 存 拳こ1学部)

(1}「 焼 損 壁 画 σ)保 存1小 学 館 編 「1口1顧 ・*,,,災 』98.1

(2)ScientificResearchofttic1)mgon・11eadPilcher(》flheTokyoNalioilalMllseum《'1'1?CIIM?》No.597.6

(2)MicrochmateofCaveTemples53{md且94,MogaoGrottoes(Mhlrll,Nisllhlrll,Zhlmg,W三mg,Li)《Conser-

vationofnncicntSitesontheSilkR(,`hd》TheGetlyC(mservatiollhlstilule,97.7

(2)ClimateorI)un1Ⅱ1{ⅢgAred,Chilla(Takah`乳shi,Mium)《Proce叱 ・dillgso『1heIllt(・rllatiollalSyml)OSIII111

0ntheConservatiollo『DtmhllallgM〔)gaoGrottoesこLndRe且aledSludies》97.10

(2)AnalysisiolltheMicro-EllviromilenloflheMoga()Caves(Zh川1g,Wlmg,Millra)《Procee(lingsofthe

InternationalSymp()shi　 nonlheCo!1servalionofDunhu三mgM()ga〔 》GroltoesttnclRe且atedStudies》97,10

(2)糸 会1画用s環o)安 全 ↑生o)、1乎佃i〔2}(孔1甫 ・llりlD『 文 イヒUイ保 存 修 復";∫:会、、占」-1'L}ナ97.12

(2)非 破 壊 に よ る 法 隆 、ll}献納 宝 物 竜1'↑水 瓶 の 調rf「 学 術 月 報 』6:18号98,1

(2)臭 化 メ チ ル の 使 用 規 制 と 博 物 館 ・爬 術 館 に お け る 防 虫 防 徽 対 策 の 今 後(孔 浦 ・ 木 川 ・ICI野)『 月 「1」文 化 財 』

414}ラ98.3

(2)高 徳 院 国 宝 銅 像 阿 弥i佗 如 来 坐 像 の 気 象 調 査Lに 風 況 に')い て(1浦 ・1°f木 ・川 野 邊 ・中 村)『 保 存 科 学 』

37}}98.3

(2)脱 酸 素 剤o)文 化 財'頚 料 等 に 及 ぼ す 影 響(木lll・ 宮 沢 ・朽 津 ・1ノ!{野・111野 ・1浦)『 保 存 科 学 』37号98.3

(2)史 跡 薬 師 堂 イ1仏 の 保存 環 境 『保 存 科 学 』37号98.3

(2)展 示 公 開 施 設 の 餅1内 環 境 調ff1:報 告'1え 成8年 度 一(佐 野 ・ 孔浦)『 保r孫 こ1学」;i7号98.;3

(3)博 物 館 等 施 設 に お け る ア ル デ ヒ ド類 の 汚 染 状 況(小 涼貞戸 ・佐 野 ・ 捕)文 イヒ財 保 存II答復 学 会 第19回 大 会97.

6.7～6.8

(3)隠 さ れ た 肖 像 の 画 像 解 析(4)(こ 浦 ・君Ill〔}・大 林 ・III本 ・岡)文 化 財 保 存:修 復 学 会 第191111大 会97.6.7～6.8

(3)脱 酸 素 環 境 の 文 化 財 顔 料 等 に 及 ぼ す 影 響(低 酸r濃 度 殺 虫 法 に 関 す る 基 礎 研 究12))(木 川 ・lii野 ・佐 野 ・:nli)

文 化 財 保 存 修 復 学 会 第lgi司 人 会97.6.7～6.8

(3)石 材 の 凍 結 劣 化 機 構 の1,礎 的 研 究(石1埼 ・{浦)文 化 財 保 存 修 復 学 会 第19回 大 会97.6.7～6.8

(3)収 蔵 展 示 施 設 の 消 火 設 備 の 設 置1犬 況 一 ハ ロ ン生 産 中 且i後 の 動lllj-(佐 野 ・ ζ浦)文 化 財 保 存 修 復 学 会 第19回

人 会97.6.7～6.8

(3)地 温 変 動 を 川 い た 遺 跡 探 査(こ 浦 ・森 ・1:藤 ・川 野 邊)ll本 文 化 財 科 学 会 第14回 大 会97.6.21～6.22

(5)文 化 財 の 画 像 計 測 法 の 研'究

(5)文 化 財 の 温 湿 度 環 境 に 関 す る 研 究

(7)国r.歴 史 民 俗 博 物 館 共 同 研 究 員 歴 史 資 半こ扮 析 の 多 角 化 と 総 合 化

(7)放 射 線 を 使 っ て 文 化 財 を 調 査 「エ ネ ル ギ ー レ ビ ュ ー 」17(10)97.10

(8)文 化 財 保 存 修 復 研 究 国 際 セ ン ター(ICCROM)理`1`(財 政II'画 委 員 会 委 員)

(8)学 術 審 議 委 員 会f門 委 員(科 学 研 究 費 分 科 会)
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(8)

(8)

18)

18)

18)

(8)

(8)

(8)

18)

(8)

(8)
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ア ジア太平洋地域の 匿界文化遺 産の保IIYに 関 する国際 協力のあ り方に関 する調 査研究16〃 」苔会議 委員

新 しい)ミ術展示施、没(ナ シ ョナ ルギ ャラリー)に 関す る基 本1,hihl検討[ぢ乃力 沓会ll義専門部∫、協力 者

史跡 フゴ ッへ洞窟保存,」、1瘡委員会委ll

史跡隼 人塚整備検討 委員会 委員

・E要文化財福岡県 ・四ユ1〔方形周溝 墓II日 .品修理 委員二こ委員

・貢要 文化財藤 ノ木liゴ墳川 ヒlllllll釜理 委員会委員

・貢要 文化財紀伊 大谷llゴ墳出[ .品修理 委員会委員

【iミ1際文化財保存"∫:会(IIL)ll}{「1`

国 際 文化財保存一,:会(IIC)日 本 支部運 営 委ll

文化財保存修復"∫:会運?1な委ll・ 会誌編 集委員長

口本 文化財科学会評議 員 ・幹1F

国 立民族学 博物館研究協 ノ堵

宮 本 長二郎MIYAMOTONagajiro(国 際 文化 財保 存修復 協ノ」セ ンター)

(1)す ま い 「復 原 ・技術 と暮 らしの口本史』 新 人物往 来社98.2

(1)温 故 知新 「つち』No.1-6(雇 用 促進事業団)97.1-6

(2)西 本6号 遺跡建築遺構の復原的考察 「西本6号 遺跡』 東広島 市教 育委 員会97.5

(2)日 本 中世民家論 「世 界民族建築国際会議論文集』(中lk1文 物学 会)97.8

(2)金 堂 と塔の復元 『奥村廃 寺』 龍野市教育委 員会97.8

(2)遺 構 と復原 『建 築雑誌』(日 本建築学会)97.9

(2)常 陸 風土記 の丘一鹿子史跡公園の復元 『歴史 と地理』508号ICI川1;IJx社97,12

(3)桜 町 遺跡出土の建築部材富山県小矢部市 シンポ ジウム97.11.24

(3)西 本6号 遺跡の建築 東広島市 シンポ ジウム97.11.30

(6)宮 殿 建築の源流 大阪府文化財調査研究 セ ンター文化 講座97.11.5

(6)遺 跡 の建物復原 奈良国立文化財研究所研修 講義97.12.1

(6)す ま いの考古学1岐 阜県多治見市文化 講演 会98.z.15

⑧ 日本建築学会建築 雑誌編集 委員

(8)日 本 イ コモ ス国 内委員会理 事

山 梨 絵 美 子YAMANASIIIFmikc)(美 術 部)

(1)黒 田 清 輝 の 絵 画 世 界 底 流 に 流 れ る バ ル ビ ゾ ン 派 へo)ti:感 『黒ill清 劇i巡 回 展 図 録 』(佐 竺IDミ術 館97.10.

25^-12.8)

(1)中 川 八 郎 の 生 き た 日 本 近 代 洋 画 界 「中 川 八 郎 と そ のillf代 展 図 録 』 愛 媛[llいZ)ミ 術 館98.2.21～3.22

(1)Paintinginthetimeof"HeavyIlands"1'hcConfusionEra"("AsianArtandCulture"97)

(3)一 英 国 人 画 家 フ ラ ン ク ・ベ レ ス フ ォ ー ド と 中ll条精 ・郎 『明1チ1村 だ よ り』Vol,1098.1.1

(3)所 蔵 資 料 紹 介 「矢 代 ・1閥ll資料 に よ せ て1『 神 奈 川 近 代 文学 館 』57号97.7.15

(4)li本 近 代7Y:ldijに お け る オ リ エ ン タ リ ズ ム 第21回 文化 財o)保 存 修 復 に 関 づ¶るlk1際 研 究 集 会97.12.3～ 】2.5

(6)米lklハ ー バ ー ド 大学 ア ー サ ー ・M・ サ ッ ク ラ ー ・ギ ャ ラ リー 所 蔵 日 本 絵 画 調 査98.3.10～3.20

(5}鹿 リ己1;占li∫、ン:)乾爺il∫食官、 ぞi'ICI奇)ミ例{∫食官1リテII戒1、娘iHゐ号断1{イノ1三[[Hlhり胡査98.3.24～3.25

(5)明 治 前 期 の 水 彩 画 家 お よ び そ の 作 品 に 関 す る 調 査(ハ:百 」フ戊文 哉 、 渡 辺 豊 州 他)

(6)中 川 八 郎o)生 き た 時 代 の 日 本近 代 洋 画 界 愛 媛 県 ウ:)ミ術 館98,3.7

(7)伝 ア ン トニ オ ・ フ ォ ン タ ネ ー ジ^IU牛 追 い 図1「 木 、Z図1解 説 『"1∫:illjのア ル ケ オ ロ ジ ー 」(『 栗 京 人 学 創 、'r120

1、IJイi㍉1Ll念東31(大'}∫:1』1文i動 轟 レに5;(.人('学97.IO.16)

(7)徳 川 慶 喜 筆 「屈1中:の あ る 風 一i他 解 説 「徳 川 慶 喜11劇 越 美 術 館98.1.31～2.15

(71近 代 日 本)ミ 術 の ・1サL跡展(東 京 国 、Z博物 館98,3.24-5.10)洋 画 出 、1、1,作品 選 定 へ の 協 力

(7)作 品 解 説1よ1川 清 輝 筆 「湖ui判 「編 物1『 静 岡 新llll』97.IO.23～10.24
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山 野 勝 次YAMANOKatSUji(保 存 科学部)

(2)シ ロア リの生態 に関す る実務的矢11識(2)『 しろあ り』108号97.4

(2)シ ロア リの話(1)-Q&A-「 文 化財の虫菌害」331」97.6

(2)シ ロア リの生態 に関す る実 務的知識(3)『 しろあ り』109111」97.7

(2)シ ロア リの話(2)Q&A『 文化財 の虫菌害』34号97.12

(2)「 第17回 文化財虫菌害燃蒸処理実 務、;1畦習会1報 告 『文化財 の虫菌害』3411」97.12

(2)臭 化 メチ ルo)使 川規制 と博物館 ・美術 館などにおける防虫防徽対策o)今 後(孔 浦 ・木川 ・山野)『 月刊文化財』

414}ナ98.3

(3)脱 酸 素環境 の文化財顔料に 及ぼす影響 低酸 素濃度 殺虫法 に関す る基礎実験 〔2)(木 川 ・山野 ・佐 野 ・三浦)

文イヒ員オィ呆イr伯答そ夏'しデ:∫、算ご191ロ1ノくゴさ97.(i

(3)煩1蒸 剤 ・臭化 メチルの使月1規制 と今後 のo渚lllj題 文化財保存修復研究協、1義会97.9.19

(5)'ド 塚 市 美術館のノ1物被害調 査(口 」)

収 蔵庫 と特別収蔵庫に おけ る昆虫 によ る被害調 査を行 い、その結 果を まとめて報告 した。

(5)国 壷歴 史民俗博物館の生物 被害凋 査(i11)

第1.2.3.5展 示室 にお ける昆虫 ならひに カビによ る被 害調 査をi1'い、 その結 果を まとめて報告 した。

(7)文 化 財 の害虫 と防除対策 第19回 文化財の虫菌害 保存対策研修 会(文 化財虫害研究所)97,7.18

(7)シ ロア リに関す る実 務的知識'1へ 成9年 度 しろあ り防除施LL資 格 笛2次 指定講習会(日 本 しろあり対策協会)

97.9.12

(7)文 化 財虫菌害燃 蒸処理 仕様olllならびに危害防IL措il'llに一)いて 第17回 文化財虫菌害燃 蒸処 理実 務講 習 会(文

化財虫害 研究所)97.10.7

(7)シ ロア リの生態 と被害 ・r成i〔}年度 しろあ り防除L資 格第1次 指定、溝習会(日 本 しろあり対策 協会)98 .1.30

(7)昆 虫 の基礎知識 、昆山 によ る文化 財の 被害 と防除、X化 財殺虫燃蒸 第 且gill1文化 財山菌害 防除作 業 主任 者の

能 力認定 試験 とその講習 会(文 化財虫害研究所)98.2.2

米 倉 迫 夫YONEKURAMichio(↑lll報 資 料部)

(3)美 術 史研究 と情報一一fl洋 美術U)↑lll報部 門か らの観察 第15回 国陳)ミ術史ぜill究会 シンポ ジアム報告 階98 .2

(5)特 定 研究 「古典籍研究o)新 しい課題 と研究方法の開 発をめ ざす総合的研'iL(研 究 代表 岡 雅彦(国 文学 研究

資料館))

(7)神 護,r所 蔵 伝源頼朝象 にっ いての諸説 『週 「ll朝Ii百科 日本o)国 宝 』11(神 護 苛)朝 日新 聞社97 .5

(7)東 西 二っ の頼朝像 『狩 野派 と福岡展』図録98.2

(7)第16回 国 際美術 史研究 会 シンポ ジアム 「東汀英 術 史研究U)展 望1コ メン ≠一 タ(97 .10.20～10.24)

渡 邊 明 義WATANABEAkiyoshi

(5)日 中 水墨画史

(5)絵 画 技術史

(5)装 横 史

(5)文 化 財修理学

(6)雪 舟 を辿 るlh口 県立美術 館 ・41舟 研究 会97.6.8

(6)文 化 財の保存 と修理 昭和 女f大 学97.6.24

(7)豊 か な文化 を語 る御寄贈品 『アサ ヒグラフ』「皇室 の名宝」98.2.15
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4 事 業

1.研 究集 会な ど

(1)国 際研 究集会

「文化財の保存に関す る国際研究 渠∫酬 は1977(昭 和52)年 度 か ら毎年行われ、1997isで 第211・1を 迎え た。1997

11.度は ド記に従 一・て)ミ術部と†ll倖【受資料 部が担"iし た。 なお、 シンポ ジウムの洋細 と内容0)総 括 は、現 在、準備lilの プ

ロシーデ ィングス(1998(平 成10)年1斐 出版f定)を 参照 されたい。

名

日

会

参加者数

称 第21回 文化財の保存に関する国際研究集会

一 今、 日本の 美術 史"1∫:をふ りかえ る一

日寺1997(・1え 成9)年12月3日(水)～5日(金)

場 東京 国 、ン:近代 美術館講堂

国外21名

国内248名

趣 旨

日本 の美術史学 は、1几i洋近代 の学 を範 として明治20年lll後 に端を発 し、ノ>liま で 約100年 の 歴 史を歩ん で きた。

日本の美術史学 の歩みが、近代 国家 として西欧諸国に認知 されよ うとする明治 期以 来の国情 を背 景と し、 日本の文化

的 ナ ショナル アイデ ンテ ィテ ィやナ ショナル ヒス トリーの形成に深 く関 わ って きた ことは言 うまで もない。

そ もそ も 「美術 」が、翻訳語 であ り新 たに移入 され た概念であ ったよ うに、美術 史学 の川語 や分類{・思 考の枠組み

自体 は、明治期以 来、西洋 の翻案 と過去 の再構築をめ ざすなかで新たにっ くられた ものであ った。 それ らが美術史 ヒ

の言説のなかで、意識化 されない制度 として今 も大 きな影響 力を働 かせてい ることは、研究 者が広 く認識すべ き新 た

な問題 となってい る。

今回 の シンポジウムは、 このよ うな問題意識 にたって、 日本の)ミ術 史学 の歩みをふ りかえろ うとする試 みで ある。

さまざ まな議論の なかか ら、現在0)日 本におけ る)ミ術 史'v/1:の課 題 と211il紀 にむ けた展望 が多角ll勺に示 され るこ とを

期待 したい,,

算Σ1【iI21131i

第1セ ッション:近 代 と)ミ術/近 代 と美術 史

日本が近代国家 と して制度を確 、Zしてい くなかでXtil;rおよ び美術史が 果た した役割の検証を試み る。維新後の 日本

は独 、ン」kl家と して西洋 世界に認y)ら れ るよ う、殖産興 業、富国強 兵な ど0)政 策 を掲 げて近代化 を進y)た,,同lllfに 、 〃

【ki博覧 会へo)参 ノ川、 各種o)lkl内 博 覧会o)開 催 、 全[KI規模o)美 術llll調査'1':業、 博物館 や)隻術学校 の開1没に1/Lられ るよ う

に、「美術」 もまた近 代化のr:要 な要件と して認識 されて いた。

このセ ッシ ョンでは歴 史学 ・政治学 ・教育史 ・思想 ・哲学 とい った多様 な視点か ら、近代1体 における)ミ術 ・美術

史の位置や役害ljを浮 き彫 りに したい。

日 本 近 代o)文 イヒ財'保ll蔓行 政 と 美 術 史(ノ)1茂、Z

目 本)ミ 術 史0)枠 組 に っ い て

近 代 日 本 に お け る 美 学 と 美 術 史 学

1900年 パ リ 万lkll専 覧 会 と/〃s`θ ゴro(LP1'/【 〃du/rz1)onを め く㌧ ・て

」ヒ2毎ljf窪ノ、く'1:

跡 見学 園 女1'人"γ:

関 酉 学 院 大',,,i:

lI本 女1孔 大"γ:

高 木 博 志

」ヒ2'Y'.Y-:也ΣII召

1川 藤 哲 弘

馬 渕 明j孔
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JLい だ された も0)日 本と西洋の過去 としてのIi本)隻 術史

jj虻f枇日 イに)ミ1ホ∫孝父τ!f(ノ)ll}ILと1虫U費国Li

ll本 近 代 絵 画 に お け る オ リ エ ン ク リ ズ ノ、

カ リフ ォルニア人学

サ ンデ ィエゴ校

,,,,

,.,

ス ァ フ ァ ン ・

タ ナ カ

金r-一 夫

山 梨 絵 美 ・了・

目」/¥1
竜竣1
・1緕ll

情 報 資 料1馳'1―1

田 中 淳

米 倉 辿 人

t葛2日12ij・1il

第IIセ ッ シ1ン:内 な る 他 滑 洗 〔 一⊂.の1淑 ア シ ア

近 代 の"1∫:と1てli本 σ)〕隻術 史 か 「llll(ノ)1レ ゐ を 深y)て さ た 過 程 で 、14D'ジ ア の)で 術 は 、 と'o)よ う に 語 ら れ て き た0)だ'

ろ う か 、,

1[叙ア ジ ア の)隻1'1】 は
、1[1斗(、Il本)気1'll】 の 外 処 ろ.・形 成llる ぱ か り て な1く 、 さ よ&k!.「 変流 、!二受 容 を と お し て 、li本 美 術

o)内 部 構 造 を・、ヒ え る 「内 な る 他 占1とi.(11[:1君1・ ∠【1'老'
、制 ろ一・1.ll・,て 、＼ ノ、ニ―.ill】1台以 豪 、 襲 術 リヅ 」∫:(ノ)成 、11:とと も に 、 東 ア ジ ア

(ノ))ミ1/1―に 関 『」'る ↑lll報 は 質llt:と も に 飛!iYl!1'llJに[曽 尺 〔 て さ た 、,聚 術 リ!研 究 占(ノ)視 野 の ・n/1ノく1よ 、II本 に お け一る 東 ア ジ ア 美1/llj:

の'受 容 の 様 相 を 鮮II月 に'・1『る ・ノ∫て 、 既11'の1/IL組1み の な カボ(:は 「分 に 解1:llて き な い 問 題(ノ)多 様 さ を も 露1' .し て い る,う

こ の セ ッ シ1ン で は 、jl〔1い1体 に おOるll芝"シ パ ∫」'!」ll膠,1・州1硬 を ・振り .i昭)な が ・",、1痕 ア ジ脳'・・0瑛1'lllが 姐 ・∫に 語

ら れ て き たo)か 、 あ る い1.kl4{『 ノ'シ ア1也1或1∴ 拍 け イ1,「1[kD'」'111リミ(ノ)Il∫fl}:†'Lや14D'シ ア 、1二い う1ぼ1【【1,、!3rI俸〔ノ)≠)一) ,1諏i―未 な と"にJ

い て 、 さ ま ざ ま な 脅:iらll義 論 し た い,

ll堺 観 のICJ:編11二 歴1観o)肖:和lll

龍ill」石 窟 へ の 足il!亦1・ 司 倉 ノく,L》と ノく伺'ド1,llll,

」迂代 目 本 の な か(ノ)lll匡ll画 ωi:究

雪 川 ・に 対 す るll,忍、識 をy)ぐ 一,て

「1尭 界1)ミ 争lll(ノ)Frイ デ ン テ ィ テ ィiill・ 斗(fノ、1山llJl・'先(ノ)、1!'.琵,}カU',

韓!kDミ 術',L4ilI:'虎(わ マ硯 ∴1、しと 東 ア ジ ァ

中 国 を 見 せ る

14Bl〔芸 術 ノぐi∫:

)斐1小1部

実 践 女j'・だ 」∫:

ll月冶 学 院 大"1∫:

情 報 資 料1'/1≦

韓」k陵 術li月:究所

・・ギ ー一ク ノぐ γ:

佐

ll司

宮

山

月:

洪

藤

川

1【1奇

卜

r

道'

法

裕

誠之輔

ii:杓

信

健

」'・

、

ス タ ン リ ー ・

K・ ア ベ

ll'」 会

韓:!1ミ1語 通 、」ぐ

1頼 」汰 学 小 川

裏1小1部lll野

情ll侵資 料 、"制'召へ い 鵬 宅員 ・

韓.国 膳州 ・口ぐy:校 鄭

裕 充

照 男

1 7r

㌶∫31112ノ 」511

第 Ⅲ セ ッシ ョン:語 る現在、語 られ る過 去

明治lllf代に は じまる1美 術.1―一)ミ術 ・史学1の1L・ ろだ1た 諸制lr芝1,k、現 在 で・1,}隻1'lll・史lJl究 の ノく枠を決'定 してい るQ例

えばlll!英 術1と 「近IUミ 術 」の分離 は、それに従 っ!dl:究 占'叫llll成を生み 、両 占'の断'絶によ ・)て 「近代」に流れ込

んだ1前 近 代 」の問題1.妨父ll"「liされ た ままとな った.,,}'う まで もな く、研究 滑のおかれ る 「現在 」の枠illみ は、研究対'

象 となる 「過 去1の 円:構成の仕 方を決'定づ ける、,1近 代1に お ける 「ンミ術史学1の 形成過 程が 明 らか に な りつ つ ある

今ll、 議論 は、そ0)中 で 自己形成 をおこな って きた私た ち自身 の 、1ノ」'㌧}、現 在0以 淋1史 を・問直す方向へ も1司か う必 要が

あろ う,,

現 実 に 「)ミ術史」 をな りわ いとする私 た ちにと って、)ミ術史的思 考σ)枠組み は、意識化 されない制 度 としてどのよ

うにはた らいているのだろうか。 またそれ を自覚 した とき、私 た ちは、どの ように[過 去」 と向 き合い、 どのよ うに

1語 る1こ とがで きるのだろ うか。様 々に提 示 され る新たな方向性や研究 ノ∫法は、どのよ うな展望 を 示 して いるだ ろ

うか,,
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こ の 一ピ ソ シ 、//は 、 、li・諸 ・.謝'山 ・誌 の1-1惜 到 転 意 識 〔!静 へ い … か 副!休 的 な 川1脳'JIB

りLげ 一こ、 矧 、1リ[の内 包.1る 問!川 点1.1帰 †'iに ・,い 『・lllll諭1た い

llll代 日 本 に.1.副 る 【lll1―狛 ・)・'Dン ・Dr

矧 、1[二.IP、1・11・'11―

ilイ 逗)箋 「'1、fζこ,1r;:}/二 ♪1_!II1」L-)一/i、 ぐ,_'L一

目 本)箋 術 け レL飾i.

浮 【i絵 のII往 ∴l!l

tい ・h
llrl;1

r仏 像 の 語 り ノノ;・・)境 界

日 本 の)ミ 術 史 蔀1色 に お け る..7

日 本 美 術 の 始 ま り

胡 究 げ)1巨要 性

仕幌 ノく学

ノ リ ノrッ シ ・ ・

1ロ ンL・'人 学

lll回∴堂 姻1、 〕'」11、]館

ロ ン ト ン 人 学

II.
1―」十i乏"斤可:75-fl1}二

学 習 院 ノ¥1:

・!l京 ノく学

山 口 日 男

ジ ー.,∵ ・

S..しZ、 ト ウ

1ミ 轟 敢 」'.

クfし ン ・

孜 ク リ.1.

1く1ビrlJiiiしf〆1

「・ 野1イ 「 織

イく ド ピ1.ン

。」 会 札幌 ノく学

)箋術部

石 塚 純

島 尾 幻1

灘1

噸、..

』1.i
leI,!一 じ、叱馳1亀旦殉こ馳1聰`lll1ししIDi、cil⊃lilll・`D「.、1,〔[li、r〔 レ17}il画 圏8二il⊃乙亘匡1

載
」

鐙 像

繍
ダ噌.鞠 炉`

・
,9◎ 象ψ 乙
謙1

層1

、 ～ 〆 ○∩Q《1

唄ゆ

り 　

㌔!轄 ・・ 納
、

節21同 文 化 財 の 保 存 に関 す る国 際 研 究{1..,
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(2)ア ジ ア 文 化 財 保 存 修 復 セ ミ ナ ー

ア ジ 『ノ弓(化 財 保 存.i∫ ミ1・ll 、,'11・1'rfiT国 の1.lllllll家 の 参1川 ろ一・得 て 、 ∵ ジ ∵ 」・tl!域(ノ)之1ヒ財・保 存 に お い て 焦 、1、1、1とな る テ ー

＼.1こ')L、 『cr弁ll・1・ノ)辛丘1!∫il三・6・員、r―i、1、 ノ'ノ ＼11〕i'・ソ1・ ・ノ・ クくく.・'{∵く1曜rj/5・'Lに,Lり 、 之fヒUイ α)f呆f'rfr峯f夏1こ ―r・」iナ六こllミH≦祭1ガ乃ノノ

を 促if飼 る 一.を 目 的 … る

ー

1

ー

1
目
'・ノ∫

題

時

Pll'

ー
十
r・域ー

/
'Jfーノ

＼

_.
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./
り

、
ノ
ー

1
、

レ
、
㌧
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印

〆
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〆

へ

ー

〆
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ノ
し

k
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〆

P

'
、
'

ノ

4ノL

IIIrしiB弓1、'て13・ノ)kイ ヒi[オ1

ノr、 ゲ ・ ノレ ー ノ 、

I!珂く 旨

ll〔年 、 二(1ヒll.1.iiI'(.の 維1、'r'i'ti1'1'1、11 .1"』lll暁 、fllこ 経ll㍉ 的i:llhlll!、'1・}口!."1'周;り 環hlll〔'っ 継 備 を 含y)て 、Illllじ ら れ て い る 、,

こ ・ ・li川1'llは 、111【 ・」・[.1姻'の1111「 鴇'li111`1・ ・.h.、 ・・ 一 … ノ … ―・'i・hU1戯1・ 潤 、1',諭 ・ll広 ∴・柑 二こ 、ヒ が つ ・喫 機

.L:1:,て い る 、.1(1こ1制 郡 ・.・1!llリ1川 制 ・lr.Dl・ 、(1、1・:イitく ろ ・1`'〆 ・・[ll,ll膿II・:1'1 、・)矧llllll・ ～.・fl'∵・ 、二1Lが1君 さ、1,II・さ れ て,Dり 、

仁 儲 ―1・1郡 のIll[ 、1・拘!ei.1辞 ・P・ill跡 一 ・い(1、 ノ澗 、、1勘 げ;1∵ ・特 ・・lrl.田 、'llll川I」!、-1・!l.・痴 ・'1・」・胚 ・1]∵,4イ 、要 か3・ ・、る.こ の

k')1こ 渚1～1[∫1"↑1二(ノ)x(fヒ .ll.「ir}i'…)(,rf};1∫'・/げ}1∴1jノ ノll∵∫il:詮1・)幽{1'!lllll!lt、 ノ、1昌Lllll1・ノ1・)1;!;毘1ド・ 〕ll―「111111riIl、イ、H∫ つ〉'c1、{・.}/,)ノつ{1,)♪ で.ζこ 、 トLiJこ

経 済 的 発 展 ・[二・潤 係 か ・'㌶,、iii',lf」1「}IIII・1、'.1か4'甥1㌧'、 ・・1)

'∠ こ で
、 今IIII・ ノ・ 娯1・`t、 、 ・.'「U職 …liP・',臣f【:llll・ ・1∫1¶,1,u・ 、 目 ◎ ・幽hl＼.1氏 い る 畑)を1/'1む)・)・)ち

、1{・'l

i加 獅 市 」・'
・<Jい 儲ll・lll1'll;・ ・)llll創'.・P々 ・ ・ll…' .1・・1.し 鴻 ・ ・iL∴1 、・!1・ ・ll-、!1∴ ・雌 ・ll」・管.1・ 障 嗣;.」 る 川 賭'・,り ・;か

・'・」'し、b1ノく、L―111」∫、1〔1∴1.i、、!㌧:1'♪ ・'ナ・ζ、r.・.'イ1・',乙 ・角・.1,、ノll/二 ♪ノこ5ノ ・ζご圃r」 ・LL、 ・∫,1、II,II'°∵:・1,、1―1 、f{、1・'111し)十.匹1〔li・ノr㌔じ'駈ン七ζ1、 占1二1―∫[1'～1二α)二(イ ヒil・古(ノ)

rlイξr」「・1二 ≧―:ゴで糸≦1ノキlflく」ブ〔≦」J((ノ)1㌧とlf・i':イ～_・'つ'5:・で 。'{1"[[II.1牙 ご♪ 【二[:ノ 、ζ二、.1ξ 」・芝ノ∫1尋lrl'・」.う・ 〕'ノ'h「1・.11'・1!しーf;iしr1一幽v)ノ こ 、V)α)k_ILI'㌧ 、;〕乏 ろ_一{・1こlr_j・し ノこ、

関f糾 幾関1.fii`:之 孔 庁 一!蝋 国 、'皮1団 佃1究 戸ll

協 ノノ:コ 諸 ス ・1、lc('RONI咽 際 娼 【捌 保 耐 ド・似 、1Pい ・ ～・

参 〃1―lki・ 参1川 幾lll.IIO'・ILI・ 朗 ・1・覧関

中lkl・1;1・'1胴 ・ 夕 ・r・ 月 ス ・ 一 ト1!・ ・fン1・ 一 払 ….・[…1・ 汐 ・'・.11・:.〃 ・li本 ・1⊥ 《 ・1!1堺 ,i姻':一{,

ン ク ー・。ICCRON1

一{fミ ーノー一 『ぐ:、141乏r「≧
、＼'{[ノ ㌃1【1㌧」rl之幽でi㌃il.1ユ[ナ17

11本:占 都 京 都 の 之イ ヒ財

1「1国:西 安 の で ス ーン ム 地 区

韓 いミ1:-1-.1ン ジ コ(ノ)月 歪 リ1白 勺1・Lllレく

ク イ:『 ズ コ ータ ー、' .ii!II・ノ1;、㌧i.1∠ 」しノ)lf'ミ【」∬1く」、UIIIく.

ラ レ士 ス:ノ レi'ン ・ 　ノ ラ ノ・ ン しノ)旧1'

べ ト ナ ノ・:ホ イ ・ 『ズ ンU)旧1

fン ト:'ズ グ＼♪V)1ノ 戊

払 ハ ー ル:力 卜'・・ ン ンぐα)谷

!・1'ス シ ン:ラ 小 一一 ルv)」 成'りilく
.と シ1・ リ 『、ノー ル1廷lll,:1

ス リ ラ ン ノノ:・1'.1'ン.ズr

会議風景

88



(3)各 種の研究協議会

1)文 化 財保存修復研究協議会

本 協議会 は、保存 に関す る研究成 果を発表 し、関係 の専門家 とと もに協議す ることを 目的 として、毎年 テーマ

を定 めて開 催 してい る、,1971(II召 和46)年1斐 の ―木材を素地 と した 文化財彩1色の保 存と修復」 を第1回 と して 、

今年度が第27回 にあた る,、保存科学部、修復技術部、国際 文化財保存修復 協力セ ンターが 交代 で1{催 して い る

が、今年度 は保 存科学部が1こ催 した1,

題

時

L

日

会 場

参加者数

文化財展示収蔵施設 にお ける虫 害対 策の新 たな展開 とその諸問題

1997(・1勺 戊9)il'.9)119日(金)

1000^-1700

東 京 国r.文 化 財研究所別館会議 室

50名

趣 旨

かねてより文化財燃蒸ガスとして広範に用いられてきた臭化メチルの使川がオゾン層の保護のため、数年内に全廃

になる見通 しであることを受け、文化財展示収蔵施設における虫害対策は緊急の見直 しを迫 られている。

本研究協議会では、 このような転機にあたって、今後 どのようなノ∫法で文化財を害虫等の生物被害から守 っていけ

ばよいのか、また現段階ではどのような問題点があるのかを討議 し、具体的な対処法を考えていくことを目的とする。

プログラム

煉蒸剤 ・臭化メチルの使用規制と今後の諸問題

オゾン層保護 と臭化メチルの規制

文化財害虫の習性 とその被害

博物館における害虫 ア防の取 り糸rtみの実際

博物館における生物被害のモニタリングの方法とその諸問題

新たな殺虫法 としての脱酸素法 ・温度処理法

ピレストロイド系防虫 ・殺虫剤の利川

モントリオール議定1書1第9回締約IIくi会議報告

保存科学部il1野 勝 次

環境庁 世 一 良 ・}}

神戸人学名誉教授 奥 谷 禎

群馬県 、r.歴史博物館 岡 部 央

国 、γ歴史民俗博物館 神 庭 信 幸

保存科学部 木 川 り か

国r.民 族学博物館 森 川 恒 之

保存科学部 浦 定 俊
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2)国 際(ア ジア)文 化財保 存修復研究会

人類共通 の遺産 である文化財を守 るためには、国家、民族を越えて保存修復 に'11た らなければ な らず、国際協 力 は

不 ・∫欠であ る。 世界、特に アジア地域 の 文化遺産の保存修復のために 日本が果たすべ き役割 は大 き く、海外の文化財

の調査研究 、保存修復'll業 へ の協 ノ」が 多く行わ れて いる。 しか し、社会体制、経済状況等が異な る中で文化遺産 の保

存修復 を行 う際 には、様 々な問題にII重〔面 しているのが現状であ る。

本研 究会 は、海外 の文化財の調査研究、保存修復,」喋 に携わ るさまざ まな分野 の国内 の専門家を招 き、文化財 保存

修 復の国際 協 か1`業 に関す るさまさ まな問題点 にっ いて議論 し、その解決に向けてノノ策 を探 ることを目的 とす る。 ま

た、本研究 会 は情報 ネッ トワー ク構築 の ・環 と して も位置づ けている。

本研 究会 は第1回 、第21111を ―アシア文化財保 存修復研究会」 と して行 い、第31・1か らは 「国際文化財保 存修復研

究 会」 と変 更 した、,

第2回 アジア文化財保存修復研究会

日 時

会 場

参加者数

1997(・1城9)is101」221i(ノk)

10:30～17:45

東 京 芸 術 大学 〕ミ術'学 部 中 央 棟 会 議 室

90名

プ ログラム

ネバ ール ・仏教 僧院 イ・・くハ ・ハ ヒの保存修復 とその問題点

ベ トナム ・ホ イアン町 並み保 存フUシ ェク トの現状 と問題点

シリア ・アイ ンダー ラ神殿遺跡の保存修復 とその問題点

イン ドネ シア ・トラジャ伝統家屋の保存修復 とその問題点

総合討議

日本i:';人 学

il召和 女r人 学

日本建築セ ミナー

昭和女j孔人学

lki際文化財保存修そ寝協 ノJセンター

(財)文 化財建造物 保存技術 協会

渡 辺 勝 彦

友 川 博 通

増 川 千次郎

櫻 井 清 彦

西 浦 忠 輝

岡 信 治

第3回 国際文化財保存修復研究会

日 時

会 場

参加者数

1998('「 成10)年3月:3日(火)

10二30～17:25

国IZ教 育 会館社会教育研修所 ・2階 人研イ「多室

85名

プログラム

敦煙莫高窟保存への米中研究協力の経緯、現状と問題点 ゲテ ィ保存研究所 前 川1、1

敦煤莫高窟保存のための日中共同研究の経緯、現状と問題点

国際文化財保存修復協力センター 西 浦 忠 輝

修復技術部 増 田 勝 彦

エジプ ト・ネフェルタリll妃墓保存修復協力`1十 の成果と課題 ゲテ ィ保存研究所 前 川 信

世界的視野から見た口本の文化財保存国際協力の特色と問題点 ユネスコ文化遺産部 野 口 英 雄

総合討議

一90一



「一 一

(4)各 種 の 研 究 会 ・講 演 会 な ど

1)総 合研究 会

総合研究会で は毎年4、6、10、12、2月 に各部 ・セ ンターが順番に研究発表 を行 っている。

期 日 題 目 所 属 発 表 者 名

97.4.8 『め りやす 豊年蔵』 をめ ぐって 芸能部 蒲 生 郷 昭

97.6.10 寒冷地域の臼然環境 保存科学部 石 崎 武 志

97.10.14
平等院から金色堂へ
一蒔絵技法の移行一 修復技術部 中 里 壽 克

97.12.9

一 一 一

ヘ ラクレス ・イメー ジの東漸
一毘沙門天図像にみる乾闊婆を中心に一 情報資料部 勝 木 言一郎

98.2.10 鉱物から見た壁画顔料 国際文化財保存修復協力セ ンター 朽 津 信 明

2)美 術部 ・情報資料部

研究会一覧の中には美術部特別研究 「中国仏教美術基準作品調査研究」にともなう研究協力者会議を含む。

期 日 題 目 所 属 発表 者名

97.4.30 和辻哲郎 『古寺巡礼』と日本美術史 情報資料部 鈴 木 廣 之

97.6.25 室町美術三題 美術部 島 尾 新

97.7.9 奈良県 ・光明寺蔵銅造如来立像 美術部 岡 田 健

97.9.10 白馬会と大画面の構想画 情報資料部招へい研究員 ・石橋美術館 植 野 健 造

97.10.29 冷泉家の絵画 美術部招へい研究員 ・大手前女子大学 冷 泉 為 人

97.11.5
東京国立博物館所蔵の明治以降公文書につ
いて 東京国立博物館 ・科学研究費研究分担者 安 達 直 哉

97.12.10 ホ ノルル美術 館の コレクションにつ いて 美術部招へい研究員 ・ホノルル美術館
ジ ュ リ ア ・

ホ ワ イ ト

97.12.16 一九四〇年代の日本美術 情報資料部招へい研究員 ・国際交流基金
パ リ事務所

ミ シ ェ ル ・

リ ュ ッ ケ ン

97.12.24 総合討議 ・国際シンポジウムを終えて

98.1.14 総 合 討議 ・国際 シンポ ジウム第1セ ッシ ョンの総括

98.1.21 総 合 討議 ・国際 シンポ ジウム第2セ ッシ ョンの総 括

98.1.28 総 合 討議 ・国際 シンポ ジウム第3セ ッシ ョンの総 括

98.2.7 敦煙壁画にみる迦陵頻伽の図像について 情報資料部 勝 木 言一郎

98.2.7
・rh南画 像石をめ ぐる二

、三の問題 美術部招へい研究員 ・精華大学 山 名 伸 生

98.2.25 江戸から明治に至る仏師の動向について
一職人から彫刻家へ一 情報資料部招へい研究員 ・堺市博物館 張 洋 一

98.2.25 高麗時代の裸形男子筒像 美術部招へい研究員 ・九州大学 菊 竹 淳 一

98.3.4
造像銘にみえる北魏の仏教信徒団体(合 邑 ・
邑義)に ついて 美術部招へい研究員 ・岡山人学 佑 藤 智 水

98.3.4 豊臣秀吉像と豊国社
情報資料部招へい研究員 ・人阪城天守閣
博物館

北 川 央

98.3.25
広島宝寿院蔵薬師 こ尊図
一朝鮮前期記念碑的仏事一一例一

情報資料部招へい研究員 ・韓国 ・東亜大
学校人文人学

朴 銀 卿

98.3.25
中国の中世都城制1蔓をたった一人で変えて
しまった外国人デザイナー

美術部招へい研究員 ・ドイツ・ヴュルッ
ブルグ人学中国学研究所 外 村 中

一91一
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3)芸 能 部

期 日 題 目 所 属 発 表 者 名

97.10.7 沖縄御座楽の復原に関する一考察 芸能部招へい研究員 ・幅建師範大学 王 耀 華

98.2.26 山伏神楽の伝承について 芸能部招へい研究員 ・テルアビブ大学講
師

イ リ ッ 。ト ゜ア ベ ル フ
ッ フ

98.3.6

一 一 一 一 一

歌舞伎音楽の現状と問題点 (社)日本俳優協会
一___一 一__一 一

一 一 一 　____

明治人学
一 一 　 一 一 一 一 一

浅 原 恒 男

98.3.16

一 一 幽 幽一 一_

L方歌舞伎の伝承をめぐって
一 一 一 曹 一 一 一 一一 一r-__

近 代 テ ク ノ ロ ジ ー と 歌 舞 伎 の 変 質'T
}二ず{・ 典く{1リ」●装1蹴 ●「㍉㍉11-一

　

人阪学院人学 権 藤 芳 一

98.3.20

一一一__

神 山 彰

4)保 存科学部

一 　 一 一 一 一 一一 一　

期 日 題 目 所 属 発 浅 者 名

97.5.23
IPM(lntegratcdPestManage・

ment)に つ い て 修復家
　 一 一 一_

東京国、γ博物館
一 一 一 一

国 、r.歴史民俗 博物館

一 　 　 一

国文学研究資料館
一 一冒

宮 内 月㍉E倉 院 邑1`務　1"r

-一一__ 一一

国 、γ民族学博物館

谷Ii博 美

一一

石 川 陸 郎
一

神 庭1、1彰

広 瀬 睦

成 瀬IE和

一

宇 治 谷 恵

97.5.30

一 一 一_

東京国 、γ博物館 における'1`例

一　 一 一 一

国 ・r.歴史民俗博物館 にお ける゜1`例

～__ 一 一

国文学研究資料館における'」`例
一一　 一 一 一 一一一一

宮内庁IE倉 院にお けるgl`例

一 一 一 一 一雫_

国 、Z民族学博物 館 にお ける'll例

博物館美術館における害虫
対策の動向と課題

97.5.30

一 一_一_一

博物館美術館における害虫
対策の動向と課題

97.5.30

一_______

対策の動向と課題

1"1物館美術館における害虫
対策の動向と課題

97.5.30 博物館美術館における害虫

97.5.30 博物館美術館における害虫
対策の動向と課題

97.6.11 染織品の保存と管理 米国歴史博物館

一

ポ リー ・ウ ィ ルマ ン

ー 一 一一 一

楊 錫 章

一 一

森 川 稔

97.8.23

一 一

i'i'発 掘 の最近 の成 果

　 　

保存科学部招へい研
究員 ・中国社会科学
院考占研究所

97.11.14

一 一_

文化庁による指導の詳細

一 一 一 一

文化庁美術i:芸 課

第6回 文化財施設 の保存(収蔵
展示)環 境に関する研究会
:文化財公開施設の

訓'画一その現状 と今後の問題

97.11.14 東文研における指導の内容 保存科学部 佐 野T・ 絵

第6回 文化財施設 の保存
(収蔵展示)環 境に関する
研究会:文 化財公開施設の
計1画一その現状 と今後の問
題

97.11.25
石造文化財の劣化に対する多孔質
内の水分 ・塩分移動の影響 保存科学部 石 崎 武 志

多孔質中の水分 ・塩分移動
と塩類風化のメカニズム

97.11.25
vanGenuchten博 十 と米国 塩類

研究所 の紹介
佐賀大学

一

取 出 伸 夫
多孔質中の水分 ・塩分移動
と塩類風化のメカニズム

97.11.25
多孔質体中の水分移動のメカニズ
ム

米国農務省塩類研究
所

マ ル チ ヌ ス ・ヴ ァ

ン ・ゲ ニ ヒ テ ン

多孔質中の水分 ・塩分移動
と塩類風化のメカニズム

97.11.25
土壌物理学分野におけるシミュレー
ション手法の現状 三重大学 溝 口 勝

多孔質中の水分 ・塩分移動
と塩類風化のメカニズム

97.11.25
多 孔 質体中 の水分 ・塩分移動 の シ
ミュ レー ション 鳥取大学 井 ヒ 光 弘

多孔質中の水分 ・塩分移動
と塩類風化のメカニズム

97.11.25
イースター島モアイ像の劣化と保
存修復

奈良国立文化財研究所 沢 田 正 昭 多孔質中の水分 ・塩分移動と塩類風化のメカニズム
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期 日 題 目 所 属 発 表者 名

97.11.25
タイ、アユタヤ遺跡におけるレン
ガ建造物の塩類風化の現状

国際文化財保存修復
センター

一 一一一 一一一

lk際文化財保存修復
センター

一 一 一

米ilく濃 務省塩類研究
所

一一

保存科学部

朽 津Ii明
一一一_― 一

西 浦 忠 輝
一一 一 一 一一 一

マ ル チ ヌス ・ヴ ァ

ン ・ゲ ニ ヒ テ ン

多孔質中の水分 ・塩分移動
と塩類風化のメカニズム

97.11.25

一 一 一 一一一 一 一一 一

海外における石造文化財の保存対
策一特に塩類風化について一

不飽和多孔it体 中の透水性の評価
と測定法に関する最近の動向

一

凍結や乾燥過程における多孔質体
内の水分 ・塩分移動と氷晶および
塩類の析出機構について一一

大型不概乱iラ イシメータを川い
た嬢水性の砂中に生ずる選択流に
関する研究 一 一一一一

多孔質中の水分 ・塩分移動
とun類風化の メカニズム

一

97.11.26

一 一 一

多孔質体中の物質移動の研
究の新 しい動向(於 東泉人
学農学部)

97.11.26

一一__一 一 一 冒

イ1崎 武 志
多孔質体中の物質移動の研
究の新 しい動向(於 東京大
学農学部)

97.11.26

一 一 一

佐賀人学 ゲ リッ ト ・ル イ ジ

多孔質体中の物質移動の研
究の新 しい動向(於 東京人
学農学部)

97.11.26

一 一 一

通電 によ るコンク リー ト中 のイオ
ンの移動

一一一 一 　 　一一

東京[業 大学

_一 一

久 田 真
多孔質体中の物質移動の研
究 の新 しい動向(於 東京人
学農学部)

98.2.9

　 一 一

千葉市美術館における展示 ケース
設計の現状と問題

千葉市美術館 田 辺 昌r

第7回 文化 財施設の保存
(収蔵展示)環 境に関す る
研 究 会:展 示 ケ ー スの

贈 募輔sability(於 千

98.2.9
展示ケースの設計 ・発注における
注意点

㈱ イ トーキ 榎 本 憲 司

第7回 文化財施設 の保存
(収蔵展示)環 境に関する
研 究 会:展 示 ケ ー ス の

贈 轟 翻sability(於 千 ヨ

5)修 復技術部

期 日 題 目 所 属 発 表 者 名

97.10.7
ヨーロッパにおける近代化遺産の修復の現

状について
修復技術部招へい研究員 ・ベルリン交
通と技術博物館

フ ォ ル ケ ・

ケ ス リ ン ク

97.12.1
町並み保存の動機付けと歴史地区における
都市計画手法

ゲ ル ハ ル ト ・メ ル カ トー ル 大 学 ウ ー タ ・ ホ ー ン

98.2.26
ドイッにおける産業文化財の修復 ・保存に
っいて

修復技術部招へい研究員 ・ドイツ修復
家協会

コ ル ネ リ ウ ス ・

ゲ ツ ツ

一 一

6)国 際文化財保存修復協力センター

期 日 題 目 所 属 発 表 者 名

98.2.27
国際文化財生物劣化学会の経緯と展望
(於東京国、號博物館)

東京芸術大学客員教授 桜 井 英 夫
文化財生物劣化研究
会 文化財保存修復
学会との共催

一 一

98.2.27
東南アジアにおけるr#物劣化の現状と
課題(於 東京国、γ博物館)

タイ国立博物館
チ ラ ポ ー ン

ア ラ ニ ャナ ッ ク

文化財生物劣化研究
会 文化財保存修復
学会との共催

98.2.27
ゲティ保存研究所における生物劣化の
研究動向(於 東京国、r.博物館)

米 ・ゲティ保存研究所 前 川 信
文化財生物劣化研究会 文化財保存修復

学会との共催 一

98.2.27
文化遺産の生物劣化に対するユネスコ
の考え方(於 東京国、Z博物館)

ユ ネ ス コ 野 口 英 雄

一 一

文化財生物劣化研究会 文化財保存修復

学会との共催

98.2.27

総合討議 生物劣化研究の進め方と研
究ネットワークの構築について(於 東
京国 、γ博物館)

一一一

一一

文化財生物劣化研究
会 文化財保存修復
学会との共催

98.3.14

_一 一一 一_一一r　 一

ア ク ロ ポ リ ス の 歴 史 と そ の 修 復

Acropolis,historyandrestoration

　 一　

ギ リシア文化省アクロ
ポリス文化財保護委員
会

一一 一

マ ノ リ ス ・

コ レ ー ス

日本イコモス国内委
員会との共催
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2.調 査指導 など

(1)所 外 経費 による調査指導

公費 ・文lll)',f科学研究費補助金 ・受託研究費などの所内の経費によらずに調査指導を行った事例は下記の通りである。

氏 名 調 査 先 目 的

青 木 繁 夫 新治村中央公民館
一 一 　 一

一 　

一

千躯県文化財セ ンター

武者塚占墳出L遺 物保存の指・導

青 木 繁 天
一 一一_ 一

矢瀬遺跡保存整備委員会の出席 ・矢瀬遺跡保存のための土質調査

青 木 繁 人 1π要文化財清巌寺鉄塔婆の修復調査

青 木 繁 夫

一一 一 幽 　一 一

埋蔵文化財曳1'門技術構習会の構師

青 木 繁 夫

一Pバー 一,,9曽 一一

月夜野1町

清巌 寺

一 一一 　一

ドイツ
ー幽__

静岡県埋蔵文化財凋査り`務所
一 一 ～ 一

広島市
一

清水市
一 一 一__

{ノにセ了り訣1・r.ノし州潤箔」{滋文ニイヒftii
-一 一

旭川市
　 一 　 　 一 一_ 一

成川空港
一

ドイツ ・英国
一__

長野県民文化会館
一 一 一 _

法界 、予

　一 　 一 　 _

lCOMOS金 属修復会議の出席

青 木 繁 夫

一 一 一__

一 一 一 一_一

　

一一一 一 一_

isケ山B・2号 出1遺 物保存処理検討会議の出席
一

一

一　 _

青 木 繁 夫 ,原爆 ドーム保存にかかる指導調査

青 木 繁 夫

一

巴川出i丸 木舟保存処∫II!指導 委員会への出席

青 木 繁 夫 柿右衛門様式o)総 合凋査指導
一一

石 崎 武 志 IIl旭川 借行社屋1:幻7i突煉 瓦 の劣化防i1二に関す る指導

尾'L和 則

一一 一 ～

在 外lI本)ミ 術ll"11(糸会pbj)の 輸 送 の 随 行
　 一

尾 立 和 則 在外Ii本11ゴ 〕ミ術llll11修復 協力事漿に関す る事前調査

蒲 生 郷 昭

一 一 一

一

一 一　

lk1際民 俗 芸能 フェステ ィバル実施等 の指導
1___

一 一 一

一 一 丁

一

一 一

一

　 一

川野邊 渉 修復材料の打ち合わせ ・法界 寺修復にかかる調査

川野邊 渉

　

長崎市本川家住宅
一

一

煉瓦建造物の劣化調査

川野邊 渉

　 一 一 一 響

広島市
一 一

一一 一一

原爆 ドーム保存にかかる指導調査

木 川 り か

一 一_

国文学研究資料館

　 一

記録史料の情報資源化と史料管理学の体系化に関する研究

朽 津 信 明

一 一 一 醒_

フゴッペ洞窟

一

史跡フゴッペ洞窟保存委員会の出席

朽 津 信 明

一
群馬県埋蔵文化財調査事業団

一 　一 一_

旭川市

鱒一

観 音山llf墳 川i.111°輪 の顔料 に関す る指導 ・助 言
一一

朽 津 信 明 IFI旭川借行社屋L拠サ1突積煉瓦の劣化防止に関する指導

朽 津 信 明 京都市 法界寺壁画修復のための接着剤仕様に関する壁画の顔料調査指導

朽 津 信 明 福島県双葉町 史跡 「清1'迫 横穴墓」の装飾壁画保存措置に関する現地指導

佐 野 千 絵 かみっけの里博物館 博物館環境調査

佐 野 千 絵 徳島県立博物館
一 一

共同研究 「博物館資料の保存環境」による研究会への出席
一 一 一_

佐 野 千 絵 京畿道博物館ほか 京畿道博物館の環境調査

佐 野 千 絵 京都文化博物館 博物館環境o)調 査研究

佐 野 千 絵 高知県紙産業技術セ ンター ・
伊野田∫紙の博物館 歴史資料の紙質に関する調査研究

佐 野 千 絵 国立歴史民俗博物館 研究会への出席

島 尾 新 静岡県立美術館 仮想の楽園展にともなう講演会通訳の派遣

田 中 淳 岩手県立博物館 萬鐵五郎展の展示指導

田 中 淳 佐野美術館 黒田清輝展にともなう講演会講師の派遣

・,



一
氏 名 調 査 先 目 的

長 岡 龍 作 高蔵1`・ 人徳 寺 彫刻作品合同調査

長 岡 龍 作 願成 、¥

一 一 一 一

彫 刻作品合同、ひ、ll査

長 岡 龍 作

一

中ヒ時

一

彫刻作品調査

長 岡 龍 作

__一 一

京都国、γ博物館
一
金剛心院蔵如来、r.イ象等の技法および様式の調査研究打ち合わせ

長 岡 龍 作

一　 一

慈恩寺 ・東北歴史資料館 ・瑞
巌、¥

慈恩 、'r他所蔵の平安彫刻に関する合同調査

中 島 健 次 米国 在外口本占美術品修復協力事業の事前調査

中 野 照 男 四街道市教育委員会 四街道市文化財審議会への出席、市内所在文化財の調査

西 浦 忠 輝
大分県、`r宇佐風土記の丘歴史
民俗資料館

人分県石造文化財調査委員会への出席

西 浦 忠 輝 シ リ ア アインダーラ神殿遺跡保存修復に関する調査 ・研究 ・指導

西 浦 忠 輝 大分県、γ宇佐風土記の丘歴史
民俗資料館

大分県石造文化財調査委員会への出席

野久保 昌 良 高蔵寺 ・大徳寺 X線 等の写真撮影

野久保 昌 良 願成寺・仙台市博物館・中尊寺 X線 等の写真撮影

野久保 昌 良 中尊寺 中尊寺所蔵美術工芸品の写真撮影およびX線 写真撮影

羽 田 艇
黒部市 ・新発田市 ・新田市 ・
座間市 移動芸術祭巡回公演の解説

平 尾 良 光 天理大学 資料調査

平 尾 良 光 トル コ トル コ共 和国カマ ン ・カ レポユ ック遺跡 の出土品調査

平 尾 良 光 佐賀県立博物館 青銅製品の調査

平 尾 良 光 佐賀県立博物館 弥生時代青銅器の研究

増 田 勝 彦 国文学研究資料館 記録史料の情報資源化と史料管理学の体系化に関する研究

増 田 勝 彦
カ ン ザ ス シ テ ィ ー ・ニ ュ ー ヨー

ク ・プ リ ン ス ト ン
在外日本古美術保存修復協力事業のための調査

増 田 勝 彦 京都fW　r.博物 館 京都国立博物館文化財保存修理所運営委員会の出席

松 ド 冬 樹 ドイ ツ ・英国 在外日本占美術品修復協力事業の事前調査

松 下 冬 樹 京都市教育委員会 第7回 アジア文化財保存 セ ミナ ー ・サ イ トセ ミナー運営

松 下 冬 樹 フ ラ ン ス ・ イ タ リア ・米 国 在外日本古美術品修復協力事業の事前調査

松 島 健 中尊寺 中尊寺所蔵仏像調査

松 島 健 高蔵寺 ・大徳 寺
中專寺を中心とする奥州藤原文化圏の美術一t:芸品に関する総合的
調査研究

松 島 健 願成寺
rl噂 与を中心とする奥州藤原文化圏の美術工芸品に関する総合的

調査研究

松 島 健 東人寺 仏像彫刻取扱指導

松 島 健 緒方町 まちづ くりフ ォー ラム'97構 演 「豊後 の石仏」

松 本 修 自 京都市教育委員会 第7回 ア ジア文化財保存 セ ミナー ・サイ トセ ミナー運営

松 本 修 自 松山市立埋蔵文化財センター 史跡来住廃寺跡調査検討委員会への出席

松 本 修 自 富田林市 市伝統的建造物群(寺 内町)保 存審議会の山席および現地視察

三 浦 定 俊 鹿児島県隼人町立歴史民俗資
料館 隼人塚整備検討委員会への出席

一95一



氏 名 調 査 先 目 的

三 浦 定 俊 隼人町教育委員会 隼人塚整備保存のための指導

三 浦 定 俊 余市町教育委員会 フゴッペ洞窟保存調査委員会への出席

三 浦 定 俊 イ タ リア ICCROM財 政'ド業計画委員会、FPC・AAB合 同委員会への出席

三 浦 定 俊 国 、/.歴史民俗博物館 国1　r.歴史民俗博物館 重要歴史資料調査分析研究による調査

三 浦 定 俊

一

長岡百穴 長岡百穴保存整備にともなう指導 ・助言

三 浦 定 俊

一 一_　 __

カナ ダ 第91・1モ ン トリオー ル議定 、1}締約国会議お よ び第16回 作 業部 会

会議 の出席

三 浦 定 俊

　

南蛮文化館
一 一 一_

イ タ リ ア

一,甲 一_一 一 一

収蔵品の澗査

三 浦 定 俊

　 一 一_

ICCROM財 政邑1`業計画委員会、FPC・AAB合 同委員会および総
会の出席

一

三 浦 定 俊

一__

奈良国立文化財研究所

冒　 一 　　 一,

平原方形周溝璃出L品 修理委員会

宮 本 長 二郎 占森県教育委員会

一一一 一

占森ll∫1内丸lll遺跡発掘調指導査委民会、集落復元専門委員会の
出席、 ㌔内丸山遺跡発掘調査および整備事業現地指導一

宮 本 長 ㌦郎

一 一り一 　一 一 一 　 一

南河内田∫教育委員会
一

ド野薬師寺跡保存整備委員会への出席

宮 本 長二郎 新潟県佐渡郡新穂村教育委員会

幽 一 一 一 一_

　 　 一

蔵E遺 跡発掘調査指導
一

一

宮 本 長二郎

一

奈良国、γ文化財研究　lr
一

アンコール文化遺産保護共同研究に関する検討委員会への出席

宮 本 長二郎

一

鹿 児島県埋蔵文化財センター

一

L野原遺跡住居復J己の指導

宮 本 長二郎

一 　_

富山県小矢部市教育委員会 桜町遺跡発掘澗査現地指導 ・出L建 築材の調査

宮 本 長二郎

1一

鹿児島県教育委員会

一 一

一 一 一

国分市is野原遺跡保存活川検討委員会への出席
一 一

一

宮 本 長二郎

一

liI形県 人if%rh教 育委員会
一 一一

史跡西沼川遺跡発掘調査指導

宮 本 長二郎

一 一一

福岡県甘木市教育委員会

一_

史跡平塚川添遺跡整備指導

山 梨 絵美子 佐野美術館

一一 一 　

黒f+lritilt巡回 展 の展示
　 　 一 一 一

山 梨 絵美子 愛媛県立美術館 「中川八郎とその1時代」展にともなう講演会の講師派遣

横 山 直 樹 千葉大学

一 一一

物品等の一般(指 名)競 争参加資格審査事務の一括処理に関する説
明会への出席

與那原 進 京都市教育委員会 第7回 アジア文化財保存 セ ミナー ・サイ トセ ミナーの運営

米 倉 迫 夫 大阪大学 大阪人学 におけるul'}
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(2)そ の他の調査指 導

1)文 化 財の材質に関する調査

金属製文化財 を中心 に、その材質の調査 ・分析 を行 った。('「尾 ・早川)

総 依頼件数331牛369試 料

分析内容内訳(1試 料 当た り複 数箇所 の分析 あり)

蛍 光X線 分析(XRF)約300測 定

鉛1司イ、ヒ体1ヒ測定(1)BIR)糸 勺300測 定

依頼元および調査対象は ド記の通 りである。

文化庁美術工芸課

東京国立博物館

東京国立博物館

東京国立博物館

東京国立博物館

東京国立博物館

東京国立博物館

東京国立博物館

東京国立博物館

東京国立博物館

東京国立博物館

東京国立博物館

東京国立博物館修理室

東京国立博物館修理室

日本銀行貨幣博物館

茨城県教育財団

茨城県教育財団

栃木県教育委員会

佐賀県教育庁

大分県教育委員会

山梨県櫛形町教育委員会

茨城県千代川村教育委員会

新潟県佐渡郡教育委員会

大分県日田市教育委員会

早稲田大学

武蔵文化財研究所

中近東文化センター

泉屋博占館

元興寺文化財研究所

元興寺文化財研究所

(株)応用地質

韓国湖厳美術館

銅 象嵌製品1点

鍍 金経 筒1点

金銅 製馬具2点

サーベル4点

水 瓶1点

経 筒2点

銅 剣12点

福 岡県出土青銅器4点

密教 用具1点

青銅製 品8点

経筒4点

銀製飾 りピン1点

馬 具14点

馬 具9点

人判1点

耳環1点

ノ」、仏像1点

耳環2点

佐賀県出1:i'i銅 器66点

銅 鏡 片1点

金属製遺物1点

ノ」、仏像1点

銅鏡2点,銅 鍬1点

銅鏡 片1点

llナ銅 製遺物1点

小銅鐸1点

カマ ン・カ レホユ ックH

"雪と1、聾矧II∫釘1覗}}讐98,匡∴裂

占銅製鏡他17点

,書ナ釧司製占115点

18ナ銅 製遺物4点

巳;り」魚羊1畳ゴ銭50%1 1¥

ヒ金属製品50点

(XRF)

(XRF,PBIR)

(XRF)

(XRF)

(XRF)

(XRF,PBIR)

(PBIR)

(PBIR)

(XRF,PBIR)

(XRF,PBIR)

(XRF,PBIR)

(XRF)

(XRF,PBIR)

(XRF,PBIR)

(XRF,XRD)

(XRF,PBIR)

(XRF,PBIR)

(XRF,PBIR)

(PBIR)

(XKF,PBIR)

(XRF,PBIR)

(XRF,PBIR)

(XIZF,YBIIZ)

(XRF,PI31R)

(PI31R)

(1'BlfZ)

(XRF,PBIR)

(PBIR)

(PBIR)

(PI31R)

(XRIi',PBIR)

(PI31K)
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2)美 術 館 ・博物館 等館 内の環境調 査

国宝 ・・π要文化財な どの指定品 および東京国 、Z博物館収蔵 資料 の借川展示 に関 して館内環境調 査を行 い,報 告ll;:を

作成 ・提 出 した,,(孔 浦 ・佐野)

北海道

岩

宮

福

茨

群

千

束

手

城

島

城

馬

葉

京

新 潟

北海道 、r.近代 美術館

北網 圏北 見文化セ ンター

前沢 町 、Z牛の博物館

宮城 県図,ll館

須貿 川市.r.博物 館

茨城 県 、r.、k心記念 ハ:浦)ミ術館

かみ つけのIll博物 館

伊能忠敬記念館

台東 区 、r.朝倉彫 塑館

学習院 人学 史料fh°{

日本 刀装 具〕ミ術館

(財)ブ リチ ス トン聯ll館

新津 市 又三術館

llf海町r1然 史 博物館

長

静

愛

滋

京

人

奈

岡

広

III

愛

高

長

野

岡

知

質

都

阪

良

ICI

島

ii

媛

知

1崎

1∫L三リ己';占

盟科 町近代 美術館

こ嶋 人社宝物館

イTII/1抽i∫道'虫し、1己念食官

M田OMUESEUM

(財)細 見美術食1{

人阪城 天守閣

え2」;多、畳1'1「ガ済霜視r㌣'}1{:●菊〒'iごII.f遊'{

高 梁 市歴 史.)ミ術館

広島県 、γ笈術館

徳lll市)ミ術博物魚8{

愛 媛県 凱歴史博物館

高知県r.)蔓 術1

長 崎県 、z対馬歴 ・」こ民俗 博物館

指宿市 考占博物 館

現地調査 は宮城県図Ill館 、秋lli市T・秋)ミ術館、茨城県 人心記念 ノL浦美術館、かみつけのlll博物 館、川村記念美術館、

東京都公園 協会 小イ1川後楽園 、大倉集IIゴ館、学習院 大学 史料館、.嶋 人社宝物館、佐野)ミ術館、MOA)ミ 術 館、(財)

細 見美術館、京 都服飾 文化研究財団、'1え等院収蔵庫、醍醐 寺新収蔵庫、 大塚国際)ミ術 館の 田 飢1,、

また北海道開拓記念館 など、全liq63館 の 新設既設 美術館 ・博物館等 文化財展示収 蔵施設 に対 して環境改;r;:に関 す

る相談を受 け、助,1を 行 った。 これ らの館 にっ いて は各館 ことに環境調1+T.フ 〆イルを作成 して調 査を行 っている。

北海道 北海道開拓記念館

北海道、k帯広美術館

北網圏」ヒ見文化センター

北海道 、/.近代美術館

荒)1=記念)芝術館

岩 手 ・関市博物館

岩手県教育委員会美術館整備室

前沢田位 牛の博物館

イi巻文化セ ンター

中尊寺新讃衡蔵

宮 城 村田1町歴史みらい館

瑞厳;r,lc物館

宮城リi図書館

宮城県使節船 ミュージアム

東北歴史博物館

秋 田 秋川県 立近代美術館

角館町平福記念美術館

llI形 酒川市市民 美術館

山寺芭蕉記念館

福 島 須賀川市立博物館

野馬追いの里歴史民俗資料館

会津若松城天守閣郷土博物館

柳津町斎藤清美術館

茨 城 茨城県立天心記念五浦美術館

国i地 理 院 地図 と測 鼠の 科 学 館

紡3ノ トこ'1{者1～㍗舛文1{ヒo)森 〕蔓休∬食官

栃 木 県 、k)芝術館

li光ili輪i㌦ 、壷」・宝 物 館

llY馬 か み っ け の 里 博 物 館

埼 畳く 朝f藁市.r.博 物 館

さ い た まlllの 博 物 館

行ll1市 郷1～資 料 餌{

鷲 宮 町 、k資料 館

日本 人 学 総 合学 術 情 報 セ ン ター

t・ 薫 佐 原 市 美術 館

川村1把念X術 餌

大原幽学記念餌

伊能忠敬記念食†

東 京 東京国、欠博物餅

東京国蹉博物餅

・1;成館

法隆寺宝物館

東京国、Z近代美術館フィルムセンター

東京芸術人学新美術館

宮内庁iii陵部新補修室

東京都写真美術館

東京都庭園美術館

江戸東京たてもの園

東京都公園協会小石川後楽園

大倉集古館

・ ・



一■

日本銀行金融研究所貨胤誓博物館

台東1×朝倉周多塑館

物流博物館

板橋区郷 ヒ資料館

北区郷1.博 物館建設準備室

世川谷1)く美術館

世川谷1)く郷L資*こ}館

日本刀装具〕ミ術館

ブリチストン夷術館

齊iit茶文イヒ抜足〔レ1封財1・珂

学習院大学史料餌1

神奈川 岡本太郎)ミ術館

鎌倉rl∫、r.,商木2占ノJ、i己念 美休If棺

新 潟 新津ll渓 術館

新潟県、γ博物館

青海町n然 史博物館

富 山 富山県教育委員会新美術館建設班

新湊市博物館

石 川 石川県七尾美術館

能都町真脇縄文館

福 井 福井市美術館

福井市郷 ヒ歴史博物館

織田町文化歴史館

勝山市勝山城博物館

三方町縄文館

長 野 長野県立歴史館

豊科近代美術館

飯田市立美術館

腺山美術館

下諏訪町立諏訪湖博物館 ・赤彦記念館

田中本家博物館

梅野記念絵画館

岐 阜 多治見市博物館

美濃加茂市文化の森プラザ

静 岡 こ嶋人客1宝物館

MOAX術 館

静岡市アー トギヤラリー

豊川町香りの博物館

ノく竜lI圷火'1`fイく矢巨美うド∫食官

富f市 博物館

{}卜月ll巨.0)メL)"vhiftii

佐野 美術館

日本建築馴"」学校

愛 知 田原町博物館

知多市民俗資料館

尾西市 ζ岸節r記 念館

愛矢口県美術館

愛矢口県陶磁資料館

名占屋ボストン美術館

弔 ラ貢県教育委員会センター博物館建設室

鈴鹿市考占博物館(仮)

朝 日町歴史博物館

四日市市博物館

滋 賀 滋賀県、k琵琶湖t")物館

能登川町、Z博物館

多賀町博物館近71:商人博物館

y9

京 都

人 阪

兵 庫

奈 良

和歌山

取

根

山

鳥

島

岡

広 島

Ih口

香 川

愛 媛

高 知

福 岡

駕

崎

本

分

崎

佐

長

熊

人

宮

鹿児島

河r縄

M田OMUSEUM

佐川X'vkrfti

滋 賀県 、Z琵琶湖文化館

宇治市源氏物語 ミュージアム

(財)糸田見)ミ術館

・1;等院収蔵庫

舞鵬 市郷L資 料館

醍酷月ぴ*サ〒11又∬直塾乏IIil:

宮津 市歴史館

園部田f教育委員会

泉屋博占館

(財)茶 道資料館

京都服飾文化研究財卜1'1

泉南市埋蔵文化財センター

人阪城天守閣

人阪人権博物館

人阪llナ山短期人学歴史文学博物館

和泉市歴史資料館

人阪府 ヒ木部砂防課

大阪市都市整備1「乃住まいの情報センター

サントリー ミュージァム天保III

小野i1好 占館

兵庫県、r.新美術館(芸 術の館)

姫路文学館

兵庫県 、k陶芸館

太r町 、z歴史資

奈良国 、尻博物館

水'F社 歴史館建設委員会

法隆寺百済観 音堂 ・新宝蔵院

和歌山県立近代美術館

熊野 占道なかへち美術館

鳥取市、r.博物館準備室

島根県、r.美術館建設準備室

llも梁市歴史美術館

成羽III)'jt術館

笠岡市、z竹喬美術餅{

広島県、γ)ミ術館

頼lhl場史跡資料館

人田　1:歴史館

ド関市考占博物館

山11県 、γ萩)こ術館 ・1甫1.記念 館

徳山市X'vkr博物館

人塚国際遼術館

愛媛県、/.歴史文化館

愛媛県、z美術館

愛媛県生活文化部生涯学習課(Oll1核)ミ 術館)

高知県、r.)こ術館

春日市ふれあい文化センター・弥生の里

筑紫野市ヒストリー アンド カルチャーセンター

唐津市、z近代図Il館

長崎県、r.対馬歴史民俗資料館

熊本県、Dミ術館

人分県、r.宇佐風L記o)[て 歴史民俗資料館

都城4泣)こ 術館

西都ri∫歴史民俗資料館

指宿市考占博物館

浦添市)こ術館



㌃
3)文 化財の虫害等被害に対する調査指導

虫 ・カビ等による文化財への被害にっいて調査し、指導 ・助言を行 った(木 川 ・ 捕 ・佐野 ・山野)。

調査先

北海道 史跡 フゴッペ洞窟

東 京 東京国 、Z博物館

日本銀行貨幣博物館

東京都美術館

武蔵野音楽人学楽器博物館

ブリヂス トン美術館

静 岡 八幡宮来宮神社

4)文 化財の修復および整備に関する鋼査指導

文化財の修復に関する調杏指導は ド記の通 りである。

依 頼 先 調 査 指 導 の 内 容 担 当 者

千葉県千葉市 史跡加曽利貝塚遺構の保存"多復指導 青木 ・朽津
一 　 一

東大寺

　 一 一 一

国宝金銅八角灯籠修復指導
一 一 一 一 一 一 一 一一_

収蔵　sicならび文書に対する修復処概の状況の調査
一 　一一 一 一 一 一

常設展示品の保存修復計画に対する指導

tf木
一 一

長崎県対馬歴史民俗資料館 尾立

広島市江波山気象館 尾立
一　

外務省外交史料館
一

一

一 　

一 冒　 一一 一

外交文1修 復法に対す る助,亨

一

一 一

川野邊

文化庁建造物課

一

一 一 一 一______

水戸八幡宮の彩色復元に対する助,ヤ
ー一 一 一一 一 一一一一

旭川皆行社煉瓦製煙突の修復に対する助,ζ

川野邊

文化庁建造物課 川野邊

文化庁建造物課

一 一_

旧近衛師団の煉瓦壁劣化の1原因究明 と防 止法 に閲する助`at-.1
-一 一 一一

川野邊

文化庁建造物課

一

和歌山県和歌山市 航文和歌山東照宮の彩色修復法に対する助言 川野邊 ・朽津

東京都

一 一一

第五福竜丸船体の保存 ・修復計画に対する助詫 川野邊

東京都

　 一 一一 一 一 一

第五福竜丸エ ンジンの保存 ・修復r画 に対する助ii 川野邊

福島県小高町 史跡薬師堂石仏 朽津

茨城県

　 1-一_一 一 一 一一一 一

茨城県武者塚占墳出 上遺物の保存修復指導 肖木

栃木県野木町

__一

重要文化財旧ド野煉瓦窯の修復協力

一

F1木 ・川野邊 ・朽津

長崎県教育委員会 史跡壱岐原の辻遺跡整備 ・発掘調査指導委員会 宮本

建設省吉野ケ里歴史公園事務
所 国営吉野 ケ里公園復原検討委員会の出席 宮本

松本市教育委員会 史跡松本城公園整備研究会 宮本

相生市教育委員会 史跡感状山城整備委員会 宮本

東京国立博物館 西都原古墳出土家形埴輪修理委員会 宮本 ・青木

津山市建設部街づくり対策課 景観(城 下町)整 備指導 松本

宮内庁正倉院事務所 正倉院蔵伎楽面の修理 に対する助言 ・指導 中里

一100一



(4)講 習会等への協力

文化庁および都道府県教育委員会が1催 する講習会等で講師を務めた。

氏 名 期 日 講 習 会 名 講 習 内 容

青木 繁夫 97.9.4
¥1/_成9年 度 文化庁建造物課修理1こ任技術者講習

会 ・ヒ級 コー ス
修復技術特論

青木 繁夫 97.9.24 千葉県発掘調査担当者、溝習会 埋蔵文化財の保存について

木川 りか 97.7.15

一

平成9年 度文化庁指定文化財展示取扱講習会 ・
東ブロック

文化財の保存 劣化II:生 物

木川 りか 97.11.18
平成9年 度文化庁指定文化財展示取扱講習会 ・
西ブロック

文化財の保存 劣化II:生 物

西浦 忠輝 97.7.16
平成9年 度文化庁指定文化財展示取扱講習会 ・
東ブロック

文化財の保存 劣化m:木 、金属、石等

西浦 忠輝 97.11.19
平成9年 度文化庁指定文化財展示取扱講習会 ・
西ブロック

文化財の保存 劣化IH:木 、金属、石等

平尾 良光 97.7.15
平成9年 度文化庁指定文化財展示取扱講習会 ・
東ブロック

文化財の保存 劣化:化 学

平尾 良光 97.11.18
平成9年 度文化庁指定文化財展示取扱講習会 ・
西ブロック

文化財の保存 劣化:化 学

三浦 定俊 97.7.15 平成9年 度文化庁指定文化財展示取扱講習会 ・
東ブロック

文化財の保存 環境

三浦 定俊 97.9.4 平成9年 度文化庁建造物課修理主任技術者講習
会 ・上級コース

保存科学特論

三浦 定俊 97.11.18 平成9年 度文化庁指定文化財展示取扱講習会 ・
西ブロック

文化財の保存 環境

増田 勝彦 97.9.1 平成9年 度文化庁建造物課修理主任技術者講習会
・上級 コース 文化財保護論

増田 勝彦 97.9.12 国文学研究資料館史料館研修 劣化損傷史料の保存修理1

増田 勝彦 97.9.16 国文学研究資料館史料館研修 史料の保存環境と劣化損傷要因

増田 勝彦 98.2.3 平成9年 度埼 玉県文欝館文t*史 料取扱講習会 史料の保存科学
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3.研 修

(1)「 紙の保存修復」国際研修

趣 旨

我 がlk1の 装 満技術 にお いて基本であ る裏打 ちv)技 術 は1)各 種 の薄い格紙 と生麩糊 を川いる、2)裏 打 った もの を仮

貼 りというパ ネルに貼 って乾燥 させ る、:3)道 具 とLて 川途 別に分化 した各種 の刷 巳を川 い るとい う3種 の技 術 が組

み合 わさ り、組 織化 された技術 である、,

楮 紙 は薄 くて 柔軟性 を も ち、かっ)ヒたさを 兼ね備え ていること、澱粉糊 は適'i1な 接fl性 を もち、かつ対象 に対 して

安全性が高 い ことが特 徴である、,こう した我が国の 裏打 ち技術 は占文献 ・版 山なと紙 の 文化財の修理 ・補強だ けで な

く、 文化財 の保 存に広 く川 い得 る ロ∫能↑'iがあ り、技 術研 修 を望 む声が強 い,,国 際 文化財 保存修 復研 究 セ ンター

(ICCROM)の 要 望 もあ り、1992('1へ 成4)年 度.}こり、 日本で開催 し、我が国の 裏打 ち技術 のare及 を 図 るこ とに した

もので ある,,

成 果

研修 は本年度 で6年liを 迎 え、参加 者77名 に達1て おり、装満技術の1、fl及に 相'11の 効 果をiげ ている。

研 修 期 間

(招へい期間)

研 修 会 場

参 加 者 数

199711.111120il～ 且2

1997そ ト 且i/ll9日 ～12

111120日 ～11/121iI

I且 ノJ2211～ 且21」1且II

12月5日 ～i2/161i

12名

lI日2211「 昌j

l3日25111昌1

東 京ll・位 文 化 財 研 究 所

京 都lk1、'i:1"1物館

奈 良 市 ・奈 良 県 、11聾lf郡1量1野町

日 程

11月20日(木)

ll)」21ii(金)

11ノ 」22日(f)

111」23日(lD

tt112411()J)

ll月25日(火)

11月26日(水)

11)」27日(木)

111J2811(金)

開会式

研修の趣旨説明

文化財概 論 日本の文化と紙

日本における文化財の保護

京都へ移動

京都博物館訪問

n由 行動

自由行動

オリエンテーション

文化財概 論 紙の劣化について

伝統的な彩画材料

技術研修 裏打 ちの道具と材料

糊の作り方

紙の裁断と接合の方法

イ反弓長り製f乍

技術研修 仮張 り製作

裂地の裏打ち

技術研修 暴流 し

砂r蒔 き

仮張り製作
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義

義

邊

邊

悸
X

揮
又

・ガ

・ガ

長所

修復技術部 増 田 勝 彦

東京芸術人学 稲 葉 政 満

東京芸術大学 杉 ド 龍一郎

k二 、r.不II貝1」



Il月29日(ヒ)

11月30日(日)

121jlll(11)

121J2日('火)

121」3}1(ノk)

121」41i(ノ トこ)

12∫]5日(金)

12月6日(ヒ)

12月7日(日)

12月8日(月)

12月9日(火)

12月10日(水)

技術研:修 人 きな紙の 裏打'ち

裂地 の裏打 ち

1'1由行 動

技術研修 装飾料紙の 裏打陰ち

仮張 り製作

裂土也(ノ)仏く弓1、三り担}卜`ナ

ヂ支うド∫ω臼1箏 仏く弓長り0)言製で乍

技術研修 装飾料糸⊥Lと裏打 ちされ た裂地の巻j¶ 立 て

イ♪文弓止{1`)(ノ)で製イノ1`

技 術研修 裏打 った巻fの 仮張 り掛 け

褒打'一・た大 きな紙 の仮張 り掛 け

仮張 り障r製 作

見学 奈良の諸人 、if

訪 問 奈良」ki、玩1曳亨物館

;,!'"r:占!野 糸氏漉 き場

自山行動

技術研修 裏打 った大 きな紙 の仕 上げ

巻rの 仕上 げ

技術研修 裏打 った大 きな紙 の仕Lげ

巻rの 仕上 げ

研修終 ∫ 修了証書授与

参 加 者 リ ス ト

MarieVANDERMEEREN,マ リー ・ヴ ァ ン デ ル ・メ ー レ ン メ キ シ コ ・メ キ シ コ 国,j民 族 歴 史 研 究 所

MariaAparecidadeVriesMARSICO,マ リア ・ア パ レ シ ダ ・デ ・ヴ リ ェ ス ・ マ ル シ コ ブ ラ ジ ル ・国 立 図 書館

MariaClemenciaGARCIASALAZAR,マ リア ・ ク レ メ ン シ ア ・ガ ル シ ア ・サ ラ ザ ー ル

コ ロ ン ビ ア ・コ ロ ン ビ ア 国 立 文1等 館

FrancoiseBUNIAZET,フ ラ ン ソ ワ ー ズ ・ ブ ニ ア ゼ フ ラ ン ス ・ロ ワ ー ル 文 菖館

AgnesADAM,ア グ ネ ス ・ア ダ ム ハ ン ガ リー ・【Ki、γセ チ ェ ー 二 図lll館

RituJAIN,リ ト ゥ ・ ジ ャ イ ン イ ン ド ・ikl、r.イ ン デ ィ ラ ・ガ ン デ ィーL芸 セ ン タ ー

MariaCristinaPACE,マ リ ア ・ ク リ ステ ィナ ・パ ー チ ェ イ タ リ ア ・lKhγ 東 洋 博 物 館

JosephRAJ,ジ ョ セ ブ ・ ラ ジ マ レ ー シ ア ・博 物 館 ・占 代 局

MonicaMargarethaMariaSTAAL,モ ニ カ ・マ ー ガ レサ ・ マ リ ア ・ ス タ ー ル

オ ラ ン ダ ・オ ラ ン ダ 文 化 財研 究 所

MetteHAVREVOLD,メ ッ テ ・ハ ヴ ル ヴ ォ ル ド ノ ル ウ ェ ー ・ ノ ル ウ ェ ー 国 、γ現 代 美 術 館

IrshadAHMEI),イ ル シ ャ ド ・ア フ メ ド パ キ ス タ ン ・パ キ ス タ ン国 、Z博物 館

WeronikaMariaLISZEWSKA,マ リ ア ・ ヴ ェ ロ ニ カ ・ リ ス ツ ェ ヴ ス カ

ポ ー ラ ン ド ・ワ ル シ ャ ワ 美 術 ア カ デ ミー

レ拐ノJ機1莫1文 イヒ13:

京 都 国 、γ博 物 館

国 際 交 流i',b:

文 化 財'保IIK振 興 財 卜j'i

IC;C;IZOM
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(2)博 物 館 ・美 術 館 等 の保 存 担 当学 芸 員 研 修

近 年博物館 ・美術館の数が増加 すると共にその施設が近代化 し、燃 蒸室、保存 ・修理 などの保存に関す る設 備が整

備 されて保存1'II門を担当す る職t!が 配置 されっっ あ翫,し か し、 これ らの職 員が保 存科学の知識や技術を修得 しよ う

として も適 当な学習の場 や教 材がないのが現状で ある、,そのために博物館 、)ミ術館 などの学 芸員の1呆存 担当者 を対象

に、 文化財の科学的保存に関 す る」1林的 な知識 及び技術 にっいて研修 を行 い、そo)資 質の向 ヒを もって文化財 の保護

に資す ることを 目的 とし、第i41司 研修 会を1;IJifii'した、,

Jn」1昌11997{「7月1/lil～7月2511

参 加 者 数21名

プ ログラム

7/J14il(1」)

開 講式 ・オ リエ ンテー シ 置ン

保Fuq1'+?F境 総 論 文化財の保 存と環境

保存環境 各論 温!n!.1

保 存 環境 く実 習〉 温7{n!1測 定 機 器の取扱 い

7月15日(火)

保存環境 各論

保存環境 く実習〉

保存環境 各論

保存環境 各論

7)116日(ノk)

生物被害 虫

保存環境 各論

保存環境 各論

保存環境 〈実習〉

7)117日(木)

生物被害 カビ

保存環境 〈実習〉

劣化 と保存 各論

劣化と保存 各論

所内見学

7)J18日(,1)

劣化と保存 各論

劣化と保存 各論

修復材料 各論

劣化と保存 各論

保存環境 〈実習〉

一 展!」く季姻包 メ7一 ス(ノ)茜の蔓1凋餌」

一一湿 度 の 制 御1りく

一 室 内 汚 染

一 大 気 汚 染 と そ の 影 響

一害虫の生 態 と被害 一

一光 と劣化

一照度 基準

一照度 の測定 と調ltll一

一 要因 とメカニ ズムー一

一環境調 査1-

一油彩 画一

一漆一

一木一

一石一

一絵画 の彩 色層一

一 ガラ スー

一環境調査2一

麦

允
欠

允
欠

イ

イ

イ

定

定

定

幸

俊

絵

光

信

定

千

良

庭

浦

野

尾

杓

〃

-

館?r.　
.
例蝦{_　-

次

絵

幸

絵

勝

fr

信

千

野

野

庭

野

口

〃

杓

〃

か

絵

介

克

り

千

眞

壽

ー

チ

ー

1
畠.

月

甲
∫

H

唖

木

佐

歌

中

学大術芸京

輝

輝

則

明

絵

忠

忠

和

信

千

浦

浦

立

津

野

西

西

尾

朽

佐
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一
71122日(火)

劣化 と保存.nu

劣化 と保存 各論

劣化 とイ呆イr各"命

劣化 と保存.nu

修 復 材料 各論

紙

伝統材料

金属 且

金属2

合成樹脂

彦

彦

左

左

渉

勝

勝

繁

繁

邊

川

川

木

木

野

71」23ii(ノk)

調査手法 各論

調査手法 各論

劣化と保存 各論

保存環境 〈実習〉

イヒ'1:う)・十万

画 像 。1'測

考1㌧」遺堵勿

環 境 調 査3,4

光

俊

左

絵

良

定

繁

'卜

尾

浦

木

野

-

書

ノ

、

ー

イ

7月24日(木)

ケ ーススタデ ィ(於:占 河歴 史博物館)

一 博物 館 ・美術館にお ける収蔵 ・展示の問題 とその対策一 佐 野 丁・ 絵

浦 定 俊

7月25日(金)

イギ リスにおける修復論争史

文化財の国際交流

閉講式

東京芸術大学 井 口 智1'

浦 定 俊

研修参加者名および所属

安 部 則 男 足r.美術館

牛 場 珠 代 目黒区美術館

内 海

胡

大 貫

占 川

久保川

・≠ 野

高 橋

・r.石

lll中

中 岡

芳 賀

長谷川

幅

原 川

藤 川

松 川

世

宮 川

宮 本

f

光

里

也

男

賢

正

之

之

進

.r

徳

大

彦

靖

摩

美

稔

昌

尚

.正

淑

孝

和不

耕

弘

蕩 徳

lL純

裕 次

(貝オ)ドi崔鳥美vPr食官

香川県歴 史博物館

目本銀 行金融研究所1テ幣博物 館

(財)占 川報数 会,';ICI史料 館

国 、7:科学 博物館

耕 こ芋博物館

秋川県 、Z博物館

占河歴 史博物館

国 、r.西洋 美術館

(財)会 津 若松 市観)℃公社

ll1口県 ウ:萩美術館 ・浦L記 念館

石川県 、Z歴史博物館

「剃,1'.r.術 館

松代 藩文化施設管理 事務所

祐徳博物館

広ol;1㌧県 、γつミ〃1:∫館

貿!驕市:川 宿 本lll巨資 料館

(財)川 中本家 博物館

人阪」成ノく守閣
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(3)海 外学術調査員および研究者のための保存修復講座

海外学術調査における調査U、 研究 占に対して、調査現場の文化財の保存修復にたいする応急的、実際的な保存修

復の講義と実習を行い、その資質のlllliを図 り、文化財の保存修復に資することを目的とする。

ーUj

場

担

「昌j1997で ザ5月1211～1998{ザ2月23日

算ヨ11朝1997で ザ51」 ～7月

算～21切19971'.lofj～1211

第31切1998ぞr1月 ～2月

fl∫週 月ll撮 ノト1妾6:0()～8:00

所 別 館 会 議 室

'星1r'∫ 木 繁 た(fr筆 復 技 術 部)

講義内容

第1期 保存修復とは

保存計画

資料の調ter.i1、

資料の保管ノJ法と保管環境整備

遺跡における応急的保存処理

第2期 金属製品の保存処」li!

石製品の保存処理

上製品0)保存処理

木製品o)保存処理

第3期 染織品の保存処理

骨 ・象牙等の保存処理

参加者数8名

参加者名および所属

高 宮 いつみ 早稲lil人学占代エジプ ト調査室 ・早稲lll人1:非常勤溝師

足 、tr.拓 朗ll∫ 山学院大学史学研究室助 丁一

斉 藤 信 弘 千駄 ケ谷5」'目 遺跡調査会訂,q査it

徳 江 佐知r東 京人学大学院博i:課 程総合文化研究科

有 村 誠 筑波大学大学院博i課 程1埜史 ・人類学研究科

渡 部 森 哉 東京大学大学1ちヒ博is課 程総合文化研究科

和 川 浩一郎III.稲iH人 学占代エジプ ト調査室嘱託

谷 日 陽r東 京芸術大学修i課 程保存科'γ:専攻
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(4)博 物館学実習

博物館 ・美術館の学芸員資格を得るためには、博物館施設での実習が必修とされている。毎年、美術部と情報資料

部は近代美術をEな 内容とする博物館学実習を行 っている。

日 時1997年9月7ii～9月12i1

会 場 東京国 、r.文化財研究所

参加者数15名

プログラム

第1日9月1日(月)

午前 オリエンテーション 田 中 淳 ・山 梨 絵美r一

アジアの博物館 ・美術館 鶴 田 武 良

日本の展覧会の現状 田 中 淳

午後 東京国立文化財研究所所蔵の日本近代美術資料 山 梨 絵美子

黒田清輝記念室見学 田 中 淳

近 ・現代美術資料の収集 ・作成の意義と現状 山 梨 絵美 」二

第2日9月2日(火)

午前 近 ・現代美術資料の収集 ・作成実習 田 中 淳 ・山 梨 絵美子

(1)新 聞文献

② 雑誌文献

(3)写 真文献

午後 文化財保存にっいて 佐 野 千 絵

近 ・現代美術資料の収集 ・作成実習 田 中 淳 ・lh梨 絵美子

第3日9月3日(水)

近 ・現代美術資料の収集 ・作成実習 田 中 淳 ・山 梨 絵美f

第4日91J4il(木)

午前 近 ・現代美術資料の収t・ 作成実習

午後 近 ・現代美術資料の収集 ・作成実習

美術品の調査について 島 尾 新 ・岡 出 健

第5日9月5日(金)

午前 美術文献 と情報処理 米 倉 適 夫

美術史研究 と画像処理 長 岡 龍 作

午後 美術関係情報処理の実習 米 倉 辿 夫 ・井 手 誠之輔

長 岡 龍 作 ・中 村 節 子

文化財の修復にっいてH木 繁 夫

実習のまとめ

第6日9月6日(量)

展覧会見学 とまとめ
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一
4.文 化財修復協 力

(1)在 外 日本古美術品保存修復協力事業

在外の博物館 ・美術館が所蔵するIi本 占美術nnで 価値の高い作品の修理に協力 し、併せて修理対象作品を所蔵 して

いる博物館等と1!同 して、これに関辿する研究を行う'1`業である。1991(・F成3)年 度から絵画を対象に事業 を進め

てきたが、すでに相当の成果をisげ たことか ら、1997(・F成9)年 度か らはis芸品など欧米の修理技術では修理が困

難な分野にも協力対象を拡人 した。

この事業によって所蔵作品の公開が1ビ石まるとともに、わが国の修復技術に対する理解も深まることができ、修復技

術の交流が促進されている。本'll業の、γ案のため、毎年現地に出・振し、作品を調査するとともに、修理技術の内容に

ついて所蔵博物館と討論し、併せて輸送の手続きにっいて協議 している。当研究所は修理内容の検討、修理作品お写

真記録等の作成および整理 ・保存、国内外の輸送手続きに責任をもって当たっている。

この修理協力事業によって修理された作品は61件91点 にのぼる。その作品の公開が増すことは当然であるが、修

理協力事業が契機となって所蔵のIl本 占美術品に対する関心が新たに高まりっっあり、 ヨーロッパでは日本の古美術

品を所蔵する博物館の間で協力関係を結ぶネットワークが検1さ れている。

また文化財保存の専門家の交流 も促進され、わが国の文化財修理技術の,w.及と理解に対し、大 きな役割を果たして

いる。

調 査 地 調 査

ド イ ツ

一,一 一一AⅢ1

リンデ ン博物館
一

ハンブルグL芸 博物館
一一

ベルリン東洋美術館
一 一

ア シュモ リア ン博物館
一 ■

メ トロポ リタン美術館

一'一一

絵 画12件(10幅 、2巻 、10面)
　 一 一 一

絵画22件(20幅 、2六 曲 一双)ド イ ツ
ー 一

ド イ ツ 絵画15件(16幅 、2巷)

イ ギ リス

　

絵画7件(4幅 、2六 曲 一双、1

ア メ リ カ

　 一 一

工芸15件(鞍3背 、矢筒1筒 、

剣1振)
一一 一 一 一 一■一

対 象(内 訳)

:曲 一 双、1二 曲一隻)

工 芸15件(鞍3背 、矢筒1筒 、鐙1双 、兜7頭 、 うっぼ1筒 、鎧1領 、

ちなみに米国メ トロポリタン〕嘩術館との間で、所蔵する刀剣 ・武具の修理協力にっいて交渉を進めてきたが、1998

(平成10)年 度から修理協力事業を計画的にすすめることで合意、協約轡を締結 した。

ジヤンル 所 蔵 先

一 一

修 理 作 品 製作年代

絵 画 米 国

　 幽 一

ダラス美術館

　 　 一■ 幽　 　 一 一 一

紙本金地 著二色 飲中八仙図屏風 六曲一双 江戸時代
_一 一一 一一 一一

絹本著:色 文殊図 南北朝時代

米 国 ク リーブラ ン ド美術館

1幅
一 一 一一

絹本著色 卜一面観 音像1幅 鎌倉時代
一 一 一一

絹本著色 薬師1・ 神将像 額装1面 鎌倉時代一

紙本金地著色 南蛮屏風 六曲一双 桃山時代

フ ラ ン ス ギメ美術館
一

絹本著色 不空像 額装1面 南北朝時代
一___一 一_

紙本.gl画淡彩 縄衣文殊菩薩像1幅
一 一 一

室町時代

絹本著色 普賢菩疏 卜羅刹女像1幅 鎌倉時代

イタ リア キ ヨッソーネ美術 館

一 一 一一 一_

絹本著色 吉原風俗図巻1巻 菱川師宣筆 江戸時代
一 一 一 一 一

紙本著色 風俗図巻2巻 宮川長春筆 江戸時代一

絹本著色 三美人図1幅 江戸時代

工 芸 米 国 ク リーブラン ド美術 館 木製黒漆塗大般若経厨子1基 12世 紀

ド イ ツ ケルン東洋美術館 蒔絵平文鞍1背 16世紀後半

桜蒔絵器局1基 17世紀前半

ド イ ツ ドレスデ ン美術館 山水楼閣蒔絵花瓶1対 二口 17世紀末
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5.講 座 な ど

(1)公 開学術講座

美術部 と情 報資*こ1部、そLて 芸能部 はそれぞれ 美多ド∫史研究 と1:能 研'%Lの 成 果を ・般 に公開す ることを 目的に、毎年

Hll1公1用'1:彿rl溝 座 を 開 い て し、る 、、Xl術 部 ・'Pi'i報資*こ陪1≦U)公 田j'

実 技 を 通 じ て 、kl1門 性 の 高 い1:術 川 究0)rノ・1'容を わ か り や す く

情 報 資 料 部0)公 開 学 術 講1・1'こは 本 年 度 で 第311111を 数 え 、 ま た1

第28回 を 数 え る,、

馳騒・:術講 座 で1よ ス ラ イ トを
、 ま た 芸 能 部 の 場 合 で は 演 者 の

・説 して い る,,1966(II召 和41)fl'.'に 始 ま っ た 美術 部 ・

9fi7(昭 不1図2)年 度 に 始 ま っ た 芸 能 部 の 場 合 は 本 年 度 で

第31回 美術部 ・情報資料部公開学術購座

ilH与1997{卜10月2211(ノk)

会 場 東 京 都x三 術 食1'{講堂

入 場 者 数233名

発 表 者'

岡 川 健 岡 倉 天 心 と[ll国 の 仏 像

ll司倉 天 心(1862～191:3)の 且893(明 治26){「711か ら4ケ11に 及 ぷ 中il・1旅llは 、Ii本)ミ 術 史 の 研%Lflと し て 、 初

め て の 中 国 美 術 調 査 をli的 とLた 旅flた ・た。 天 心 が 紹 介 し た 中 国 の 仏 像 に よ,て 、Il本 人 はlllltミ1にll本 の 仏 像 の 源

流 が あ る こ と を1;ll-,た 、、 天 心 は そ の 後'卜 生 に お い て 、 ボ ス ト ン)ミ1'h館 の 中 国 美1'1:―のLld「 者 と して 、 人iil:のIMklの 仏 像

を ア メ リ カ へ も た ら し た,,天 心 か 中 国 仏 像o)日 本 ・ア メ リ カ へo)紹 介 を 通 〔 て 果 たLた 役 割 に つ い て 考 え る。

松 島 健 新 発見の運慶様の 不動明iい ン:像

長野県諏訪 市のイム法紹隆 寺には、仏師運慶の作であ る静1朔 ・願成 就1塊や神奈川 ・浄楽Jfの 不動明il像 に似た作 風を

持つ 木造 不動明ll像 が所蔵 されて いる,,仏 法紹 隆 、lfは、信濃1司の ・宮 の、;lll訪大社と密接なかかわ りのある 、i.J'院で 、そ

の諏訪 人社 の大祝職で あったII取訪盛1「:が運 慶 一門 を 重川 した執権北 条氏 の百力な被官であ ることを念頭 にお きっ っ、

X線 調 査によ って確認 され た像内納 人iの 存在な どか ら、 本像の運慶 ・門によ る造 、Zを推定す る、,

美術部 ・情報資料部公開学術講座

「岡倉天心と中国の仏像」
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第.28回 芸 能部公開学術 。lll皇座

口11!」 ・

場P11.

ぺ1'!,箔 激

1997年10月2g日 けk)

・1諌 区 、【ノ
、―1―1杷1焔 ・阜 学!'之 イ・,楽堂

2781γ1

允 ノ諸'

蒲 生 郷1―11日1く 所r'1'・')あ ・肩 、[

よ ずr日i・ 紀.風L、1己 に 見 ・-、.1ぼ)1駈1へ1け 、 擢IIり(き 【二醐1・ 定 『cき!}:い こ[・ 、 ロ イく'd.ノ:く 好1、 れ る 管 ・幽1喘 ほ 、

ゴi1.∫隻一C夕"ク1・!1:〔 〔ノ){・Illl∫1;1[〔∂1、 け.)1こf4」 い['⊂L、 る こi .、 、:〔ノ)2、1∴1、 ・6_・lrr「、i,詐三〔 ノこ'こ ⊂ 、'ノ ξ・1.芝【∫て.V)1ノ拐 ノ」イL・ll、IFぐ、Ilイ くげ)lll.

要 な 横 笛 簿 「!に1,、1∫ 、、ml、 、{jij,i;い 技 法 ・)II.;lil点1【 湘,幽 ∴1!～.・・」d、Ill」 ・・ノ)笛 『c、1・),⊂ 一副111・ 軽 二 、!、,て,1∴}.(川 クく、＼ ペ イ[ノ ∫を

変 え る な ど 、 微 妙 ち:技 法 か1.1区 使 さ ね て い る こ ㌧ を 指 描 μ ノ1二、.

こ オしGよ 、il― ユ乏1Ujlill:','㌔1.}― イくド"r』』』1耳に1ノ)f.ノ辻ノi又1,.二1繋」 」!151i)i・'プL二(ノ)ll～ ζ1塘とイ～二・ニンモこ二!《1ノ:二.1)(ノ)⊂ ㌃・{・`)/5

高 桑 い つ み 能 管 のll乏【1牛.【二'ての 後 の 展 開

能 で 用 い る 笛 ―Ili管 は 、 管 の 内 部 に ノ1ノ」'の細 い 管 を ノ【llし込 み 、 ・部 を 狭(・1る こ[二'G"1律 が 不 規1【1」に ち:・ て い る

こ の よ う な 構 造・が い っ 頃 ろ・案 さ れ た の か 不[リ」だ が 、 日 本 ノ＼1よち と も と18'―:律に 敏 感 で は な カ・ ・た こ.1二、 物 、kね 芸 を1・1体

と し た 能 の 場 合 、1・『↑律 を・あ わt⊥・る,kり は そ の 場 そ の 場 の 情 感 に あ 一,た1'"1・を 奏 て る 方 が1「r:要視 さ れ て い た こ と な ど!を 、

・1按 時 代 の 雅 楽1∠I
I【}・やi阿lllp能 伝li}・か ら1'旨摘L、 能 管 の1』ノ1楽の 特 質 に 一・い.d・ 解lrl;ll〔た

フ、;(iliとiilrl

雅 楽

ヒ
ヒ
ム
目

i

、

ー

ー

,,　,　
⊥

li'rlきr一

演 奏11hH

曾

2.

3.

Llリ1彦

束 儀/下 ≡ドrモ

杉 市 和

観 匿 元 伯

中 川;i;雄

杵 屋 栄 八 郎

言i「f/1モ今」{1二Ilr{

～～～～

・

距
竃ぺ

碗 ・一

哩吻
目… 一 撃

∫゚

鰹1一
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L
、岬■魍トー}ヤ

■
塾

.・・.:旨「ミ.
一 一 一 ・・'

.ノ 甲.F

能管と太鼓による総神楽の演奏

雅 楽

r斗1!11'・取G・ 唱1涌 ・;;ll準)

高 麗 、凋1'・iiゴ11川.:.〔'1"1・i;1嘩)

糸1ノ弓Il㌔ノr「イ」」,てら・、(rジ1'」1ア†}1、1へ1●i;ザ}.;'≒i'}、)

倭 歌 〆11-・取 、 ノ〈直lh`"1取 目噛'lll笛 ・111嘱iと)

抜 頭 林 邑IIIII.1'Il'倒 《'1/liillGlll,ILIへ1}

'能

瑠 申 楽 喉:・i`い1〈1、1.1い

陰 噺ll'・ 、.LUIt

寝!∵ 幽'、Ill、ジll・ 、 管 ・1.1・、、 ノ汰 鼓 ぺ り 、'料1'11・ii:菅'1〆Jiti・.[l!、 線>

1・'ン 々.・,i・ 、 田1¶'1"― 、1闘抽't、.'11/・ 八 ・D犠ll―llrlr'1;/・ ≠ μ[ノll'1'L―・III未 線)

黒1乏 、 、!ll― 田IF;1:、.'}1;/・}・ ピ 所L1"1・.u}[!
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(2)夏 期 学 術 講 座

伝統 芸能研:究0)発 展 と 之畠化財『保護 に役 、1ノ:てるため、 当研究所芸lil乏部 の研究 員が 大学院 生を 対象に、その分野 に関す

る無 形 文化llオ0)、JIII査研 究 の成14とを講.幾 」.る.,

j

i

U

題

問

」'易 所

参1川 占'数

―翁(∫ い'庸)」 θ)柿 々 相

1997{卜7117ii～71110[I

lO:.3()～ 且/:0014:15、1・1・151500～1630

別 館 会 。義「・・1・:

25名

プ ロ グ ラ ノ、

7117il(11)

翁 猿 楽 の 歴 リ上

―翁1の 概 観

翁 ・r・歳 α刑1作 」:1噺臼'・1

7月8日(火)

翁 ・f・歳 の 所1/1コ.Ill伯'・2

幡i斐 の 所 作 と 剛ir・

民 俗 芸 能 の 翁 稗li

7JJ9日(ノ 」卜()

民 俗 芸 能 の 翁 舞2

近 世 邦 楽 の.一(111,11物1

近'liU1≦楽0)講 捜 物2

7111011(木)

::f欠蓼堆イ支9隼h!前(ノ)こけ宇ll塁斗勿

近i日:江i{虜ミリと∫ミ らけ}

質 疑 応 答

羽 田 ・則

羽 田'1型

高 桑 いづみ

高 桑 い つ 、/ノ

羽lll'測

中 村 茂 」'・

中 村 茂j'・

蒲 生 郷ll召

蒲 生 郷 昭

丸 茂)隻,1⊥(」'・(1図 」 く学1"lll川P

鎌 倉 忠1'・
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(31能 楽技法論座
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能 ・剰 支 法 のi'1・liレ 解 日月ろ.・il1'ド.、に 、 能 楽

Iul問

会 場

参加[i数

1995てil91」6iI、1997i161」2511

1Ul∫1胡イくllflr!'「 存二:6、8日.lj

別 館.会 議'・1・:・1;育

約30名

フロクラム

能本の分類

能の脚本構造と小段

謡の技法と実1支

嚇 」乙の技法と実技

所作の技法

小 詐について

溝 師

羽

高

石

松

瀬

iii

一桑

ノト

本

尾

/1魂(芸 能 部)

いつ み(芸 能 部)

倫r(i-L:能 祁)

雍(能 楽 研究家)

菊 次(金 春流 シテ方)

1・;ゴ.の結1し 「 /iiイ・D鱗 箔 〕 と 月1謡1巻i,,Y;'t箔)を 付 け る 上 衣(唐 織 壷 折.〕 を111る

II;3



6 大学院教育

東京芸術人学 大'1を院 進術研究科k化 財保 存学 県攻 システム保存学 教室

1995('1;・ 成7)年 ・1月 よ り1れ 京 芸 術 人'bj∫:人"1ノ:ll'・'〔三1【二.11円1{1[て ノ〈学ll)'己教 育 に 従1:し 、 こ れ.か ら の 文 化 財・保 存 を 担 う 人 材 ・

を 育 成1て い る,,シ ス ノ・ノ・保 存',1:(.k、.虫(fl二Uづ'(ノ)保11':環 境 ろ、・研 究.」 る 保11:環 境 学:III.sill}座」二、 保 存 修 復 に 川 い る 材'料 に つ い

て 研:究 す る 修 復1・づ料 学 講1・1乏1に分 か れ て い る.、 各1;lllll座3名 ・1・♪、 所 員 が 併 任 教'1'1'と 〔'(・1'旨導 に'11た 一・て い る 、,

'受 入,」:生 の)nl
.は 、1`ll課 程 ・卜、1111課 程 、【:・1、に1≦ ・学 年2名 て.、1'}る、,1998('卜 成lo)年ll芝 はfl峯L課 程 に2名 、 博ll

課 程 に1名 がr南 口'(.い る 、.

(1)併 任教官及び担当授業

保 存 環 境'亀γ:、溝 座

併 任 教 捜 洲1

併 任 教 接 ・1'jr'、

併 任 助 教 授f/1.野

ll峯復 材 料・"}∫::II'iilll座

併 任 教 授

併 任 教 授

f,f:イ「J」カニfXヨ'`'受・

'客 員 教 授

助f'・

定 俊

.良)1':

1.・絵

宮 本1・く'浪ll

増 田 勝 彦

月1野 邊 渉

lil-1,―【【イ}太 上量!1二

月・1!智 ゴ・

(保 存 科学1'↑1.;長)

(保 存 科'bγ:1馳'IJ化1:ω1.究`・卜'長)

(保 存 科'b冶'1―往1附1・ 究'1°1,')

(lklF祭 文 イヒIIづ'f呆it':fドで征芝レ傷 ノノ・{'ン ク

(修 復 技 術 部1の

(修 復 技 術1馳'1・駐 イi.湖究'ド1`)

長)

1羊1中
ll[lll義の

保・存 環 境 討'画 論

保 存.環.境'桝1論(1)

flそミrr'1t誕.r`㌃し'、}∫:1『jfldlll(II)

(前 期)

(後 期)

(前 期)

イ6`を子⊆芝1;i・Ililil}i,.IIII(後期)

修 復 材'料"}∫:特 論(i)(lll期)

修 復 材 料 学l!!繭UI)(後1Jl)

.
・ζイヒUオ{イ 」'.'亀}∫:・ノ)1,1イミ1(・1勺 ハζ9i・19月2/1日)

(2)文 化財保存学演習(併 任教官が担当)

第1回

第2回

講 義

実 習

(1997/1.112月2311):1り 「ド/し【i'1:

(1998{卜1/j6日):

「 こ内 丸lllj遺助{と1彦1夏1?ど 本 長'ゴ 耶併 臼1孝父1受

文 化 財.調 査1去X線 透 視 撮 影 実 習 、匹二赤 外 影艮ヵ メ ノに.LるJllJ査(ノ)'疋 習

(3)実 験 指導等

小瀬戸恵美

指導教官

竹之内 裕

指導教官

―ホルムアルデ ヒ ドによる美術品への影響1

(Dこ 浦定 俊(副)佐 野 下絵 ・111野邊 渉

「文化財建造物 の修復 に川 い られた人i木 材・ノ)追跡」、1植と改良への提/1

(D月1野 邊 渉(副)」`1りII勝 彦 ・佐野 下・糸会
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7.出 版

当研究所は、毎年、学術雑誌 ・年鑑 ・国際研究果会プロシーディングス ・研究会報告書 ・ニューズレターなど、多

種多様な出版物を発行 している。 これらに掲載された研究論文や発表などは文化財の分野において最新の情報を伝え

るものである。

(1)定 期刊行物

1)美 術研究

日本 ・東洋の古美術ならびに日本の近代 ・現代美術とこれらに関連する西洋美術にっいて、研究論文 ・解説 ・資料

等を掲載 している。

『美術研究』第368号

後期印象派 ・考 一 一九一二年前後を中心に(上)

奈良 ・光明寺蔵 銅造如来立像(図 版解説)

田中 淳

岡田 健

『美術研究』第369号

留欧美術学生 一近百年来中国絵画史研究 六一

後期印象派 ・考 一 一九一二年前後を中心に(中 の一)

鶴田 武良

田中 淳

『美術研究』第370号

東寺毘沙門天像 一羅城門安置説 と造立年代に関する考察一

毘沙門天王法の請来 と羅城門安置

岡田 健

松浦 正昭

2)芸 能の科学

古典芸能に関する研究論文 ・調査報告 ・資料翻刻等を掲載 している。

『芸能の科学』26号

ハヤフシで意図 したもの 一世阿弥自筆本の小段表記をめぐって一

式三番覚書き 一いわゆる元禄歌舞伎の時代一

花祭りの舞 ・構成 と意義 一小林の花祭りを中心に一

中国の身体表現 一 「戯曲」と舞踊一

〔聞書き〕 「一谷徽軍記」のことなど 一中村又五郎氏に聞 く一 羽田

高桑いつみ

鎌倉 恵r

中村 茂子

細井 尚子

和 ・鎌倉 恵 ヂ
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3){呆 イ戸不ミ}'艶

所属研究11に よる文化財の保 存と修復 に関す る科"=:ti勺調 査、研究、受託研究報告等の論文報告 および修復処置概報

等を掲載 してい る。

『保存科学』第37号

高徳院 国宝銅1象阿弥 陀如 来像 の矢像 調 査 一一1:に 風況 にっいて

三浦 定俊 ・占木 繁た ・川野邊 渉 ・中村

温 度を利用 した殺虫 法(D低 温処理 および高温処理によ る殺虫効 果の検討

ノド川 りカ・●ノ1くlll

脱 酸 素剤の文化財顔 料等にh'cほ す影響

木IIlり カ・・i`i(尺 診奴i1'・軒」河ヒ イ,iill・{ノ1{墾チT・ 糸会●liI型f

伝 統的焼 付漆 技法の研究 漆の焼 き付 け(高 温硬化)に 関す る研究q}一

木 ド 稔人 ・L野 博志 ・中1'i

伝 統 的焼 付漆 技法のlil('L文 献 に 見る焼付漆及 びそσ)研究の歴史

タイ国 石造遺 跡にお ける使川石材 とその劣化に関剛 る澗 査報告

史跡薬師堂 イ1仏の保存環境

装 潰技 術にお ける酵 素利川のll∫能性 にっ いて

竹L彰 宏 ・{;d4〔}隆 ・;…岡fi太 郎 ・木ICI

藩札料紙にっいて

文化財建造物の修復に川いられた合成樹脂の変遷

屋外に用いられた人L木 材の劣化状況と新規人i:木 材の提案

各種の蛍光X線 分析装置による文化財試料の分析

ラインセンサを川いた11∫視光 ・赤外線デジタル撮影 システム

展示公開施設の館内環境調査報/fii一 平成8年 度

アジア渚国における文化財保存の現状

'1'rks度 修復処置概報

一 ア ン ケ ー ト調 査 の 結1星 と 考 察(2)一

修 ・宮 ド 康一

あい ・山野 勝次

勝次 ・:%甫 定俊

。ミ続 ・宮 田 聖 子

lP里 壽 克

朽河ヒ イ言明

ヲ甫 定 俊

りか ・川野 邊 渉

増 田 勝彦 ・大lll昭 典 ・稲葉 政 満

竹之内 裕 ・川野邊 渉

竹之内 裕 ・川野邊 渉

早川 泰弘 ・・四己 良 光

川野邊 渉

佐野 τ・絵 ・ 孔浦 定 俊

㌃神i"j孔 ・西浦 忠 輝

修復技術部

4)日 本美術年鑑

日本美術年鑑 は各年 の)ミ術活動 と美術研究 ・批評の状況を記録す る 彫f物 であ る。)ミ術部で は、 当研究所の前身で

ある帝国 美術院付 属)琳 ∫11)}究所 が1936(昭 和11)年 か ら始y)た 『日本)ミ術年鑑』の編集を・llき継 ぎ、f=ilTrを 継 続 し

て きた。60年 を越 す記録の蓄積 は日本近 代美術 史研究 の基礎 をなす もの として、認め られてお り、1996(¥1/成8)年 に

は1936(昭 和11)is版 か ら19A6(昭 和21)年 版 までの復刻版が 「lj行され るなど、需 要も高 まって いる。

1997(平 ・成9)年 版 の内容 は以 ドの通 りであ る。

『日本美術年鑑』1997(・r成9)年 度版

'1`一成8年 美術界年史美術展覧会(現 代美術 ・西洋美術)

美術展覧会(東 洋rlゴ美術)

美術文献目録(定 期i二1」行物所載)(現 代美術 ・西洋美術)

美術文献目録(定 期 刊行物所載)(東 洋古美術)

物故者
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(2)シ ンポ ジウム等 の報告書

1)国 際研究集会プロシーデ ィングス

本書は毎年行われる 「文化財保存に関する国際1リド究集会」の基調講演や発表をまとめた報告 書である。

《lnternationalSy卿 ・siu〃2・ntheC・nservationandRestorationqブCulturalProperty

-TheConsey・vation(ゾDπ η加4αη9ルZo9αoGrottoesan(Zth(7RelatedStu(lies-》

1996(平 成8)年2月 に行われたIlilタイ トルの国際 シンポ ジウムの発表内容をま とめた会議録で、敦煙 莫高窟 の 壁

画保存 に関係 した研究発 表が収録 されている。

主 題 敦煙莫高窟の保存

目

L

2

3

4

亡
」

ρ
0

7

8

9

10.

11.

12.

13.

14.

15.

Buddha

16.Reinforcing,MaterialsforWallPaintingsofDunhuangMogaoGrottoes

17.ProblemsofConservationoftheWallPaintingsatAjanta

18.TheConsolidationandtheRestorationofAncientJapaneseWallPaintings

19.CharacteristicsofSyntheticResinsUsedforRestorationo[MuralPaintings

OverallDiscussion

次

TheHistoryofConservationofMogaoGrottoesDUANWenjie

PreservationthroughCooperationatDunhuang'sMogaoGrottoesFANJinshi

AnOverviewfortheConservationofMogaoGrottoes:AimandProcedurefortheSymposium

TadateruNISHIURA

EnvironmentalChangesintheDunhuangAreainPast2000yBPMasamiFUKUDA

CIimateofDunhuangArea,ChinaHidenoriTAKAHASHIandSadatoshiMIURA

TheClimateandMicro-ClimatesofCavesattheMogaoGrottoes

ShinMAEKAWA,ZHANGYongjun,WANGBaoyi,FUWenliandXUEPing

AnalysisontheMicro-EnvironmentoftheMogaoCaves

ZHANGYongjun,WANGBaoyi,SadatoshiMIURA

EvaporationandSaltEfflorescenceoftheMuralPaintingsintheMogaoGrottoes

NobuakiKUCHITSU,WANGXudongandDUANXiuye

TheProceduresfortheEnvironmentalProtectionofDecoratedCaves:ApplicationtotheCombarelles

Sites(LesEyzies,France)JacquesBRUNET,JeanVOUVEandPhilippeMALAURENT

MeasuresforControllingSandMigrationandErosionattheMogaoGrottoes

Po-MingLIN,NevilleAGNEW,LINGYuquan,LIZuixiong,LIYunheandWANGWanfu

AReviewoftheGrottoConservationMethodsinChinaIIUANGKezhong

GeotechnicalIssuesintheConservationMethodsinChinaRobertE.ENGLEKIRK

StructuralStabilizationofDaFoSiGrottoGcrdGUDEHUSandZOUYazhou

SomeFutherStudiesontheUseofPS-FasaGroutingMixture

LIZuixiong,ZHANGHuyuanandWANGXudong

TestandResearchofTraditionalMaterialandSubstituteMaterialforMending-upofI,eshanGrand

MAJiayu

KatsuhikoMASUDA

O.P.AGRAWAI,

MasaakiSAWADA

EddyDEWITTE
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((lnternationalSymposiumontheConservationandRestoration

‐Kabuki:ChangesandProspects ‐1996))

ofCulturalProperty

1996('1え 成8)年111Jに 行 われた国際 シンポ ジウム 「歌舞伎

の 基調講演 および研究 発表が収録 されている,,

変遷と展望」の発表内容をまとめた報告書。以 ド

L題 歌舞伎 変遷と展望

目 次

基調講演

西洋演劇 界における歌舞伎公演の佃iイ直と実用†生

歌舞伎海外公油が教えるもの

ジ ェ ー ム ス ・ ブ ラ ン ド ン

河 竹 登 志、夫

第1セ ッ シ ョ ン

ド イ ツ 、 オ ー ス ト リ ア 、 ス イ ス に お け る 川L音:郎 と 貞 奴

"日 本 劇"と し て の 『修 禅 寺物
1}吾』 フ ィ ル マ ン ・ ジi.ミ.

歌 禦創支o)ヨ ー ロ ツ ハ 演 康1」へ の1;}多糾を

:に よ るig27年 の パ リ

ペ ー ター ・バ ン ツ ァ ー

:仙 をy)ぐ っ て

中 村 哲 郎

サ ン キ ョ ン ・ リ

第2セ ッシaン

'在 欧初期歌舞伎資料σ)r:要 ↑生

歌舞伎曲のバ ロー戸 イーによるカー 『矢の根』 の象徴的 な遊 び

歌舞伎 と文楽 近松の 『双生隅川川』

元禄歌舞伎にii場 する動物

卜一 マ ス ・ ラ イ ム ス

ロ ー レ ン ス ・ コ ミ ン ズ

ア ン ド リ ュ ー ・ガ ー ス トル

鎌 倉 恵r

第3セ ッション

近代歌舞伎の1西 洋1受 容

近代化における歌舞伎の変容

1930年 代の歌舞伎 一多様化の10年 一

明治初期の歌舞伎 と西洋演劇 一失1攻した出会い 一

歌舞伎俳優研修修 」'生・研修生の現状と将来

人 笹 占 雄

神 山 彰

ブ ラ イ ア ン ・パ ウ エ ル

ジ ャ ン ・ ジ ャ ッ ク ・チ ュ デ ィ ン

中 村 茂1'

第4セ ッション

批評の機能

歌舞伎興行 一芸術と商業}三義一

現代歌舞伎の演目の傾向と課題

芸の伝承

羽 川 祠

ア ンネグ レト ・ベ ルクマ ン

服 部 幸 雄

渡 辺 保

討 論
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2)ア ジア文化財保存修復研究会報 告llぎ

ア ジア文化財保存修復研究会 にお いて、 日本の機関が行

応答、 および総 合討議の内容を まとy)た ものである、,

第1回 、第2回 研究会 についてそれぞれ作成 され ている、

・た文化財保存修復国際 協力事業に関する'1`例 報 告、質疑

第1回 アジア文化財保存修復研究会報告書

目 次

プ ログラム

イラン、チ ョガ ・ザ ンビール遺跡の保存修復の現状 と問題

Chogha-zambil遺 跡 日 「しレンガの ヒ質特性

ミャンマー ・パガ ン遺跡の保存 ・修復 ・整備の現状 と問題

ガンダー ラ仏教遺跡 の保存 ・修復 ・整備の現状 と問題点

ラニガ ト遺跡 における新 しいキ ャッピング法の開発と実験施1:

Iklf.舘 大学 岡 田

埼K大 学 渡 辺

東巧(.人く学1令 不こ

奈良 女f大 学 増 井

医;際文化財保存修復協力センター 西 浦

モエンジョ=ダ ロ都市遺跡の保存 ・修復 ・整備の現状と問題 、r教大学 小 西

総合討議

出席者名簿

保 良

邦 夫

イ申 治

lE哉

忠 輝

il:捷

第2回 アジア文化財保存修復研究会報告書

目 次

プログラム

ネパール仏教僧院イ ・バハ ・バヒの保存修復とその問題点 日本工業大学 渡 辺 勝 彦

ベ トナム ・ホイアンの町,lf;み保存への協力 昭和女子大学 友 田 博 通

日本建築セ ミナー 増 田 千次郎

シリア ・アインダーラ神殿遺跡の保存修復とその問題点 国際文化財保存修復協力センター 西 浦 忠 輝

インドネシア ・トラジャの伝統的家屋解体修理[:事 の概要と今後の問題点について

(財)文化財建造物保存技術協会 岡 信 治

総合討議

総合討議資料

イコモスilf:門分科会ISCARSAIIの 活動にっいて(報 告)筑 波人学 日 高 健 ・郎

中国 ・黄山市 ・屯渓老往∫地域の実態調査および保存再生計画の、Z案にっいて

京都芸術短期大学 大 西 國太郎

第2回 アジア文化財保存修復研究会アンケー ト調査集計結果報{lr

出席者名簿
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一1
1

(3)そ の 他

1)国 際 文化財保存修 復協ノ1センターニ ュー ズレター

国際 文化財保 存修復 セ ンターは、セ ンターの現在 にお ける状況を理解 して もらうとと もに、今後のセ ンター構想 を

提案 して い くためにニュー ズレターを 発行 している。

第1号

発1:1」の 辞

第111111イ コモ ス総会 ・llミ1際シンポ ジウム報告

第6回 アジア文化財保存 セ ミナー

韓匡1国、r.文化 財研究所の紹介

義

郎

輝

自

恩

一

.

明

長

忠

修

在

邊

本

浦

本

渡

宮

西

松

愈所究研財化文陀"

第2号

イクロム理 事会小 景

敦煙壁1由i修復oり1邑」査記

在外iI本 占美術llllr修復'1`巣111界 に広が るlI本 の修復技術

第71ロ1ア ジア 文イヒ財保存セ ミナーの お知 ら ぜ

「ア ジア地域 のIlll界文化遺産 その持・続的 発展 と保存1

中lkl社 会科学院 の紹 介

俊

夫

則

定

繁

和

浦

木

甑

.

.

.

眠

」

ノ

L

松 本 修 自

中liく1社会科学1院 金IE耀

第3号

ア ジア文化財保 存セ ミナーを終わ って

「ア ジア地域の 世界文化遺 産 その侍続的 発展 と保 存 」

第7回 ア ジア文化財保 存セ ミナー

「ア ジア地域 のil堺 文化遺 産 一 その持続的 発展 と保 存1

第7回 ア ジア文化財保存 セ ミナー

「ア ジア地域 の 世界文化遺 産 一その持続的 発展 と保 存1

1k1際(ア ジア)文 化財保存修復研究会にっ いて

渡 邊 明 義

松 本 修 自

西iili忠 輝
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(4)研 究成果等の出版物

1)東 京Ill泣 文 化財研究所所蔵X線 フ ィルムll録1考 占資料編

修復技術 部は文化 財に関す るX線 フ ィルムを 多数保管 して いる。現 在、 これ らのX線 フィルムを公開 し、学 術 資

料 としての活川 に便宜 を図 るため、 デー タをデ ジタル化 し、整理 する作 業を進めて いる。 本 書はその作 業の ・環 と し

て、 考 占資料 を撮影 したX線 フ ィルム約2,200枚 を デ ジタル化 して、X線 フ ィルム目録 として 「1」行 したものであ る。

今後、 分野 別に逐次 目録 をf=i1Trするr一 であ る。

目 次

所蔵X線 フィルム日録の「1」行にあたって

凡例

記載の要領

目次

図版

都道府県別索引

資料名別索引

所蔵者別索引

2)上 野忍岡遺跡群東京IIミt　r.文化財研究所新営予定地地点発掘調査報告,1}

本書 は当研究所の庁舎新営にともなう事前発掘調査の報告書であり、東京国立博物館や東京芸術人学など、周辺の

一連の調査に関連させ、 ヒ野忍岡遺跡群の名称 のもとに刊行された。調査区は東京国立博物館平成館の北東背後

2,800m2、 古墳時代の竪穴住居趾36基 のほか、近世寛永寺創 蹉以前の井戸や区画施設、寛永寺r院 関連の地一ド室や

道路などを検出、また遺物は土器など多数を採取したことを報告 した。

目 次

序

目次

例言

調査組織

調査経緯 ・経過

遺跡の位置と環境

古代

中近世

遺物

写真図版

報告書抄録
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8.公 開 ・出 品

(1)公 開

D黒 川記念室

黒 川記念 室は1il:究 所 の前身で ある帝lk咲 術院付1'蔦)隻術研究所0)fll拉:滑 帝ik咲 術 院lu㌦ 爵ll改黒 田清輝 の功績を記念

するために設け られた陳 列室で あり、黒川消輝 の1由糸会・素描 ・写生llllii等を 収戯 して いる、,

創 、Z'11時、llと して黒[[i家 か ら寄贈 され たもの は、油絵125点 、 素描 且7c)!',i、"∫生帖等であるが、 その後黒田照r

友 人、樺lll愛 輔 、田中良氏等か らの寄贈が加わ,た 、,収蔵品 の1{な るもの は、―智 ・感 ・情一1・「花野」・「湖畔」・「赤

髪 の少 女1・[も るる 日影1・i温 室 花炉11な どであ る,,

ま た黒 田記念 室の公1用は ド1氾(ノ)通りであ る、,

一 般公開 毎週木曜

午後1時 ～4時

特別公開1997年10JlI3il～1011191

年 間 入館 者数1,204名(1997it:末 実 績)

.!lll二(ノ)lll文イヒ ゾ ー ン フLス フ ィ バ ル)

2)資 料 閲覧 室

当研究所所蔵 の資 料のなかで、情報資料部が管理'」る嬉,のにっいては、 人学院生 、 文化財研究 κを対象に閲覧 に供

している。 閲覧 は、原則 と して祝日 ・年イく年始q2/251/7)を 除 く、毎週 月 ・水 ・i曜 日(ilfll.且0:00pm.4:30)

に、 情報資料部 において行われて いる、,

〈図,韮1・資料〉

図,i;:資料 は、和漢,1;:・洋ll;:のほか、展覧会 力 タログ ・定期11」行物が 、情 報資料部 に保管 されてい る。

図1讐:検索 は現在、 カー ドによって いるが、デ ータベー スによ る検索 を準 備中 であ る,、展覧会 カタログは開催年 別に

わ けて配架 され、定 期i二1」行物 は巻 号lI録 で検索 で きる、,

ま た定 期刊行物所 戟の研究文献にっ いては、研究 所で編 集 した 陳 洋 占美術 文献ll鎌 』・『日本東洋ilゴ美術文献目録』・

『日本美術年鑑』 で検索 で きる。

従来、 開架資料 と して閲覧に供 して いた明治 大IE期 の)罰lr雑 誌 は、過度 な閲覧 災中にともな うlj化 が進んでいる。

情報資料 部で は資料 の希少性 と原 本保存の必 要をY-,'慮して、現在、原 本のかわりにマ イクロフィルムによる閲覧を行 っ

て いる。

閲 覧可能 なマ イクロフ ィルム

ア トリエ、生活 美術、みつゑ、新,.術 、Xtiler(み つ ゑの続i:1」)、中 央美術、 日本 美術、 美術評論 、 美術(美 術 新

論o)続 田)、 美之 国、 美術(美 之IKlo)続 「1」)

〈写 真資料〉

写 真資料 は、 モノクロの焼 き付 け写 真(四 切 り)が 分類 ・配架 され、r田1に 閲覧 で きるよ うにな って いる。 仏像、

仏画は尊種 別に、絵 巻 ・肖像画は1{題 別に、室 町時代以 降0)絵 画で作 者のわか るものにっ いて は作者別に、不明な も

のは1:題 別 に、 涯跡 も作 者別 と主題 別 とを交えて分類 されて いる。 これ らをキーに写i'を 参照 しなが ら検索す ること

がで きる。

そのほか、希望者 に対 しては、売立 目録図版(作 者別分1駐Dや 探 幽縮図 、常信縮図 などのキ ャビネ ットを公開 して

いる。
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(2)黒 田 清 輝巡 回展

黒田清輝 の遺1/1{を多 く所蔵 している当研究所 は、黒川清輝の功績 を記念 し、あわせて地 方文化の振興 に資す るため

に、1977(昭 和52)年 か らo)'1}"と して黒川清輝巡回1黄を年1回 地 ノ∫にお いて開催 して きた。

1997('「1戊9)年 度 は1欠の 会場 において開催 されたU

会 場 佐 野)隻術館

会 其刀1997{卜 且OII25日(i)～121J8日(1j)

Lイ 崔 東京ll小γ:文化財研究所

佐野 美術館

三島市

三島市教 育 委員会

青争ド司籾刊葺」ネ1:

青争ド司方父送

後 援 静 岡県教 育委員会

助 成 増進 会出版 社

開館 日数39日 間

入場者数21,366名

陳 列点数 油 彩 ・パ ステル61点

木炭 デッサ ン50点

写生 帖17冊

書簡3点

日記5冊

参考資料若 「(6点)

図 録A4版 変 型、151頁 、 原色図版62頁 、単色図版77頁

(3)所 蔵 作 品 等 の 貸与

本年度の所 蔵作llllll等の 貸 与は ド記 の通 り4件8点 であ った。

「フォンタネー ジと日本o)近 代)ミ術1展('「 〃父9.10.23～12.14東 京 都庭 園)ミ術愈ll)

「イ1膏像17」 、1{川清輝1作 木炭

「裸婦習作27」,?III清 輝 作 木炭

「編物 する女」,1'・,1日清輝作 木炭

「近 代lI本 美術o)名 品 日本洋1【hiの履 歴一1展(平 成10.3.28～5.iO高 知 県 、Z美うド∫館)

「編物」 黒 田清輝作7111彩

「中ICI八郎 とそ(ノ)【llf代1展(平 成10.2.21～3.22愛 媛 県 、Z)ミ術fl'i)

「i條 村1黒 田清輝i作 鉛 筆

「農家 とル戸1黒 川清輝 イ乍 鉛 筆

「橋のある風景 】 満谷国1/LI郎!・f'鉛筆

「近f℃o)や ま と糸会 一一liゴ典美o)再 発JVI塚1('1勺 」父10.3.3～10.3.2911皮 阜り,し美多llr餌`)

1前 賢 故実1菊 池容 斎f/r版 本':且0巻
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(4)展 覧会への協力

当研究所が行 った展覧会への協ノJはド記の通 りである。

期 間 展 覧 会 名 会 場

97.9.16^-6.22

-一 一

97.5.16^-6.8

FⅢ 一 一 一 一_

97.7.19^-8.24

-一 一 　

97.8.30～10.5

エ ドア ル ド ・キ ヨ ッ ソ ー ネ 没 後100律 展

　 一 一 一

奥田元宋展
　

原撫松展
一 一 一

ジョン ・ラスキ ンと近代 日本展

一

東京芸術大学所蔵名品展
　

近代1体 の陶磁
　

小杉放益展
一

熊 谷守一・展

一 一

福川 ・r八郎 と六茜り1会展

一 一一

フ ォンタネー ジとII本 の近代)ミ術

一 一 一一 一__

「大正の美と心 中村係」展
一 一 一 　 -

15人 の コ レ ク タ ー た ち

,一 一 一一 一 一 一 一 一

描かれた 東海道'i.卜 欣 浮 世絵 ・広重か ら、新
発見油絵II海 道 まで

一 一

徳川慶営展

一一 一

中川八郎 とその時代展

お札と切 手の博物館

一

広島県 、'r.X術館

lil市 、z美術館)

神奈川県 、γ近代X術 館(岡 山県立美術館、郡

神奈川県 、k近代美術館(郡 山市立美術館)
一 一

97.9.9^-9.21

-一 一一__

97.9.20^-12.7

一 一 一_

97.10.8～11.24

-一__

97.10.10～ll.9

一

越 ギ ャラリー ・日本橋(大 丸 ・心斎橋店、

松坂lipX術 館 、 人丸 ミュー ジアムKYOTO)
一 一

宮内ll冠 の丸尚蔵館
　

小杉放益記念日光X術 館
一 一

足利llハγ美術館(天1覧 市美術館、浜松市美術
館、飯川市美術博物館)

人分県 、γ芸術会館

東京都庭園,.術 館

一

一 一一

97.10.22～11.24

一 一 一 一 一 一一_

97.10.23～12.14

97.11.1^-12.14

97.10.1^-98.1.11

97.11.22-98.1.18

新 潟 県 、r.近代 美術館

ブ リヂス トン美術館

郡lllll泣 美術館

ル、98.1.31～2.15

上

一

越響 酬 欄 縞1み嶽霞誌 撫
静 岡 ア ー トギ ャ ラ リー)

一

一

98.2.21^-3.22 愛媛県 、'r.術館

　 一_

98.2.21^-3.29

一一 一 一 一

吉澤儀造 幻の1由隊 展 小杉放益記念日光美術館

98.3.3^-3.29

　 一

近代の大和絵 占典美の再発見

一 　 一

岐1;喋 美術館
_一 一

98.3.22^-4.26

　 置 一 一

菅木志雄 神奈川県民ホールギャラリー(広 島市現代美術館
、伊丹ll位 美術館、千葉市美術館)

98.3.24^-5.10 近代日本美術の軌跡 東京国立博物館

98.3.28^-5.10

-一

名作でたどる近代 日本洋画の歩み展 高知県立美術館
一
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9.年 度 内主要事 業 覧

期 日

1995.9.6～1997.6.25

1997.5.12～1998.2.23

1997.7.7～7.10

1997.7.14～7.25

1997.9.7～9.12

1997.9.19

1997.10.13^-10.18

1997.10.13^-10.19

1997.10.22

1997.10.22

1997.10.25^-10.8

1997.10.29

1997.11.20^-12.11

1997.12.3^-12.5

1998.3.3

拝

能楽技法講内≦

海 外学術調't員 及び研!ei.flの たy)の 保 存修復講1巫

芸能部 夏期学 う1サ講座

卜草物館 ・美術餅{'穿の保 存担'11'亀」∫控'ξ員li)イ修

ll草斗勿餌1"1∫:実皆1

文化財保存修復研究 協}義会

ア ジア文化財保存セ ミナー

黒 田記念室特別公1}i」

美術 部 ・情報資料部公1用学彿1講座

第2回 ア ジア文化財保 存修復 研究 会

黒 田清輝巡回展

芸能部公開学術講座

「紙の保存修 復」 国際研修

第21回 文化 財の保 存に関 する国際イリ1:究集 会

第3回 国際文化財保存修復1引:究会

名
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5 研 究 交 流

O1 職員の海外渡航

氏 名

ll沐 繁 メく

i沐 繁.た

Ilj:イ・(f響 ～人こ

占'木 繁 た

飯 川 猛 継

石崎 武 志

イ臼崎 武 志

イlih∴テ ⊥1:覧,己」く

イi山孟1⊥1尖二,iL'ミ

石III奇 武 志

月・r誠 之 輔

岡 川 健'

尾 、ン:和 川

勝 木1ド 郎

勝 木 、ド 郎

加 藤 寛

(併 任)

鎌 倉,1⊥1:ゴ ・

蒲 生 郷II

蒲 生 郷II"

川 野 邊 渉

月1野 邊 渉

朽津

朽津

朽津

朽津

朽津

佐野

佐野

佐野

佐野

lll'明

ll測

f、～'IIJj

信 明

lll'明

r・絵

「・絵

.「
・絵

「 絵

渡 航

中 国

卜.でツ

中 国

・ア咽 ・卜

クr

γf

ク で

トrツ ・

シf

ノ 、.

台

中

ド

ソ

t
'

ノ

ンクス

9

.ゴ

.k
レ
L
、

ー
リ●ソイ

英lklは か

中 国

フ ラ ン ス ・ 米国

ほ か

中lk―

III国

ベ トナ ム

ウ斐!1ミi●ド イ ・ソ

中 国

中IIミ ―

タ イ

ク で

タ イ

ハ キ ス タ ン

米 国

フ フ ン ス

ベ トナ ム

韓:llミ ―

X17

'　7

98.

f馳 ソ98.

97.

`)i

97.

ノ/'・ く98 .

98.

98,

97.

～

97.

S)(i.

98.

98.

98.

～

98,

98.

97.

97.

97.

～

98.

98.

(3'T
.

S)7.

97

2.1～98.

2:.ど、98

11i-!1i.

2:卜97

8、g7

15、98

3.8、98.

3.20、98,

:日6-97.

)7.【2.12、g7.

6.22～97.

i2.2～97.

3.19～98,

1.18、98.

3.26、98.

8～98.

22～98
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氏 名 渡 航 先 期 間 目 的

島尾 新 米 国 98.3.10^-98.3.22
-一一一一 一 一一 一一

97.9.1^-97.12.2
--

97.4.17^97.4.30
-一 一一一

97.7.19^97.7.23
-一 一

海外所在日本文化財の調査

鈴木 廣之

　 一 一 一

米hl

一_一 一 一 一 一 一 一

コロンビア大学美術史考占学部客員教授としての講義および演習
一 一 一一一 一 一

鶴田 武良 中 国
一

蓋 湾
一 一一冒 一

中 国

一 一一 一 一

近現代中国絵画の研究 一一

鶴田 武良

一___一 一 一 一　 ■ 一 一 一 一

故 宮

鶴田 武良

一 一

97.8.15^-97.8.26

-一 一

一 一一

― 一一一

日中文字文化 シンポジウム出席ならびに藩陽故宮博物院、近
代中国絵画資料の、凋査

一 一 一　一 一一

鶴田 武良

一一一一一一 一

中 国 98.3.3^98.3.5 IC堤 ・篭 古展 の調 査

長岡 龍作 台 湾

一

97.7.19^97.7.23 台北故宮博物院宗教彫塑展観覧

中島 健次 中 国 97.6.16^-97.6.24 中国砂漠地帯における文化財の保存対策に関する共同研究

中島 健次 タ イ 97.12.16^-97.12.20

一 一 一一

日・タイ共同研究に関する関係機関との協議等

中島 健次 米 国 98.1.11～98.1.22
在外日本古美術保存修復協力事業にかかる事業対象美術館と
の打ち合わせ

中島 健次 中 国 98.2.24^98.2.28 第3期 敦煙文化財保存修復協力事業に関する調査および協議
―

中野 照男 英 国 97.9.4^97.9.12
国 際 会議 「日欧美術 におけるマス ター ピース」への出席 と研

究発表、 イー ス ト・ア ング リァ大学 での調査

中野 照男 米 国 98.3.10^98.3.22 海外所在日本文化財の調査

西浦 忠輝 パキス タン 97.4.14^-97.4.24 遺跡保存修復に関する調査と協議

西浦 忠輝 シ リア 97.5.16^-97.6.1 アイ ン・ダーラ神殿遺跡の保存修復に関する調査 ・研究 ・指導

西浦 忠輝 タイ ・パ キ ス タ ン 97.9.23^97.10.6 遺跡保存修復調査 ・研究 ・協議および指導

西浦 忠輝 シ リ ア 97.10.27^97.11.5 アイ ン・ダーラ神殿遺跡の保存修復に関する調査 ・研究 ・指導

西浦 忠輝 タ イ 97.12.8^-97.12.20 遺跡保存修復調査 ・研究 ・協議

西浦 忠輝 タ イ 98.3.8^-98.3.14 遺跡保存修復調査 ・研究 ・協議

西浦 忠輝 パキ スタン 98.3.20^98.3.29 遺跡の保存修復に関する調査と協議

長谷川洋一 中 国 97.7.7^97.7.14 敦煙文化財保存修復協力事業に関する協議

早川 泰弘 中 国 97.10.21^-97.10.30 中国古代青銅器の調査

早川 泰弘 ドイ ツ ・ フ ラ ン ス 98.2.15～98.2.23 文化財の新 しい調査手法の調査 ・研究
　

平尾 良光 トル コ 97.8.29^-97.9.10 カマ ンカ レポユ ック遺跡 出土品 の調査

平尾 良光 中 国 97.10.21^-97.10.30 中国古代青銅器の調査 一

平尾 良光 中 国 98.3.11^-98.3.17 古代中国青銅器の調査

増田 勝彦 中 国 97.6.16^-97.7.14 中国砂漠地帯における文化財の保存対策に関する共同研究
一 一

増田 勝彦 オ ー ス トラ リ ア 97.8.30^-97.9.7 オーストラリア文化財保存学会大会出席、講演
一

増田 勝彦 米 国 98.1.11^-98.1.22 在外日本占美術品保存修復協力事業のための調査
丁

増田 勝彦 中 国 98.2.24-98.2.27 第3期 敦煤文化財保存修復協力事業に関する調査および協議

松下 冬樹 ドイ ツ ・英国 97.6.22^-97.7.3
在外日本占美術品保存修復協力事業に関する事前調査および
協議

一

松下 冬樹
フランス ・米国

ほか
98.1.18^98,1.29

在外日本占美術品保存修復協力事業にかかる事業対象美術館
との打ち合わせ

松本 修自 ドイ ツ 97.6.4^-97.6.21 国際共同研究の現地調査

松本 修自 タ イ 97.12.16^-97.12.20 遺跡保存修復調査 ・研究 ・協議
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氏 名 渡 航 先 期 間 目 的

三浦 定俊 台 湾 97.4.25^-97.5.1 台湾における文化財の保存状況調査

三浦 定俊 イ タリア 97.6.11^-97.6.15

-一 一 一 一一一 一 一一_

97.6.30^-97.7.10
　 一　 一__-

97.9.8.97.9.18

-一 一一_

97.12.6^-97.12.14

-一 一 一一

97.8.19^-97.8.'12
- 一 　 一一 一

97.9.23^-97.10.1
-　 一 一 一

97.12.14^-97.12.20- 一 一
98.3.10^-98.3.20
一 一 一

98.2.24^-98.`L.28
一

イクロム財政事業計画委員会およびFPC・AAB合 同委員会
への出席

一

三浦 定俊

一 一

ドイ ツ

曽一__

漆工品の調査と研究協議

三浦 定俊 カナ ダ

一 一一

モントリオール議定書第9回 締約ilq会議および第16回 作業
部会会議への出席

三浦 定俊 イタ リア イ クロム財政,1`業 計1由i委員会、FPC・AAB合 同 委員 会、 理
'1G会お よび総会への出席

宮本長二郎 中 国
一 一一,一 一

タ イ

世界民族建築国際会議への参加

宮本長二郎

一 　 一

一 一一

一r-一_一 一一

遺跡保存修復調査 ・研究および協議
一 一

一

一

宮本長二郎

一 一 一

一 一

遺跡保存修復調査 ・研究 ・協議
　 一

一

山梨絵美子

タ イ

米噛 一

中i
　

海外所在目本文化財の調査

與那原 進

一 一

第3期 敦煙文化財保存修復協力事業に関する協議
　 　 　 一 　一_
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2.招 へ い研究員等

(1)海 外

今年度における海外からの招へいは ド記の通 りである。

招へい期間 氏 名 国 籍 所 属 招 へ い 理 由

97.6.1^-8.29 金正耀 中 国
中国社会科学院μヒ界宗教研究
所助教授

古 代 東 ア ジ ア に お け る1'f銅 器

の 変 遷 に 関 す る.,.,,,Ottf一的 ・自

然 科 学 的 研 究

97.6.5～6.13 ポ リ ー ・ウ ィ ル マ ン 米 国
ス ミソニア ン機構 アメ リカ歴

史 博物館主任 コ ンサーバ ター

米国 スミソニアン研究機構と
の国際研究交流にかかる研究
協議 と調査

97.6.16^-8.15
デ イ ・ネ グ リ ・ジ ャ

ス ミー ナ
イ タ リ ア ベニス東洋美術館修復専門家 漆芸品修復技術の研修

97.8.20^-8.29 楊錫璋 中 国 中国社会科学院考占研究所安
陽工作軸姑長

古代東アジアにおける酵銅器
の変遷に関する考古学的 ・自
然科学的研究

97.9.16^-9.17
リチ ャ ー ド ・エ ンゲ

ル ハ ル ト
ベ ル ギ ー

ユネス コ ・アジア太平洋地域

事務所地域 ア ドバイザー

アジア地域の世界文化遺産の
保存と活用に関する研究協議

97.10.4^-10.17
フ ォ ル ケ 。ケ ス リ ン

ク
ド イ ツ

ベル リン交通と技術博物館科

学室長
近代の文化財の保存対策 と修
復技術(日 独)

97.10.5^10.9 馬文治 中 国
甘粛省文化庁副庁長 ・甘粛省
文物局長

敦煙莫高窟の保存修復に関す
る共同研究の協議

97.10.5^-10.9 奨錦詩 中 国 敦煙研究院副院長
敦煙莫高窟の保存修復に関す
る共同研究の協議

一

97.10.5^-10.9 李 実 中 国 敦煙研究院保護研究所副所長
敦煙莫高窟の保存修復に関す
る共1司研究の協議

97.10.5～10.15 王耀華 中 国 福建師範大学副学長 ・教授
日中の三弦(三 味線)に 関す
る研究

97.10.11^-10.19
リチ ャ ー ド ・エ ン ゲ

ル ハ ル ト
ベ ル ギ ー

ユ ネスコ ・ア ジア太'{Z洋地 域

事務所地域 ア ドバ イザー

第7回 アジア文化財保存セ ミ
ナーへの出席

97.10.11^10.19
イ ー サ ン ・ナ デ ィ ー

ム
パ キス タン 文化スポーツ観光1霊揮 省考占・

博物館局北部考占地域所長
第7回 アジア文化財保存セ ミ
ナーへの出席

97.10.11～10.20
ス ル ヤ ・バ ク タ ・サ

ンガ ク へ
ネ パ ー ル カ トマンズ谷地区都市計画官 第7回 アジア文化財保存セ ミナーへの出席

97.10.11^-10.20
セ ナ カ ・バ ンダラナ

イケ
ス リ ラ ン カ 考占学人学院学長

第7回 アジア文化財保存セ ミ
ナーへの川席

97.10.11^-10.21
ソ ー ナ ン サ ・ カ ン ラ

ヤ
ラ オ ス

情報文化省博物館考llゴ局歴史
的建造物保存部門副主イ壬

第7回 アジア文化財保存セ ミ
ナーへの出席

97.10.11^10.21 ア ミ タ ・ベ イ イ ン ド
イ ンド芸術文化財財団INTAC
プ ロジェク ト担当所長

第7回 アジア文化財保存セ ミ
ナーへの出席

97.10.12^-10.19 董 衛 中 国 東南人学助教授
第7回 アジア文化財保存セ ミ
ナーへの出席

97.10.12^-10.19 金栄勲 韓 国 国 、r.文化財研究所研究員
第7回 アジア文化財保存セ ミ
ナーへの出席

一

97.10.12～10.19
プ ラ テ ー プ ・ペ ン タ

コ
タ イ

アユ タヤ歴史的都 市プ ロジェ

ク ト事務所研究員 ・考 占担"～
第7回 アジア文化財保存セ ミ
ナーへの出席
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一

招へ い期間 氏 名 国 籍 所 属 招 へ い 理 由

97.10.12^-10.19
トル オ ン ・ク オ ック ・

ビ ン
ベ ト ナ ム

ー　 一一 一 一 一 一

オ ー ス ト ラ

リ ア
ー 一 　 一一 一

中 国

一

米 国
一 一 一

ド イ ツ

ー 一 一 　 ■

ド イ ツ

ー一一 一 一一__一 一_

ド イ ツ

ー

ド イ ツ

　 一

イ タ リ ア

ー

米 国
一 一 一__

ド イ ツ

文化情報省保存 ・博物館部ユ
ネスコ ・フエワーキンググルー

プ常勤1算記官

第7回 アジア文化財保存セ ミ
ナーへの出席

97.10.13^-10.19 サ ー ジ ・ ド ミチ ェ リ

　 一 一

ド ミチ ェ リ ・コ ン サ ル タ ン ツ

社 長

第7回 アジア文化財保存セミ
ナーへの出席

97.11.4^-11.13

　 一一一

孫 新

一

一一

社会科学院外墜川")長助理

一 一 　 一 一一 一 一_一_

セントルイス美術館学芸員

一 一　 一一 一_一 一__一

ヘ ッセ ン州 文化財保1蔓局調査
,..1'

一 一　　 一一 一 一_一_一

ヘッセン州文化財保護局調査

官
　　一 一一 一 一_

ヘッセン州文化財保護局調査

官

一

Ilr代東アジアにおける青銅器
の変遷に関す る考古学的 ・自
然科学的研究
一

一

97.11.17^-11.26
ス テ ィ ー ブ ン ・オ ウ

ヤ ン

アメリカ中西部のアジア美術 コ

レクションに関す る共同研究

97.11.17^11.26

一 　 一

ジ ー ク フ リ ー ト ・エ

ン デ ル ス
建造物保存修復の理念及び方法
に関する研究にかかる現地調査

97.11.17^-11.26

一 一 一 一

ハ イ ン ツ ・ヴ ィ オ ン

ス キ

一 一 一

建造物保存修復の理念及び方法
に関する研究にかかる現地調査一一

97.11.17^-11.26 ウ ー ド ・バ ウ マ ン 建造物保存修復の理念及び方法
に関する研究にかかる現地調査

97.11.17-11.26

　

ゲ ル ト ・カ ス ター

一 一 一一 一 一_一_

シュ レスヴ ィク ・ホルス タイ

ン州 文化 財保護局調 査官
　 一 一 一 一_-

ICCROM,ll務1881長 補 佐

一 一 一 一 一 一_一 一 一

農務省塩類研究所部長
一 一一 一 一 一 一 一 一 一

科学技術省人文科学研究部長

一 一 一

建造物保存修復の理念及び方法
に関する研究にかかる現地調査

97.11.18^-11.22

一

マ リ ザ ・ ラ ウ レ ン

ツ ィ ・ タバ ッ ソ

一

「紙の保存修復」国際研修開溝
式への参加および共同事業協議

97.11.22^-12.2

一

マ ル チ ヌ ス ・ ヴ γ

ン ・ゲ ニ ヒテ ン
多孔質体中の水分塩分移動に
関する研究の打ち合わせ

97.11.24～12,5
ベ ル ンハ ル ト ・ ドー

ル 保存修復事例の比較研究

97.11.24^12.5

一

ウ ー タ ・ ホ ー ン ド イ ツ

_一 一 一

ゲルハル ト・メルカ トール人

学化学地理学部教授
一 一 一 一_一 一 一

カ リフォルニア人学サ ンデ ィ
エゴ校準教授

一　 一 一 一 一 一_

国立文化財研究所研究員

町並み保存事例の比較研究と資料
調査

97.11.26^-12.8

一

ス テ フ ァ ン ・ タ ナ カ

　 一 一

米 国 第211ill文化財の保存 に関す
る国際研究集会への参加

97.11.27^-12.6 姜大一 韓 国
一一 一

韓ll司

文化財における環境汚染の影響
と修復技術の開発研究

97.11.27^-12.6 黄振周

　 　 　 一一 一 丁一

国、r.文化財研究所研究員
文化財における環境汚染の影
響 と修復技術の開発研究

97.11.29^-12.15
シ ョ シ ュ ア ・S・ モ

ス ト ウ
カ ナ ダ

一_一

ブ リテ ィッシュ ・コロ ンビァ

大学 ア ジアセ ンター助 教授

日本文化史における「雅」の系譜の
研究ならびに第21回文化財の保存
に関する国際研究集会への参加

97.11.29^-12.21
ス タ ン リー ・ケ ンジ ・

ア ベ 米 国 デューク人学助教授

　 一

第21回 文化財の保存 に関す
る国際研究集会への参加

97.11.30^-12.7 洪善杓 韓llq
(財)屋岡文化財団韓国美術研
究所長

第21回 文化財の保存 に関す
る国際研究集会への参加

97.11.30^-12.7 鄭干澤 韓 国 慶州大学校教授

日本所在高麗 ・李朝初期仏教絵
画資料のtf:有化に関する研究お
よび第21回 文化財の保存に関
する国際研究集会への参加

97.12,1^-12.29
タ イ モ ン ・ ス ク リ ー

チ 英 国
ロンドン大学極東アフリカ学

院助教授
第21回 文化財の保存 に関す
る国際研究集会への参加

97.12.5^-12.12
ジ ュ リ ア ・M・ ホ ワ

イ ト 米 国 ホノルル美術館学芸員 第21回 文化財の保存 に関す
るllq際研究集会への参加

97.12.7～12.20
ミ シ ェ ル ・ リ ュ ッ ケ

ン
フ ラ ン ス 国際交流基金パリ事務所専任

職員
大正 ・昭和初期の日本洋画資
料の共有化に関する研究

98.1.12^-3.12 郭 宏 中 国 敦煙研究院助理研究員 敦煙文化財の保存修復に関す
る日中共同研究
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招へい期間 氏 名 国 籍 所 属 招 へ い 理 由

98.1.12^-3.12 劉 剛 中 国 敦煩研究院助理研究員
敦煙文化財の保存修復に関す
るU中共同研究

98.2.17^-2.21 ル ー カ ス ・ ク レ マ ー ド イ ツ ケルン東洋美術館学芸員 在外日本古美術品修復事業に
関する作品搬入

98.2.21^-3.6
イ リ ッ ト ・ア ベ ル ブ

フ
イ ス ラ エ ル

テルアビブ大学東アジア学部
講師

Iil伏神楽伝承の地域環境に関
する調査研究

98.2.22^-2.28
コ ル ネ リ ウ ス ・ゲ ッ

ツ
ド イ ツ ドイッ修復家協会会長 近代の文化遺産保存に関する

研究交流

98.2.22^-3.1
ス ッ チ ャ イ ・パ ン ス

ワ ン
タ イ

芸術総局 ・考古博物館局保存
担当主任

日タイ共同研究に関わる調査
研究

98.2.22^-3.2
チ ラ ポ ー ン ・ア ラニ ャ

ナ ク
タ イ

芸術総局 ・考占博物館局保存
科学部部長

日タイ共同研究に関わる調査
研究

98.2.22～3,2
ア ロ ン コ ー ン ・サ ン

ニ コ ー ン タ イ
芸術総局 ・考古博物館局保存
担当主任

日タイ共同研究に関わる調査
研究

98.2.22^-3.2
マ ナ ッ チ ャ ー ヤ ・ ワ

ウ ィ ソ ー ト
タ イ

芸術総局 ・考古博物館局保存
担当専門員

日タイ共同研究に関わる調査
研究

98.2.25～3.7 前川 信 日 本 ゲティ保存研究所主任研究員
文化財の保存環境ならびに生物
劣化とその対策に関する研究

98.3.8～3.15 ア ドル フ ・ホ フ マ ン ド イ ツ
コットブス工科大学建築学科

教授
遺跡建造物保存修復の比較研究

98.3.8～3.19 マ ノ リ ス ・ コ レ ー ス ギ リ シ ア 文化省アクロポリス文化財保
護委員会監督官

遺跡建造物保存修復の比較研究

98.3.9～3.31 外村 中 日 本
ヴュルッブルグ大学中国学研
究所専任講師

中国南北朝期の文化と都市造
営の関係に関する調査研究

98.3.10～3.14 コ ル ネ リア ・ホ フ マ ン ド イ ツ 建築修復家 建造物保存修復の比較研究

98.3.16^-3.29 上田 二郎 日 本
ス ミソニアン機構 フ リーア美

術館研究員

日本絵画の修復に関する研究
協議

98.3.18^-3.30
ミ ヒ ャ エ ル ・キ ュ ー

レ ン タ ー ル
ド イ ツ

バイェルン州立文化財研究所

部長 漆工品の保存に関する研究調査

98.3.18^-3.30
力 タ リ ー ナ ・ヴ ァ ル

ヒ
ド イ ツ

バイエルン州立文化財研究所

研究員
漆工品の保存に関する研究調査

98.3.18^-3.30
フ リー デ ラ イ ク ・バ ー バ

ラ ・ ピェ ッ ト ・ボ ル ガ ー
ド イ ツ バイエルン州立文化財研究所 漆工品(b保存に関する研究調査

98.3.19^-3.31 朴銀卿 韓 国 東亜大学校助教授
日本所在李朝時代仏教絵画資
料の共有化に関する研究

98.3.22^-3.31 李雲鶴 中 国 敦煤研究院保11{研究所副所長
敦煙文化財の保存修復に関す
る日中共同研究にかかる研究
交流および協議

98.3.22^-3.31 孫毅醒 中 国 敦煙研究院保護研究所研究員
敦煙文化財の保存修復に関す
る口中共同研究にかかる研究
交流および協議

98.3.22^-3.31 康文龍 中 国 敦煙研究院弁公室主任
敦煤文化財の保存修復に関す
る日中共同研究にかかる研究
交流および協議

98.3.22^-3.31 賀小蔀 中 国 敦規研究院通訳
敦煤文化財の保存修復に関す
る日中共同研究にかかる研究
交流および協議

98.3.22^-3.31 張 、γ勝 中 国 甘粛省文物局科技処長
敦煙文化財の保存修復に関す
る日中共同研究にかかる研究
交流および協議

98.3.22～3.31 ジ ョ ン ・ウ ィ ン タ ー 米 国
ス ミソニア ン機構 フ リーア美

術 館一L任研究 員

東洋絵画の修復に関する研究
協議
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② 国 内

今年度における国内からの招へいは ド記の通 りである。

期 間 氏 名 所 属 理 由

97.4.4^-4.5 千 葉 光 ・

一

湯ll1賢 ・

名占屋人学is学 部助教授
一

ICP-MSに よる考占遺物中極微量元素の定量に
関する研究

97.4.21 京都国 、γ博物館学芸課長

一 一 一_7_一 一

在外日本美術品保存修復指導委員会への出席

97,5.18～5.19

噌

千藁 光 ・

一

名占屋人学1二学部助教授
ICP-MSに よる考占遺物中極微量元素の定量に

97.5.21^-5.23 井卜 汀子

一一 一 　 一 一 一_

曹 一一 一 一一 一_ 一 ～

舞踊家
一___一_

個 人 修 復 家

一 一一一 　 一 一一一 一一_

京都国 、r.博物館学芸課長
　 一 一一 一

国文学研究資料館史料館第'・
料室助 」～

-

ll娼γ歴史民俗博物館情報資料研
究部助教授

一

国、z民族学博物館情報管理施設
情報企1向課標本資*こト係長

一

一 一一

L

京郷の実演 ・録画
一 ～ 　

97.5.23^-5.24 谷村 博美
「無公害な文化財生物劣化防除法の研究」 研究

97.5.27

1,一

湯山 賢 ・

一

征外日本美術品保存修復指導委員会への出席

97.5.30

一

青木 睦
一

神庭 信彰

一 　

r無公Irな 文化財生物劣化防除法の研究」 研究

一 一__

「無公害な文化財生物劣化防除法の研究」 研究

一_

一一 一一 一

97.5.30

97.5.30^-5.31

一_

宇治谷 恵

一一一 ―

「無公,,な 文化財生物劣化防除法の研究」 研究

97.5.30^5.31 成瀬 正和

一 一 一_一 一 一 　

宮内庁IE倉 院゜1`務rl"r室長

―

一一

関する研究
一 一 一 一一 一一__

打ち合わせ
一 一 一 一 一

会への川席

会への出席

会への出席
一

r無公害な文化財生物劣化防除法の研究」 研究
会への川席

復講座」構師一

関する研究

一

、1置師

関す る研 究
一 一 一 一_

研究

97.6.2^-6.3 西尾太加 二

一 一 一

静岡りll埋蔵文化財調査研究所
任研究員

「海外学術調査員および研究者のための保存修

97.7.9^-7.10 千葉 光一

一 一 一一 　 一

名占屋人学i二学部助教授
　■ 一 一一 ～ 一

ICI'-MSに よ る考llf遺物 中極微}書玩 素 の定 鼠に

97.7.10^-7.12 石塚 純一

一

札幌人学文化学部講師 美術史研究とメデ ィア論

97,7.15～7.16 神庭 信伝

一

国 、γ歴史民俗博物館助教授 博物館 ・美術館等の保存修復担当学芸員研修の

97.8.17^-8.23 永石 祐次

一 一

福岡県立太宰府高等学校教諭

一

東京11{卜γ文化財研究所蔵中国仏教美術拓本資料
調査の指導 ・助,㌃

一 　 　

97.9.5 千葉 光一

一

名占屋人学1:学 部助教授
一

ICE'-MSに よ る考 占遺物中極微}匪玩 素の定 徽に

97.9.7^-9.13 植野 健造 イ1橋美術館学芸員 烈田および白馬会関係資料のデータ化に関する

97.9.19 奥谷 禎一 神戸大学名誉教授 文化財保存修復研究協議会への出席

97.9.19 岡部 央 群馬県立歴史博物館学芸課長 文化財保存修復研究協議会への出席

97.9.19 神庭 信幸 国立歴史民俗博物館助教授 文化財保存修復研究協議会への出席

97.9.19 森田 恒之 国立民族学博物館第五研究部教授 文化財保存修復研究協議会への出席

97.10.14～10.18 石川 祐一 京都市市民文化局文化部文化財
保護課文化財保護技師 第7回 アジア文化財保存セミナーへの出席

97.10.14^-10.18 河原 伸治 京都市市民文化局文化部文化財
保護課文化財保護技師 第7回 アジア文化財保存セ ミナーへの出席

97.10.15^-10.18 福田 敏朗 京都府教育委員会文化財保護課
建造物第二係長 第7回 アジア文化財保存セ ミナーへの出席

97.10.21^-10.22 西藤 清秀 奈良県立橿原考古学研究所 一}1.任
研究員 第2回 アジア文化財保存修復研究会への出席
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期 間 氏 名 所 属 理 由

97.10.21^-10.22 佐々木達夫 金沢人学教授 第2回 アジア文化財保存修復研究会への出席

97.10.21^-10.22 西藤 清秀 奈良県 、r.橿原考llf学{ぴ院 所1:任研 究 員 第2回 アジア文化財保存修復研究会への出席

97.10.21^-10.22

一　

内田 俊秀

一 　一 一一

京都造形大学教授

_一 一

第2回 アジア文化財保存修復研究会への出席

97.10.21^-10.23

一一

岡 信治
一

一_一__一_一 一 一 一一 一

(財)文化財建造物保存技術協会熊
谷家住宅修理設計ll}1{理」`務所長
― 　

第2回 アジア文化財保存修復研究会への出席

97.10.22

　 一

渡辺 勝彦

一 一 一

日本L業 大学教授 第2回 アジア文化財保存修復研究会への山席

97.10.22 111田 幸IE

一 一 　 　 一

東京都 、1r.人学 助 手 第2回 アジア文化財保存修復研究会への出席

97.10.22 森田 恒之 国 、z民族学博物館教授 第2回 アジア文化財保存修復研究会への出席

97.10.22 宗川 好史 京都府 、Z大学助教授 第2回 アジア文化財保存修復研究会への出席

97.10.22 宮川 朝一 (財)リ バ ー フ ロ ン ト整 備 セ ンタ ー 第2同 アジア文化財保存修復研究会への出席

97.10.22 松田 泰典 東北芸術工科大学助教授 第2回 アジア文化財保存修復研究会への出席

97.10.22 増田千次郎 日本建築 セ ミナー 第2回 アジア文化財保存修復研究会への出席

97.10.22 増澤 文武
(財)元興寺文化財研究所保存科
学センター長

第2回 アジア文化財保存修復研究会への出席

97.10.22 日高健一郎 筑波大学芸術学系助教授 第2回 アジア文化財保存修復研究会への出席

97.10.22 濱崎 一志 滋賀県立大学助教授 第2回 アジア文化財保存修復研究会への出席

97.10.22 西山 要一 奈良大学教授 第2回 アジア文化財保存修復研究会への出席

97.10.22 友田 正彦 (株)文化財保存計画協会 第2回 アジア文化財保存修復研究会への出席

97.10.22 友田 博通 昭和女子大学教授 第2回 アジア文化財保存修復研究会への出席

97.10.22 近森 正 慶磨義塾大学教授 第2回 アジア文化財保存修復研究会への出席

97.10.22 谷本 親伯 京都大学助教授 第2回 アジア文化財保存修復研究会への出席

97.10.22 高妻 洋成 奈良国立文化財研究所 第2回 アジア文化財保存修復研究会への出席

97.10.22 小西 正捷 立教大学教授 第2回 アジア文化財保存修復研究会への出席

97.10.22 11藤父母道
プ ロ ジェ ク ト ・ワー ル ドヘ リテ ィッ

ジ総 括 第2回 アジア文化財保存修復研究会への出席

97.10.22

一

木村 勉

―

奈良国、r.文化財研究所建造物研究
室長

第2回 アジア文化財保存修復研究会への出席

97.10.22 大井 邦明 京都外国語人学教授 第2回 アジア文化財保存修復研究会への出席

97.10.22 海老沢孝雄 (株)ざ ・エ トス代表取締役 第2回 アジア文化財保存修復研究会への出席

97.10.22 今津 節生 奈良県立桜原考古学研究所 第2回 アジア文化財保 存修復研究会への出席

97.10.22 伊原 恵司
(財)文化財建造物保存技術協会
常務理'll

第2回 アジア文化財保存修復研究会への出席

97.10.22 伊藤 延男 元東タ1(liく1'r.文化 財研究所長 第2回 アジア文化財保存修復研究会への出席

97.10.22 石澤 良日召 L智大学教授 第2回 アジア文化財保存修復研究会への出席

97.10.22 松本 健
へ 一 ― 一一 一

神庭 信彰

国f:舘 人学教授
一 一 一一 一一一 一 一　 一　

第2回 アジア文化財保存修復研究会への出席

97.10.22 国、Z歴史民俗博物館助教授

一 一

第21・1アジア文化財保存修復研究会への出席
一　

97.10.22 矢野 和之 (株)文化財保存計画協会代表取締役 第2回 アジア文化財保存修復研究会への山席
_一一

97.10.22 人西國太郎 泉都芸術短期大学客員教授 第2回 アジア文化財保存修復研究会への出席

97.10.27^-10.31 冷泉 為人

　 　 一

人T一前女r人 学教授 近世肖像画研究
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期 間 氏 名 所 属 理 由

97,10.28～10.29 杉 市和 能楽師、森田流笛方
一 一

芸能部公開学術講座

97.10.29

一 一 一

1
一 明彦一一_一

束儀 季祥
一 　 一

観世 元伯

中川 酋雄
一 一

杵屋栄八郎

河野 泰典
―

岡部 央
一 一

伊藤 実

石川登志雄

i'仙 訓r

宮 衛

御厨 義道

松川 隆嗣
一

長谷川孝徳
一　 一一一 一

長屋菜津r
-一_

中村 康

宮内庁楽部楽長補 芸能部公開学術講座

97.10.29 宮内庁楽部楽師 芸能部公開学術講座
一

97.10.29

■ 一

能楽師、観世流太鼓方

一 ～ 一一一一

芸能部公開学術講座
一一一一 一一

97.10.29

一

一 一一一 一一

長1唄嘘 θ∫(笛)
　 　 　 一_

長唄 殊 線方
一 一 一一　 　 一 一 一

MOA)こ 術館学芸部学 芸課学芸

芸能部公開学術講座一一

97.10.29

一 一_一

一 一 一

芸能部公開学術講座
一 一一一

97.11.14 「文化財施設の保存(収 蔵展示)環 境の研究」
研究会への出席～

97.11.14

　 一　 _一 一_

群馬県、r.歴史博物館学芸課長

Ⅲ

「文化財施設の保存(収 蔵展示)環 境の研究」
研究会への出席一→

97.11.14^-11.15

一

一 一一

ii

広島県甑歴史民俗資料館

学芸u

「文化財施設の保存(収 蔵展示)環 境の研究」
研究会への出席

一

97.11.14^-11.15

一一 一 一 _一 一

一 一 一一 一 一_

京都府教育庁指導部文化財保護
課管理調査係

一 一 ― 一 一

岐1;覧県美術館学芸課学芸員
　 一

イi川1リi、.f:〕iボ∫食官学 芸1こ て～三

一　 　 一 一_一_

呑川県、γ歴史博物館建設準備室

一一 　 一

福島県、'r博物館学芸員

「文化財施設の保存(収 蔵展示)環 境の研究」
研究会への川席

97.11.14^11.15

一一

文化財施設の保存(収 蔵展示)環 境 の研究」
研究会への出席

r_

97.ll.14～11.15

一 　 一

「文化財施設の保存(収 蔵展示)環 境 の研究」
研究会への出席

一一

97.11.14^-11.15

一　 -

一 一

一 一 　

-

f

-

1文化財施1没の保存(収 蔵展示)環 境の研究」
研究会への出席

一

「

一

一　

97.11.14^-11.15

一 一一

「文化財施設の保存(収 蔵展示)環 境の研究」
研究会への出席

97.11.14～ll.15

　

石川県 立歴史博物館学芸1:任

一 一一

「文化財施1没の保存(収 蔵展示)環 境の研究」
研究会への出席

97.11.14^-11.15 愛知県美術館学芸員

一 　 一　

文化財施設の保存(収 蔵展示)環 境の研究」
研究会への出席

97.11.14^-11.15

　 一一

一

京剤≦国、γ博物館文化財保存修理管
理指導室
一 一一 一

一 一

「文化財施設の保存(収 蔵展示)環 境の研究」
研究会への出席

97.11.14～11.15 田中1鯛1
-　 一

田中 弘道

通 県、r.美術館学芸員

一一 一 一

1文化財施設の保存(収 蔵展示)環 境の研究」
研究会への出席

97.11.14^-11.15 鳥取県立博物館学芸課長

一

「文化財施設の保存(収 蔵展示)環 境の研究」
研究会への出席

97,11.14～11.15

～

」'島 弘道

　 一

北海11」 帯広美術館学芸課長 「文化財施設の保存(収 蔵展示)環 境の研究」
研究会への出席

97.11.14^-11.15 小林 幸雄

一 一

北海道開拓記念館業務部展示課
学芸員

　 一一

「文化財施設の保存(収 蔵展示)環 境の研究」
研究会への出席
一一

97.11.14^-11.15 宇治谷 恵

一 一 一

国立民族学博物館情報管理施設
情報企画課標本資料係長

「文化財施設の保存(収 蔵展示)環 境の研究」
研究会への出席
一一一 一

97.11.21^11.22 尾立 和則

一 　

東洋絵画修復家

一　

「紙の保存修復」国際研修への出席 ・講師

97.11.24^-11.27 取出 伸夫 佐賀大学農学部助教授 「多孔質中の水分 ・塩分移動 と塩類風化 のメカ
ニズム」研究会への出席

97.11.24^-11.27
ル ー ジ ・ゲ

リ ッ ト 佐賀大学農学部助教授 「多孔質中の水分 ・塩分移動 と塩類風化の メカ
ニズム」研究会への出席

97.11.24^-11.27 井上 光弘 鳥取大学乾燥地域研究センター
助教授

「多孔質中の水分 ・塩分移動 と塩類風化の メカ
ニズム」研究会への出席

97.11.25^-11.26 沢田 正昭 奈良国立文化財研究所研究指導
部長

「多孔質中の水分 ・塩分移動と塩類風化のメカ
ニズム」研究会への出席
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期 間 氏 名 所 属 理 由

97.11.25^-11.27 溝日 勝 重 人学生物資源学部助教授
「多孔質中の水分 ・塩分移動 と塩類風化の メカ
ニズム」研究会への出席

97.ll.30～12.6 千野 香織 学習院人学教授 第21回 文化財の保存に関する研究集会への出席

97.12.2～12.5 ll1日 昌 男 札幌大学教授
一 一 一 一 一一ヨー 一 一

実践女f人学教授

第21回 文化財の保存に関する研究集会への出席

97.12.2^-12.5 宮崎 法r
-一 一

高木 博志

第21回 文化財の保存に関する研究集会への出席

97.12.2～12.5 北海道人学助教授 第21回 文化財の保存に関する研究集会への出席

97.12.2～12.5 北澤 憲昭

一一 一 一

跡見学園女r人 学教授 第21回 文化財の保存に関する研究集会への出席

97.12.2～12.5 金r一 夫 茨城人学教授 第21回 文化財の保存に関する研究集会への出席

97.12.2^-12.5 加藤 哲弘

一

関西学院大学教授 第21回 文化財の保存に関する研究集会への出席

97.12.2^-12.5 石塚 純一 札幌人学講師 第21回 文化財の保存に関する研究集会への出席

98.2.1～2.7 山名 伸生 京都精華大学人文学部助教授 中国仏教美術調査研究協力および研究協力者会議
への出席

98.2.8^-2.10 宇治谷 恵 国、γ民族学博物館情報管理施設
情報企画課標本資料係長

「文化財施設の保存(収 蔵展示)環 境の研究」
研究会への出席

98.2.8^-2.10 宮 衛 石川県立美術館学芸主査
「文化財施設の保存(収 蔵展示)環 境の研究」
研究会への出席

98.2.8^-2.10 中村 康 京都国立博物館文化財保存修復管
理指導室

「文化財施設の保存(収 蔵展示)環 境の研究」
研究会への出席

98.2.8^-2.10 寺島 弘道 北海道立帯広美術館学芸課長
「文化財施設の保存(収 蔵展示)環 境の研究」
研究会への出席

98.2.8^-2.10 田中 善明 三重県立美術館学芸員
「文化財施設の保存(収 蔵展示)環 境の研究」
研究会への出席

98.2.8～2.10 小林 幸雄
北海道開拓記念館業務部展示課
学芸員

「文化財施設の保存(収 蔵展示)環 境の研究」
研究会への出席

98.2.9 塚田 全彦 国立西洋美術館学芸課
「文化財施設の保存(収 蔵展示)環 境の研究」
研究会への出席

98.2.9 森田 稔
文化庁文化財保護部美術工芸課
文化財管理指導官

「文化財施設の保存(収 蔵展示)環 境の研究」
研究会への出席

98.2.9 河口 公夫 国、r.西洋美術館学芸課
「文化財施設の保存(収 蔵展示)環 境の研究」
研究会への出席

98.2.9 田中 千秋 石橋財団ブリヂストン美術館学
芸員

「文化財施設の保存(収 蔵展示)環 境 の研究」
研究会への出席

98.2.9^-2.10 岡部 央 群馬県立歴史博物館学芸課長
「文化財施設の保存(収 蔵展示)環 境 の研究」
研究会への出席

98.2.17～2.20 茂山千之丞 能楽師 人蔵流 狂 言謡 の録ll:

98.2.22-2.27 菊竹 淳一 九州大学文学部教授
中llq仏教美術調査研究協力および研究協力者会議
への出席

98.2.23^-2.27 張 洋一 堺lli博物館学芸課研究員
江戸末 ・明治初期の彫刻に関わる資料の共有化
に関する研究

98.2.25^-3.5 野li英 雄 ユネ スコ文化v'tnibヒ 席 専門官 文化財の保存修復についての国際協力に関する研究

98.3.1^-3.7 佐藤 智水 岡山大学文学部助教授
中国仏教美術調査研究協力および研究協力者会
議への出席

98.3.1^-3.7 北川 央 大阪城天守閣学芸員 肖像画 デー タベ ースにお けるデー タ記述の研究

98.3.2^-3.3 沢田iE昭 奈良国立文化財研究所研究指導部長

__1-一 一 一 一一一

第3回 国際文化財保存修復研究会への出席

98.3.2^-3.3 内田 昭人 奈良国立文化財研究所Z・.任研究官 第3回 国際文化財保存修復研究会への出席
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期 間 氏 名 所 属 理 由

98.3.2～3.3 佐 々木達夫
一 一 一 一

肥塚 隆保

西村 康

伊藤1π 剛

本川 光r

山川 拓伸

ll藤父母道

今津 節生

内川 俊秀

伊藤 延リ3

泉川 英雄

新井 英夫

浅野 和生
一

松川 真 ・

坂井 隆
一

西藤 清秀
　 -1上 一

金 城ll'lr
-　

人西國太郎一

人井 邦明
一 一

遠藤 宣雄
一 一 一_

海老澤孝雄

金沢人学教授 第3回 国際文化財保存修復研究会への出席
一一一一一一

98.3.2～3.3

一 一 　 一 一

奈良国 、Z文化財研究所遺物処理
研究室長

一 　 　　 一一

奈良国、γ文化財研究所測ht研究室長
一一一___一 一 一

熊本人学助教授
一一 一 一

別府人学助教授
一 一 一

宇佐風L記 の丘歴史民俗資料館1
:幹研究員

一一一 一

プ ロジ ェ ク ト・ワー ル ドヘ リテ ィッ

ジ総 括
　 一

奈良県 、r.橿原考占学研究所保存
科学研究室長
一 一 　　 一 一

京都造形芸術人学教授
一 一 一一 一 一

神戸芸術i二科人学名誉教授
一 一

憎驕 技術科学人学助教授
一 一 一 一 一 一

東京芸術人学客員教授
一

愛知教育人学助教授
一 一一__一

シルク ロー ド学研 究セ ンター研究1 .幹

第3回 国際文化財保存修復研究会への出席
一一 一一

98.3.2^-3.3 第3回 国際文化財保存修復研究会への出席
一

98.3.2～3,4

一

第3回 国際文化財保存修復研究会への出席一一
98.3.2^-3.1
　一 一

98.3.2～3.4

-　

第31・1国際文化財保存修復研究会への出席
一 一一

第3回 国際文化財保存修復研究会への出席
一 一

98.3.3 第3回lkl際 文化財保存修復研究会への出席

98.3.3

　

第3回 国際文化財保存修復研究会への出席

98.3.3 第3回 国際文化財保イ'修復研究会への出席

98.3.3 第31111国際文化財保存修復研究会への出席

98.3.3
-_

98.3.3

一

一

第3回 国際文化財保存修復研究会への出席
　

一

一 一 一

一 一

一 一

一 一 一7-

一 　

一 一

一

一

一

第3回 国際文化財保存修復研究会への出席

一

一 一

一

一

一

98.3.3

一一

第3回 国際文化財保存修復研究会への出席
一一

98.3.3

山一 一

第31"11kl際文化財保存修復研究会への出席
一一

98.3.3

一 一 一 　 __一 一 一

(財)餅馬県埋蔵文化財調査事業
団専門員

第311引ki際文化財保存修復研究会への出席

98.3.3

一一 一_一

奈良県、r.橿原考占学研究所 書く任研究員

一一

第3回 国際文化財保存修復研究会への出席
一 一　

98.3.3 (財)元 興、予文化財研究所研究員 第3回 国際文化財保存修復研究会への出席

98.3.3
　

　

京都芸術短期大学客員教授
一 一

第3回 国際文化財保存修1夏研究会への出席

98.3.3 京都外国語人学教授

一一

第3回 国際文化財保存修復研究会への出席

98.3.3

一

一

一 一

L智人学客員教授
一 　 　 一 一一 一

(株)ざ ・エ トス代表取締役
一一 一

一 一

第3回 国際文化財保存修復研究会への出席

98.3.3 第3151i国際文化財保存修復研究会への出席

98.3.3 宗川 好史
一一 一 一__

宮川 朝一

京都府立人学助教授 第3回lki際 文化財保存修復研究会への出席

98.3.3 (財)リ バー フロント整備 センター

研究第 二部長
第3回 国際文化財保存修復研究会への出席

98.3.3 松川 泰典

　 一

東北芸術1二科大学助教授 第31"1ikl際文化財保存修復研究会への出席

98.3.3 増澤 文武

一

(財)元興寺文化財研究所保存科
学センター長

一

第31111国際文化財保存修復研究会への出席

98.3.3 増井 正哉

一

奈良女子大学助教授

一

第3回 国際文化財保存修復研究会への出席

98.3.3 濱1崎 一志

一

滋賀県立大学助教授 第3i・1国際文化財保存修復研究会への出席

98.3.3 谷 一尚 共立女子大学助教授 第3回 国際文化財保存修復研究会への出席

98.3.3 藤木 良明 (株)ス ペース・ユニオン代表取締役 第3回 国際文化財保存修復研究会への出席

98.3.3 松本 健 国士舘大学教授 第3回 因際文化財保存修復研究会への出席

98.3.3 野尻 孝明 (財)文化財建造物保存技術協会監理課主任 第3回 国際文化財保存修復研究会への出席

98.3.13 千葉 光一 名古屋大学工学部助教授
ICP-MSに よる考古遺物中極微量元素の定量に
関する研究

98.3.23～3.24 千葉 光一 名古屋大学工学部助教授
ICP-MSに よる考古遺物中極微量元素の定量に
関する研究
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3.海 外 研

(1)来 訪 研 究 員

氏

工 リ ン ・ ゲ ー一 レ ン

レ イ モ ン ド ・ ノ.・ウ.一ニ

ー戸 イ ・ ネ グ鴨リ ・ ジ1・

lli麗 淑

(2)表 敬 訪 問

日B到
.1

!19974].こ4ノ 」

11997年8月

・ 一尋

Il997匂 三11jj
I

1997年6月

lI

11997臼 モ81」!

1-l

Il998'†{2月

■

1997{「IOJ」

11

1997{卜12/j

lgc)H「2月

11998{「2Jl

[L

究者等の来訪

名

ス ゜ 一一1ブLン 『/ル グ

『《 ミ ー.一『ノ゚

氏 名

小川 盛・1ノ、

鄭 文 教

高 柄 翔

(ほ か2名)

胡 偉

胡 偉

胡 偉

呉 景 ・ド
(ほ か3名)

V乾F.フ γ イ ト

G.A.ガ バ ラ

ザ'ヒ 、へ.ハ ワ ス

凸
幽、

iー

メ
'r

ノ

'

、

噌r

伽

イ

ジ フ

ジ ソ

籍

リ カ

国

i,i

国

↓

国:
一■

llミ― ヨ

国

}

馳ソ

1・

1・

国 籍

ノ ノレ監'ノ1-一

オ ラ ン ダ

で タ リ ア

J.湾

所 属

ノ ノレ1幽ノ 、、一.1'鴇量.卜`冠lily:',、己戸ノ1'

家l!修 復 家

べ み ス1霜'1'羨 術fl官

lylr-1楽 研 究li斤

所 属 ・等

メ ト ロ ポ リ タ ン)ミ休1:食官

文 化 財 管 理 局 長

文 イヒ興オ委・しL二二、委 し1⊥乏

中 央)隻 術'邦)°己

中 央)ミ 術 学llヲヒ

中 央 美 術 判1つ`己

復 日.人学 歴 史"1∠:部副 学

部 ⊥乏

ベ ル リ ン 東 洋 美 術 館1・乏

1≦ 化 胡'lll'最ll'1j会 議 ・;・蔑

)之イヒlyl苓'―il'」II乏1∴,IJこ、}義遜遺`

跡 総 局 長

吟
(

日 的

日 イ咲 術 品 のll苓川'fl冶 わ ・1ユー

視 察

視 察

'Y:院il催r巻lllll絵[1[li修 復 ヒ級 研 修 会
.1

力 依 頼 お よ ひオ'∫'ち喬 わ ぜ

'、3∫:1～つ1己iモft㌃ξ「巻 ・1塑【i糸∫ミlIllifドξ子重乏i:級{りi:flu会1

ノ」依 頼 お よ び 打 ち 合 わ ぜ

学 院L催 「巻 軸 絵 画fl'≦ll乏L級 研 修 会1

ノ」依 頼 お よ び 拍'ち 合 わ せ

視 察

目 イ媛1小hl,、1―のf―イξ理 ・打 ら 合 わ ・i?一

視 察

視 察

の協

の協

の協
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6 主な所蔵資料

●
1 図 書 資 料

(1)美 術関係図書

日 本 ・ 東 洋 ・欧 米 のf'll∫ に 関 す るo!;・itを[ll心 に 、 各 」也 ノノ'公IIξ団 体 判";果の 文 化 財 関 係ll、ll査報 告ll}:、 展 覧 会 の 図 録 ・Il

録 類 、 売 、/.目録 、f'lli関h.(和 之1,4)-10柿 ・韓 文'34何i・ 中 文98種 ・欧 文31)1種)等 を 所 蔵 して い る 。

特 色 と して は 江ll期 の 版 イ試 ・明 治 ノくIll期1:lllゴの 々i川 ×1録 ・n月1台期1川 催II、1111・包会 関 係 資 料 ・II川1.か ら昭 和 初 期 に か け て

発 行 さ れ た 和 文 襲術 箱 、,と1など 、 多 く の1巳レ 「:陛を 所9蔵 し て い る1,

(2)芸 能 関係図 書

雅 楽 ・ 、ij事 ・能 ・::f糊 伎 ・ 之 楽 ・1陳 ・1・1期 ・民 俗1、ll}:・'1{錦 芸 、 そ の 他 わ カ・lklの 伝 統J:能 ・)1・川・究 に 必1要 な 図ol;・

10262川}を 所 蔵 ・1る 、,Iiil芸lllll報 ・::}欠桝「伎 新 報 ・歌 洲 伎(珂 、

⊥くイ谷 ・21訂 彪1夏 哩唄 。 孝郎LII月'フ¥・ 垢く、とfム 、1莞な 、ビ の 斜{川.IL':、'これ1こ,

し て い る 。

1欠)・ ノ'〆 卜ll(第1'欠)・ 剰臼剥 ・ レ.ノ」'・ ⊥く1谷 」芸休∫・ll本

'll月本
・u
iliイ＼ ・i劇j'・r・ 付 本 ・ 丸 本 な ど σ)台 イ瓦 。譜 本 も 収 集.

(3)保 存科学 ・修復技術関係図書

伝 統II`・」生 産 及 びi.,:技1'll―ll}:、 技 術 史 ま た は そ れ らの 科'し1∫:ll勺究II月を 試 み た も の 、fl峯理L事 報 告lllお よ び 化 学 ・物 理i:・

生 物'しγ:部lIllo)イ呆rj'科 ・,」:U)関」」三.和1'r㍉1}:、合 わ ぜ て3,48UIl}を[リ1蔵Lて い る 、,

本年度 における1反果数と総註 は次 表の通 りであ る、,

一匹墾 幽 塾 塾L勤1彫
看[12ウ1{18;:433川 止1312川f

ブrこllr151川}25日 け

保騨 ・イ1郷姻

50冊

1011冊

計

1,072i冊
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●
2 そ の 他

(1)美 術関係資料

フd勿 よ り α)【ド―]妾11}【ll;1三を ドに し ノこ7∫ 真 で11:21・ノ)伯1戎 一 二、1購 入、"」:Ll延・ 複"」:"」:し1し1こ」、るifllh⊥ 整f蒲 に ノ川/〒 ―c、U」III}lj!i勿【lisノ)1'k[lllく

を お さ め る と い う ノ∫式 て 、 当fill究 μll。1乏、1ノ.当初 よ り ・iirl.1け⊂`カ を 注 い で さ た 写!l!資 料 ・をrジ 」 る そ れ ら は 日 木 東 洋 占英

術 、 日 本 近 代 ・ 呪 代)隻1'1・1、 西 洋)、1・1・1の1xi・kに わ た り 、{・ れ そ れ 絵illli・II旨 、111・彫 刻 ・L}ll・ 建 築 等 の 諸 部111」に ノXぷ 特

ガljノ・(1fU(ノ){)U)カu',ノJ、 月1「1(ノ)≠、(ノ)1、`c条 徐オ1(1・L'こ26々',llよ 、1ら 〔十反1辱ミrj'Ill:1よ1よ!.k3つ)・U)llこ ・{らノ・二り 、III―llこ『・ノイ ク11・ 『ノ ィ ノレノ・

255巻 が あ る,、 写lll資 料 の は か 、 拓 本 、f'【 家 伝"己 資 料 ・、 落 款1、IF;㌔:資1!1・、 近 代 ・現 代f"家 ・IJ'lf本 ・作i資11「1・ 、 資 料 ・'¥ク

ラ ッ フ^亨 と[つくli:カ ー ド ・!'尾1甲くノノ・.卜 ・ 呂・梢ヒ裟 り'ii!ra、 ヒ1駈多 数 、、

(2)芸 能関係資料

レ コ ー ド、 録1'↑テ ー フ 、 シ ネ フ ィ ル ム 、 ビデ オ テ ー フ 、 写II{等 に よ る 芸 能 資 料 を 数 多 く 備 え て い る.レ コー ドに は 、

毎 年 各 社 か ら 発 売 さ れ る 伝 統 芸1彪 関 係 レ コ ー ドの ほ か 、1960(【lll和35)flこ 度 メ(部 省 機 関fill・究 費 に よ 一,て 購 入Lた 安

原 コ レ ク シ ョ ン レ コ ー ド5,450枚 が 含 ま れ て い る,,安 原 コ レ ク シ ・1ンは 、 川 治 ・ ノくlll・ill杯ll3代 に オ)た ・,て 　e/L売さ れ

た 各 種 邦 楽 レ コ ー ドを 網 羅 し た もの で 、 近 代 に お け る 邦 楽 の 実 態 と 変 遷 を 知 るLで1111「:な で1料 で あ る 、、録1"1テ ー フ 、

ビ デ オ テ ー プ お よ び 写i'iは 、 雅 楽 ・能 ・歌 舞 伎 ・邦 楽 ・耶 舞 ・ 、1」}院行'li:・ 民 俗 芸 能 そ の 他 の 伝 統 芸 能 を 対 弩{に 記 録1

て き た も の で 、 奏 演 法 の 解 析 をll[心 と した'ノJ二真 、 テ ー フ 、 あ る い は 各 種i:の 記 録"」:i'i等 も1/≧ん で い る。 資 料llllのIll1

蔵.数 は 、 っ ぎ の と お りで あ る 。

区 分 analog
I8詮 一 雨 評1∵

1997イ1三1斐0イ 叉0イ く0イ く0オ ≦95ノ ‡ま18・ イく

の 　 　 　 ナ

合1}i'2,922・ イ叉1336ノ{叉198イ ま4イ 叉485イ く105イ 《1

=iテ ー プ

digital

区 分

1997f卜i二 と

合 計

SI'・LP

1枚

7」19十 父

ノ

Cn

盤

羽G枚

572枚

VHD・LD

o枚

16枚

(3>保 存科学 ・修復技術関係資料

汚lIrj遺 牛勿 や 美1'1;IL芸 【IIIIIえ玉:ど 、 、渚 剖lllil(ノ)之 イヒUイ を 手最;;{三【 たX糸 泉 一ノfル ノ・多 委父を1リ ロ1成一」 る,X糸 泉」査 視 抽呂;UlIli{1【120年

代 か ら ノ」を 注 い でfl・ わ れ て お り 、 近 年 そ れ ら の テ ー タ を 一ズ シ ク ル 化1、 整 理 す る 作 塁 を 進 め て い る1そ の ・部`・U997

(・1勺戊9){卜ll芝 にIX糸}}↓ フ で ル ムll:・ 考lil'資 料1・ 【二Lて 公1用 さ れ ノこ、1
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7 研究所関係資料

}

●
1 設立の経緯

東 京!kBン:文 イヒ財Illl究[ll―.は 、1952qll替ll27)年 ・1月lllに 発 足 し た が 、'こ 〔ノ)前 」}て 、{・}1)母体 と な 一・た も(ノ)は 、II召 和5

年 に 創 、没 さ れ たi[・気lf〕機 関 ・・)'11'小1)処 術 院 ―;1・1属美 術 釧 ・フ'll"ll.⊂あ る

こ の)ミ1'lll川1究[Illほ 、192・1(ノ くlLI3)1「7月 、 帝 ―LP:1'1、jl㌃1【:長1'・爵.故ll,1、川 請 輝 のji匿i,、 に よ り ヌ隻術 奨 励1':業o)たy)に 寄 附

川 絹[た 資 金 て.遺1、.執 行 ノ.か.i5娼 眉1乏 定1たIP望 『Cあ る ・[な わ ら 遺 自L執f1ノ 、fUく 伯 爵 樺ili愛 輔 は 、 故j・ 爵 の 遺 志 に し

た が.・ て こ の 資 金 てfl'う へ さ'1ド 琴、の 選 択 を 伯1呼 改 野 伸1―flに ・1卜〔 た 牧 野 伯i'i')(1 .帝llこ陵 術 ―坑 長 福 原 錬1'―1及 び 東 京 菱

術'bl∫:佼長i木 【ICIi'`:.1:はか,て 諸 ノ∫imα),1∴1:1,邑を 徴!、.{、 た わ かiこD隻1'!llrli・究 の 必 要 にllllU,【 て 次0)lj{:業 を 行 う こ と と し た 、,

{D)隻 術 に 関 ・1る1,fi!的 凋 査1111・究 機 関t二 〔 『C}箋1・1,】lil　究1り1を ・、!乏け・る1二.・:

〔2)∴1∴ 【1―rffl1い.)f'lI【1【11イt・―;141711〔'こi1―i・ ノ)」力Fltイ紀・
ll【しr!＼、;イニ)、二1.

に3)Ill'.∫ 貞σ)lh'i勺 ・5.づ・ヒ 」 る ノニy・1㌃」画 当 へ:づ図 勿 ろ.・」;1ピ、r曽1ぐ,こ1

ゆ り;:業 成 、ン:のLlt・ 切 こ れ を 政[f:1.に 寄 附 」 る 、二L

　
2 年代別重要事項

期i...i

昭 和IL年12月

ll召不li2でト21」

同 年lo月

ll召和3年911

ll召イξ04fr511

Ili不115{卜6月2811

【
'

ー

ー

イ」
ー

ノ

ー

'1'-101)1711

年 川

f「 ・11)18日

―IJて 「51j26il

昭 和9fi

ll召和loイ1

同{i

l司fl

こ101」i8日

こ1月28日

司1」

{6月1日

11:項

r1「∫記v)`jl:業 を 遂 子」.1る たy)委 員 会 か 組 織 ∴イ!、141卓):f'1、1学 佼 長IL木llll:彦 か 委 員 」.ミに 就 任L、 竣

術 研 究 所'li:業 に 一,い て は 東 ∫10諦1・1学校 教 授 天IU・!lll、 黒 【lll'・1作 品 陳 列 に 一・い て は1痕 京)ミ 術"1・・

校 教 授 久 米 桂 ・郎 ・Illl岡lil浪ll助 ・同 和1[障 、1'1.・II1嗣、1;、1,1氏'.峻び 大 給 近111f、 建:物 造 営 に つ い て

は1杷10ミ 術"1∫:佼教 綬 岡Ill!ll・ 郎 、 会lil・lli:携に つ い て は .遺口.執 仔 ノ＼打Ill伝 占 を 各 委 員 と して ・li:務

を 分 掌 進 行 さ11一た,.

ア乏術 研 究 所ifi(':備'」ド襲 を1用 女で1〔た1、

・4乏京 市L野 公i4〔1内に 鉄 筋 コ ン ク11-.・ ト造
、'「 川 階2―;M上 、 佃 【ll濯〔Ll92mv)建 物1棟 を 起L〔

た(本 館)、,

前 記 の 建 物 が 竣Llた の で 、 黒il―ll己.念館 【.名付!t、)ヨ'1、1川 究lll1.川設 の たy)必1乏 要な 備[ir―1―・図ll}:・

写 真 等 の 研 究 資 料 をlr貨側IL、.1、 た 館 内 に 黒IUl'・ 爵 、ll[,r皿室 ろ・II告ll、黒 田 請 輝 のf/1:IIIliを陳 列 し た,.

遺 昌'執 行 ノ＼代 表 占1;1,1'1:lll愛輔 は 、 建1勿 ・、没備 ・側!1、ll'♂ll:1.等・切 θ)外1こtl5〃Iljを そ え て 帝ik― 追

術 院 長 に 寄 附 を 願 い 出 た 、,

中1」で}q侮125}ナ1こ,よ り'"i～/1ミ1)ミ子ホrlちヒ1こi付1;.i.,)乏1ホllJi・',、己[り1、つ・llバli、う・イi、14{!1く)で休∫"1∫:拳交1乏ILオ・く【Ill:1'葦力{1【flf〔1i:'ナ己

所0)ド`li:に 補 ぜ ら れ た 、,

ン隻術 研:究 所III所 式 を 挙 行 し た、

)隻術 研 究 所 のll)ll究成 果 発 表 機 関 ゆ1し:と〔て 、 定 期i1J行 物:― 写、術111}:究」]を 創 「―且 た,,

{;朱∫機ゴこfL【;り」[1来斤「nllfLより1リ」1イ「ノくIL)〔三1,h:リこ判lli纂ゼ?」二〔'⊂「!1父てレ1うu',lllj・)5ノ)・{i{1昌lflj}イト5rl!j、 合ll【'

2万5「 円 を'吊;匡Dミ 術i院 に 寄 附'〔 た い とv)申 出 が あ.,た,,

'帝国 竣 術:院 は こ の 申 出 を'受 理1た
,、

川 治 ノくIDミ 術III編 纂 委 員 会 規 程 ろン設 け 、 ア1術研'虎 所1.Ulll治 ノdl婆 術 史 の 編 纂 に 関 す る1ド 務 を 行

う こ と に な っ た 。

毎 年10月18日 を 開 所 記 念Hと 定 め た 、、

鉄 筋 コ ン ク リ ー ト造 、2階 建 、 延ifii積129mト のII;:庫 が 竣Lし .た 、1

『ll本 美 術 年1;ll綱0)編 纂 事 務 を 川 女台 し た,,

勅 令 第148号 に よ り 美 術 研 究 所 官1倒 が 公 布 さ れ た 、,
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研究資料閲覧夫見定 を制定 し、閲覧 事務を開女flした、,

昭和12年6月24日 勅 令第281号 に より)ミ術研:究所'['1制中 改IEの 件 が公布 され、従来、帝【K隈術院 に附ll'1!され てい

たのを 文部 大臣のlll〔i陪に改y)ら れ た,

1,dイi・川29111焔ll耽 醸1踏 脇1、 焔{1耽 所1

日召不Ill3イト2メj1211

H召不1119{卜81」IOIl

日召不020イト51」28ii

l司{1三7～8/j

昭和21年3月29日

同 年4月4日

同 年4月16日

昭 和22年5月1日

昭和25年8月29日

同 年8月29日

昭 和26年1月31日

昭和27年4月1日

同 年7月1日

日召不1128イ弄三4メ 」26日

日召不029{1こ71」lU

H召不032イト3/122日

llll年11月30日

ll召不03/1{1こ/1/13()日

H召不日36{ザg1」16日

H召不li37イト3)」31日

r司 臼こ7/jlii

1司{「71」2011

11i不il43{卜61115日

H召不日44イト81」23iiI

IIi不1145　=31J25il

同

同

同

1司

{卜31125il

{卜51」8日

{卜6メj29日

,

:務 分 ・1rf/',
」:夫見程 力{llllj定'さ れ た0

横 ・ 幌 建誕lrli不 ・ll97mWj二 鰹1棟 力`竣iし た・1

黒Hl清 輝 の作[illll、並 びに写 真原版 を東京都西多摩郡ノj・宮村 谷開家倉庫に疎1用 した。1

美術研究所 の採1、1;:。諸 資料 全部をiil形県 酒川1!f本日1∫1」'目本間家倉庫3棟 に疎開 した,)

酒 川市本間家 倉Illl二に疎開 した図lll資 料 を火暴撃の危険 を避 けるため、 さ らに酒1日市外牧 曽根村松

沢世喜雄家 倉llll'観 音 芋村村 ヒ家倉1・lll・大沢村後藤 作之 ノK家倉庫 にそれぞれ分散疎開 した。

津ql日ll∬束1珪illl(ノ)【X[ll}:・、渚資}料笠;(ノ)東}lq白」け発」差を糸冬」ノしたo

酒 川市疎開 中の図ll;:・諸 資料等が東京に到着 し、引揚 げを完 」ノした。
1

東 京都西多摩 郡に正刺刑中 の黒川清断li作品並びに写 真原版 の引揚 げを完 」ノした。

美術研究所官lllilが廃1ヒされ、国 、ン:博物館官ll}1が制定 された。h術 研究所 はIll喰i'{の附 属 美術研究1

所 とな った、,

国 、號博物館 に保存修理課 発足。同課内 に保存技術研究室 をil醍いた(保 存科学 部0)前 身)・ 昭和1
1

23年 度 より専任 の職 員を配置 し、研究 を開始 した。研究室 は匡位 博 物館 本館地 ドo)修 理室 の

一室(66m')に 設 けた。;

文 化財保護 法の制 定にと もない、 美術研究所 は文化財保護 委員会の附属機関 とな った。1

文 化財保護委員会事務局 設置に ともない、保存科学研究室 は国 ウ:博物館保存修理言果か ら文化 財1

保 護委員会 事務局保存部 建造物課 に所属1瑛1えとな った。

美術研究所組織規程が定 め られ第一・研究 部 ・第 二研究部 ・資料部 ・庶 務室が置かれた。

文化財保護法の一部が改正、東京文化 財研究所組織 規程が定 め られ、)ミ術部 ・芸能部 ・保存科

学部 ・庶務室の3部1室 が置かれ、)ミ術研究所組織規不isが廃止 され た。

また文化財保護委 員会事務局保存部建造物課保 存科学研究室 も廃ILさ れた。

芸能部研究室 と して東京芸術大学 音楽学 部ノ三ll楽科教 室2室 を同大学 か ら借川 し、研究 を開始 し

た。

保存科学部研究室 と して、東京国 立博物 館構内の倉庫132m`'を 改 造 の うえ移転 した。

東京 文化財研究所組織規ri1:の一 部が改正 され、 東京国 、7二文化財研究 所 とな った。

東京lk泣 博物館構 内に木造、外部鉄 網モ ルタル塗、'「屋建 、8m'の;　 の薬品庫 が 竣I

Lし た,,

従 来 の2階 建11;1111iのLに さ らに1階 を増築3階 建 と し、増築分延面積71[11が 竣Lし た。

東京国 、Z文化財研究所研:究受,1[規 程 が定y)ら れ 、 この年度か ら'受託研究が開始 された。

東京lk1、ン:文化財研究所組織 規不[ilの・部が改ILさ れ、従来の庶務室は庶務課 とな 一・た。1

東京国 、匠博物館内に保存科学 部庁5ヤ(保 存科'i:n室)と して、鉄 筋コ ンクリー ト造 、2階1

建 、延1(Iliii663nl:'(D建 牛勿1季東力泣麦iし た,,

東 京 【k泣文化財研究所組織 規不lllO)・部が改IEさ れ、 新たに保 存科学 部に修1:ll!技術 研究室が 置か

れた。

芸能部研究 室は、保存科学 部庁6学の竣iに ともない、川 呆存科学 部'1:舎 に移転 した。

文部省設置法の一部が改ILさ れ、本研究所 は文化庁 附属機 関 とな ・・た。

保存科学部庁6ヤに隣接 して新営 される別 館庁 舎(延L950.羽ill)0)起[:式 が 行われ た。

前記の別館が竣LLた ので、Illj年5月2611竣i式 が行われ た。

芸能部 は、別館:3階 に移転Lた,,

保 存 科学部 は別館の」也階～2階 に実験川機械類o)移 車11据付'を完 」'Lた 。

保存科"1∫:rlSli:舎0)1階 の 模様替L事 にぜビlrし 、同年101115日i'1`が 完i1し た。
　

年11月2日;所 長 及び庶 務課1よ、本館か ら保存科学部庁 舎0)1階 に移転 した(本 館 は、 美術部庁 舎とな る)。

これによ り研究所 の所在地 表示 は 「12番53り ・1が1.3番271/jlに 変 更された。
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「

昭 不1146年4月1日

日召不i148イト4月12日

II{052{卜41118日

H召不ll53{卜31」2011

11召不ll53{卜4115il

II召不日59でト61128日

'1勺」父2{卜101jlll

'1えb父5イ ト/11Jli1

・ドb父7{卜4111il

'i勺ノ父7イ ト/1)j且ll

'1勺」父8{r8ノ 」211

平 成9年10月1日

保 存科学 部月:舎及びlllj館の敷地2,658m'を 東 京国z博 物館 か ら所管換 され た。

文部省設置法施行規IIIIo)・部 が改IEさ れ 、新 たに修復技術部が設1ナられ4部1課 となり、修復

技 術部に第 ・修復技 術研究室 及び第:修 復技術研究室が置かれ、保存科学部修理技術研究室 は1

廃1トされ た、,

文 部省設 置法施ll:規 則 の 都 が改 正され、情報資料部の新設によ り5部1課 とな り、情報資料
:
1部 に文献資料研究室 及び写 真資料研究壕{が置かれ

、美術部資料室 は廃il:さ れ た。

本館構内の写場j:(木 造 、平屋建、延illi積144mつ を取 りこオ)し、情 報資料部研 究率東と して、

鉄筋 コ ンクリー ト造 、地 ド1階 、地L3階 、 延llii積569.95m脚 の 建物が竣iし た。

文部省没il'll法施lf規 則 の 都 が改正され 、新 たに修復技術部 に第 ゐ修復技術研究室が置かれた。

文部計↑組織 令が改IEさ れ、 イく研・究所は 文化1'施 設等機関とな ・た、,

文部 計↑、没置法施1ゴ規則のi/.IIII)が改ILさ れ て、新たに アジア 文化財保存研究室 が置 かれ、5部1

室1課 とな 一,た,、

文部省設置法 施l」規 則の 部 が改lllさ れ て、ア ジア 文化財保 存研究室 は、国際 文化財保存修復

協 力室 とな 一,た、,

文部i♪r設置法〃色行規 川の ・部が改IEさ れて、lki際 文 化財保 存修復協ノJ'」r:が廃il:さ れ 、新たに国

陳 文化財保 存修復協 ノ」セ ンクーが設 置 された,,同 セ ンターには、 企画室及び環境 解季1予研究指導

室が置かれ、1セ ン タ拓1狛 課 とな った,、

東京芸術大学 と 「東 京芸術 た学 人'毫1∫:1院美術研:究不こ.x化 財保 存学 曽1攻の教 育研究に対す る連携 ・

協 ノJに関す る協定lll:1が 交 わ され、j山掴 併任分野 と して狙いγ:専攻 ノく学 陽ヒ文化財保存'Y:専」文(シ

ステム保存"γ:)が:11tlとu'・'llされ た、、

新営建物建築L嘱 のiiiI:式 を 挙行 した1、

文部 省1没ll'r法施 そf規則(ノ)・部が改lllさ れ て、lkl際 文化財・保存:fl萎復 協 力セ ン ターに保:存1汁lihi研:究

指導室がil聖璽かれた。
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3.歴 代所 長(昭 和5年 ～平成9年)

　

役 職
_一 一 一 一'一 　 一一 一 一 一一

L,ll

1='1`

一一一一一

所長'll務 取 扱

所 長

一一一一一

所長'll務 取 扱

一一 一一一一

所 長

所長代理

氏 名
一___一 　一 一 一 一 一 一■　 一一

lE木 直 彦

矢 代 幸 雄

'

lltll間

_一 一 一-冒 　 一一 一 一一

日召不U5.6.28～II召 不116.lI.24

-一 一一一 一 　 一一

日召不li6,11.25～ll召 不U10.5,31

一一

和 川 英 作

一 一一一一一

II召不【110.6.1～H召 不【Ill,6.21

一

矢 代 幸 雄
一一

蔵

一一

[1召不li11,6.22～11召 不Ul7.6.28

田 中 豊

一一

II召不1117.6.29～ 日召 不022.8.15

　 一一

田 中 豊 蔵 Il召不iI22.8.16～ 日召不[i23.5.10

福 山 敏 男

一 一一

u召和123,5.11～ 日召和24.8.30

所 長 松 本 栄 一 H召 不【124.8.31～ 日召不027.3,31

一

所長事務代理 矢 代 幸 雄

一一一

【1召不U27.4.1～ 日召和28.10,31

所 長 田 中 一 松 il召不U28.11.1～ 日召不040.3.31

所 長 関 野 克 H召不040,4.1～ 日召不053.3.31

所 長
_一 一 一

所 長
一 一 一

所 長

所 長

伊 藤 延 男

―

日召和53.4.1～ 日召和62.3.31

-一

濱 田 隆 昭 和62.4,1～ 平 成3.3.31

西 川 杏太郎
一 一一 一 　

渡 邊 明 義

'{城3
.4.1～'r成8.3,31

-一一一

・1城8
,4.1～ 現 在

_一 一

一143一



4.名 誉研究 員

氏

白 畑

高 田

登 石

岡

関 野

名

よ し

修

健 こ

秋 山

久 野

川L

関

横 道

L野

江 上

畏 こ郎

克

光 和

健

巡

千 代

萬里雄

ア キ

緩

田 村 悦

猪 川

伊

柳 澤

1r

～
r

　
男

和

延藤

孝

三 隅 治 雄

樋[1清 治

田 實 榮 子

見 城 敏 子

濱 田 隆

関 口 正 之

佐 藤 道r

馬 淵 久 夫

新 井 英 夫

石 川 陸 郎*1

西 川 杏太郎

門 倉 武 夫

輪 英 夫

退 職 時 官 職 名

美術部長

保存科学部長

美術部長

所長

美術部第一一研究室長

情報資料部長

美術部長

美術部第 ㍉研究室長

芸能部長

情報資料部文献資料lilt'/"i,'i^`.長

情報資料部11任 研究官

美術部1三任研究官

情報資料部文献資料研究室長

所長

美術部長

芸能部長

修復技術部長

美術部一L任研究官

保存科学部物理研究室長

所長

美術部長

芸能部長

保存科学部長

保存科学部長

保存科学部1三任研究官

所長

保存科学部生物研究室長

美術部第二研究室長

在 所 期 間

ll召不05,6.30～li召 不lI27.

H召 不n27.12.1～II召 不II44,

日召不027.10.1～ll召 不闘50.

II召不fl20.5.15～ll召 和i51.

II{{不i140.4.1～II召 示1153.

H召不1116.10.1～Il召 不1142.

N{{不020.5.31～II召 不II57.

1昭 不[121二2・28～ll召 示1!57・

li召不[118.12.15～II召 和158.

II召不II28,3,16～li召 不1151.

Il召不1117.11,3～li召 和159.

ll召不038.5,18～II召 杓159.

闘召不fl22.6,16～ 闘召不li60.

II召和122.6.27～li召 和160.

II{{不[153.4.1～ll召 不Il62.

li召不ii21.9.30～ll召 不日62.

II(i不1127.10.1～Il♂{不1163.

Il召不【137.11.1～II召 舌II63.

A召 不H23.3.31～'「 励こノ己.

闘召不1134.4.1～ 、1えl」～こノO.

11召不1162,4,1～'1え1」3こ3.

1昭 不目42.2.1～'rl」3こ3.

U召 不034.4.1～'1勺 」3こ9.

H召禾050.10.1～'1勺 」父4.

日召不045.9.1～ 、rFJ父5.

H召不032.4.15～ 、1%r,父5.

'1勺塑4 ・
-1～越&

日召不032.4.1～ 、('・b8.

H召 不053.8.1～ 、r,」父

8.1

3,31

4,1

4.1

4.1

`1
.1

9.1

4.1

1.1

4.1

4.1

3.31

3.31

3.31

3.31

3.31

;3.31

3.31

,3.31

,3.31

3.31

3.31

3.31

3.31

3.31

3.31

3.31

3.31

8.3.31
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名誉研究員
発令年月日

昭 和53.10,18

日召不053.10.18

日召不053.10.18

日召不【」53.10.18

ti召不日53.10.18

日召不1154.10.18

闘召禾057.10.18

日召不II57.10.18

11召不1158.10.18

11召不i159.10.18

11召不1159.10.18

日召不II59.10.18

H召 不li60.10.18

11{{不II60.10.18

il♂{不Il62.10.18

H召 和62.10.18

11召不ti63.10.18

11召不II63.10.18

'}勺戊 元
.10,18

'r成 元
.10.18

'1勺」父3
.10.18

'1勺」父3
.10.18

玉TZ声戊4 .10.18

耳勺戊4.10,18

平 成5.4.1

平 成5.4.1

平 成8.4.1

平 成8.4.1

平 成8.4.1



5.1997(平 成9)年 度 予 算

(単位:千 円)

事

_　 　一

項 予 算 額

1. 人件費 406,671

2. 運営費 470,195

事業管理 33,969

一般研究 49,372

特別研究 166,801

受託研究 2,414

文化財保存修復の国際交流1Fの 促進等 189,784

国際文化財保存修復協力センター運営 9,855

重要資料緊急修理 18,000

3. 施設費 349,974

4. 文化財情報総合システムの整備 44,973

5. 文部本省

各所修繕他 813

6. 文化庁

文化財保存事業費 6,000

合 計 1,278,626

1997(平 成9)年 度特別研究一覧

(単位:千 円)

事 項 予 算 額

中国仏教美術基準作品調査研究 6,917

日本近代美術の発展に関する明治後期から昭和初期の基礎資料作成作成 5,554

近代歌舞伎の伝承に関する研究 5,541

文化財施設の保存(収 蔵展示)環 境の研究 ?,851

文化財における環境汚染の影響と修復技術の研究協力 72,022

文化財の保存を目的としたレンガの劣化現象と保存対策に関する調査研究 4,982

無公害な文化財生物劣化防除法の研究 8,007

研究用機器維持費 11,927
一

研究用機器整備(大 気観測監視 ・記録 システム他) 44,000

合 計 166,801
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1997(平 成9)年 度科学研究費補助金交付一覧

(単位:千 円)

研 究 種 目 研 究 課 題 研究代表者 交 付 額

基 盤 研 究 ㈲ 文化財収蔵庫の庫内空気環境調査法の公定化のたあの基礎的研究 佐野 千絵 4,400

〃 日本 におけ るX術 史学 の成 、r.と展開 鶴田 武良 9,500

ノノ Ali建築の保存を目的とした石材強化保存用合成樹脂の物性評価 西浦 忠輝 1,600

基 盤 研 究(Q

　一 一

環境の湿度変化が国宝中尊寺金色1;tに与えた影響に関する研究 三浦 定俊 300

〃

一 一_ 一 一 一 一 一__

占代 日本の動物遺体のDNA解 析 木川 りか 800

〃
弥生時代1°1'銅器 のVf`地推 定 'F尾 良 光 800

〃

一 一__一

地方に残る雅楽 ・能楽の占楽器研究 高桑いつみ 2,000

〃

一 一 一一

一一 一 一 一 一 _

多孔質材料の凍結 ・融解による劣化機構の解明とその防II:対策

一 一 一 一,

　 一

石崎 武志 1,700

国 際 学 術 研 究

一 一 一 一_

タイ国 レンガ造遺跡の劣化現象と保存対策に関する凋査 西浦 忠輝 3,300

〃 占代東アジアにおける肖銅器の変遷に関する考ilf学的 ・自然科学
的研究 平尾 良光 5,500

〃 中国砂漠地帯における文化財の保存対策に関する共同研究 宮本長二郎 2,700

〃 文化財の微量試料分析法の開発 二浦 定俊 :11

〃 建造物保存修復の理念及び方法に関する研究 松本 修自 ・:11

特別研究員奨励費 絹などのたんぱ く質材質試料の劣化状態のPy-cc-Msに よる評価手法
の確 立 佐野 千絵*1 600

基 盤 研 究(B) 染織文化財の展示、保存、管理に関する基礎的研究 佐野 千絵 400

合 計 45,200

*1研 究分担者

1997(平 成9)年 度受 託研究一 覧

(単位:千 円)

研 究 課 題 受 入 額

装淺材料の生化学的研究 300

塑像如信上人坐像の修復処置研究 700

金唐革紙分析調査 1,414

合 計 2,414
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6.関 係 法 規

◎ 文部省組織 令(抄)(昭59.6,28政 令 第227号)

(最 終 改IE'ド9.8.22)

第2章 文化庁

第3章 施設等機関

(施設等機関)

第108条 文化庁長官の所轄の ドに、文化庁に国語研究所を置 く。

2前 項に定めるもののほか、文化庁 に次の施設等機関を置く。

国立博物館

国立近代美術館

国立西洋美術館

国立国際美術館

国立文化財研究所

(国立文化財研究所)

第114条 国立文化財研究所は、文化財に関する調査研究、資料の作成及びその公表を行う機関とする。

2国 立文化財研究所には、支所を1置くことができる。

3国 立文化財研究所及びその支所の名称、位置及び内部組織は、文部省令で定める。

(研究施設の指定)

第115条 国立国語研究所及び国立文化財研究所は、法第5条 第37条 に規定する政令で定める研究施設とする。

◎文部省設置法施行規則(抄)(昭28.1.13文 部 省令第2号)

(最 終 改正 平9.10.1)

第5章 文化庁の施設等機関

第4節 国立文化財研究所

第1款 名称及び位置

(名称及び位置)

第116条 の9国 、r.文化財研究所の名称及び位擢1は、次の表に掲げるとおりとす る。

　

名 称 位 置

東劇iミhγ文化財研究所 東京都台東区

奈良国、r.文化財研究所 奈良県奈良市

第1款 の2東 京国 」・r.文化財研究所

(所 長)

第117条 東京国 ・r.文化 財研究所 に、所長を置 く。

2所 長 は、所務 を掌理す る。

(内 部組織)

第118条 東 京国 、r.文化 財研究所 に、庶務課次の5部 を置 く。

一 美術 部

.二 芸能 部

一こ 保存科学 部

四 修復技術 部
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「

互'情 報資料部

2前 項 に定 め るもののほか、 東京国 、r.文化財研究所に、国際 文化財保存修復 協力セ ンターを置 く。

(庶務 課の 事務)

第ll9条 庶 務li果に おいては、次の'1`務 をつか さどる、,

職 員の人 」1に関 する'F乎芳を処理 する こど,

:職 員の福 利厚生1こ関 するljl務 を処理 するこど,

公 文IIF類の接受 及び公印u)管 守 その他庶務 に関す ること、,

四 経 費及び収 人の1つ算、決算 その他会計 に関す るlll務を 処理 する こと,,

ノt.行 政 財産 及び物1["1の管 川 に関'」る'll務 を処理す るこL〈一一u

六 月:内の取締 りに関 」るこi._　

L前 各1ナに掲 げる ものの ほか、他 の所掌 に属 さない'jl務を 処理 」る こど,

(美 術 部の ㌦室 及び嘔務)

第 且20条 美鉢溜1に 、第 ・研究室及ひ第:研 究室を置 く,,

2第 ・研究室 においては、わか国のL代 、中1畳吸 び近 世の)隻術11―{ひに東洋)ミ術に関 する調 査研究 を行 い、及 びそ

の結果 の公 表を行 う1,

3第:研 究室 にお いては、わが国の近代 及び現代σ))ミ術並ひに西汀 笈術に関 ・1'る調 査研究 を行 い、 及 び その結 果

の公表 を行 うとと もに黒川記念室に関 」'るII}務を・・か さとる、,

(芸 能 部の 孔室及 び,ド務)

第121条 芸能部に、演劇`1)1究室 、1、楽鯛1踊ω1:究室 及び民 俗芸能 イリDヒ室 を置 く,,

2演 劇 研究室 にお いては、演劇及ひ その保存に関す る調査ωi究をljい 、11(/ぴに その結 果0)公 表 を行 う,,

3音 楽 舞踊研究室 にお いて は、 昌'楽及び洲踊並 びに これ ら0)保 存に俣卜1る 凋 査研究 を行 い、 並 びに その結 果の 公

表を行 う。

4民 俗芸能研究室 においては、民俗 芸能 及び保 存に関す る調 査研ラヒをi1'い 、 並びにその結果の公表を行 う、,

(保 存科学部のit`..1び 事 務)

第122条 保 存科学 部に、化学 研究室 、物 理研究 室及び生物研究 室を置 く,,

2化 学 研究室においては、 文化財及びその保存に関す る化学ll勺凋査研究(り 〉析化学的調査研究 を含む1,)を 行 い、

並びにその結 果の公表を行 う、,

3物 理 研究室 においては、 文化 財及びその保 存に関す る物理学 的調rtω1究 を行 い、並 びにその結果の公 表を行 う,,

4生 物 研 究室 においては、 文化 財及びその保存 に関す る生物 し;∫:的調 査研究 をll:い、 並 びにその結果の公 表を行 う。

(修 復技 術部の1室 及びlll務)

第122条 の2修 復技術 部に、第 修 復技vh,研 究 室 、第:修 復伎 術研究%ご及び第.修 復技術研究室をll'1く,,

2第 ・修 復技術研究室 においては、 木、漆その他次項 及び第4項c/)材 料 以 外の ものを材料 とす る文化財 の修 復 に

関 する科学的、技術 的調 査研究 をそfい、 及びその糸is果の公表を1」・う,,

3第:修 復技術研究室 においては、紙、布 又はr;,:を材 料 とする 文化財 の修復 に関 する不斗学的、 技術 的調 査研 究 を

行 い、及 びその結 果の公表 を行 う。

4第 モ修復技術研究室 においては、 イ1、i又 は金属 を材料 とi'る 文化 財の修復 に関す る科学11勺、 技術 的 調査 研究

を行 い、及 びその結果の公 表を行 う。

(情 報資料部 の ㌃室及 び1拝務)

第122条 の3情 報 資料部に、文献資料研究室及 び写 爽資料研究室をll♂1く,,

2文 献 資料研究室 においては、第118条 第1号 か ら第4号 までに掲 げる各部 の所掌 に係 る文献 資料 その 他の 資料

(写 真資料 を除 く)の 作成 、収 集、 整理 、保管、公表、閲覧及び調査研究 をlj:う。

31・..料 室 にお いては、第118条 第1号 か ら第4号 まで に掲 ける各部 の所掌 に係 る写真資料の作成 、 収 集、 整

理 、保 管、公表、 閲覧及び調査研究 を行 う。

(国際 文化財保有修 復協力セ ンター)

第122条 の4国 際 文化財保 存修 復協 ノJセンターにおいて は、 文化財の分野 にお ける国際的な貢献 に資 す るため、

世界の文 化財 の保 存修復 に関す る国 際協力、資料収集、調査研究及 びその結果、の公表並びに専門 的、 技術 的 な研
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修を行 う。

(匡i際文化財保存修復 協力セ ンターの長)

第122条 の5国 際文化財保存修復協力セ ンターに長 を置 く。

2前 項の長 は、国際 文化財保有修復協ノ」セ ンター0)事 務 を掌理 する。

(国 際文化財保 存修復 協力セ ンターv)孔 室及び事務)

第122条 の61ki際 文化財保存修復 協力セ ン ターに企1[hl室、環境解析研究指導室及び保 存、;1°画研究指導室 を置 く。

2企 画室 においては、 匿界の 文化 財o)保 有修復に関す る国際協力及び{肝修 にっ いて、 企画及 び実 施 に係 る事務 を

処理 する。

3環 境解析研究指導室 においては、il堺 の 文化財の保存環境 の解 析に関 す る資料収集、調査研 究及 びその結 果 の

公表 並びに 専門 的、技術 的な研修 を行 う,,

4保 存 計画研究指導室 においては、世界0)文 化財の保存lt°画に俣】す る資料収集、調査研究及 びそ の結 果の公 表 並

びに 専門的及 び技術 的な研修 を行 う,,

(客 員 研究 員)

第122条 の7東i1:1'`1、Z文 化財研究所 に客員研究員を置 くことがで きる。

2客 員研究 員は、所 長0)命 を受 け、東京国 、Z文化財研究所において行 う調査研究 に参plijする。

3客 員研究員 は、非常勤 とす る。
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